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このたびは、パナソニックフルカラーデジタル複合機をお買い上げ 
いたださ、まことにありびとラございました。 

■取扱説明書をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 

■巧に『取扱説明書(昼本 編)』 の r まを上のごを意 J は、ご使用前に 
必ずお読みいただを、まをにお使いください。 

お読みになつたあとは、大切に保管し、必要なとさにお読みください。 


• イラストはオプションを装着した例でず。 
詳しくは、『取扱説明書(基本編)』を参照 
して < ださい。 
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タイトルをクリックす 
ると、該当するページ 
が表示されます。 


階 目次 

囚階1章操作の前に 
B 磁お 


田 


12 童冥隶面巧で機能を 

口 這 ssi l 


应 原稿の活韩を切り套 
应コピ—患度を調整し; 
田应 よく使巧ずる面貢設 
a 应 コピー面貢を細かく fl 
田应 用紙ロビ-が出先: 

喧 複数〕ピ-の前に試 
田 階 設定した〕ビ-機肯目 
田喧 よく ■(重用ずる〕ピ-お 
01^3ピー、ブリント中のミ 
コピーのをを了をコンピ 


□ 参照ぺージの表示方法 



ページ番号をクリックする 
と、該当するページび表ちさ 
れます。 


カラーモー ドを切り替えたいとき 陋贸 iSS ] 


曲苗段を]のカラーモードでは、巧の投まができます。 


6巧のをを目曲的に刊 
奇 J します•か. 15) 



フルカラーでコビー 
しまず 。(口. 16) 


I 1 色でコピーします。 
(P-20) 


»黒をとち51さで 
H ピーします •(口. 1 目） 


(上記画面の内容は、実際の取扱説明書と異なる場合びあります。） 


□ 本書の表記について 

• 本書では、本機の操作パネルのをキー、タッチパネルディスプレイ上のボタン、コンピューター画面上のボタ 
ンなどについて、下記のように表記しています。 


く > 


操作パネルの各キー(例:スタートキ—►く スタート >) 


タッチ) ネルデイスプレイ上のをボタン、コンピューター画面上のボタンなど 
(例:基本ボタンー[基本]) 


本機のタッチパネルディスプレイ上のカタカナ文字は、半角と全角び一部混在していますび、本書では、説明 
文はずべて全角に統一して表記しています。 



ここでは、 PDF のしおりの使いかた、参照ページの表术方法、本書の表記について説明します。 

□ しおりの使いかた 


t 7 W ルの M * の RSW ) 义»©> ■トル。■5<ンドウ卿 

3^-8* 百：二.*: H け《 : L む む "SR 袋 も -1:11 円 e r のん 1- 足]! 巧 - 0A" 


を 目巧 

曰喧 1章操作の前に 
[113^2 章基本画面で糖能を 
囚階 3章詳細設定画面で； 
田 1^4 まその他のコビー 
囚应 5章必要なとき 


[+] をクリックずると、 
下の階層び表示されます。 
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操作の前に 



この章では、ファクス機能/インターネット FAX 機能のメニューマッスお 
よび使用上のお願いを記載しています。 




1 章操作の前に 


メニューマップ 


ファクス機能の画面に表おされるメニューと、本書の参照先は次のとおりでず。 


「再ダイヤルを使ラ」 
( P .2 己） 


アドレス帳画面 


巧リ-送信 
な！!文ず 
圈ホさい. TIFF 


[ァド 

/ス帳 1 

基本 1 

1 詳細設を 1 



ちダイ中ノ广 1 

テン丰一 1 

1 モ-ク- 


巧先巧認：如0 



複数巧み 

□ 


お 


【さ 

た 

な I a I 麦 1 

や 1 ら/ゎ| a 

i 巧み 1 


テンキー画面 


I 




1234567 


1 1 

II 

2 

II 

3 1 

14 

1 1 

5 

1 1 

6 1 

1 7 

II 

8 

II 

9 1 

1 * 

II 

0 

11 

# 1 


「電話番号を入力する」 （ P .18) 





昼 営業部 

1 日 営業部 

囚 

開発が 

曰 管巧が 

[h 企画が 

昌 

企面が 

曰 技術部 

昼 燃務卽 

昌 

中維用 


□ E メール jlfoo 巧索 


基本画面 
( P .11) 

詳細設定画面 
( P .12) 


「回線状態を確認して 
送信する[モニター]」 
( P .29) 


検索画面 


00/ 田 
0 晒 


〕〔ぉ字/記号]〔 K ]- 卜 .] 


W fVll 怪お 


回因回因の凹に)回の曰 
囚凹回回回凹回回山 
の凶回回凹凹回 

グロ-/广ル 


か側 


r 宛先を検索する」 （ P .22) 


E メール 画面 


〕〔 


I 〔 Bcc ] I From 11 件を 


かさた をは まやら/わお巧み 


目 営業が jlQ 


間！!部 


企画が 


〕臣 


mm 


卜 r - ド 


お索 



「已章インターネット FAX を使う」 

( p . l 19) 
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メニューマップ 


基本画面 



•画質設定 （ P .31) 

• ファイルタイプ/ファイル名 （ P .1 已の 
• 原稿サイズ （ P .34) 

• 両面原稿 （ P .3 日） 

•済スタンプ （ P .38) 

• メモリー送信 （ P .40) 

• ダイレクト送信 （ P .42) 

• 発信元印字 （ P .4 己） 

• 通信状況 （ P .46) 

•終了通知 （ P .1 已 7) 

• E メール受信 （ P .1 已 8) 
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1 章操作の前に 


詳細設定画面 > 特殊通信画面 


リ-送信 
文字 

圈小さい ， TIFF 



アドレス娘 


甚本 


詳細設定 


再ダイわル 


了ツ ^I モニター 


臟巧先 


口 E メール 00 お索 


特巧通信 
夕か-通厦 


線偏 


たレクトモード 


mm 


リストプリント 


夕か送信 


夕わ-ホ’-のグ受信 


夕々-特巧ぶ信 


ホ。-のク•受信 


][ 


ホ"-のク’送信 


特巧通信 


タイマー通信 


• ポーリング/ 
特殊通信 


タイマー送信 （ P . 己 8) 

タイマーポーリング受信 （ P . 己 0) 
タイマー特殊通信 （ P . 巳 2) 

ポー IJ ング受信 （ P . 巨 4) 

ポーリング 送信 （ P . 已已） 

特殊通信中継同報指ち （ P . 已 8) 
ファイル送信 （ P .72) 

F コード通信 （ P .78) 
マルチコピー通信 （ P .82) 
F 網通信 （ P .84) 

LAN 中継同報指示れ 1 巨 4) 


詳細設定画面 > セレクトモード画面 


A 4 巧リ-送信 

-画文き 

圈小さい , TIFF 


巧先な認： 


アドレス娘 


當本 


詳細設を 


再ダイヤル 


テンキー 


モニター 


複数巧先 


因 E メール 


00 検索 


特殊通信 1 たレクトモード 

1 iifi ® 1 リストプリント 




e の卜送信 

"•ストト•送信 




のタイが毎外通信 

優み通信 


を期 f 動お-通信 

'モリ-を信 




け-化 A 3 送信 1 

送達な認要ま 


特殊通信画面 


セレクト送信 ( P .85) 
パスワード送信 （ P .87) 

ワンタイム海外通信 ( P .91) 
優先通信 （ P .92) 

定期便タイマー通信 ( P .94) 
メモリー受信 （ P .114) 

E メール A 3 送信 （ P .1 曰 2) 
送達確認要求 ( P .154) 


LAN 中巧同が指示 


圧圧 


■ 


-tl の/ 014 - 


■ 
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詳細設定画面 > 通信予約の確認と消去画面 



•通信予約の確認 （ P . 186) 

•時間•宛先変更 （ P .1 S 8) 

• 通信予約の消去 （ P . 1日 □) 

• 指定通信予約レポート （ P . 1日 2) 
• 未達宛先再通信 （ P . 1日 4) 

• 受信データの強制出力 （ P . 1 日 6) 
•手動ファイル転送 （ P .197) 


詳細設定画面 > リストプリント画面 



• 通信管理レポート （ P .244) 
•アドレス帳リスト （ P .2 己 4) 

• グループダイヤルリスト （ P .2 己巨) 
• プ□グラムリスト （ P .2 已 8) 

• システム登録リスト （ P . 26 0) 

• 自局情報リスト （ P .262) 














































































































1 章操作の前に 


使用上のお願い 


■回線 / LAN ケーブルなどの接続と設定 

本機でファクスやインターネット FAX の送信/受信をずるためには、電話回線や LAN ケーブルなどび接続 
され、必要な項目びファンクシヨン設定で正しく設定されている必要びあります。 

『取扱説明書(セツトアップ編)』を参照して、電話回線や LAN ケーブルを接続し、通信に必要な項目を設定し 
て < ださい。 


( f お願い j 

ファンクション設定の項目び正しく設定されていない場合は、正常に通信でさません。ご使用の環境に合わ 
せ、正しく設定してください。 


■ほ用上のお願い 

キャッチホンサービスをご契約になっている場合 

•ファクスの送信中/受信中に、他の方か5着信すると、ファクス受信画像に線び入ったり、通信び中 
断することびありまず。 

これは、ノイズによる影響で、キャッチホンや機器の異常ではありませんので、ご了承願いまず。 

■キャッチホンヴービスをご利用の場合、割り込み音の回数を0回に設定しておくと、ファクス通信 
中にキャッチホンび入っても異常なく通信できます。設定については、 NTT にお問い合わせくださ 
い。 

各サービスについて 

• 発信ち番号通知、ダイヤルインヴービスは、あ5かじめ NTT との契約び必要でず。 

これ5のヴービスの詳細については、 NTT にお問い合わせください。 

• NCC 回線をご利用の場合、 NCC を社でサービスの内容び異なります。発信ち番号通知、ダイヤルイ 
ンヴービスの詳細ついては、ご契約の NCC にお問い合わせください。 


■その他 

• この説明書では、従来の一般加入回線での G 3 通信、および LAN システムを使ったインターネット 
FAX の各機能について説明していまず。 

• ネットワークと接続し、インターネット機能を使うためには、ソフトウエア、および LAN 伝送路用品 
び別途必要です。 
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フアクスの基本操作 


この章では、基本的なファクス送信の操作について説明していまず。 


15 





2 貢フアクスの基本操作 


ファクス送信の流れ 


フアクス送信をするとさの基本的な操作の流れは、次のとおりです。 


原稿をセツトする 




送信する面を下にして左奥のちに合 
わせてセットします。 

ADF を静かに閉じます。 

詳しくは、『取扱説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

メモリー残量び少ない場合は、メモリー送信 
でさない場合びありまず。このよラな場合 
を、ダイレクト送信を使うと送信できまず。 
r メモ U - に蓄積せずに送信ずる[ダイレク 
卜送信]」 ( P .42) を参照してください。 


2. <フアクス>を押ず 


基本画面の設定をする場合は、[基本] 
を押して設定する 

-使用量 



画負設定 


フアイ肺•か抑を 


原巧サイス 


闹面原稳 


巧スタジブ 


複が巧先 |§ E メー化]〔00 ぉ卖 
送信け’ 

I メモ U - 送信 |[ タイレクト送信 ] 


を情が粋 


巧了通が 


通信が I 兄 


极信 


• 「画質を設定する[画質設定]」 （ P .3 1 ) 

• 「原稿サイズを設定する[原稿サイズ]」か. 34) 
• 「両面原稿を送信する[両面原稿]」 ( p .36) 

• 院スタンプを解除する院スタンス」か.3却 

• 「メモリーに蓄積して送信する[メモリー送 
信]」 ( P .4 の 

• 「メモリーに蓄積せずに送信する[ダイレクト 
送信]」れ 42) 

• 「通信を中止する」 （ P .44) 

• 「通信状況を確認する[通信状況]」か.4日） 



が万吗 ilB 
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ファクス送信の流れ 


3. 宛先を設定する 

□ テンキーで相手の電話番号を入力ずる 



□ アドレス帳を使う 



■詳し<は、 r 宛先を指定ずる」か. 18) を参照 
して < ださい。 


4. <スタート>を押す 



原稿の読み取りび開始され、受付番号と共に 

メモ U —に蓄積されまず。 

読み取りび完了ずると、ファクス送信び開始 

されまず。 

( もえ □ b せ） 

• 送信を中止したいとさは、 r 通信を中止ず 
る」 （ P .44) を参照してください。 

• 原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、 
セットした原稿び最終原稿かどラかを確認 
ずる画面び表示されまず。画面のメッセー 
ジに従って操作してください。 

• ホ目手先び話し中などで送信でさなかった場 
合は、通信結果レポートび排出されまず。詳 
しくは、 r 通信結果レポーりか.2已 0) を参 
照して < ださい。 
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2 章フアクスの基本操作 


宛先を指定ずる 


宛先の設定には、次の方法びありまず。 

電話を号を入力する I 電話番号をテンキーで入力しまず。（本ページ） 
アドレス帳を使う I あ5かじめ登録しておいたアドレス帳を使いまず。 （ P .20) 

—— アドレス帳の検索タブを使ラ 
—[お好み]か5探ず 
—グループ ダイヤルを使ラ 

宛先を検索する ] アドレス帳または LDAP ヴーバーか 5 検索します。 （ P . 吕 2) 
— アドレス帳か 5 検索ずる （ □-カル検索） 

— LDAP ヴーバーを使って検索する (LDAP 検索） 

再ダイヤルを使う 1 最後にダイヤルした電話番司こ、再度ダイヤルしまず。 （ P .2 已) 


■電話を号を入力する 

テンキーで電話番号を入力ずる場合は、次の手順で操作しまず。 


1 . 原稿をセットずる 

• 詳しくは、『取扱説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

2. <ファクス>を押す 

3. 操作パネルのテンキーで電話番号を入 
力ずる 



自動的に、テンキー画面び表示されまず。 



ホ•レス很へ追加^ I か Wk 


• 電話番号は、已2巧まで入力でさまず。 

• 誤って入力した場合は、画面内の[ク U 
アー]、または操作パネルの <クリアー >、 
を巧ずと、1文字ずつ削除でをまず。 

• 電話番号は、テンキー画面、操作パネルのテ 
ンキー、どち b か b でち入力でさまず。 

• 複数の宛先を設定ずる場合は、電話番号を 
入力して、[セツト]を巧しまず。 

最後の電話番号を入力した5、 [ OK ] を巧し 
ます。 

(このとき、[セツト]は巧さないでくださ 
い。） 

• [宛先確認：###]を巧ずと、設定した宛先 
を確認でさまず。 r 宛先を確認ずる」 
( P . 148)を参照してください。 

• テンキー画面は、タッチパネルデイスプレ 
イの[テンキー]を巧して表示ずることちで 
さます。 
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宛先を指定する 


□ テンキー画面 



□ [再ダイヤル/ポーズ]を使ラ 

内線電話をお使いの場合は、外部発信番号を 
入力したあとに、[ポーズ]を巧してから、ホ目 
手の電話番号を入力しまず。 

(例）0のあとに[再ダイヤル/ポーズ]を押 
して電話香号を入力した場合 

0-5551234 



ポーズ 記号 




1回巧すたびに、ポーズ 
(ダイヤル間隔)を入力で 
定ます。画面には一び表 
おされます。 


回涼選が 


オプシヨンの G 3 増設ユ 
ニット ( DA - FG 322)、 
または G 4 通信ユニット 
( DA - FG 323) を装着し 
ている場合に使いまず。 


送信ずる回線を選択しま 
す。 


サフ*アト*レス 


オプションの G 4 通信ユ 
ニット ( DA - FG 323) を 
装着している場合に使い 
ます。 


サブアドレスを入力ずる 
ときに巧しまず。画圃こ 
は S び表示されまず。 


たツト 


複数の宛先を設定したい 
とさに巧しまず。 


• 1か所だけに送信ずる 


場合は、[セツト]を巧 
さないで < ださい。 


クリアー 


入力した電話番号を1文 
字ずつ削除ずるとさに巧 


しまず。 


[アドレス帳へここで入力した電話番号 
追加] をアドレス帳に追加でさ 

ます。[編集]を巧し、アド 
レス帳の登録手順に従つ 
て登録して< ださい。 


ァドレス帳の登録につい 
ては、 r アドレス帳に電話 
番号を登録ずる」 
(P.203) を参照してく 
ださい。 


■[アドレス帳へ追加]を 
巧して宛先を登録ずる 
場合、[お巧み]には登 
録でさません。 


□ [*] を使う 

パルスダイヤル回線をお使いの場合は、[本] 
を巧ずと、パルス信号をトーン信号に切り替 
えることびできまず。画面には、/び表おさ 
れます。 


(例）0のあとに [*] を巧してトーンに切り替 

スた口' 

0/5551234 



トーン記号 


□ [#] を使う 

[机は、フアクス情報サービスを使う場合な 
どに巧しまず。 

□ [サブアドレス]を使う 

このボタンは、オプションの G 4 通信 ユニッ 
卜 （ DA - FG 323) を装着している場合に使 
いまず。 

電話番号を入力し、[回線選択]を巧して 
[ G 4] を選択してから[サブアドレス]を巧し 
ふ9 0 

画面には S び表示され、それ];(降の文字びサブ 
アドレスとして扱われまず。 

詳しくは、 r サブアドレスを設定ずる」 
(P.283) を参照してください。 

(例)4のあとに[サブアドレス]対甲し、サブアド 
レス1234を入力した場合 

5551234 S1 234 



サブアドレス 


4. <スタート>を押す 

• 原稿の読み取0び開始され、受付番号と共に 
メモ U —に蓄積されまず。 

読み取りび完了ずると、ファクス送信び開始 
されます。 
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2 章フアクスの基本操作 


■アドレス帳を使う 


□アドレス帳の検索タブを使う 

アドレス帳の検索タブ（[あ]〜 [5/ わ])を使って 
宛先を検索でさます。 

• アドレス帳は、あ日かじめ登録び必要でず。 

「アドレス帳に電話番号を登録ずる」 （ P .203) を 
参照して< ださい。 


□ [お好み]か 5 探ず 

アドレス帳の[お好み]タブで宛先を設定でさます。 

• [お好み]タブには、アドレス帳登録時に[お好み]夕 
ブへの表示を設定した宛先だけび表示されます。 

• アドレス帳は、あらかじめ登録び必要です。 

「アドレス帳に電話番号を登録する」れ203)を参 
照してください。 


1 . 原稿をセットずる 

• 詳しくは、『取扱説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

2. <フアクス >を巧す 


1 . 原稿をセットする 

• 詳しくは、阳 X 扱説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

2. <フアクス >を巧す 


3. 検索タブ（[あ]〜に/わ])を選択する 


3. お好み画面び表示されていない場合 


アドレス振 ■ 基本 


詳細設定 


ill 

■^■1 夕子 

图小さい .T 

FF 

)D 

.. 

[ 再ダイ中ル II テツキー|| 

モニ女一1 

1 巧もが 恐 000 1 

1 臟巧先 

~| !□ E メール 1 1 00 なを 1 

6 1 か I 


E 

1 は 1 まゃ5 化！! 

お巧み 1 

;粋/ 


営業が 

:]巨 

営業卽 

コに 

閲発部 

コ面 


営 巧が 

:]巨 

企画が 

コに 

企画が 

コ也 

N 

巧術が 

〕巨 

お賴卽 

]に 

中刪 

つ。'/ 


の 


4. 


送信したい宛先のボタンを押す 



I 蝴 11111 


巧みな致； 000 


ぁ I か I さ 1た1* » S ゃ S 化 I ぉ好み 了をぞ 



• わラー度ボタンを巧すと、還択を解除できます。 

• 複数の宛先を設定ずる場合は、手順3〜4の 
操作を繰0おしまず。 

• [宛先確認：###]を巧ずと、設定した宛先 
を確認でさます。 r 宛先を確認する」 
( p . l 48) を参照してください。 

5. < スタート> を押す 

• 原稿の読み取0び開始され、受付番号と共に 
メモ U —に蓄積されまず。 

読み取りび完了ずると、ファクス送信び開始 
されます。 


は、[お好み]を押ず 



4. 送信したい宛先のボタンを押す 



• わラー度ボタンを巧すと、選択を解除できます。 

• 複数の宛先を設定ずる場合は、続けて他の 
宛先のボタンを巧しまず。 

• [宛先確認：###]を巧ずと、設定した宛先 
を確認でさまず。「宛先を確認ずる」 
( p . l 48) を参照してください。 

5. < スタート> を押す 

• 原稿の読み取0び開始され、受付番号と共に 
メモリーに蓄積されまず。読み取りび完了ず 
ると、ファクス送信び開始されまず。 
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宛先を指定する 


□ グループダイヤルを使う 

グループダイヤルで複数の宛先に送信ずる場合 
は、次の手順で操作しまず。 

• グループダイヤルは、あらかじめ登録び必要で 
す。詳しくは、 r グループダイヤルを登録ずる」 
か.221)を参照して < ださい。 


1 . 原稿をセットする 

•詳しくは、陌巧お説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた（ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

2. <ファクス >を押す 

3. [プ□グラム/グループ]を押す 



4. 送信したいグループ宛先のボタンを押ず 



• をラー度ボタンを巧ずと、還択を解除でさ 
ます。 

5. < スタート> を押す 

• 原稿の読み取0び開始され、受付番号と共に 
メモ U —に蓄積されまず。 

読み取りび完了ずると、フアクス送信び開始 
されまず。 
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2 章フアクスの基本操作 


■巧巧を検索する 

□アドレス帳か 5 検索ずる （ □-カル検索） 

アドレス帳に登録されている検索文字で検索して、宛先を指定でさます。 


1 . 原稿をセットする 


5. 宛先を選択し、 [0 K ] を巧す 


2 . 

3. 


4. 


• 詳しくは、『取扱説明書(基本編)』の「原稿セツ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとき)」を参照してください。 

<フアクス >を押す 


[検蔚を巧す 


gpil 

^か1さ1た1な」 


アドレス振 ■ 基本 


詳細設定 


再ダイ中ル II テンキー11^ 


複韵巧先 ] 13 E メール 1〔00 おを 


T 


ら/ゎ J ぉ巧み 了堪爭 


営業が 


に 管巧が 


に 巧術が 


臣 


営業が 


〕巨 


閲発が 


|0 を画部 语 


企画が 


|§ ぉぉ部 ]§ 中姐用 


JL 


〕〔 


田 

01 

/ 

01 

の 


検索したい文字を入力する 


い/田 

う 咽 


部 - 語 I [数字/記号]〔 E ]- 卜*] 〔イ I [ y 0 l を退 I 

互画回回因回回の回回巳） 


囚凹凹回回凹回回の 
因凶回囚凹凶回 Du 



I 営業韩 II II I " 山 

I II II I 〇リり 

I 动語 II お(字/言 

E 号 II 区]-卜 ’I I イ II ► II 巧退 I 

回回回〔 
囚回臣 
回因〔 

司因囚回の回回曰 

] 回回凹回回山 淀正 

弓囚回回回□曰 

■ ク‘日-; り^^^^^^^^^^^^^^^ ■キ M ■ 


I 


① 


② 


参 田またはの を巧ずと、表おされた検索結 
果をスク□ールでさまず。 

• 宛先を複数選択ずることはでをません。 


6. < スタート> を押す 


• 原稿の読み取0び開始され、受付番号と共に 
メモ U —に蓄積されまず。 

読み取りび完了ずると、ファクス送信び開始 
されまず。 


•ァドレス帳に登録した検索文字を入力しま 
す。検索文字については、 r ァドレス帳に電話 
番号を登録ずる」か.203)を参照してくださ 
しん 

• 文字入力のしかたは J 取扱説明書(基本編)』 
の r 文字入力のしかた」を参照して < ださい。 


入力した文字に該当ずる宛先び表示されま 
す。 
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宛先を指定する 



1アドレス帳1 

基本 

1詳細設定1 


1再ダイかル 

II 

テツキー 

II モニ々-1 

1 樓ぉ巧先 

IN 

E ゾール 

|| □□おを1 


ま I や弓/ね お巧み 


;臘/ 


原稿をセツトする 


5. 検索したい文字を入力し、[検蔚を押す 


■詳しくは、阳 X 扱説明書(基本編りの「原稿セッ 
卜のしかた（ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

2 . <ファクス>を押す 

3. [検索]を巧す 


4. [グ□-バル]を巧す 


JL 


JL 


00/ 田 
0 何 


[ 郭語」1掘字/記ち II 区 ]- r I 〔イ■[►〇! i をぶ I 

回回回回因回回の回回曰 
囚凹凹回回回山回の 


因囚のピ J 回回 IMJ □曰 


巧定 


なま 


部語 j [ rn^nm \ \ 区 ] -r 


い）厂 Ml ぉぶ 


回囚囚日山山山山 L2J 山 LlJ 
回 [u 山山山 ulI 囚 jJCG 
回凹凹 


_ I 贼換山化。-か効を11 

a - カル Ifr レス娘へ追加 I 


巧を 


半剣、トド 


\rM 


① ② 

検索結果び表示されまず。 


、 li ) 

• [□一カル]を巧ずと、アドレス帳検索画面 
に戻りまず。 

• 検索結果び100件 LU 上ある場合は、再検索 
をたずねる画面び表示されまず。 

-[はい]を巧ずと、再検索画面び表示され 
ふ d 〇 

-[いいえ]を巧ずと、検索び中止されまず。 
• 検索中にエラーび発生した場合は、メッ 
セージび表示されまず。 

• 検索した電話番号やメールアドレスをアド 
レス帳に登録したい場合は、[アドレス帳へ 
追加]を巧しまず。表おされた画面で、登録 
名を入力し、 [ OK ] を巧しまず。 

• 検索を中止ずる場合は、検索中に[キャンセ 
ル]を巧しまず。 


□ LDAP ヴーパーを使って検索する （LDAP 検索） 

LDAP 検索とは、ネットワーク上に設置されている LDAP サーバー上のアドレス帳か5、電話番号やメール 
アドレスを検索する機能のことでず。 

( おならせ） 

•本機び設置されている環境で、 LDAP 検索を使えるかどラかについては、ネットワーク管理者にお問い合わ 
せ < ださい。 

• LDAP 検索をずるには丄 DAP サーバーび設定されている必要びありまず。詳しくは J 取扱説明書(ファンク 
シヨン設定編)』の「4章ファクス /E メール機能設定」を参照してください。 


巧先巧訪： 000 


maisushita 


正 W / 0 正 


1吕 営 

業卽 110 

営業部 

II 因 

閉おが 

1 

!□ 営 

理部 |仁 

企画が 

lfe 

企画が 

1 

!□ 巧 

術韩 II 吕 

おお部 

II 吕 

中犯用 

1 

1 



II 


1 

1 

II 


II 


1 
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2 章フアクスの基本操作 


6 . 宛先を選択し、 [0K] を巧ず 


マツシクアキオ、松で 


マツシタアキヒサ、化 


マジシクアジヒサ、の 


マツシクアユ、松下 


マジシクイツキ.化下 




け-ル 


Fax 番号 


① 感 


• 宛先を複数選択ずることはでさません。 

•正メール]、または [ Fax 番号]を巧ずと、電 
話番号とメールアドレスの表示を切り替え 
られまず。 

•田または 圧) を巧ずと、表おされた検索結 
果をスク□ールでさまず。 

• [詳細]を巧ずと、下記の画面び表示され、詳 
細を確認でさまず。[閉じる]を巧ずと、検索 
結果画面に戻0まず。 


7. [0K] を押す 



囚囚 [ajQjCu 山凹山凹 idliJ 

tiCu 凹山 hJqlI 囚囚山 


(jj 山山 LiJ 囚囚 Qu し l=J 

[ 無効を11 化*-ス/効突 I [ 半英小トト • I 


おを 


a-M I アト•レス娘へ追扫 n I 


か卿 


8 . <スタート>を巧ず 


原稿の読み取りび開始され、受付番号と共にメモ 
U —に蓄積されまず。 

読み取りび完了ずると、ファクス送信び開始され 
まず。 
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宛先を指定する 


■再ダイヤルを使ラ 

直前にダイヤルした宛先にちラー度ダイヤルでさます。 

(も； □ b を ） 

•巧手び話中の場合は、自動的に再ダイヤル待ちとなり、タッチパネルディスプレイ上部に r 再ダイヤル待ち」 
のメッセージび表示されまず。 

再ダイヤルの通信を中止するには、 r 再ダイヤル待ち」び表示されている状態で < ストップ > を巧し、中止確 
認画面に従って通信を中止しまず。中止の操作については、 r 通信を中止ずる」 （ P .44) を参照してください。 

•再ダイヤル待ちの通信は、通信予約ファイルとは異なり、宛先や通信時刻の変更はでをません。 


1 . 原稿をセットする 

•詳しくは、阳巧お説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた（ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

2. <ファクス >を押す 

3. [再ダイヤル]を巧す 



4. 電話番号を確認し、 [0K] を巧す 


函 


1234567 


]CXD [ 


]r 5 I r 6 1 

]LXJ LXJ 

]rri nn 



[再ダイヤル/ポーズ]、[回線選択]、[サブア 
ドレス]、[セツト]、[本]、 [#] については、 
「電話番号を入力ずる」 （ P . 1 8) を参照して 
<ださい。 

5. < スタート> を巧す 


• 原稿の読み取0び開始され、受付番号と共に 
メモ U —に蓄積されまず。 

読み取りび完了ずると、ファクス送信び開始 
されまず。 
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2 章フアクスの基本操作 


■複数の巧先に送信した < ないとまは 

本機では、テンキーでの電話番号入力やアドレス帳か5の宛先指定で、同じ原稿を複数の宛先にファクス送 
信でさまず。 

複数の宛先に送信したくなし)場合は、[複数宛先]を巧ずと、複数宛先の設定び解除され、1宛先だけに送信ず 
るよラに設定されます。誤って複数の宛先へ送信ずる操作を防ざたい場合に便利です。 


广お巧らせ） 

•複数宛先は、ファンクション設定の[ファクス /E メール機能設定] >[04キーオペレーター専用] >[01シス 
テムの登録] >[117複数宛先指定]で初期値を変更でさまず。 

阳又扱説明書(フアンクシヨン設定編)』の「4章ファクス /E メール機能設定」を参照してください。 


1. [複数宛先]を押す 



[複数宛先]び青色に変わ0まず。 
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宛先を指定する 


■巧巧を確認する 


設定している宛先を確認でさまず。 

また、フアンクシヨン設定で宛先を確認してか5< スタート> を巧ずよラに設定でさます。このよラに設定 
している場合は、常に宛先確認の手順び必要となりまず。 


□ 宛先を確認ずる 


□ 常に宛先確認びお、要なとき 


1. 婉慰產認:##がを押ず 

(### には、設定した宛先の数び表示されます。) 



2. 確認したいタブを巧す 



• 宛先を追加したい場合は、次の操作をしま 
す。 

① [ OK ] を巧ず 
③宛先を追加ずる 

• 宛先を削除したい場合は、次の操作をしま 
す。 

①宛先を選択して梢 Ij 除]を巧ず 
③表おされた画面で[はし)]を巧ず 

• [キーボー円で編集でさるのは 、 E メール 
アドレスを直接入力した宛先だけでず。 

3 . 確認び終わった5にのを巧ず 


誤送信を防止するため、常に宛先確認をずるよラ 
に、ファンクション設定で設定でをます。 

このよラに設定されている場合は、宛先確認をせ 
ずにく スタート> を巧すと、宛先確認の操作を促 
すメッセージび表おされ、宛先確認をしないと送 
信でさません。 

この場合は、次の手順にしたびって操作してくだ 
さい。 

( も矢 □ b せ） 

• 宛先確認は、ファンクション設定の[ファクス /E 
メール機能設定] >[04キーオペレーター専用] 
>[01システムの登録] > [ 12已宛先確認]で設 
定でさまず J 取扱説明書（ファンクション設定 
編)』の「4章ファクス / E メ ー J し機能設定」を参照 
して < ださい。 


1. メッセージび表示された5、[閉じる] 
を押す 



2. 碗尉崔認: ###] を巧す 


(# # #には、設定した宛先の数び表示されます。) 
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2 章フアクスの基本操作 


3. 確認したいタブを巧ず 



• 宛先を追加したい場合は、次の操作をしま 
す。 

① [0 K ] を巧ず 

③宛先を追加ずる 

③もラー度[宛先確認]を巧ず 

• 宛先を削除したい場合は、次の操作をしま 
す。 

①宛先を選択して梢 Ij 除]を巧ず 
③表おされた画面で[はい]を巧ず 

4. 確認が終わった 5 [0 K ] を巧す 

5. <スタート>を巧す 

• 原稿の読み取りび開始され、受付番号と共 
にメモ U —に蓄積されまず。 

読み取りび完了ずると、ファクス送信び開 
始されます。 
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回線状態を確認して送信する[モニター] 


回線状態を確認して送信ずる [モニター] 


タッチパネルデイスプレイの[モニター]を巧ずと、回線上の音を聞くことびでさまず。 

(この機能をオンフックダイヤルと呼びまず。） 

オンフックダイヤルを使って、相手側の回線状態を確認してか 5 ファクス送信をずることびでをまず。 


1 . 原稿をセットする 


4. 相手の電話番号を入力ずる 


• 原稿台ガラスを使って送信でさる枚数は、1 
枚だけでず。 

•詳しくは、阳巧お説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた（ファクス/インターネット FAX 
のとき)」を参照してください。 

2. <ファクス >を押す 

3. [モニター]を巧す 




モニター画面び表示され、 r ツー」といラ回線 
音び聞こえまず。 



巧ずたびにモニター音量 
び大さ < な0まず。 

の 1 

巧ずたびにモニター音量 
びルさくなりまず。 

— 

1回巧ずと、直前にダイ 
ヤルした電話番号び表示 
されます。 

2回巧ずと、ポーズ(ダイ 
ヤル間隔)を挿入でさま 
ず。 


5. 「ピー、ヒョといラ音び聞こ 
えた5、操作パネルの < スタート> を 
押す 

送信び開始されまず。 

• 送信を中止したいとさは、 r 通信を中止ず 
る」 （ P .44) を参照してください。 
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2 章フアクスの基本操作 


相手と電話機で話してか5送信ずる [手動送信] 


本機に外部電話機を接続している場合は、外部電話機で相手と話をしてか5ファクス送信できまず。次の手順 
で操作して < ださい。 

( おならせ） 

•外部電話機とは 

本機の背面には、 r 外部電話」接続口びありまず。ここに一般の電話機を接続ずると、1本の電話回線をファク 
スと通話の両方に使ラことびでさまず。接続については J 取扱説明書(セツトアップ編)』の「セツトアップの 
概要」を参照してください。 


1 . 原稿をセットする 

• 原稿台ガラスを使って送信でさる枚数は、1 
枚だけでず。 

• 詳しくは、『取扱説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとき)」を参照してください。 

2. 操作パネルの <フアクス >を押す 


3. か部電話機の受話器を持ち上げる 



4. が部電話機のダイヤルボタンを使つ 
て、相手の電話番号を入力する 


5. 相手の方と話し、受信を依頼する 


6. 「ピー、ヒヨといラ音び聞こ 

えた5、< スタート> を押し、受話器を 
戻ず 

• 送信び開始されまず。 

• 送信を中止したいとさは、 r 通信を中止ず 
る」か. 44) を参照してください。 
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画質を設定する[画質設定] 


画質を設定ずる [画質設定] 


画質設定では、原稿の種類、濃度、解像度(読み取る細かさ）を設定でをまず。 

□ 原稿種類 


原稿の種類に応じて、原稿の読み取り方法を選択でさます。 

• 1ページ中に文字と写真びミ屋じっているとをち、文書の中に文字のページと写真のページびミ屋じってい 
るとをち、どちらの場合ち[文字/写真]を選択してください。 


文字だけの原稿 


Report 

















[文字] 


文字と写真び 
混在した原稿 



[文字/写真] 


写真だけの原稿 



居真] 


口 / te & Z . 

読み取る濃度を選択でさまず。 



[うすく] [こく] 


□解像度 


読み取る細かさ(解像度)を選択でをまず。 


文字のサイズび 
大さめの原稿 


Letter 















[ふつう] 


小さな文字や 
図などのある原稿 



精細な図面や 
文字などのある原稿 



細割または [eoodpi] 


[ も ； □ to il) 

•画質設定は、ファンクシヨン設定の[ファクス /E メール機能設定] >[04キーオペレーター専用] > [01 シス 
テムの登録]の [03 画質デフォルト]、 [01 濃度デフォルト]、 [02 文字サイズ]で、それぞれ初期値を変更でき 
ます。 

『取扱説明書(フアンクシヨン設定編)』の「4章ファクス /E メール機能設定」を参照してください。 
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2 章フアクスの基本操作 


□ 原稿種類 


[文字]を還おして写真原稿を読み取ると、写 
真の中間色び再現されないため、受信側では 
黒く印刷されることびありまず。 


□ 濃度 


ラす< 


原稿をラず<読み取りたい 
とさに巧しまず。 

ボタンを巧ずたびに、濃度び 
ほ;< な0まず。 


2 . 

3. 


原稿をセットずる 

• 詳しくは、『取扱説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

<フアクス>を押す 
[基本]を押す 



アドレス振 


基本 


詳細設定 


〔再タイがレ I じテン丰一 II モニター 
巧教巧先 ^ [□ E メ-ル I I 00 おを 


ま 

や 

ら/わ 

お巧み 




営業が 


管!里が 


巧術が 


§] 営業卽 拒 開発旨!! 


|q 企画部 唁 企画が 


|i ぉ務糾 诉 中泌用 


〕〔 


田 

01 

/ 

01 

の 


4. [画質設定]を押す 



アドレス娘 


基本 


詳細!蛙 


再ダイヤル〕〔テツ牛一 II モニ女一 I 




函資設を 


巧お巧先 Jb_E メール J [CD _なま 
送信トド 

メモリー送信 II ダイレクト送信 


フがみ ( T クアイルち 


原お; M ス 


発信元印字 


巧了巧が 


通信が巧 


面面原宿 


るスタジブ 


5. 原稿に合わせて画質を設定し、 [OK] 
を押す 



一 


0 K ■ キが別 



文字だけの原稿のと 
さに巧しまず。 


向 

义字 



文字と写真びお在し 
た原稿のときに巧し 
まず。 


文ず/写真 




写真だけの原稿のと 
さに巧しまず。 


屈 

写真 




巧先な銭： 000 


巧先な斑； 000 


と 


が 

宴 

濃 


た 

り -j 

取の 

み成 

±〔し。^〇 

T/l-d すすす 
<ま巧ま 
濃しをり 
を巧ンな 
稿に夕く 
原をボ高 
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□ 解像度 


文字のサイズび大さ 
めの原稿のとさに巧 


田 

ふごラ 


しまず。 

[原稿種類]び[文字/ 
写真]または[写真]に 
設定されている場合 
は還おでをません。 


囲 

小さい 


ルさな文字や図など 
のある原稿のときに 
巧しまず。 


細密 


□ 

600 dpi 


精細な図面や文字な 
どのある、細かい原稿 
のとをに巧しまず。 
あらかじめ、ホ目手の受 
信能力び、[細密]、 

[日 00 dpi ] に対応し 
ているかを確認して 
おくと、確実な送信び 
でさまず。 


• 細か < 読み取るほど、送信ずる情報量び増 
え、通信時間び長< な0まず。 

• [細翻または [600 dpi ] を設定してパーソ 
ナルファクスへ送信ずると、通信能力の関 
係で正常に送られず、通信エラーとなるこ 
とびありまず。 

6. [アドレス帳]を巧してアドレス帳画面 
を表示し、宛巧を設定ずる 



• 「宛先を指定ずる」 （ P .1 助を参照してくだ 
さい。 

7 . < スタート> を巧す 

• 原稿の読み取0び開始され、受付番号と共に 
メモ U —に蓄積されまず。 

読み取りび完了ずると、フアクス送信び開始 
されます。 




































































2 章フアクスの基本操作 


原稿サイズを設定ずる [原稿サイズ] 


原稿台ガラスに原稿をセツトすると、通常は自動的にサイズび検知されまず。 

自動検知でさない場合や、自動検知したサイズび原稿と異なる場合などは、次の手順で原稿サイズを設定し 
て < ださい。 


サイズび検巧でをない 


正しいサイズを検巧でをない 



(例： A 4 サイズをセツトしたび、 
B 4 と検巧された） 


Report 


検巧されたサイズ 


r お願い J 

•この機能は、原稿台ガラスに原稿をセットした場合だけ使えまず。 


1 . 原稿台ガラスに原稿をセットする 



• 詳しくは、『取扱説明書(基本編)』の「原稿セツ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとき)」を参照してください。 


2. <フアクス>を巧す 


3. [基本]を巧す 



4. [原稿サイズ]を巧す 
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原稿サイズを設定する[原稿サイズ] 


5. 原稿サイズを選択し、 [0K] を押す 



① 


② 


6. [画質設定]などの機能を設定する 

• r 画質を設定ずる[画質設定]」 （ P .31) を参 
照して < ださい。 

7 . [アドレス欄を巧してアドレス帳画面 
を表示し、宛巧を設定ずる 



• 「宛先を指定ずる」 （ P .1 助を参照してくだ 
さい。 

8. < スタート> を押す 

• 原稿の読み取0び開始され、受付番号と共に 
メモ U —に蓄積されまず。 

このとき、セツトした原稿び最終かどラかを 
確認ずる画面び表示されまず。画面のメツ 
セージに従って操作してください。 
読み取りび完了ずると、フアクス送信び開始 
されます。 
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2 章フアクスの基本操作 


両面原稿を送信ずる 耐面原稿] 


ADF を使って両面原稿を送信ずる場合に、原稿のとじ位置を設定して読み取ることびでをます。 
両面原稿のとじ位置には、次の2種類びあります。 


長辺とじ：原稿の長辺にとじ位置びある 短辺とじ：原稿の短辺にとじ位置びある 



( f お願い j 

•この機能は、 ADF に原稿をセツトした場合にだけ使えまず。 

•この機能は、ダイレクト送信を設定している場合は使えません。 

•両面原稿を設定した場合、済スタンプ機能は使えません。両面原稿を設定ずる前に済スタンプの解除び必要 
です。済スタンプの解除については、 r 済スタンプを解除ずる[済スタンプ]」か. 38) を参照してください。 


原稿をセツトする 



• 詳しくは、『取扱説明書(基本編)』の「原稿セツ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 


4. [済スタンプ]び設定されている場合 

は、院スタンスを巧し、済スタンプの 
設定を解除する 



5. [両面原稿]を巧す 


2. <フアクス>を押す 

3. 虐本]を押す 
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両面原稿を送信する[両面原稿] 


6. 原稿のとじ位置を選択し、に K ] を押ず 


を 吊] 

ち辺とじ 


原稿の長巧 I しとじ 
位置びある場合に 
巧します。 



原稿のお辺 I L とじ 
位置びある場合に 
巧します。 


7. [画質設定]などの機能を設定する 

• r 画質を設定ずる[画質設定]」 （ P .31) を参 
照して < ださい。 

8. [アドレス欄を押してアドレス帳画面 
を表示し、宛巧を設定ずる 



• 「宛先を指定ずる」 （ P .1 助を参照してくだ 
さい。 

9. < スタート> を押す 

• 原稿の読み取0び開始され、受付番号と共に 
メモ U —に蓄積されまず。 

読み取りび完了ずると、フアクス送信び開始 
されます。 
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営業が ) 巳 


臣 

臣 


管!里が 


]臣 


巧術 gP 


]臣 




• 「宛先を指定する」 ( P .18) を参照してください。 

7. < スタート> を巧す 

• 原稿の読み取0び開始され、受付番号と共に 
メモ U —に蓄積されまず。 

読み取りび完了ずると、ファクス送信び開始 
されます。 


原稿をセツトする 


4. 



• 詳しくは、『取扱説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとき)」を参照してください。 

2. <ファクス >を押す 

3. [基本]を巧ず 


5. 


6 . 



2貢フアクスの基本操作 


済スタンプを解除ずる [済スタンプ] 


ADF か5読み取ったかどラか、または送信でさたかどラかを確認するために、 

原稿に済スタンプを巧ずことびできまず。済スタンプを設定すると、原稿の後端にルさな 
済印びつきます。お買い上げ時は、済スタンプを巧ずように設定されていまず。 

ここでは、済スタンプを解除して送信ずる操作について説明しまず。 


( おならせつ 

■済スタンスま、 ADF から送信ずる場合にだけ巧ずことびできまず。 

•お買い上げ時は、済スタンプを巧して送信するように設定されています。ファンクション設定 
の[ファクス /E メール機能設定] >[04キーオペレーター専用] >[01システムの登録]> 
[04 済スタンプ]で、初期値を変更できます。『取扱説明書(ファンクション設定編)』の「4章 
ファクス /E メール機能設赴を参照してください。 


Report 



済ス 少ンプ 


ま 

や 

ら/わ 

お巧み 


営業が 〕度 閲おが 


企画が 很 を画が 

な獅 II 目 中泌巧 



1巧ダイホル 

II 

テン キー 

1 モニク- 1 


1 巧数巧先 

II 日 

E メ ー J レ 

1 QC 検索 1 


隔スタンプ]を巧す 



1 アドレス帳 

1 

基本 1 

詳細設定 

1 


1巧タイ市ル 

)1 

テツト II 

モニタ— 

1 


1 巧数巧も 

II 日 

E メール II 

0□おを 

1 


送信トト* 


函資 i 蛙 


フ?伽グクアイルを 


苗杆けス 


面面原痕 


『 《ス々ッ ブ。 


メモリー送信 |1 ダイレクト送信 


発信元印字 


巧信が巧 


[画質設定]などの機能を設定する 

• 「画質を設定ずる[画質設定]」か. 31) を参 
照して < ださい。 

[アドレス欄を押してアドレス帳画面 
を表示し、宛巧を設定する 



アドレス《、 基本 


詳細設定 


* ファンクション設定の[ファクス /E メール機能設定] >[04キーオペレーター専用] >[01システムの登 
録] > に8 メモリー済スタンプ]で、メモ U —送信で読み取った原稿には済スタンプを巧さないように設定で 
きまず。設定についりま J 取扱説明書(ファンクション設定編)』の「4章ファクス /E メール機能設定」を参照 
して < ださい。 



巧先な誘： 000 


巧先巧を召： 000 


巧リ-送信 
國文字 
勵小さい . TIFF 


圧 W/OE 


A ^ 原稿読み取り方向 
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済スタンプを解除する[済スタンプ] 


Memo 
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2 章フアクスの基本操作 


メモリーに蓄積して送信ずる [メモリー送信] 

■メモ U — 送信とは 

原稿を読み取るときに、メモリーに一度蓄積してか5送信できます。メモリーに蓄積すると、ファクスの送信 
終了を待たずに、原稿を持ち帰ることびでさまず。 

• メモリー送信では、同じ原稿を何度ち読み取ることなく、一度の操作で複数の宛先に送信でをまず。 

•本機でのファクス送信には、メモリー送信のほかに、原稿を読み取るときにメモリーに蓄積せず、読み 
取りと同時に送信を開始ずるダイレクト送信びあります。 


メモリー送信 


クイックメモリー送信 


原稿 




原稿をすべてメモ U — 
に蓄積してから、送信を 
開始 


巧手機へ 


メモ U - 



メモ U - 


广お知らせつ 

•お買い上げ時はメモ1」一送信ずるよラに設定されていまず。 

•設定された宛先び1っだけの場合、原稿の読み取り中にメモ U —び一杯になると、ファンクション設定の[ファ 
クス /E メール機能設赶 >[04キーオペレーター専屈 >[01システムの登録] >旧2クイックメモ U - 送 
信]の設定に応じて、次のように動作しまず。 

□ [あり]のとさ 

蓄積でをたところまでび送信され、 r メモ U —び一杯になりました」のメッセージび表示されまず。 

□ [なし]①とさ 

蓄積でさたところまでび送信され、ダイレクト送信に切り替わりまず。 

•複数宛先への送信で、原稿の読み取り中にメモ U —び一杯になったとさは、蓄積でさたところまでを送信ず 
るかどラかを確認ずるメッセージび表示されまず。[はい]を巧ずと、送信び開始され、[いいえ]を巧ずと送信 
び中止されまず。 

•1 ページ目でメモ U —び一杯になった場合は、送信び中止されまず。 

• メモ U - 送信は、ファンクション設定のロァクス /E メール機能設赶 >[04キーオペレーター専用] >[01 
システムの登録] > [0 已送信メモ U -優先]で初期値を変更できまず。颐扱説明書(ファンクション設定編)』の 
「4章ファクス /E メール機能設定」を参照してください。 

•ファンクション設定の[ファクス /E メール機能設定] > [04 キーオペレーター専用] > [0 1システムの登 
録] > 旧2クイックメモ U —送信]で、1ページ目の読み取りび終了ずると送信を開始ずるように設定できま 
す。この送信方法をクイックメモ U —送信と呼びまず。阳又扱説明書(ファンクション設定編)』の「4章ファク 
ス /E メール機能設定」を参照してください。 
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メモ U —に蓄積して送信する[メモ1」一送信] 


■メモリーに蓄積してか6送信する 

メモリー送信をずるとさは、次の手順で操作をしてください。 

(ファンクシヨン設定で、ダイレクト送信をするよラに設定を変更している場合) 


1 . 原稿をセットする 

■詳しくは、阳 X 扱説明書(基本編りの「原稿セッ 
卜のしかた（ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

2. <ファクス >を押す 

3. [基本]を巧す 



1 ァドレス贿 



詳細設定 > 


〔再ダ-1わ J レ ]I 了ソ41〔モ_1夕一 


[ 巧お巧み 1 に E メール IGqP 巧索 ] 

1± I ま や 6/ね 1 お巧み [ 濟兴/ 


営業韩 I 白 

企画 gP I 白 

探綱 P I 良 


開発が 
企画が 
中が用 


! 田 



神 


4. [メモリー送信]を巧す 


6. [アドレス帳]を巧してアドレス帳画面 
を表示し、宛巧を設定ずる 



• 「宛先を指定ずる」 （ P .1 助を参照してくだ 
さい。 

7. < スタート> を押す 

• 原稿の読み取0び開始され、受付番号と共に 
メモ U —に蓄積されまず。 

読み取りび完了ずると、ファクス送信び開始 
されます。 



• 送信を中止ずる操作については、 r 通信を中 
止ずる」 （ P .44) を参照して < ださい。 


5. [画質設定]などの機能を設定する 

• r 画質を設定ずる[画質設定]」 （ P .31) を参 
照して < ださい。 
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2 章フアクスの基本操作 


メモリーに蓄積せずに送信ずる [ダイレクト送信] 


原稿を読み取るとさに、メモリーに蓄積せず、読み取りと同時に送信を開始することびでをまず。 
次のよラな場合に、ダイレクト送信を使ラと便利です。 

□ メモリーに蓄積されている、ほかの通信より優先してファクスを送信したい 

□ メモリーの空を容量び不足している 


原稿 






— 

— 


— 

— 

1 

2 

3 

1 




1か所に送信 


〔ぉ願ぃ J 

■ダイレクト送信は、複数宛先への送信には使えません。 

•メモ U —送信をしている場合でも、原稿の読み取り中にメモ U —び一杯になったときは、自動的にダイレク 
卜送信に切り替わ0まず。 

•ファンクション設定の[ファクス /E メール機能設定] >[04キーオペレーター専用] >[01システムの登 
録] >[0已送信メモ U —優先]で、初期値をメモ U —送信か b ダイレクト送信に変更でさまず J 取扱説明書 
(ファンクシヨン設定編)』の「4章ファクス /E メー j し機能設定」を参照してください。 


1 . 原稿をセットずる 

• 詳しくは、『取扱説明書(基本編りの「原稿セッ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

2. <ファクス>を押す 

3. 虐本]を巧す 



4. [ダイレクト送筒を巧す 



5. [画質設定]などの機能を設定する 

• 「画質を設定ずる[画質設定]」 （ P .31) を参 
照して < ださい。 
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メモ u —に蓄積せずに送信する[ダイレクト送信] 


6. [アドレス欄を押してアドレス帳画面 
を表示し、宛巧を設定する 



• 「宛先を指定ずる」 （ P .1 助を参照してくだ 
さい。 

7. < スタート> を押す 

• 読み取った原稿は、メモ U —に蓄積されず、 
ホ目手機と接続ずると、送信び開始されまず。 
• 送信を中止ずる操作については、「通信を 
中止する」 ( P .44) を参照して < ださい。 
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2 章フアクスの基本操作 


通信を中止ずる 


通信を中止する場合は、次の手順で操作しまず。複数の宛先への通信する場合は、すべての宛先への通信び中 
止されまず。 

□ メモリー送信の場合 □ダイレクト送信の場合 


1. <フアクス >を押す 


1. 通信中にく ストップ >を押す 


2. 通信中にく ストップ >を押す 

3. [はしリを押して送信を中止する 



• 上の画面で、操作せずに已秒程度び経過ずる 
と、送信び継続されまず。 

4. 通信結果レポートをが刷する場合は 

[はい]を、 EP 刷しない場合は[いいえ] 
を選択する 



• ファンクシヨン設定の[ファクス /E メール機 
能設定] >[04キーオペレーター専用]> 
[01 システムの登録] >[3]未送信ファイ 
ル保を]び[あり]に設定されている場合は、 
手順4の画面の前に、未達文書を保をずるか 
どラかを確認ずる画面び表示されまず。 
保をずる場合は、[はい]を選択しまず。 

保をした未達文書を再送ずる操作について 
は、 r 通信エラー文書を再送信ずる[未達宛 
先再通信]」か.1日 4) を参照して < ださい。 


2. [はい]を巧して送信を中止する 



• 上の画面で、操作せずに已秒程度び経過ずる 
と、送信び継続されまず。 

3. 原稿を取り除く 
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発信元印字を設定する[発信元印字] 


発信元印字を設定ずる [発信元印字] 


送信情報に発信元印字をつけるかどラかを選択でさまず。発信元印字とは、送信文書の先端につけ5れる、曰 
時、宛先、発信元、ページ数、受付番号のことです。 

発信元印字をつけたくない場合(相手側か5依頼された場合や、インターネット FAX 送信の場合など）は、選 
択を解除してください。 

( おならせ） 

•お買い上げ時は、発信元印字をつけるよラに設定されていまず。 

•発信元印きは、ファンクション設定の[ファクス /E メール機能設定]>[04キーオペレーター専用] >[01 
システムの登録] > [07 発信元印字]で[なし]に設定したり、発信元印字をつける位置を設定でさまず。阳又扱 
説明書(ファンクション設定編)』の「4章ファクス /E メール機能設定」を参照してください。お買い上げ時 
は、設定び[原稿内]となっているため、発信元印字び印刷される部分(原稿の先端か b 約1 0 mm ) には原稿を 
印字でさません。この部分へは原稿を書かないでください。 

設定を[原稿外]に設定ずることで、原稿の先端から約3 mm を除いた部分までの印字びでをるよラになりま 
す。ただし、この場合は縮ル率び高くなるため、送信した原稿よりルさく印字されまず。 


1 . 原稿をセットする 


6. [アドレス帳]を巧してアドレス帳画面 


•詳しくは、阳巧お説明書(基本編)』の「原稿セツ 


を表示し、宛巧を設定する 


卜のしかた（ファクス/インターネット FAX 
のとき)」を参照してください。 

2. <ファクス >を押す 

3. [基本]を巧す 



4. [発信元印字]を押す 



• 「宛先を指定ずる」 （ P .1 助を参照してくだ 
さい。 

7. < スタート> を巧す 

• 原稿の読み取りび開始され、受付番号と共に 
メモ U —に蓄積されまず。 

読み取りび完了ずると、ファクス送信び開始 
されます。 



• 送信を中止ずる操作については、「通信を 
中止ずる」 (P.44) を参照して<ださい。 


5. [画質設定]などの機能を設定する 

• r 画質を設定ずる[画質設定]」 （ P .31) を参 
照して < ださい。 
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2 章フアクスの基本操作 


通信状況を確認ずる 随信状況] 


通信中の宛先、ページ数、解像度などの通信状況を確認ずる場合は、次の手順で操作しまず。 


1. <フアクス>を押す 


5. 確認び終了した5、 [0K] を巧す 


2. [基本]を巧ず 



3. 通信中に[通信状況]を巧す 



4. 通信中の宛先、ページ数、解像度(文字 
サイズ)などの通信状態を確認する 


送信や 


を巧 No . 816へ.-》’:〇〇含 
10:0003 

文字 wr : ホミい 
隊ね 



送情や 


受付化. 816 V -?*：002 

[ ID ：0003 


国 


[^义字!地’:小さい 

ECM ; わ 



• オプションの G 3 増設ユニット ( DA - FG 322)、 
または G 4 通信ユニット ( DA - FG 323) を装着 
している場合は、[回線]を巧すと、通信状況を確 
認する回線を変更できます。 
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回転送信について 


回輯送信について 


A 4 サイズの原稿を送信する場合に、原稿を縦置を （ □ち向:原稿の短辺が上にくる状態)にセットすると、受信側で 
縮ルして印刷されたり、 A 3 サイズとして扱われることがあります。このようなトラブルを防止するために、本機に 
は回転送信の機能が搭載されています。 

ファンクシヨン設定の[ファクス / E メール機能設定] > [04 キーオペレーター専用] > [0 1システムの登録] 
>口8回転送闻を[あり]に設定ずると、原稿を縦置き（□ち向)にしたときにも、自動的に日0°回転し、横置 
さしたとさ（亡!ち向:原稿の長辺が上にくる状態)と同じよラに A 4 サイズとして送信でさまず。 

(も巧 b を ） 

•お買い上げ時は、ファンクシヨン設定の [78 回転送信]び[あり]に設定されていまず。 

『取扱説明書（ファンクシヨン設定編)』の「4章ファクス /E メー j し機能設定」を参照してください。 

•回転送信は、メモ U —送信の場合にだけ機能しまず。ダイレクト送信を設定した場合は、機能しません。 


□回転送信が[あり]のとを 


縦置きにセット 

読み取 D 幅 


送信側 

I 読み取り方向 



90°回転 



横置をにセット 


読み取 D ち向 




受信側 




□ 回転送信が[なし]のとさ 


送信側 


受信側 


縦置をにセット 
◄— 読み取り方向 


Report 


■== 




70%に縮小して印刷 


A4 サイズに印刷 



100 % 
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2 章フアクスの基本操作 


宛先別一括送信について 


本機では、通信を開始ずるときに、宛先別に他の異なる通信ファイルびあるかどうかを検索しまず。 

同じ宛先びある場合は、自動的に宛先別一括送信の機能びはた5き、一度のダイヤルで、複数のファイルび送 
信されます (4 ファイルまで）。 


( おならせ） 

«再ダイヤル待ち、送信中、タイマー予約された通信は宛先別一括送信されません。 



48 








































































プ□グラムダイヤルを呼び出す 


プ□グラムダイヤルを呼び出ず 


プ□グラムダイヤルび登録されている場合は、プ□グラムボタンを巧すだけで、一連の操作手順を呼び出す 
ことびでをます。 


定期的に発生する操作や、複雑な手順び必要な操作の場合は、プ□グラムダイヤルを利用ずると、手順を簡素 
化ずるだけでなく、操作5スち防止でさて便利です。 

プ□グラムダイヤルを呼び出ず場合は、次の手順で操作します。 

( も ; □ b H ) 

•プ□グラムボタンを使うには、あらかじめフアンクシヨン設定でプ□グラムダイヤルを登録しておく必要び 
ありまず。詳しくは、 r プ□グラムダイヤルを登録ずる」か.21 9) を参照してください。 

•プ□グラムボタンにどのよラな操作び登録されているかは、プ□グラムダイヤルの U ストで確認でをまず。 
詳しくは、 r プ□グラムダイヤルの U ストを印刷ずる」か.2已 8) を参照してください。 


1 . 原稿をセットする 


2 . 

3. 


4. 


■詳しくは、阳 X 扱説明書(基本編りの「原稿セツ 
卜のしかた（ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

<フアクス>を押す 


[プ□グラム/グループ]を押す 



呼び出したいプ□グラムダイヤ J レのボタ 
ンを押す 



を しか I 3 I た 1 な 


r 


1アドレス眼1 基本 1 

詳舰战 j 


1再 タイ中ル II 子 

沖- II 

モニクー1 

1 複数巧先 II 因 E 

メ-ル1 1 00おを1 

a I ま 

ゃ 1 ら/ゎ 

お巧み 

了照' 


グルーフ1 


6 グルー72 ][ フ□グラ么1 


〕〔 


困 

01 

/ 

01 

困 


• プ□グラムダイヤルのボタンには、昼マー 
クや図マークは表示されません。 

• 通信び開始されまず。 
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2 章フアクスの基本操作 


IP 電話 サービスを 使う 


本機では、 IP 電話ヴービスを利用してファクス通信でさます。 



■ IP 電話サービス利用上のま意 

• プ□バイダび提供する IP 電話サービスのご契約び必要です。 

ご利用になるプ□バイダび、 rip 電話対応機器」に対応した IP 電話サービスを提供しているかどラか、事 
前にご確認ください。 


• IP 電話 サービスのサービス 内容は、プ□バイダごとに異な0まず。 

• IP 電話ヴービスのヴービス内容 • 料金 • 提供条件 • お申し込み方法などは、プ□バイダにより異なります。 
をプ□バイダにご確認ください。 

- IP 電話サービスか5発信でさる番号は、各プ□バイダにより異なります。 

• rip 電話対応機器」をご利用のお客さま間でち、ご契約された IP 電話サービスび異なる場合は、 IP 電話 
サービスとして通信でさない場合びあります。 


• -般電話回線を接続しない場合、110番などにはつなびりません。 

-110番、118番、11日番の電話番号へは、一般電話回線か5自動的に発信されまず。このため、一般電話 
回線び正しく接続されていないとつなびりません。 

-ご契約された IP 電話サービスび携帯電話ゃフリーダイヤルなどへの通話をサービス対象外としている 
場合は、一般電話回線か5発信してください。 




























































IP 電話サービスを使ラ 


• IP 電話サービスか5の発信方法は、次表のとおりです。 


巧手の電話番号 

発信に利用ずるヴービス 

一般の電話番号 

例 03-1 234-己678 

06-1 234-己678 

IP 電話サービスから発信でさまず。 

〇已〇番号 ( IP 電話） 

イ列 〇已 0- XXXX-XXXX 木 

IP 電話サービスから発信でさまず。 

0 X 0(0 已 OLU 外） 

例携帯電話 (090) 

PHS (070) 

国際電話の 10) など 

ご契約された IP 電話サービスの 
サービス内容により異なりまず。 

詳し< は各電話サービスのサービ 
ス内容をご確認ください。 

【ダイヤルした番号び1 P 電話サービ 
ス巧まの場合】 

IP 電話サービスから発信しまず。 
【ダイヤルした番号び1 P 電話サービ 
ス対象外の場合】 

一般電話回線から発信して<ださ 
い。 

OOXY 

例 0036などで始まる 
ダイヤル 

OXYO 

( 市が局番政が） 

例 0120、〇已70などで始まる 
ダイヤル 

その他のダイヤル 
(110. 1 18.1 1日 LU 外） 


110、118、119 

1 10. 1 18. 119の累急通話 

一般電話回線から自動的に発信し 
ます。 


*「184十電話番号」および「186十電話番号」を含みまず。 


• IP 電話サービスか5発信でをない/発信したくないとさは 
-一般電話回線か5発信してください。 

. ネットワーク障害など何5かのトラブルにより、 IP 電話サービスびご利用いただけない場合は、一般電 
話回線か5発信してください。 

• 発信ち番号通知についてご確認ください。 

• IP 電話サービス間の通話の場合は、 IP 電話サービスの電話番号び通知されます。 

(「184十電話番号」をダイヤルずることで非通知にすることもできまず。） 

-加入電話など、 IP 電話サービス L ソ外に発信する際の発信ち番号通知については、ご契約されたをプ□パ‘ 
イダにご確認ください。 

( お知らせ） 

• IP 電話サービスについては、お使いの IP 電話対応機器の取扱説明書をあわせてご覧ください。 

•下記のよラな場合は、 IP 電話の通話品質び低下したり、ファクス通信び困難な場合びありまず。 

- ADSL 回線の接続状況によって十分な帯域び確保でさない場合 
-インターネットで十分な帯域び確保でをない場合 

- IP 電話対応機器に接続されているコンピューターで、ファイル転送やスト U —ミングサービスのよラ 
な、大さな帯域を必要とずるサービスを使用中の場合 


51 


















2 章フアクスの基本操作 


■ 口電話サービスをほってフアクス送信する 

「 IP 電話対応機器」を設置している場合は、特別な操作をずることな< IP 電話サービスを使ってファクスを送 
信したり、電話をかけたりできまず。 

なお、インターネット網の不調などで IP 電話回線び通信不能になった場合は、次に説明するリルート機能と 
プレフィクス機能によって、自動的に一般電話回線に切り替えて通信でさまず。 

□ リルート機能 

U ルート機能とは、 IP 電話回線び通信不能の場合に、自動的に一般電話回線に切り替えてダイヤルをし直 
す機能でず。 

この機能は、ファンクシヨン設定の[ファクス /E メール機能設赶 >[04キーオペレーター専用] >[01 
システムの登録] >[1吕3リルート機能]び[あり]に設定されている場合に利用できます。 

-次ページの図の①〜③のいずれかの送信ち法で、自動的に通信回線を切り替えてダイヤルをし直し、 
ファクス送信されます。 

-①の方法で送信を開始し、送信でをない場合は、⑨、③と送信方法び順次切り替わります。 

-[123リルート機能]び[あり]に設定されている場合は、アドレス帳に一般の電話番号と IP 電話の番号 
を両方登録でさます。 

- [123 U ルート機能]び[あり]に登録されている場合、タッチ/ネルディスプレイには、「リルート設定 
中」び表示されます。 

□ プレフィクス機能 

プレフィクス機能とは、 IP 電話回線び通信不能の場合に、プレフィクス番号に続いてダイヤルした一般電 
話回線の番号で発信ずる機能でず。 

この機能は、ファンクシヨン設定の[ファクス /E メール機能設赶 >[04キーオペレーター専用] >[01 
システムの登録] >[1吕4プレフィクス機能]で、プレフィクス番号を登録し、プレフィクス機能び[あり] 
に設定されている場合に利用でさまず。 

-プレフィクス番号は、〇〜日、#、本、ポーズ記号を組み合わせて、20巧まで登録できます。 

- [124 プレフィクス機能]が[あり]に設定されている場合、信号の流れは次ぺージの図の③となります。 

- [ 124プレフイクス機能]が[あり]に登録されている場合、タッチ;はルディスプレイには、ロレフイクス設定中」 
が表示されます。 


(付与でさる番号例: NTT の例) 


0000 : 「 IP 電話対応機器」を使用しているとさに、続けてダイヤルすると、巧手先の電話番号 
に一般電話回線か b 発信します。 

「0000」は NTT の例です。一般回線への切り替えま号は、ご契約の電話会社へご 
確認ください。 
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IP 電話サービスを使ラ 


IP 電話対応機 


IP 電話網 



邮帝ミ革 

—版巧日。 

回線網 


IP 電話対応機 


① IP 電話 一 IP 電話 相手び IP 電話番号を持っている場合 

⑨ IP 電話 一一 般電話相手び IP 電話番号を持っていない場合 
③一般電話 ^ 一般電話一般電話回線を指定する場合 





□ 送信の流れ 

1. 送信方法①でファクスび送5れまず。 

• アドレス帳に一般電話の番号だけび登録されている場合は、利用でをません。 

2. 通信エラーによって送信方法①で送ることびできない場合は、自動的に送信方法⑨でファクス送信され 
ます。 

3. 通信エラーによって送信方法⑨でも送ることびできない場合は、自動的に送信方法③でファクス送信さ 
れます。 

•アドレス帳に IP 電話の番号だけび登録されている場合は、利用できません。 

( おならせ） 

•どの回線を使ってファクス送信されたかを、通信結果レポートで確認できまず。 r 通信結果レポート」 
( P .2 已 0)、 および r をなエラーコード」 （ P .268) を参照してください。 
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I 00 7 ドレ顧识卜巧刷 
[ 〔01 ? 卜 • レス帳登绿促 ! 去 ) 

r 02 JT レス ! 睹録 (DH り 


03 ? 卜>レス振の変更 


04アト*レス振の消去 


[00 アドレス帳登録]を押す 



[01 アドレス帳登録情話)]を巧す 


1. <フアンクシヨン>を押す 3. 



2. [ファクス /E メール機能設定]を押す 



2貢フアクスの基本操作 


□アドレス帳の登録（リルート機能び設定されている場合） 

ファンクシヨン設定の[ファクス / E メール機能設赶 > [04 キーオペレーター専用] > [0 1システムの登録] 
>[123 U ルート機能]び[あり]に設定されている場合は、アドレス帳に、一般の電話番号と IP 電話の番号を 
両方登録でさます。 

このよラな宛先は、アドレス帳に IP のマークが表示されます。 


お 


か [さ1 た J も 〜 L a 1 ま [や 


吕 


人事が 


宜 


営業が 


居 


開発が 


醫 


お巧み 


酷/ 


企函が 


01 


01 


IP 電話の マーク 

•プレフィクス機能び [あ 
り]に設定されている場合 
は、 画び 表示されまず。 


アドレス帳に、一般の電話番号と IP 電話の番号の両方を登録ずる場合は、次の手順で操作しまず。 


( お知らせ） 

■登録したアドレス帳を変更ずる操作については、 r アドレス帳を変更ずる」か.21已）を参照してください。 


培録したアドレス帳を削除ずる操作については、 r アドレス帳を削除ずる」 （ P .216) を参照してください。 
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IP 電話サービスを使ラ 


5. 電話き号を入力し、 [0 口を押す 



• [ク U ァー]を巧ずと、電話番号を1文字ず 
つ消去でをまず。 

• 電話番号の入力については、 r 電話番号を入 
力する」か. 18) を参照して < ださい。 

6. IP 電話き号を入力し、 [0K ] を巧す 



[| 0 K |] 欄‘ I 


① ② 


• [ク1」ァー]を巧ずと、 IP 電話番号を1文字 
ずつ消'去でをまず。 

7. 宛先名を入力し、 [0 口を押す 


営業が 


[ 熟語] I が字/記ち 1 1区]-卜 • I 因因 田の 

回回回回回囚回の回回曰 
IAJ 回回の回凹回囚山 I 
问网旧 W 间间网 nnl I 


[ ぁ効货 I [ 化。-が亥收〕 I かな解-ド I 



① ② 


• 宛先名は、20文字まで入力でをまず。 

• 文字入力のしかたは J 取扱説明書(基本 
編)』の r 文字入力のしかた」を参照して < だ 
さい。 


8 . ボタン名を入力し、 [0 口を押ず 


[_ を業が 


〔郭語] I が字/記ち 11 区]-卜 • I 回因 [ m ) 

回回回回回囚回□回回曰 
IAJ 回回の回凹回回山 
回囚回囚回回回□曰 


[ 無'变険 j [ 化。-ス/効を I [ かを漢トト* 1 



① ② 


• ボタン名は、10文字まで入力でさまず。 

9. 検索文字を入力して、 [0K ] を押す 



• 検索文字は、10文字まで入力でをまず。 

• 検索文きは、アドレス帳で宛先を検索ずる 
ときに使う文きでず（[あ]〜[日/わ]の仕分 
けにち使われまず)。宛先名のフ U ガナなど 
をカタカナで入力しまず。 

• 英数字を入力ずると、アドレス帳画面の 
「あ」行に表示されまず。 

ただし、英数字は検索文字としては使用で 
をません。 
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2 章フアクスの基本操作 


10. [お巧别に表示ずるかどうかを選択ずる 




はい 


[お好み]に宛先を表 
示する場合に巧しま 
す。 


いい无 


[お好み]に宛先を表 
示した<ない場合に 
押します。 


• [お巧み]に登録でをる宛先は1已宛先でず。 
すでに1已宛先登録されている場合、上の画 
面は表示されません。 

11.[ OK ] を押す 


中圣 B 情報の登録 


巧げ]ヒ。-ほ厦客峨の指を 


巧がルト自隙の指定 



1 か側 



•アドレス帳に特殊機能を設定ずる場合は、 
r 通信機能を登録ずる」 （ P .20 日)を参照して 
<ださい。 

•アドレス帳に次の宛先を登録ずるときは、 
手順已の電話番号の入力から操作して < だ 
さい。 

• 操作び終了した日、 < u セツト> を巧して、 
設定を解除してください。 


56 















































3 章 

便利なファクス機能 


I 


この章では、[詳細設定]を巧して表示される、便利なファクス機能の概要と 
操作について説明しています。 
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3 章便利なファクス機能 


時刻を指定して通信ずる 


時刻を指定した通信には、タイマー送信、タイマーポーリング受信、タイマー特殊通信の3種類びありまず。 

■時刻を指定して送信する [タイマー送信] 

1か所、または複数の宛先へ、24時間後までの時刻を指定して送信でさまず。 

読み取った原稿は、通信予約ファイルとしてメモリー内に蓄積され、あ5かじめ設定しておいた時刻になる 
と自動的に送信び開始されます。 


11:00 21:00 

I I 



21:00に送信するよラに指定 齿己 


广おならせ） 

■タイマー送信、タイマーポー U ング受信、タイマー特殊通信を合わせ、已〇通信まで設定でさまず。 

•時刻を指定して[特殊通信]の機能で通信したし)場合は、[タイマー特殊通信]から操作してください。 

■タイマー送信ずる時刻は、ファンクション設定の[ファクス /E メール機能設定] >[04キーオペレーター専 
用] > の〇自局情報の登録] > [04 定時刻タイマーの登録]で、初期値を設定できまず。阳巧及説明書(ファン 
クシヨン設定編)』の「4章ファクス /E メ ー j レ機能設定」を参照してください。 


1. 原稿をセットずる 3. [詳細設定]を押す 

• 詳しくは、『取扱説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとき)」を参照してください。 

2. <ファクス>を押す 



アドレス帳 


基本 


) 詳細 詔を, 


[ 再タイ中ル〕 I テツ丰一 II モニクー ) 
〔 梗教巧先 ]1 日 E メ-ル1100 おを I 


ら 化] 獅み ?股ム/ 


営業が 


〕臣 


営業客!！ 


〕臣 


閒発が 


管!里が 


〕臣 


を画 gp 


J § 


mm 


JH 


授務が 


1111 


中雄用 


田 

01 

/ 

01 

の 
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時刻を指定して通信する 


4. [タイマー送信]を押す 



5. 送信時刻を設定し、 [0K] を巧す 



21 


00 1 

1 1 

□[ 

I 

□ 13 1 

1 4 

□[ 

互 

□ 16 1 

1 7 

][ 

T 

□ 19 1 


か側 


① ② 

• 時麵ホ、24時制で入力しまず。 

(例）21: 00 

• 誤って入力した場合は、画面内の[ク U 
ァー]を巧ずと、1文字ずつ削除でさまず。 

6. [画質設定]などの機能を設定する 

• r 画質を設定ずる[画質設定]」 （ P .31) を参 
照して < ださい。 

7. 宛先を設定する 



• 「宛先を指定ずる」 （ P .1 助を参照してくだ 
さい。 



8. <スタート>を巧ず 

原稿の読み取りび開始され、受付番号と共に 
メモ U —に蓄積されまず。 

指定した時刻になると、送信び開始されまず。 


广お巧らせつ 

• ここで設定した送信時刻と宛先は変更でさ 
まず。 

変更の操作にっいては、 r 通信予約ファイル 
を変更する[時間 • 宛先変更]」 （ P . 1 88) を参 
照して < ださい。 

• タイマー送信を中止したいときは、通信予 
約のファイルの削除び必要でず。 r 通信予約 
ファイルを削除ずる[通信予約の消去]」 
( P . 190)を参照してください。 

• 相手先び話し中などで送信でさなかった場 
合は、通信結果レポートび排出されまず。 
詳しくは、 r 通信結果レポート」 （ P .2 已 0) を 
参照して < ださい。 
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3 章便利なファクス機能 


■時刻を指定してポーリング受信する [タイマーポーリング受信] 

24時間後までの時刻を指定してポーリング受信でさまず。 

ポーリング受信とは、送信側のメモリーに蓄積された原稿（または原稿トレイにセツトされた原稿)を、受信 
側か5指示して送信させる機能でず。機密保護のためパスワードを設定でをまず。通信料金は受信側の負担 
となりまず。 




受信側 



ポー U ング送信を要ホ 


原稿 


送信側 


メモ U - 



广お知らせ） 

■タイマー送信、タイマーポー U ング受信、タイマー特殊通信を合わせ、已〇通信まで設定でさまず。 

•時刻を指定せずにポー U ング受信をずる場合は、 r 受信側からの指示で原稿を送信させる[ポーリング受信]」 
か.日 4) を参照してください。 

■パスワードを使ったポー U ング通信は、ホ目手機び当社の機種に限定されまず。詳し < はサービス実施会社に 
お問い合わせください。 

なお、パスワードを使わない場合は、当社の機種 LU 外の機種や、パスワードを使わない巧手に巧してポー U ン 
グ通信でをまず。 

■タイマーポー U ング受信ずる時刻は、ファンクシヨン設定の[ファクス /E メール機能設定] >[04キーオペ 
レーター専用] > [00 自局情報の登録] > [04 定時刻タイマーの登録]で、初期値を設定できまず。阳 X 扱説明 
書(ファンクシヨン設定編)』の「4章ファクス /E メール機能設定」を参照してください。 


1. <フアクス > を巧ず 


3. [タイマーポーリング受信]を巧す 


2. [詳細設定]を押す 
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時刻を指定して通信する 


L 巧お婉 み」 担 ] E メール JLqP 


あ I か [ S 【 た 1 & 1 tt まや 心化! 6巧み 


臣 


営業が 


営!里が 


巧術が 


臣 


営業が 


]臣 


開発が 


企画部 


〕臣 


企画卽 


臣 


おおが 


〕臣 


中雑用 



ま 


4. 通信時刻を設定し、 [0K] を押す 


6. 宛先を設定ずる 


5. 



• 時麵ホ、24時制で入力しまず。 

(例 ) 18: 00 

• 誤って入力した場合は、画面内の[ク U 
ァー]を巧ずと、1文字ずつ削除でさまず。 

パスワードが設定されている場合は、 
パスワードを入力し、 [OK] を押す 


か側 


• 「宛先を指定ずる」か.]助を参照してくだ 
さい。 

7. < スタート> を押す 

• ここで設定した通信時刻は変更でをまず。 
変更の操作については、 r 通信予約ファイル 
を変更ずる[時間 • 宛先変更]」 （ P . 1 88) を参 
照して < ださい。 

• 時刻を指定したポー U ング受信を中止した 
いときは、通信予約のファイルの削除び必 
要でず。 r 通信予約ファイルを削除ずる[通 
信予約の消去] J ( p . l 90) を参照して < ださ 
い。 

• ホ目手先び話し中などで通信でさなかった場 
合は、通信結果レポートび排出されまず。 
詳しくは、 r 通信結果レポー H ( p .2 已 0) を 
参照して < ださい。 


① 


② 


ファンクシヨン設定の[ファクス /E メール機 
能設定] >[04 キーオペレーター専用]> 
[01 システムの登録] > に己ポーリング用暗 
証番号の登録]でパスワードを設定している 
場合はパスワードび表示されます。 

このパスワードは、上の画面で変更でさます。 

パスワード設定び不要な場合はパスワード 
を入力しないで[〇のを巧しまず。 


MIL 

2 

II 

3 I 

1 4 1 L 

5 

II 

6 I 

17 11 

8 

II 

9 1 

1 0 1 





: 00 


巧卜送信 
國々字 
關小さい ， TIFF 
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3 章便利なファクス機能 


■時刻を指定して特巧通信をする [タイマー特巧通信] 

タイマー特殊通信は、[特殊通信]の機能を、24時間をまでの時刻を指定して通信でさます。読み取った原稿 
は、通信予約ファイルとしてメモリー内に蓄積され、あ5かじめ設定しておいた時刻になると自動的に通信 
び開始されます。 


11:00 21:00 

I I 



21:00に送信するよラに指定 垃己 


( T お巧らせ） 

■タイマー送信、タイマーポー U ング受信、タイマー特殊通信を合わせ、已〇通信まで設定でさまず。 

• [特殊通信]を利用しない送信の場合は、[タイマー送信]を使用してください。 

• [特殊通信]の機能については、次を参照してください。 

-「中継同報送信を指示する[中継同報指示]」 （P.68) 

•r いつを送信する文書を蓄積しておく [ファイル送信]」か. 72) 

•「F コード(サブアドレス）を使って通信をずる [F コード通信]」 （P.78) 

- r 受信側で複数部数印刷させる[マルチコピー通信]」か. 82) 

•r ファクシ SU 通信網を利用ずる [F 網通信]」 （P.84) 

•「LAN 中継機能を使う」 （P.1 巨 4) 

■タイマー特殊通信ずる時刻は、ファンクシヨン設定の[ファクス /E メール機能設定] >[04キーオペレー 
ター専用] > の〇自局情報の登録] > [04 定時刻タイマーの登録]で、初期値を設定できまず。阳X扱説明書 
(フアンクシヨン設定編)』の「4章ファクス /E メール機能設定」を参照してください。 


1. 原稿をセットずる 3. [詳細設定]を押す 

• 詳しくは、『取扱説明書(基本編りの「原稿セッ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとき)」を参照してください。 

2. <ファクス>を押す 



1 アドレス帳 

1 

基本 

1 詳細設定 ■ 


1巧タイ中ル 

II 

テツキー 

JI モニ々- 1 

1 複ぉ巧先 

IN 

E メ ー J レ 

1 1 00換を1 


ら化] 6がみ 逃逆 


営業が 


〕臣 


営業客!！ 


〕臣 
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〕臣 
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mm 
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01 
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01 
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時刻を指定して通信する 


4. [タイマー特殊通信]を押す 9. 宛先を設定ずる 



5. 通信時刻を設定し、 [0 K ] を巧す 



• 時麵ホ、24時制で入力しまず。 

(例）21: 00 

• 誤って入力した場合は、画面内の[ク U 
ァー]を巧ずと、1文字ずつ削除でさまず。 

6. 特殊通信を選択する 




田 

01 

/ 

02 

因 

1 中泌同巧指示 1 


1 リイも送信 1 

f F：]- 卜 •通信 1 

f 哪化•通信 1 

1 F 網通信 1 




7. 手順巨で選択した機能に応じ、各機能 
を設定する 

8. [画質設定]などの機能を設定する 

• r 画質を設定ずる[画質設定]」 （P.31) を参 
照して < ださい。 



• 「宛先を指定ずる」か.1助を参照してくだ 
さい。 

10.<スタート>を押す 

送信の場合は、原稿の読み取りび開始され、受 
付番号と共にメモ U —に蓄積されまず。 

指定した時刻になると、通信び開始されまず。 

C ゎぇ □ b せ） 

• ここで設定した通信時刻は変更でをまず。 
変更の操作については、 r 通信予約ファイル 
を変更する[時間 • 宛先変更]」 （P. 1 88) を参 
照して < ださい。 

• タイマー特殊通信を中止したいときは、通 
信ず約のファイルの削除び必要でず。「通信 
予約ファイルを削除ずる[通信予約の消 
去]」 （P. 190)を参照してください。 

• 相手先び話し中などで通信でさなかった場 
合は、通信結果レポートび排出されまず。 
詳しくは、 r 通信結果レポー H(p.2 已 0) を 
参照して < ださい。 
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3 章便利なファクス機能 


受信側か5の指示で原稿を送信させる [ポー U ング受信] 


ポーリング受信とは、送信側のメモリーに蓄積された原稿（または ADF や原稿台ガラスにセツトされた原稿) 
を、受信側か5指示して送信させる機能です。 

■機密保護のために、パスワードを設定でさます。 

• 通信料金はポーリング受信側の負担となります。 


受信側 送信側 



メモ U - 


广おならせ） 

•時刻を指定してポー U ング受信をずることちでさまず。 r 時刻を指定してポーリング受信ずる[タイマー 
ポー U ング受信]」か. 60) を参照してください。 

•パスワードを使ったポー U ング通信は、ホ目手機び当社の機種に限定されまず。詳し < はサービス実施会社に 
お問い合わせください。 

なお、パスワードを使わない場合は、当社の機種 LU 外の機種や、パスワードを使わない相手に巧してポー U ン 
グ通信でをまず。 
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受信側からの指示で原稿を送信させる[ポー1」ング受信] 


L 巧お婉 み」 担 ] E メール JLqP 


を I 占 、 [ S 1 1 & 1 tt 


ら/わ お巧み 
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営業が 


営!里が 


巧術が 
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営業が 


]臣 


開発が 


企画部 


〕臣 


企画卽 


臣 


おおが 


〕臣 


中雑用 




(_ 巧タイヤル|(_テン キー _)(_ モニター _) 
I 巧窮 t 巧先|§ E メール]〔庄！おを I 


は 

ま I ゃ 

ら化 

お巧み 


避 y 


1 吕 

営業が 

II 日 

営業が 

II 口 

開発が 1 

h 

管巧部 

お 

企画が 

—11 昌 

を面 gp 1 


仁 

mm 

II 吕 

採巧が 

II 呂 

中能用 1 


田 


I アドレス帳 I 基本 1 詳細設定 ■ 



1. <フアクス>を巧す 

2. [詳細設定]を巧す 


5. 宛先を設定ずる 


3. [ポーリング受信]を押す 



4. パスワー ドを設定する場合は、パス 
ワードを入力し、 [0K] を押す 



か側 


② 


ファンクシヨン 設定の [ファクス /E メール 機 
能設定] >[04 キーオペレーター専用]> 
[01 システムの登録] > に己ポーリング用暗 
証番号の登録]でパスワードを設定している 
場合はパスワードび表示されます。 

このパスワードは、上の画面で変更でさます。 

パスワード設定び不要な場合はパスワード 
を入力しないでののを巧しまず。 


• 「宛先を指定ずる」か.1助を参照してくだ 
さい。 

<スタート> を押す 

ポーリング受信び開始されまず。 

• ポー U ング受信を中止ずる操作について 
は、 r 通信を中止ずる」 （P.44) を参照してく 
ださい。 





巧先巧强； 000 


クロ—:12 

I 画: 
國小: 


パト送信 
國文字 
國小さい . TIFF 


巧リ-送盾 
國义字 
國小さい . TIFF 


巧卜送信 
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3 章便利なファクス機能 


ポーリング送信原稿を蓄積ずる [ポーリング送信] 


ポーリング送信とは、ポーリング受信側の指示で送信するための原稿をメモリーに蓄積してお < 機能のこと 
でず。 


ポーリング送信用に蓄積した原稿は、受信側か5ポーリング送信要求びくると、自動的に送信されます。 
•機密保護のために、パスワードを設定でさまず。 

• 通信料金はポーリング受信側の負担となります。 

送信側 （ ポー U ング送信要ホ待ち） 



广おならせ） 

■掲示板として利用ずるには 

ファンクシヨン設定の[ファクス /E メール機能設定] > [04 キーオペレーター専用] > [0 1システムの登録] 
>に7ポーリング送信保を]を[あり]に設定しておくと、ポー U ング送信後も、ポーリング送信用文書びメモ 
U —内に保をされまず。 

同じ原稿を、複数の巧手にポーリング送信したいとさに便利でず。 

に7ポーリング送信保を]び[なし]の設定に設定されている場合は、ポーリング送信後、自動的にポー U ング 
送信用文書び削除されまず。 

•ポーリング用パスワードを使ラ 

ポーリング用ノ（スワードを設定し、ポーリング受信側に知日せておくと、パスワードを知っている相手にだ 
けポー U ング送信でをまず。 

■パスワードを使ったポー U ング通信は、ホ目手機び当社の機種に限定されまず。詳し < はサービス実施会社に 
お問い合わせください。 

なお、パスワードを使わない場合は、当社の機種 LU 外の機種や、パスワードを使わない相手に巧してポー U ン 
グ通信でをまず。 
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ポーリング送信原稿を蓄積する[ポーリング送信] 


1 . 原稿をセットする 

•詳しくは、阳X扱説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた（ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

2. <ファクス>を押す 

3. [詳細設定]を押す 



4. [ポーリング送信]を巧ず 



5. パスワードを設定ずる場合は、パス 
ワードを入力し、 [0K] を巧す 


1111 


1 1 1 

1 

1 

1 

12 113 1 

1 4 1 

5 116 1 

1 7 1 

8 119 1 



① ② 

読み取った原稿びメモ1」一に蓄積され、ポー 
U ング受信側から送信の要ホび< ると送信さ 
れまず。 

• ファンクシヨン設定の[ファクス /E メール 
機能設定] >[04キーオペレーター専用] 
>[01システムの登録] >に6ポーリング 
用暗証番号の登録]でパスワードを設定し 
ている場合はパスワードび表示されまず。 
このパスワードは、上の画面で変更できま 
ず。 

• パスワード設定び不要な場合は、パスワー 
ドを入力しないでののを巧しまず。 

• ポー U ング送信用に蓄積したファイルを削 
除したい場合は、 r 通信予約ファイルを削除 
ずる[通信予約の消去]」か.1日 0) を参照し 
て < ださい。 

• ポーリング送信は30通信まで設定できま 
ず。この場合、1通信に巧して1つのパス 
ワードの設定び必要で、同じノ（スワードは 
設定でをません。 

(パスワードびない通信ち1通信となりま 
ず。） 
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3 章便利なファクス機能 


中継同報送信を指示ずる 忡継同報指示] 


■中継同報送信とは 

中継同報とは、中継局となるファクス（センター機能をちつファクス）を経由して同報送信をずる機能です。 
中継局にファクス送信ずると、中継局か5複数の宛先へ同報送信されまず。 

• 1台のファクスか5すべての宛先に同報送信する場合に比べ、通信にかかる時間び分散ずるため、機 
械の負担を軽減でさまず。 

• 中継局か5同報する場合に、市内通話料金を利用でさるよラにネットワークを組めば、ネットワーク 
全体の通信コストを削減でをます。 

• 中継通信をずる場合は、本機を含むネットワークを構成ずるぶ、要びありまず。サービス実施会社へご 
相談ください。 


(例）ま京から大阪の中継局(中継識別ま号：01)に中継同報指 
示をし、大阪の中継局から、京都、巧戸、奈良(中継機 iil が) 
に送信する 


東京 


中継指示局 


同報宛先：京都 
神戸 
奈良 


同報 


中継送信 
指示 


大阪 



同報 


中糖局(中継機) 

中継局の 
中継識別番号:01 


同報 


京都 



奈良 




让記宛先の中継識別ま号: 01 ) 


中継送信先(中継機しソが) 
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中継同報送信を指示する[中継同報指示] 


■中継同報送信をするための準備 

本機で中継同報送信指示をするためには、次の項目の設定び必要でず。 


No. 

項目 

内容 

1 

中継情報を登録ずる 

ファンクシヨン設定の[ファクス /E メール機能設定] > [04 
キーオペレーター専用] > [02 中継情報の登録]で、中継情 
報を登録ずる。 

♦設定の必要な項目については J 取扱説明書(ファンク 
シヨン設定編)』の「4章ファクス /E メー j レ機能設定」を 
参照して < ださい。 

2 

アドレス帳ダイヤル情報 

アドレス帳に中継情報を登録ずるために、ファンクシヨン 
設定の[ファクス /E メール機能設定] >[04キーオペレー 
夕一専用] >[01システムの登録] >[104アドレス帳ダ 
イヤル情制を[あり]に設定しまず。 

♦お買い上げ閒ま、 [104 アドレス帳ダイヤル情制び 
[あり]に設定されていまず。 

3 

アドレス帳 

①中継局の電話番号、中継情報をアドレス帳に登録ずる 

③中継送信先の電話番号、中継情報をアドレス帳に登録ず 
る 


广おならせ） 

•中継同報送信をずる場合は、本機を含めた中継ネットワークを構成ずる必要びありまず。 
中継ネットワークを構成する場合は、サービス実施会社にご相談ください。 
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3 章便利なファクス機能 


■中継同報を指示する 

中継同報指ををする場合は、次の手順で操作しまず。 

( も巧 b を ） 

•この機能は、相手機び限定されまず。詳しくは、サービス実施会社にお問い合わせください。 

•この機能は、ファンクション設定で、中継同報情報び登録されている場合に使えまず。 

「中継同報送信をずるための準備」 （ P .69)、 および阳 X 扱説明書(ファンクション設定編)』の「4章ファクス /E 
乂 一) レ機能設定」を参照して < ださい。 

•中継同報指示は、アドレス帳の登録時に機能を設定できまず。アドレス帳に中継局び登録されていないと、利 
用でさません。 r 中継局を登録ずる」 （ P .206) を参照してください。 


1 . 原稿をセットする 

•詳しくは、『取扱説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

2. <フアクス>を押す 


3. [詳細設定]を押ず 



臣 


営まが 


〕臣 


営業が 


〕臣 


閲をが 


営巧が 


〕臣 


企画が 


〕臣 


企画卽 


巧術が 


〕臣 


媒務が 


Ji 


中雄用 


田 

01 

/ 

01 

因 


4. [特殊通信]を押す 



5. [中継同報指示]を押す 



0K I な脚 


•「ピピピ」と音び鳴ったときは、中継情報び 
登録されていません。 

6. [画質設定]などの機能を設定する 

• 「画質を設定ずる[画質設定]」 （ P .31) を参 
照して < ださい。 

7. 中継送信巧び登録されている宛先を設 
定ずる 



• 「宛先を指定ずる」 （ P .18) を参照して < だ 
さい。 

• テンキーからの直接ダイヤルは使用でさま 
せん。 

8. <スタート>を巧ず 

中継同報指示び開始されまず。 

• 中継同報指示を中止ずる操作については、 
「通信を中止する」 （ P .44) を参照して < だ 
さい。 
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中継同報送信を指示する[中継同報指示] 


Memo 
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3 章便利なファクス機能 


いつも送信ずるで書を蓄積しておく ロァィル迸言] 


ファイル送信とは、定型文書(会社の地図などのよラに、頻繁に送信ずる文書)をメモリーに蓄積しておさ、何 
度でち送信でさる機能でず。 

• ファイル送信で蓄積でさる文書は、1文書だけです。 



ここでは、ファイル送信用の文書を蓄積ずる操作、ファイルを送信する操作、ファイルを印刷する操作、ファ 
イルを削除ずる操作を説明します。 
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いつち送信する文書を蓄積しておく [ファイル送信] 


■ファイル送信用の文書を害積する 


1 . 原稿をセットする 

•詳しくは、阳巧お説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた（ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

2. <ファクス>を押す 

3. [詳細設定]を巧す 



I アドレス頗 ■ 基本 


[ ちダイわル11テンキー 



[ 巧が巧み 

は I ま や 

営業部 
—企画が 

媒務呂 P 


] § E メール I I QP お索 I 


6/ ゎ I 

尼 

iiZ 

]i~" 


お巧み 
開発部 
~企画が 

中雄苗 







4. [特殊通信]を押す 



5. [ファイル送信]を巧す 


6. [ファイル蓄衛を押す 



• ファイル送信用の文書びメモ U —に蓄積さ 
れます。 


やお同が指示 


乃如送信 


口-卜•巧信 


マが]ド-通信 


F 網通信 



か側 


田 

01 

/ 

02 

因 
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3 章便利なファクス機能 


■ファイル送信用の文書を送信する 


1. <フアクス >を押す 


6. 宛先を設定する 


2. [詳細設定]を押す 



3. [特殊通信]を押す 



4. [ファイル送筒を押ず 




• 「宛先を指定ずる」 （ P . 18) を参照してくだ 
さい。 

<スタート> を押す 

ファイル送信び開始されまず。 


中她同巧巧示 


乃仙送信 


口-ド通信 


用げ]ピ-巧信 


F 網通信 


0 K I か側 


5. [ファイル送筒を巧す 


3 田 

〕 

〕 因 


ファ イ階精 



フ?仙消去 




0 K 


■ か側 
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いつち送信する文書を蓄積しておく [ファイル送信] 


■ファイル送信用の文書を削除する 


1 . <フアクス >を巧す 

2. [詳細設定]を押す 


巧リ-送信 
國义字 
圈小さい . TIFF 



1 アドレス帳 

1 

基本 

匯 詳舰诚 

J 


1 再タイホル 

II 

テン キー 

II モニク- 

1 

1 機巧先 

II 日 

E メ ー J レ 

11 □□ お 東 

1 


な は ま やら/わ お巧み 


盤' 


営業が 


〕巨 


営業が 


〕臣 


巧発が 


管!里が 


〕臣 


企画が 


〕臣 


企画が 


技術が 


〕臣 


を岩搬 P 


〕§! 


中を削 


田 

01 

/ 

01 

の 


•「ファイル送信用の文書を送信ずる」 
( P .74) でファイル送信を指示ずると、その 
通信は通信ず約ファイルとして扱われま 
ず。 

通信予約ファイルび再ダイヤル待ちとなつ 
た場合、その通信を取り消ずには、通信予約 
ファイルを削除ずる必要びありまず。 

「通信予約ファイルを削除ずる[通信予約の 
消去]」 （ P . 1日 0) を参照してください。 


3. [特殊通信]を巧す 



4. [ファイル送筒を押す 


中維同巧ち示 


乃如送信 


口-ド通信 


用げ]ド-通信 


F 網あ信 



] 田 

〕 

〕 の 


J か側 


5. [ファイル消去]を押す 


ファイ鳩梧 


フ?圳送信 


フ?仙消去 


フ?イの•の卜 



か側 


• ファイル送信用の文書びメモ U —か b 削除 
されまず。 
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3 章便利なファクス機能 


■ファイル送信用の文書を印刷する 


1. <フアクス >を押す 

2. [詳細設定]を押す 



3. [特殊通信]を巧す 



4. [ファイル送筒を巧ず 


中她同巧巧示 


乃仙送信 


口-ド通信 


用げ]ピ-巧信 


F 網通信 


0 K I か側 


5. [ファイルプリント]を巧す 


3 田 

〕 

〕 因 



• ファイル送信用の文書び印刷されまず。 
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いつち送信する文書を蓄積しておく [ファイル送信] 


Memo 
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3 章便利なファクス機能 


F コードけブアドレス)を使って通信をする [F コー ド通信] 


F コード(ヴプアドレス)を使った通信について説明しまず。 

F コード機能をちつファクス間では、メーカーび異なる場合ち、親展通信などの機密事項を保持した通信びで 
さます。ここでは、 F コードの概要、[特殊通信]の [ F コード通信]を使った F コード送信の操作について説明し 
ます。 

■ F コードとは 

F コードとは JTU - T で規定された T 30 通信手順 （ SUB 、 SEP 、 PWD ) のことでず。 

■ F コード機能をちつファクス間では、メーカーび異なる場合ち、親展通信などの機密事頂を保持した 
通信びでさます。 

• F コードを使って通信をするためには、ファクスのネットワーク上にメモリー機能をらつセンター機 
び必要でず。詳細は、サービス実施会社にお問い合わせください。 

• F コード通信では、送信側と受信側であ5かじめ、 F コードの使いかた(ヴプアドレス吕〇巧まで、パス 
ワード20巧までなど)をミ夫めておく必要びあります。 

• 本機では、[詳細設定]の[特殊通信]の [ F コード送信]で、 F コードを使った送信びでさまず。 


广おならせ） 

• ITU - T : 国際電気通信連合のことでず。 
• T 30 :通信の規格のことでず。 

□ F コードを使った送信例 


送信側 



サブアドレス 

1234己67890 

パスワード 

987巨已432 ] 0 


センター機 


ボックス(センター機側で開設) 


サブアドレス 
(ボックス番号） 

] 234已目7890 

パスワード 

9876已432]0 
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F コード（サブアドレス）を使って通信をする [ F コード通信] 


4. [特殊通信]を押す 



5. [F コード通信]を巧す 



6. F □-ドけブアドレス)を入力し、 
[0K] を巧す 



1 1 

〕 [ 

X 

〕 [ 

3 1 

14 

〕 [ 

互 

〕 [ 

6 ) 

1 7 

〕 [ 

王 

〕 [ 

9 1 

■ぃリ 

〕 [ 

X 

〕 [ 

# 1 


\rM 


① 


② 


• F コード(サブァドレス）は20巧まで入力 
でをまず。 

• 誤って入力した場合は、画面内の[ク U 
ァー]を巧ずと、1文字ずつ削除でさまず。 

\パスワードを入力し、 [OK] を押す 




11112 

II 

31 

14 115 

II 

61 

17 118 

11 

9 1 

1*110 

1 1 

# 1 



• パスワードは20巧まで入力でをまず。 

• パスワードび不要な場合は、何ち入力しな 
いでののを巧しまず。 

• 誤って入力した場合は、画面内の[ク U 
アー]を巧ずと、1文字ずつ削除でさまず。 

8. [画質設定]などの機能を設定ずる 

• 「画質を設定ずる[画質設定]」 （ P .31) を参 
照して < ださい。 


原稿をセツトする 


■詳しくは、阳 X 扱説明書(基本編りの「原稿セッ 
卜のしかた（ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

2. <ファクス>を押す 

3. [詳細設定]を押す 



アドレス帳 


基本 


) 詳細 i 妨卜 


再ダイかル II テソ丰一1 (]モニ女一 ] 


樓孜巧先 I 目 E ゾール I [〇〇 おを 


な は ま 1 や S / わ おがみ フぶが 


■ F コード通信の操作 

( お巧らせ） 

•この機能は、オンフックダイヤルでは使えません。 

(オンフックダイヤルについては、け目手と電話機で話してから送信ずる任動送信]」か. 30) を参照してくだ 
さい。） 

♦あらかじめ、受信側と F コードの使いかたについてミ夫めておいてください。 


圧由 


巨 


巨 


目目 


巨 


巨 


巨 


臣 


目 
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3 章便利なファクス機能 


9. 宛先を設定する 



•アドレス帳を利用ずるときは、電話番号び 
登録されている宛先だけ指定でをまず。 

• r 宛先を指定ずる」 （ P .18) を参照してくだ 
さい。 

10.<スタート>を押す 

F コード通信び開始されまず。 
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F コード（サブアドレス）を使って通信をする [ F コード通信] 


Memo 
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3 章便利なファクス機能 


受信側で複数部数巧刷させる [マルチ コピー 通信] 


受信側で印刷ずる部数を指定して送信でさます。 

マルチコピー送信をする場合は、次の手順で操作します。 

( も； □ b せノ 

•この機能は、相手機び限定されまず。詳し < は、サービス実施会社にお問い合わせください。 

■送信でさる巧手は、マルチコピー通信機能をちつホ目手機だけでず。 

■マルチコピー通信は、アドレス帳の登録時に部数を設定でをまず。アドレス帳で部数び登録されている場合、 
印刷部数の設定は不要となりまず。 r マルチコピー通信部数を登録ずる」か. 209)を参照してください。 


1 . 原稿をセットする 


5. [マルチコピー通信]を巧す 


• 詳しくは、『取扱説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとき)」を参照してください。 

2. <フアクス>を巧す 


3. [詳細設定]を巧す 



I アドレス振 I 基本 卜 詳細設定 I 

I 巧グイがレ J にテン丰一〕〔モニター I 
I 巧が巧先 |§ E メール〕〔□□ 検索 I 


は 

S I ゃ 

ら化） 



営ま部 ||日 


企画が 1〔呂 

顯自 P I 負 


お巧み 
開党が 
を画が 
中維用 


了贈' 

弓 田 





1® 


4. [特殊通信]を巧す 



中娘间巧指示 


ファイル送信 


口-ド通信 


?が]ピ-通信 


F 網适盾 



〕 田 
〕 

u の 


J な側 


6. 受信側で印刷する部数に巧まで)を入 
力し、 [OK] を押す 



• 部数は2巧 (01 〜 99) まで入力でさまず。 


• 誤って入力した場合は、画面内の[ク U 
アー]を巧ずと、1文字ずつ削除でをまず。 

• アドレス帳にマルチコピー通信の部数び登録 
されている場合は、部数を入力する必要はあ 
りません。部数を入力はずに（「1」のまま)で、 
[0 K ] を巧します。 

なお、アドレス帳に登録されている部数をを 
更したいとさは、ここで部数を入力します。 

• 複数の宛先を指定をずる場合は、次のよラ 
に設定してください。 

-アドレス帳で登録されているマルチコピー 
通信の部数をち効にずる場合 
部数を入力せずに（「1」のまま）の口を巧し 
ます。 

-一括して部数を変更する場合 
ここで部数を入力しまず。 
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受信側で複数部数印刷させる[マルチコピー通信] 


7. [画質設定]などの機能を設定する 

• r 画質を設定ずる[画質設定]」 （ P .31) を参 
照して < ださい。 

8. 宛先を設定する 



•ア ドレス帳を利用ずるときは、電話番号び 
登録されている宛先だけ指定でさまず。 

• r 宛先を指定ずる」か. 18) を参照してくだ 
さい。 

9. <スタート>を押す 

マルチコピー通信び開始されまず。 
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3 章便利なファクス機能 


ファクシミリ通信網を利用ずる [F 網通信] 


NTT コミユニケーシヨンズび提供するファクシミリ通信網 （ F 網)を利用して通信できまず。 

ファクシミリ通信網を利用ずる場 S ま、次の手順で操作しまず。 

( おならせ） 

•ファクシミリ通信網サービスとは、 NTT コミユニケーシヨンズび提供ずるファクス通信専用のサービスで 
す。同報通信、再コール、一斉受信などの機能を利用できまず。 

•ファクシミリ通信網を利用ずる場合は、 NTT コミュニケーシヨンズとの契約び必要でず。 

詳しくは、最寄りの NTT コミュニケーシヨンズにお問い合わせください。 


1 . 原稿をセットする 

•詳しくは、『取扱説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

2. <ファクス >を押す 

3. [詳細設定]を押す 



4. [特殊通信]を押す 



5. [F 網通信]を押す 



6. [画質設定]などの機能を設定ずる 

• 「画質を設定ずる[画質設定]」 （ P .31) を参 
照して < ださい。 

7. 宛先を設定ずる 



•アドレス帳を利用ずるときは、電話番号び 
登録されている宛先だけ指定でさまず。 

• 「宛先を指定ずる」 （ P .18) を参照してくだ 
さい。 

• 10宛先まで指定でをまず。 

8. < スタート> を巧ず 

F 網通信び開始されまず。 
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誤送信を防止する[セレクト送信] 


誤送信を防止ずる 

[セレクト送信] 


セレクト送信とは、本機のァドレス帳に登録されている相手にだけ送信する機能でず。 

アドレス帳に登録されている電話番号の下4巧と、受信側か5送5れてをた数字のの下4巧を照合し、一致 
したとをにだけ送信び開始されまず。 

誤って別の相手に送信するなどの、誤送信を防止でさまず。 


送信側(本機) 



受信側 B (数き IDixxxxSSyS ) 


セレクト送信をずる場合は、次ページの手順で操作します。 


( も巧 b li ) 

•セレクト送信ずる宛先は、あらかじめアドレス帳に登録しておいてください。 r アドレス帳に電話番号を登録 
する」 （ P . 203)を参照してください。 

アドレス帳に登録されていない場合、セレクト送信できません。 

•受信側の数字 ID には、電話番号を登録ずるよラに依頼して < ださい。電話番号 LU 外び設定されている場合、数 
字 ID び登録されていない場合、登録でさない機種の場合は、セレクト送信でさません。 

•セレクト送筒ま、ファンクシヨン設定の[ファクス /E メール機能設定] > [04 キーオペレーター専用] > [0 1 
システムの登録] >[4已セレクト送信]で初期値を変更でさまず。 

[あり]に設定しておくと、タッチパネルディスプレイのメッセージ欄に r セレクト送信設定中でず」といラ 
メッセージび点滅表示し、本棚ホ、常時セレクト送信の状態になりまず。 

この場合は、次ページの手順6で[オフ]を選択ずると、セレクト送信を一時的に解除できまず。 

•手動送信時、オンフックダイヤル時は、セレクト送信び解除されまず。 

•手動送信で電話番号を入力して送信ずる場合でち、入力ずる電話番号びアドレス帳に登録されている相手に 
はセレクト送信されまず。 
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3 章便利なファクス機能 


1 . 原稿をセットずる 


• 詳しくは、『取扱説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

2. <フアクス>を巧す 


3. [詳細設定]を押す 



I アドレス帳 > 基本 


[ 再ダイ中ル11テンキー 
[ 巧教巧先 I 目 E メール 



1| モニク- I 


] 巧を ] 


は 

f I を 

ら/わ 



営業部 I 目 


企画卽 枯 

ぉぉ卽 j|i 


お好み 
開を自 P 
企画が 
中娘用 


盤/ 


J m 






4. [セレクトモード]を巧ず 



5. [セレクト送信]を押す 



6. [オン]を選択し、 [0K] を押す 



7. [画質設定]などの機能を設定する 

• 「画質を設定ずる[画質設定]」 （ P .31) を参 
照してください。 

8. 宛先を設定する 



• 「宛先を指定ずる」 （ P . 18) を参照してくだ 
さい。 

9. <スタート>を押す 

セレクト送信び開始されまず。受信側の数字 
ID と本機のアドレス帳び照合され、一致した 
とさだけ送信び開始されまず。 
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パスワードを使って送信する[パスワード送信] 


パスワー ドを使って送信ずる [パスヮ-ド送信] 

■パスワード送信とは 

パスワード送信とは、送信側と受信側の送信/ スワードび一致した場合にだけ、原稿を送信ずる機能のこと 
です。送信側と受信側の送信パスワードび異なる場合は、通信エラーとなります。 

この機能を使ラと、ほかの相手への誤送信を防止でをまず。 

( も ; □ b H ) 

•お買い上げ時は、[パスワード送信]ボタンは無効でず。パスワード送信機能を使いたい場合は、ファンクショ 
ン設定の[ファクス /E メール機能設定] >[04キーオペレーター専用] >[01システムの登録] >[43パス 
ワード送信]で、パスワードを設定ずる必要びありまず。 

詳しくは、 r ファンクション設定を変更ずるり（スワード送信)」 （ P .89) を参照してください。 

〇 :送信でをます。 


X :送信でをません。 受信側 A 



( も巧 b li ) 

•この機能は、ホ目手機び限定されまず。詳しくは、サービス実施会社にお問い合わせください。 

•送信側のパスワード送信の設定び[なし]の場合は、パスワードび設定されていてち、パスワード送信の機能 
びはたらかず、通常の送信になりまず。 

•パスワード受信の機能び設定されている場合は、受信パスワードち照合されまず。パスワード受信について 
は、 r パスワード受信」 （ P .1 1 2) を参照してください。 
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3 章便利なファクス機能 


■パスワード送信をする 

パスワード送信をする場合は、次の手順で操作します。 


( f ぉ願ぃ J 

•パスワード送信機能を使しすこい場合は、ファンクション設定のロァクス /E メール機能設定] >[04キーオ 
ぺレーター 専用] >[0]システムの登録] > [43 パスワ ー ド送信]でパスワ ー ドを登録ずる必要びありまず。 
詳しくは、「ファンクション設定を変更ずるり（スワード送信)」 ( P .89) を参照してください。 

•ファンクション設定の[ファクス /E メール機能設定] >[04キーオペレーター専用] >[01システムの登 
録] >[43パスワード送信]び[あり]の場合は、常にパスワード送信をずるように設定されていまず。 


1 . 原稿をセットずる 


• 詳しくは、『取扱説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

2. <フアクス >を巧す 

3. [詳細設定]を巧す 



1アドレス帳 ■ 

基本 ■ 詳細設定 ■ 


1再ダイ中ル 

II 

テンキー II モニター 1 

1 複数巧弟 

II 日 

E メール1 1 □□ 巧を 1 


は ま t やら/む 

曾業部 1白 

企画部 1 長 

ぉぉ卽 I 〔吕 


お好み 
開を自 P 
企画が 
中娘用 


盤/ 


J m 





4. [セレクトモード]を押す 



5. [パスワード送信]を巧ず 



6. [オン]を選択し、 [OK] を巧す 



か測 


0K 


否 


0K [ か測 

i 



ゴン 


パスワード送信をず 
る場合に巧しまず。 


オフ 


パスワード送信をし 
ない場合に巧しまず。 


7. [画質設定]などの機能を設定する 

• 「画質を設定ずる[画質設定]」か. 31) を参 
照してください。 

8. 宛先を設定する 



• E メールアドレスび登録されている宛先で 
は、パスワード送信び無効となりまず。 

• 「宛先を指定ずる」 （ P .18) を参照してくだ 
さい。 

9. < スタート> を押す 

パスワード送信び開始されまず。 

• パスワードび一致しない場合は、通信ェ 
ラーと な0まず。 
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パスワードを使って送信する[パスワード送信] 


■フアンクシヨン設定を'変更する(パスワード送信） 

ファンクシヨン設定の[フアクス / E メール機能設定] > [04 キーオペレーター専用] > [0 1システムの登録] 
> [43 パスワード送闻の設定により、パスワード送信は次表のように動作しまず。 


設定 

説明 

送信パスワード登録なし 

パスワード送信の機能は、はたらきません。 

送信パスワードを登録し、パスワード 
送信を[なし]に設定 

[詳細設定]の[パスワード送信]ボタンを巧し、パスワード送 
信を[あ 0] に設定した場合に、パスワード送信の機能びはた 
らさまず。 

送信側と受信側の送信ノ（スワードび一致した場合にだけ送信 
でをまず。 

( お巧らせ） 

• 送信側、受信側とちに送信パスワードの登録び必要でず。 

送信パスワードを登録し、パスワード 
送信を[あり]に設定 

[詳細設定]の[ノ（スワード送信]ボタンを操作ずることなく、 
パスワード送信の機能びはた日をまず。「パスワード送信をず 
る」 （ P .88) を参照してください。 

送信側と受信側の送信ノ（スワードび一致した場合にだけ送信 
でさまず。 

( お巧らせ） 

• 送信側、受信側とちに送信パスワードの登録び必要でず。 


フアンクシヨン設定で、パスワード送信の設定を変更ずる場合は、次の手順で操作します。 

( も知 b を） 

♦あ日かじめ、受信側とパスワード (4 析)を決めておいてください。 


1. <フアンクシヨン >を巧す 



2. [フアクス /E メール機能設定]を押ず 



3. に 4 キーオペレーター専用]を押す 
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40 


41 


42 


43 がスリ-ド送信 


44 "•巧-卜•を信 


[40-79] を押す 



7. [43 パスワード送信]を巧す 



0 39 

j 40 - 79 

180 -119 J 

120- 1閱 

1 160- 184 


〔01クがムの登録 

[ 02中泌情淑0登録 

〔03 

[ 04 


パスワード (4 做を入力し、 [0K] を押 
す 


1234 



8 


0K I か池 I 


① ② 

• 誤って入力したとさは、[ク U アー]を巧し 
て修正します。 

[あり]、または[なし]を選択し、 [OK] 
を巧す 



② 


① 


① ② 


あ D 

常にパスワード送信をずる場合に 
巧します。[あ 0] を選択ずると、 
タッチパネルディスプレイ上部に 
「パスワード送信設定中でず」とい 
ラメッセージび表示されまず。 

なし 

[詳細設定]の[パスワード送信]ボ 
タンを使し、必要に応じてパス 
ワード送信を設定ずる場合に巧し 
まず。 


• 操作び終了したら、< リセット >を巧ずと、 
待機画面に戻りまず。 

• [詳細設定]の[パスワード送信]を使って、 
送信時にパスワード送信の設定を変更でを 
ます。 r パスワード送信をずる」か. 88) を参 
照して < ださい。 


3 章便利なファクス機能 


4. キーオペーレーターのパスワードを入 け. 

力し、 [OK] を押す 



0K I キ脚 


① ② 

• 誤って入力したとさは、[ク U アー]を巧し 
て修正します。 

5. [01 システムの登録]を巧す 9 


00自局臟の登録 
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伝送速度を落として通信する[ワンタイム海外通信] 


伝送速度を落として通信ずる [ワンタイム海外通信] 


ワンタイムミ毎か通信とは、通信エラーびおさないよラに伝送速度を落とし、ゆっくりとしたスピードで通信 
する機能です。回線環境などび原因で通信エラーび発生しやすい相手に送信する場合に利用しまず。 

(伝送速度• - •通信をする速さのことでず。） 

ワンタイムミ毎が通信を使つて送信をする場合は、次の手順で操作しまず。 


1 . 原稿をセットする 

•詳しくは、阳巧お説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた（ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

2. <フアクス >を押す 


3. 


4. 


[詳細設定]を押す 



1ァドレス帳 ■ 

基本 1 詳細 1 


1再ダイがレ II 

テン キー II モニクー 1 

1 碰巧先 1 1日 

E メール1 1 □□ お索 1 


はまや弓/ね お巧み 
営業部 1白 開網!! 

企画自 P I 〔吕 を画が 

採挽が 1^ 中姐用 


7股‘/ 

弓 田 







[セレクトモード]を巧す 



5. [ワンタイム海が通信]を押す 



6. [オン]を選択し、 [0K] を押す 



7. [画質設定]などの機能を設定ずる 

• 「画質を設定ずる[画質設定]」 （ P .31) を参 
照して < ださい。 

8. 宛先を設定ずる 



• 「宛先を指定ずる」 （ P .1 助を参照してくだ 
さい。 

9. < スタート> を押す 

• ワンタイム海外通信び設定され、送信び開 
始されまず。 
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3 章便利なファクス機能 


急きの原 f 局を通 f 呂ずる 歷巧通信] 


優先通信とは、複数の通信予約ファイルびメモリーに蓄積されているとさに、急ざの文書を他の通信より優 
先させる機能です。 

通信中の通信の次に割り込んで通信でさます。 


1 . 原稿をセットずる 

• 詳しくは、『取扱説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

2. <ファクス>を押す 

3. [詳細設定]を巧す 



4. [セレクトモード]を巧ず 



5. [優先通信]を押す 



6. [オン]を選択し、 [0K] を押す 



7. [画質設定]などの機能を設定する 

• 「画質を設定ずる[画質設定]」 （ P .31) を参 
照してください。 

8. 宛先を設定する 



• 「宛先を指定ずる」 （ P .18) を参照してくだ 
さい。 

9. <スタート>を押す 

• 優先通信び設定され、通信中の通信び終了 
ずると、通信び開始されまず。 
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急ざの原稿を通信する[優先通信] 


Memo 
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3 章便利なファクス機能 


時間を決めて通信ずる [定期便タイマー通信] 


定期便タイマー通信とは、ファンクシヨン設定で設定されているタイマー時刻になると、定期便タイマー通 
信を設定した通信予約ファイルをまとめて通信する機能です。 

通信費用の安い時間帯に定期便タイマーを設定してお < と、通信コストを削減でをまず。 

• タイマー時刻は、ファンクシヨン設定の[ファクス /E メール機能設赶 >[04キーオペレーター専用] 

> [00 自局情報の登録] > [0 已定期便タイマーの登録]で已種類まで設定できまず。『取扱説明書(ファ 
ンクシヨン設定編)』の「4章ファクス / E メール機能設定」の r 設定例：定期便タイマーの登録」を参照 
して < ださい。 

• 設定されているタイマー時刻のラち、定期便タイマー送信を設定した時刻に最ち近いタイマー時刻に 
送信されまず。 


ファンクシヨン設定の ro 已定期便タイマーの登録」で設定したタイマー時刻 
(例）9:00、12:00、1已:〇0、17:00、19:00にタイマー時刻を設定） 


9:00 12:00 



通信開始 


15:00 17:00 1日:00 


通信開始 ：♦通信 開始 



定期便タイマー送信を指示 


1 . 原稿をセットずる 


4. [セレクトモード]を巧す 


• 詳しくは、『取扱説明書(基本編りの「原稿セッ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

2. <ファクス>を押す 

3. [詳細設定]を巧す 




5. [定期便タイマー通信]を巧す 
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時間をまめて通信する[定期便タイマー通信] 


6. [オン]を選択し、 [0K] を押す 



7. [画質設定]などの機能を設定する 

• r 画質を設定ずる[画質設定]」 （ P .31) を参 
照して < ださい。 

8. 宛先を設定する 



• r 宛先を指定ずる」か.1助を参照してくだ 
さい。 

9. <スタート>を押す 

• 定期便タイマー通信び設定されまず。 

最を近い定期便タイマー時刻になると、通 
信び開始されまず。 

• 定期便タイマー通信を設定した通信予約 
ファイルを削除ずる場合は、 r 通信予約ファ 
イルを削除ずる随信予約の消去]」 
( P .1 日 0) を参照してください。 
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3 章便利なファクス機能 


ルーテイング機能を使う 

■ルーテイングとは 

—般の電話回線のファクスか5受信した文書を、ネットワークに接続したコンピューターやインターネット 
FAX 、 一般の電話回線のファクスに転送できまず。 

輯送先は、送信側のヴブアドレス/送信側の数字の/送信側の発番号/ダイヤルイン番号で指定でさまず。 

( も)ミ □ b 柱ノ 

•この機能は、オプションのインターネット FAX ユニッ ト （ DA - NF 320) を装着している場合にだけ使えま 
ず。 


■ルーティングに巧応ずるファクスについて、詳しくはサービス実施会社にお問い合わせください。 

■サブアドレスを使用できないファクスの場合は、数字の、送信側の発番号、およびダイヤルイン番号による 
ルーティング機能び使えまず。 

LAN インターネット FAX 
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ルーテイング機能を使ラ 


■ルーティングにが要な設定の流れ 

ルーティング機能を使ラ場合は、ルーティングの種類に応じたフアンクシヨン設定と、アドレス帳の設定び 
必要です。 


ファンクシヨン設定で、必要な項目を[あり]に設定する 

• F コード(サブアドレス)を使うとき .[152 SUB ルーティング]を[あり] 

•数字のを使うとき .[1 已3数字 ID ルーティング]を[あり] 

•発信ち番号通知（ナンバーディスプレイ）サービスを契約しているとき 

.[17 己発番号ルーティング]を[あり] 

•ダイヤルインサービスを利用されているとさ 

.[17 巳ダイヤルインルーティング]を[あり] 

( おならせ） 

•「ルーティングに必要なフアンクシヨン設定」か. 98) を参照してください。 


アドレス帳に輯送先を登録ずる 

•転送先にインターネット FAX やコンピューターを設定する 

i 

アドレス帳に転送先のメールアドレスを登録 

•転送先に一般のファクスを設定する 

i 

アドレス帳に転送先の電話番号を登録 
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3 章便利なファクス機能 


■ルーテイングにが要なフアンクシヨン設定 

ルーテイング機能を使ラ場合は、ルーテイングのしかたに応じ、フアンクシヨン設定の[フアクス /E メール機 
能設定] >[04キーオペレーター専用] >[01システムの登録]で、次の項目を設定しまず。 


ルーテ ィングのしかた 

説明 

フアンクシヨン設定 

F コード〔サブアドレス） 
を使ったルーティング 

F コード通信び利用でさる G 3 ファクスか b、F 
コード(サブアドレス）を使ってルーティングず 
な占 n 1こ言及もし击9 。 

送信側の G 3 ファクスから送られる F コード(サ 
ブアドレス）で、本機に登録されている宛先に 
ルーティングできまず。 

[1 已2 SU 巨ルーティ 
ング]を[あり]に設定 

送信側ファクスの数字 
ID を使ったルーティング 

数字 ID を利用してルーティングずる場合に設定 
しよ9 〇 

送信側のファクスから送られてくる数字 ID で、本 
機に登録されている宛先にルーティングでさま 
す。 

[1 已3数字 ID ルー 
ティング]を[あり]に設 
定 

送信側 G 3 ファクスから 
送 b れる発信ちま号を 
使ったルーティング 

送信側の G 3 ファクスか b 送日れる発信ち番号を 
使ってルーティングずる場合に設定しまず。 

送信側の G 3 ファクスから送られる発信者番号 
で、本機に登録されている宛先にルーティングで 
さまず。 

[175 発ま号ルーティ 
ング]を[あり]に設定 

送信側 G 3 ファクスから 
送られるダイヤルイン番 
号を使ったルーティング 

送信側の G 3 ファクスから送られるダイヤルイン 
番号を使ってルーティングずる場合に設定しま 
ず。 

送信側の G 3 ファクスか b 送られるダイヤルイン 
番号で、本機に登録されている宛先にルーティン 
グでさまず。 

[176 ダイヤルインルー 
ティング]を[あり]に設 
定し、ダイヤルイン番号 
を登録 

From 欄を設定したいと 
さ 

ルーティングで 、 E メールを送信するとさの From 
欄の内容を遇びます。 

•中継局 . ルーティングずる本機の 

メールアドレスび表おさ 
れます。 

•指示局 . 発信ちの数字 ID び表おさ 

れます。 

[1 已4ルーティング時 
FROM ] を設定 

受信した原稿の印刷を設 
定したいとさ 

受信文書をずべて本機で印刷ずるか、ルーティン 
グ操作び機能しなかった場合だけ印刷ずるかを 
選択しまず。 

•異常時 . 送信でをなかった場合だ 

け受信文書び印刷されま 
ず。 

-全通信 . 送信でをた場合、送信でを 

なかった場合、どち日の場 
合ち受信文書び印刷され 
ます。 

[1 已已ルーティング時 
出力]を設定 


( T お巧らせ） 

•ファンクシヨン設定の操作については、阳巧及説明書〔ファンクシヨン設定編)』の「4章ファクス / E メール機 
能設定」を参照して< ださい。 

♦発信者番号通知•ダイヤルインサービスはあらかじめ NTT との契約び必要でず。本サービスの詳細につい 
ては、 NTT にお問い合わせください。 

• NCC 回線 （N T T LU 外の電話回線)をご利用の場合は、 NCC 各社でサービス内容び異なりまず。発信ち番 
号通知、ダイヤルインサービスの詳細については、ご契約の NC 巳にお問い合わせください。 
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ルーテイング機能を使ラ 


\\ 如？ドレス帳登録 

I 01 r の*加*他顿登録 
[02 

[ 。3 

I 04卜れ。トト専吊 


1. <ファンクシヨン >を巧す 

2. [ファクス /E メール機能設定]を巧す 

お通機能設定 
〕ド-お能設を 


3. [00 アドレス帳登録]を巧ず 


4. [02 アドレス帳登録 (E メール)]を押 

す 


5. メールアドレスを入力し、にのを巧ず 



① ② 


• メールアドレスは日0文字まで入力でさます。 

• 「メールアドレスを入力する」れ 134) を参照 
して < ださい。 

6. 宛先名を入力し、 [0 口を押ず 

m ig I 目！百 7 記写 I [ 区が ) II ► ]| 渚退 I 

司回回回因囚回の回回0 
IAJ 回回回凹回回の山し ，I 
回囚回网回回回 

I あ ' 安收 If 化 "- ス/効を IJ かな读トト ‘1 

T T 

① ② 

• 宛先名は、20文きまで入力できまず。 

• 文字入力のしかたは、阳又扱説明書(基本編)』 
の r 文字入力のしかた」を参照して < ださい。 


巧を 


肪夕-巧認 


フ•の夕-お能設を 


ス树-巧能設定 



00アト•レス帳识卜巧刷 


し01_ァト•レス帳登録(電苗) 

【〔02 ァドレス帳登録 ( DH り 

「03アト•レス帳の巧を 


04アト•レス族の消去 


■ルーティングにが要なアドレス帳の設定 

ルーティング機能を使ラ場合は、転送先をアドレス帳に設定しまず。 

ここでは、アドレスにルーティング機能を設定する操作を、メールアドレスを登録ずる場合の手順で説明して 
いまず。アドレス帳に電話番号を登録ずる場合ち、ルーティングの設定操作は同じでず。説明を適宜、読み曾 
えて < ださい。 

C お巧らせ） 

•アドレス帳に電話番号を登録ずる場合は、 r アドレス帳に電話番号を登録ずる」 （ P . 203)を参照してくださ 
い。 

•アドレス帳に数字 ID によるルーティングを設定ずる場合は、送信側のファクスに登録されている数字 ID と同 
じ数字を登録してください。 


anasonic.com 
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3 章便利なファクス機能 


7. ボタン名を入力し、 [0 口を巧ず 


陣 :! il 


熟語 I [字/記号)〔区 ]- K ] 〔イ ![►]! 巧退 I 

司回回回旧回回の回回巨] 

IAJ 凹回回凹回回囚山し， 
因因回回回回回□曰 


r 無効を11化。-か 密換じ かが爱トド I 



• ボタン名は、10文字まで入力でをます。 


8. 検索文字を入力して、 [0 K ] を押す 



1 哉語 II お字/記号 11 区]-卜’ 1 1 ◄ 11 ► 11 f を返 1 

凹回回のの回の凹回 
IAJ 回回回凹回回の山 
の囚回凶凹回回 U 曰 

日 

おを 

1無変換1 1化。-か変換1 1 

がが 1 



K 1 





① ② 


• 検索文字は、10文字まで入力でさまず。 

• 検索文きは、アドレス帳で宛先を検索ずる 
と封こ使ラ文字でず（[あ]〜[ら/わ]の仕分 
けにち使われまず）。宛先名のフ U ガナなど 
をカタカナで入力します。 

• 英数字を入力ずると、アドレス帳画面の 
「あ」行に表おされまず。 

ただし、英数字は検索文字としては使用で 
さません。 


9. [ IPFax ] または [ PC ] を選択し、 [0 K ] 
を押す 



IPFax 

送信先びインター 
ネット FAX の場合に 
選択します。 

PC 

送信先びコンピュー 
ターの場合に還択し 
よ9 〇 


• 登録するメールアドレスを、スキャン /E メー 
ル機能でも使う場合は、 [ PC ] を選択します。 

10. [お巧别に宛巧を表示するかどうか選 
択する 


はい いいそ 



はい 


[お好み]に宛先を表 
示する場合に巧しま 
す。 


いいを 


[お好み]に宛先を表 
示した<ない場合に 
巧します。 
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ルーテイング機能を使ラ 



① ② 

• この画面は、ファンクシヨン設定の[ファクス 
/E メール機能設定] > [04 キー オペレーター 
専用]>の]システムの登録]>[17日ダイ 
ヤルインルーティング]び[あり]に設定され、 
ダイヤルイン番号び登録されている場合に表 
示されます。 



① ② 


• この画面は、ファンクシヨン設定の[ファクス 
/E メール機能設定] > [04 キー オペレーター 
専用] >[□] システムの登録]>[17巳発番 
号ルーティング]び[あり]に設定されている 
場合に表おされます。 


□ ダイヤルイン番号を利用してルーテイン 
グずるとを 

ダイヤルインの番号を選択し、 [0 のを巧ず 


11. ルーテイングの設定により、巧のいず 
れかの操作をする 

□ F コード(サブアドレス)を利用してルー 
テイングずるとを 

F コードけプアドレス)を入力し、[□口を巧す 


□ 発信をま号を利用してルーテイングずる 
とを 

発信ち番号を入力し、 [0 のを巧ず 


1234567890 

— 

■ 


■ 


1 1 ィ ） 1 ► 1 1 


1112 113 1 

14 115 116 1 

1 esB 1 

7 118 119 1 

1 UBma 1 

* 1 1 0 1 1 # 1 


1234567890 

1 ィ） 1 ► 1 

11 1 

1 1 2 j [ 3 J 

1 4 1 

1 [ 5 1 1 6 1 

1 7 1 

1(81191 


① ② 

この画励ま、ファンクシヨン設定の[ファクス 
/E メール 機能設定] > [04 キーオペレーター 
専用]>の1システムの登録]>[1巳2 SUB 
ルーティング]び[あり]に設定されている場 
合1し表术されます。 


□ 数字 ID を利用してルーテイングずるとを 

数き ID を入力し、 [0 K ] を巧ず 


1234567890 


1 1 1 

112 113 1 

( 4 1 

1 1已1 1目1 



① ② 

この画励ま、ファンクシヨン設定の[ファクス 
/E メール機能設定] > [04 キー オペレーター 
専用] >[□] システムの登録] >[1巳3数字 
I □ルーティング]び[あり]に設定されている 
場合に表おされます。 
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3 章便利なファクス機能 


12. 手順9で [ IPFax] を選択した場合： 

A3 サイズの原稿を送信するときに 
己4サイズに縮小するかどうかを選択 
ずる 





はい 


いいえ 




はい 


A3 サイズを日 4 サイ 
ズに縮ルして送信さ 
れます。 


いいを 


A3 サイズのまま送信 
されまず。 


• 相手機の能力に合わせて設定しまず。 


13. 手順9で [ IPFax] を選択した場合： 
相手側の能力を設定し、 [0K] を巧す 



① 


① ② 


400 dpi 

受信側び 400dpi で 
受信でさる場合に巧 
し占9 〇 

600 dpi 

受信側び 600dpi で 
受信でをる場合に巧 
します。 

能力なし 

600dpi 、 400dpi ど 
ち b ち受信でをない 
場合に巧しまず。 


• 相手機の能力に合わせて設定しまず。 

メールアドレスびアドレス帳に登録されま 
ず。 

• アドレス帳に次の宛先を登録ずるときは、 
手順日からの操作を繰0返して<ださい。 
• 操作び終了したら、 < u セット>を巧ずと、 
待機画面に戻りまず。 
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受信について 


この章では、受信のしかた、便利な受信のしかたについて説明しています。 
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4 章受信について 


受信のしかた 


本機のファクス受信のしかたには、次の2種類びあります。 

これ5は、ファンクシヨン設定で設定を変更でをます。本機をお使いの状況に合わせて設定してください。 
お買い上げ時は、自動受信に設定されていまず。 

□ 自動受信 

着信すると、自動的にファクス受信を開始する方法です。 

「自動受信」（本ページ)を参照してください。 

□ 手動受信 

着信した5、手動でか部電話機の受話器を上げ、相手びファクスか通話かを確認してか5ファクス受信を開 
始するち法です。「ポ ー• • ポー••」という音び聞こえた!5、< スタート> を巧します。 

手動受信するにはファンクシヨン設定の変更び必要です。 

「手動受信」 （ P . 1〇已)を参照してください。 


■自動受信 

自動的にファクス受信をずる方法でず。 

電話回線をファクス専用で使ラ場合はこの設定び便利です。 

■ファンクシヨン設定のロァクス /E メール機能設赶 > [04 キーオペレーター専用] > [0 1システム 
の登録] >[17受信モード]を [Fax 専用]に設定しておきます。なお、お買い上げ時は、 [Fax 専用]に設 
定されています。 

♦着信すると、自動的にファクス受信び開始されます。 
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受信のしかた 


■手動受信 

<スタート> を巧してか 5 ファクス受信をする方法です。 

か部電話機を接続している場合で、電話回線を通話に使ラことびるいとをは、この設定び便利です。 

手動受信するには、ファンクシヨン設定の変更び必要でず。 

( おならせ） 

•外部電話機とは 

本機の背面には、 r 外部電話」接続口びありまず。ここに一般の電話機を接続ずると、1本の電話回線をファク 
スと通話の両方に使うことびできまず。接続については、阳又扱説明書(セットアップ編)』の「セットアップの 
概要」を参照してください。 

•ファンクシヨン設定の[ファクス /E メール機能設定]>[04キーオペレーター専用] >[01システムの登 
録] >[17受信モー円を[手動]に設定しておきまず。なお、お買い上げ時は、 [ Fax 専用]に設定されていま 
す。 


»着信ずると、呼び出し音び鳴り続けまず。 

呼び出し音の音量は、ファンクション設定の[ファクス /E メー J レ機能設定] > [04 キーオペレーター専用]> 
[01 システムの登録]>旧6呼出音量]で変更できまず J 取扱説明書（ファンクション設定編)』の「4章ファ 
クス /E メール機能設定」を参照してください。お買い上げ時は、[音量ル]に設定されていまず。 

なお、旧6呼出音量]び[なし]に設定されている場合は、呼び出し音び鳴りません。手動受信をずる場合は、 
[86 呼出音量]を[なし]じ(外に設定してください。 

■親切受信 

ファンクション設定の[ファクス / E メール機能設定] >[04キーオペレーター専用] >[01システムの登録] 
>[71親切受信]を[あり]に設定しておくと、相手びファクスの場合に受話器を持ち上げるだけで受信を開 
始でさまず。 

お買い上げ時は、[なし]に設定されていまず。 


1. 呼び出し音び鳴った5、が部電話機の 
受話器を持ち上げる 



2 . ADF または原稿台ガラスに原稿び 
セツトされている場合は、取り除く 

• 原稿台ガラスから原稿を取り除くとさは、 
ADF を大を<開けて取り除いて<ださい。 
開さ方び不十分な場合、機器の特性上、原稿 
び残っていると誤認識ずることびあ0ま 
す。 


3 . 「ポー••ポ ー ••」という音び聞こえた 
5、操作パネルの <スタート>を巧す 


4 . 受話器を戻す 


• <スタート> を巧ず前に受話器を戻ずと、 
回線び切れまず。 
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4 章受信について 


受信時の巧刷について 


受信した文書は、文書の長さに応じて自動的に縮ルして印刷されます。 

また、ファンクシヨン設定の[ファクス / E メール機能設定] > [04 キーオペレーター専用] > [0 1システムの 
登録]>1：已7受信2イン1/両面機能]び設定されている場合は、設定に応じて印刷されます。 


■縮小受信 

本機では、受信で書はその幅に応じて、定型サイズ ( A 4 や B 4 サイズなど)の用紙に印刷されます。 

このとさ、受信文書の長さび定型サイズより少しでち長いと、2ページ目として、ほとんど白紙のページび排 
出されることびありまず。 

このよラなページの印刷を防止するため、本機には受信した画像を縮ルして印刷する機能が搭載されています。 
受信文書の長さに応じ、用紙に収まるよラに、70〜100%(1%をざみ)で自動縮ルして印刷されまず。 


定型サイズの 
受信文書 


定型サイズより 
長い受信文書 




定型サイズ 




定型サイズに収まる 
よラに自動縮ル 


( も 巧 b セノ 

■長尺原稿(受信文書の長さび、定型サイズより 39% LU 上長い原稿)を受信ずると、ページび分割され、複数枚 
に印刷されまず。 

ページ分割時は、1枚目の下端1 0 mm と、2枚目の上端1 0 mm び重なるよラにして印刷されまず。 
この場合、分割した最後の用紙に r このページは、分割記録されました」と記載されまず。 
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安信時の印刷 1 ついて 


■ 2 イン1印刷 

ファンクシヨン設定の[ファクス /E メール機能設定] > [04 キーオペレーター専用] > [0 1システムの登録] 
> [己7受信吕イン！ /両面機能]び[吕イン1 ] に設定されている場合、受信文書は用紙の片面に吕ぺージず 
つ印刷されます。 



A 已または B 已サイズじ(下 
(伝票など）を2ページ受信 


A 4 サイズ、または B 4 サイズ 
1枚に合成して印刷 


广おならせ） 

•お買い上げ時は、 [67 受信2イン1/両面機能]びにイン1 ] に設定されていまず。 

設定を変更する場合は J 取扱説明書(ファンクション設定編)』の「4章ファクス /E メール機能設定」を参照 
して < ださい。 

• A 已亡!、日已亡!の原稿を送る場合は、 A 已サイズ、日已サイズではなく、ファクスの特性上、 A 4 幅の不定おサイ 
ズの原稿として送信しています。このよラな原稿を受信した場合、本機では、2イン1印刷されません。 

•ファンクション設定の[ファクス /E メール機能設定] >[04キーオペレーター専用] >[01システムの登 
録] > [0 日受信時刻印字]び[あり]に設定されている場合は、受信した原稿の外側に時刻び印刷されるため、 
2イン1印刷でをないことびありまず。 


■両面印刷 

ファンクシヨン設定の[ファクス /E メール機能設定] > [04 キーオペレーター専用] > [0 1システムの登録] 
> [己7受信2イン1/両面機能]び[両面]に設定されている場合、受信文書は用紙の両面に印刷されます。 



A 4 サイズを2ページ受信 


A 4 サイズ！枚の両面に印刷 


广おならせ） 

•お買い上げ時は、 [67 受信2イン1/両面機能]びにイン1 ] に設定されていまず。 

設定を変更する場合は J 取扱説明書(ファンクション設定編)』の「4章ファクス /E メール機能設定」を参照 
して < ださい。 
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4 章受信について 


■マルチプリント部数 

ファンクシヨン設定の[ファクス /E メール機能設定] > [04 キーオペレーター専用] > [0 1システムの登録] 
>[101マルチプリント部数]び、[全受信]または[アドレス帳]に設定されている場合、受信文書は設定され 
ている部数分び印刷されまず。 

• [全受信]に設定されている場合 

受信文書は、すべて設定されている部数び印刷されます。 

• [アドレス帳]に設定されている場合 

送信元の宛先びアドレス帳に登録されている場合にだけ、アドレス帳に登録されている部数に従って、文書 
び印刷されまず。 r マルチプリント部数を登録する」 （ P .20 日）を参照してください。 

送信元に数字のび登録されていない場合、マルチプリント部数の設定は無効になります。 



設定されている部数を印刷 


广おならせ） 

•お買い上げ閒ホ、[101マルチプ U ント部数]び[なし]に設定されていまず。 

マルチプ U ント部数を設定ずる場合は J 取扱説明書（ファンクション設定編)』の「4章ファクス /E メール機 
能設定」を参照して < ださい。 
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メモ u —代行受信について 


メモリ ー f ^ 行受信について 


用紙びなくなった、トナーびなくなった、用紙びつまっているなどで、受信文書を印刷でをない場合は、自動 
的にメモリーに受信文書び蓄積されます。この機能をメモリー代行受信と呼びまず。 

受信文書びメモリーに蓄積されると、タッチパネルディスプレイに r 受信データび残っていまず」のメッセー 
ジび表示されまず。 

メモリー代行受信で蓄積された受信文書は、な < なっている用紙やトナーを補給したり、用紙づまりの対処 
をすると、自動的に印刷されます。 


メモ U —代行受信によつて受信文書び蓄積されているとを 



广お巧らせ） 

•メモ U - 容量には制限びありまず。用紙やトナーは、早めに補充してください。 

•用紙切れの場合、手差しトレイに用紙を補充してち、受信文書は印刷できません。 

•受信した文書と同じサイズの用紙びない場合には、他のサイズの用紙に印刷されまず。 

他のサイズの用紙に印刷したくない場合には、ファンクシヨン設定の[ファクス /E メール機能設定] > [04 
キーオペレーター専用] >[01システムの登録] >[66代行出力]を[なし]に設定してください。 
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4 章受信について 


便利な受信機能 


本機には、次のよラな便利な受信機能びあります。必要に応じて設定してお使いください。 

■セレクトま信 

セレクト受信とは、アドレス帳に登録されている宛先か 5 だけ受信する機能のことでず。 

• ダイレクトメール系のファクスや、迷惑ファクスなどを受信したくない場合に設定しておくと便利で 
す。 

■アドレス帳に登録されている電話番号の下 4 巧と、送信元の数字 ID の下 4 巧を照合し、一致したとさ 
だけ受信を開始しまず。 

• 数字 ID とは、ファクスの電話番号のことです。本機の場合、ファンクシヨン設定の[ファクス / E メール 
機能設定] > [04 キーオペレーター専用] > [00 自局情報の登録]で登録します。 

•セレクト受信は、ファンクシヨン設定の[ファクス /E メール機能設定] > [04 キーオペレーター専用] 
>[01 システムの登録] >[4 己セレクト受簡び[あり]に設定されている場合に機能します。 


受信側 


送信側 A (数字 IDixxxxlSSA ) 



アドレス帳 


登録名称 


電話番号 


XXXX 1234 


XXXX 已己/8 



送信側 B (数き I □: xxxx 4321) 


广おならせ） 

•お買い上げ時、フアンクシヨン設定の [46 セレクト受信]は、[なし]に設定されていまず。セレクト受信機能 
を使いたい場合は J 取扱説明書（ファンクション設定編)』の「4章ファクス /E メール機能設定」を参照して 
<ださい。 


■セレクト受信機能を使ラ場合、送信元となる宛先は、ずべてアドレス帳に登録しておいてください。 

登録の操作については、 r アドレス帳に電話番号を登録ずる」 （ P .203) を参照してください。 

アドレス帳に登録されていない場合、セレクト受信できません。 

■送信元に巧し、数字 ID に電話番号（ファクスの電話番号)を必ず設定ずるよラ依頼してください。 

電話番号 LU 外び設定されている、数字 ID び登録されていないなどの場合は、セレクト受信でをません。 

■本機か日ファクスを送信ずる場合、受信側びセレクト受信を設定している場合びありまず。このため、数字 ID 
は必ず登録しておいてください。 
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便利な受信機能 


■メモ U —面送 

受信文書を、他のフアクスやコンピューターに転送でさまず。夜間や休日に別の場所（自宅など)でファクス 
を受信したい場合に便利です。 


送信側 A 



( T お知らせ） 

•お買い上げ時、ファンクション設定の[ファクス /E メール機能設定] > の4キーオペレーター専用] > の ] システ 
ムの登録] > [巳4 メモ U —転送]は、[なし]に設定されています。 

メモ U —転送機能を使いたい場合は、阳又扱説明書(ファンクション設定編)』の「4章ファクス /E メール機能設定」 
を参照してください。 

•メモリー転送を設定している場合、転送先として設定している宛先の内容をアドレス帳で変更ずることはで 
をません。アドレス帳の内容を変更したい場合は、次の手順で操作しまず。 

1. ファンクション設定の[ファクス /E メール機能設定] >[04キーオペレーター専用] >[01システム 
の登録] > [已4 メモ U - 転送]を[なし]に変更ずる 

2. アドレス帳の宛先を変更ずる 

(アドレス帳の変更については r アドレス帳を変更ずる」 （ P . 21已）を参照して<ださい。） 

3. ファンクション設定の[ファクス /E メール機能設定] >[04キーオペレーター専用] >[01システム 
の登録] > [已4 メモ U -$5 送]を[あり]に戻ず 

•メモ U —転送時、$5送先び話し中などで転送でさないとさは、転送は中止されまず。受信文書は本機で印刷さ 
れ、メモ U —か b 削除されまず。 

これは、ファンクション設定のロァクス / E メール機能設赴 > [04 キーオペレーター専用] > [0 1システム 
の登録] > [3 1未通信ファイル保を]び[あり]に設定されていても同じでず。 

このような場合に、メモ U - に受信原稿を蓄積したいときは、メモ U -受信び便利でず。詳しくは、 r メモ U - 
受信を設定ずる」 （ P .1] 已）を参照して<ださい。 

•メモリー残量び已％ LU 下の場合は、受信でをません。 
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4 章受信について 


■パスワード受信 

パスワード受信とは、送信側と受信側の受信/ スワードび一致した場合にだけ、原稿を受信する機能のこと 
です。 

着信すると、お互いの受信パスワードび一致ずるかどラかをチェックし、一致ずる場合だけ受信び開始され 
ます。パスワードび異なる場合は、通信エラーとなりまず。 

この機能を使ラと、受信パスワードび一致しない相手か 5 送 5 れてさたとをは受信を拒否でをます。 


〇 :受信でをます。 

X :受信でをません。 


受信側 


パスワード受信の設定 
•受信パスワード=1234 
'設定 =[ あり]または[なし] 


バスワード受信の設定 
'受信パスワード=なし 
■ 設定=[なし] 


パスワード受信の設定 
•受信パスワード=1111 
•設定 =[ あり]または[なし] 



バスワード受信の設定 
-受信バスワード=1234 
•設定=旋り] 


广お知らせ） 

•この機能は、相手機び限定されまず。詳し < は、サービス実施会社にお問い合わせください。 

•お買い上げ時、ファンクション設定の[ファクス /E メール機能設定] >[04キーオペレーター専用] >[01 
システムの登録] >[44パスワード受信]は、[なし]に設定されていまず。パスワード受信機能を使いたい場 
合は、阳又扱説明書（ファンクション設定編)』の「4章ファクス /E メール機能設定」を参照してください。 

♦送信側のパスワード受信の設定は、[あり]、[なし]のどちらでもかまいません。 

■パスワード送信の機能び設定されている場合は、送信パスワードも照合されまず。パスワード送信について 
は、 r パスワードを使って送信ずる[パスワード送信]」か. 87) を参照してください。 
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便利な受信機能 


>パスワード受信は、ファンクション設定の[ファクス /E メール機能設定] >[04キーオペレーター専用]> 
[01 システムの登録] > [44 ノ（スワード受信]の設定により、次表のよラに動作しまず。 


設定 

説明 

受信パスワード登録なし 

パスワード受信の機能は、働をません。 

受信パスワードを登録し、パスワード 
受信を[なし]に設定 

送信側び本機と異なる受信ノ（スワードを設定していると、パ 
スワード受信の機能び働かず通常の受信となりまず。 

受信パスワードを登録し、パスワード 
受信を[あ 0] に設定 

常にパスワード受信の機能び働きまず。 

送信側と受信側の受信ノ（スワードび一致したとさにだけ受信 
でさまず。 

( おならせ） 

•) (スワード受信をずるには、送信側、受信側ともに受信パ 
スワードの登録び必要でず。 
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4 章受信について 


メモリーに受信ずる [メモリー受信] 

■メモ U — 受信とは 

受信文書をすべてメモリーに蓄積でさます。排出トレイに受信文書を排出したままにしたくない場合に便利 
でず。 

•メモ U - 受信び[オン]に設定されている場合は、タッチパネルディスプレイのメッセージ欄こ、 r メモ U - 受 
信設定中でず」のメッセージび表示されまず。 

♦印刷び終了ずると、受信文書はメモ U —から削除されまず。 

ここでは、メモリー受信を設定ずる操作、メモリー受信した文書を印刷ずる操作を説明しまず。 


受信側 送信側 



メモ U — 


广おならせ） 

•メモ U —び一杯になると、受信び中止され、通信は停止しまず。それじ(前にメモ U —に蓄積された原稿は通常 
どおり印刷でさまず。 

•メモリーび一杯の場合は受信できません。 
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メモ U —に受信する[メモ1」一受信] 



5. [オン]を巧し、 [0K] を巧ず 

メモ U —受信び設定されまず。 


[セレクトモード]を押す 




1 アドレス振 1 备本 

1詳綱战1 


1 巧グイわル II テンキー 

)1 モ ニ々-) 


ew 送信 〕に が巧 - 卜•送盾 

のタイム ; 话 M 通信 ]r 慢み通信 



E/-AA 結信 I [ 送龍認要ホ 


[ 特罔 i 通信 J たレ ^ I 


拒敎巧 先」 0 E メール」！□□_巧索 


たレクトモード 


體遞寞 


リストフリシト 


夕が-通信 


線為^ 


夕か特巧通信 


ホ‘-のグ受信 


〕 C 


夕々ず - のク•受信 


ホ。-のグ送信 


特巧通層 


4. [メモリー受信]を巧す 



1 アドレス帳 

1 

基本 

1 

詳細設ま1 



1 ちタイ中ル 

II 

テン牛一 

II 

モニター1 

1 複が巧み 

II 口 

E メ ー J レ 

11 

00おを1 


1 たレクトモード 


11離 


リストブリント 


1. <フアクス>を巧す 

2. [詳細設定]を押す 



1 アドレス帳 

1 

基本 

1 

詳細設定 1 






1再タイ中ル 

II 

テツキー 

II 

モニクー1 

1 巧教巧ホ 

II 日 

E メ ー J レ 

II 

□□格索1 


は I ま やら/ね お好み 


了曲.％/ 




メモ U —受信をずる 
場合に巧しまず。 


オン 




メモ U —受信を解除 
する場合に巧しまず。 


ゴフ 



メモ U —受信した文 
書を印刷ずる場合に 
巧しまず。 


巧刷 



■メモ U — ま信を設定する 

メモリー受信を設定ずる場合は、次の手順で操作しまず。 


巧みな誘： 000 


巧箱爵： 000 


巧リ-を信 


巧先巧热000 


—② 


① 


を m/w も 
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4 章受信について 


[3 営業が |ls 


営まが 


営!里部 


〕臣 


を画が 


じ] 巧術が II 呂 


が栋呂 P 


〕[ 


開発が 


企画が 


中が用 


3. [セレクトモード]を押す 


4. [メモリー受信]を押す 


5. 制刷]を巧し、 [0K] を巧す 



か側 


0 K 


① 


印刷び開始されまず。 


1. <フアクス > を押す 

2. [詳細設定]を押ず 


I 國文字 
國小さい . TIFF 


[ぉ 1 力、 【さ It ]* 


1アドレス娘■基本 1 

詳細設定 1 

1 再グイ中ル II テツキー II 

モニ女一 1 

1 複数巧先 II 日 E メ-ル Hop 検索 1 

は 

ま I ゃ 

ら化) 

お巧み 

鹏 / 



r 特巧通信 I たレクトモー 


に再ダイがレ〕 I テソ丰一 II モニター 
巧お婉先 ] ^ E メ ー J レ I I QG おを 


ii ? 製 


リストプリント 


1 ew 送信 1 

1 "•ストト‘送信 1 


1 りタイムミ否外通信 1 

1 優先ほ信 1 


1 ミ娜巧か-通信 1 1 

II 巧リ-受盾 i 


1 け -A A 3 送信 1 

1 送達巧該要巧 1 


1 アドレス帳 

1 

基本 

1議さを ■ 


1再タイ中ル 

)1 

テシキー 

11モニ女-) 



L 概婉み化 E メ-ル I log 巧索 

I «»a* I レ。 w- ド i 產穀難 I 


特巧巧信 
夕か-通信 


若偏 


リストプリント 


夕か送信 


夕々特巧通信 


〕〔 


夕かホ•劈を信 


ホ。-りグ受信 


〕 [ 


ホ。-りグ送信 


おな通信 


■ メモリー受信した文書を印刷する 


受信文書がメモリーに蓄積されると、タッチパネルディスプレイには、 r 受信データが残っています」のメッ 
セージが表示されます。 


8月10日休）11:27 け 

ぷ信でが : 

を信 r- 夕が巧っています 


/巧-送信 
國文字 
國小さし、 .TIFF 


アドレス振 


基本 


再ダイ中ル 


テンキー 


メモリー受信した文書を印刷する場合は、次の手順で操作します。 


巧先巧認： 000 


トロ-、 

I 國 

國 ' J ’ 


巧卜送信 
國文字 
國小さい . TIFF 


巧もな認： 0抑 


巧卜送信 
I a 文字 
國小さい . TIFF 


正 S / のを 
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外部電話機からファクス受信に切り替える[1」モート受信] 


外部電話機か5ファクス受信に切り替える [ リモート受信] 


■ U モート受信とは 

リモート受信とは、外部電話機か 5 受信の指示をする機能のことです。 

か部電話機で送信側と通話した後、受信に切り替えることびでさまず。 

この機能は、ファンクション設定の[ファクス /E メール機能設:^] > [04 キーオペレーター専用] > [0 1シ 
ステムの登録] > [47 リモート受信]び[あり]に設定されている場合に使えまず。 

( も巧 b H ) 

•お買い上げ時、ファンクション設定の [47 U モート受信]は[なし]に設定されていまず。設定を変更ずる場 
合は、阳又扱説明書（ファンクション設定編)』の「4章ファクス /E メール機能設定」を参照してください。 

♦外部電話機については、 r 手動受信」 （ P .1 0已）を参照してください。 

■ か SB 電話機か6ファクス受信に切り替える 

か部電話機か 5 ファクス受信に切り曾える場合は、次の手順で操作します。 


1. 呼び出し音び鳴った5、か部電話機の 
受話器を持ち上げる 



•「ポー••ポー••」といラ音び聞こえたら、ホ目 
手はファクスでず。手順2の操作をしまず。 


2. フアクスの受信に切り替える 

♦外部電話機びプッシュ式の場合 
プッシュボタンで 、 r * 」 r 本」と巧ず 
(2 秒じ(内に巧ず） 

♦外部電話機びダイヤ j し式の場合 
「引 r 引とダイヤルずる 
(已秒じ(内にダイヤルずる） 


3. 受話器を戻す 


• 受信び開始されまず。 
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Memo 
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5 章 

インターネット FAX を®う 



この章では、インターネット FAX 機能の概要、基本的な操作、および便利な 
操作について説明しています。 
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已章インターネット FAX を使う 


インターネット FAX とは 


■インターネット FAX の概要 

インターネット FAX とは、読み取った原稿を、インターネット FAX またはコンピューターに巧して 、 E メー 
ルとして送信する機能です。 

インターネット FAX では、一般の電話回線を使わずに、イントラネット(企業内ネットワーク）やインター 
ネッ 卜を経由して通信しまず。 

本機を、 10 BASE - T /100 BASE - TX イーヴネット LAN (□-カルエリアネットワーク）に接続し、必要な設 
定をすることによって、次のよラなインターネット FAX 機能を使ラことびでさまず。 


インターネット 

FAX 




LAN 

■ 



コンピューター 


■ 


インターネット 

FAX 


コンピューター 
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インターネット FAX とは 


□E メールを送信ずる 

読み取った原稿を、 E メールの添付ファイルとして、インターネット FAX やコンピューターに送信でさま 
す。 

( お巧らせ） 

• 忙メールを送信ずる」 （ P .122) を参照してください。 

• TIFF ( TIFF - F ) あ式または PDF あ式の添付ファイルとして送信できまず。 PDF あ式は、コンピューターに 
送信ずる場合だけ使ラことびできまず。 

• コンピューター側のメールソフトび MIME お式に対応していない場合は、 TIFF 订 IFF - F ) あ式や PDF あ 
式の添付ファイルを受信でをません。 

□E メールを受信する 

インターネット FAX やコンピューターから E メ ールを受信すると、メールメッセージと添付ファイルの 
画像び、自動的に印刷されます。 

( おならせ） 

•「E メールを受信ずる」 （ P .123) を参照してください。 

□転送ずる（ルーティング） 

ファクスで 書 や E メールを、ネットワーク上のインターネット FAX やコンピューターに転送でさます。 

( おならせ） 

• 「ルーティングを使う」 （ P .123) を参照してください。 

□ 中継局をかしてファクスに送信ずる （LAN 中継送信） 

中継局を介し 、 E メールを、通常のファクス文書として送信でさます。同報送信することちでさます。 

( おならせ） 

• 詳しくは、 「LAN 中継送信を使う」 （ P .124) を参照してください。 


■インターネット FAX 機能を ffi うには 

インターネット FAX 機能を使うためには、本機にネットワークケーブルを接続し、フアンクシヨン設定で、 
ネットワーク環境を正しく設定ずる必要びあります。 

設定については、「インターネット FAX を使ラための準備」 （ P . 1 30) を参照してください。 
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已章インターネット FAX を使う 


インターネット FAX ででさること 


インターネット FAX の機能について説明しまず。 

本機のインターネット FAX 機能では 、 E メールの送受信だけではな <、一般の電話回線を経由してファクス 
受信した文書を E メールとして転送したり、中継局を経由して同報送信したりでをまず。 


■ E メールを 送信す る 


読み取った原稿を 、 E メールの添付ファイルとして、インターネット FAX やコンピューターに送信でさまず。 
添付ファイルの形式は、次のとおりです。 

•インターネット FAX に対して： TIFF ( TIFF - F ) 形式 

•コンピューターに巧して ： TIFFCriFF - 円形式/ PDF 形式か5選択 


LAN 



( TIFF - F ) または PDF 形式 


( TIFF - F ) 形式 


广お知らせ） 

• E メールの送信については 、 「E メール送信の流れ」 （ P .132) を参照してください。 
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インターネット FAX ででさること 


■ E メールを 受信する 

インターネット FAX やコンピューターか5の E メールを受信ずると、本機では自動的に印刷されまず。 

ただし、本機び対応しているファイル形式 L ソかの添付ファイルの場合は、エラーメッセージび印刷され、画像 
を印刷でをないことを知5せまず。 


LAN 



广おならせ） 

•E メールの受信については 、 「E メールを受信ずる」 （ P .1 已 8) を参照してください。 

■ルーテイングを使う 

一般のファクスか5電話回線を経由して受信した文書を、ネットワーク上のコンピューターやインターネッ 
卜 FAX に転送でをます。転送先は、 F コード （ ヴブアドレス）やファクスの数字のなどを利用でをます。 

LAN インターネット FAX 



广お巧らせ） 

•ルーティングについては、 r ルーティング機能を使う」 （ P . 日 6) を参照してください。 
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已章インターネット FAX を使う 


■ LAN 中継送信をほう 

インターネット FAX やコンピューターか 5、 LAN 中継機能を持つインターネット FAX を経由して、一般の 
電話回線に接続されているファクスに送信でさます。一般の電話回線に接続されているファクスは複数の宛 
先を設定でさまず。 

ネットワーク上のインターネット FAX やコンピューターか 5、 LAN 中継機能を持つインターネット FAX に 
対して、一般の電話回線のファクス宛先を含めて E メールを送信すると、 LAN 中継機能を持つインターネッ 
卜 FAX は、一般電話回線上のファクスに G 3 モードで送信しまず。 


(例儿 AN 中継同報 



广ぉ願い J 

•コンピューターから LAN 中継指示をずる場合、 TIFF-F お式のファイルで送信ずる必要びありまず。 

• アプ U ケーシヨンソフトで作成したデータを TIFF-F あ式のファイルに変換ずるには、専用のソフトウエアび 
必要です。これらのソフトウエアは、当社のホームページからダウン□-ドしてコンピューターにインス 
トールしてください。インス I ルについては、 r 便利なアプ U ケーシヨンソフトについて」 （ P .180) を参照 
して < ださい。 


广おならせ） 

• LAN 中継機能について、詳しくは 「LAN 中継機能を使う」 （ P .164) を参照してください。 
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インターネット FAX ででさること 


■送達確認通知 （ MDN ) をほう 

送達確認通知 ( MDN ) 機能を使えば、送信した E メールび受信側に届いたかどラかを確認でさまず。 

□ 受信側びインターネット FAX の場合 

送信側に対し、送達確認通知 ( MDN ) 通信能力通知び応答されます。 

□ 受信側びコンピューターの場合 

送信側に対し、 MDN の応答メールび送信されまず。 



など など 


送信側からの MDN 要ホ 

受信側(インターネット FAX ) からの MDN 応答 

受信側(コンピューター)からの MDN 応答 


广おならせつ 

•この機能は、受信側に送達(開封)確認通知 （ MDN ) の機能びある場合に使ラことびでさまず。 

•送達確認通知 （ MDN ) について、詳しくは r 送達確認を要巧ずる （ MDN ) [送達確認要巧]」 （ P . 1已 4) を参照し 
て < ださい。 
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已章インターネット FAX を使う 


■ダイレクト SMTP (ダイレクト IFax 送信)をほう 


通常 、 E メールはメールヴーバ ー （SMTP ヴーバ ー） び SMTP (Simple Mail Transfer Protocol ) によって 
や 0 とりしています。 

企業などのイントラネットでは、ファイアウォールの負担を考慮して、添付ファイルを持たない E メールと 
ホームページ閲覧だけび許可されていることびありまず。 

このような場合に、ダイレクトインターネット FAX 送信を使うことで、メールヴーバ ー( SMTP ヴーバ ー) へ 
の負担を軽減でさます。 

ダイレクトインターネット FAX 機能は、メールヴーバ ー( SMTP ヴーバ ー) を通さずに直接インターネット 
FAX 間で文書を交換する機能です。この機能を使ラには、 IP アドレスび常に一定に保たれている必要びあり 
ます。本機のドメイン名などの情報び DNS サーバーに適切に登録されていなければなりません。 

ダイレクトインターネット FAX 機能を使ラ場合は、ファンクシヨン設定の[ファクス /E メール機能設定]> 
[04 キーオペレーター専用] >[01システムの登録] >[17吕ダイレクト IFax 送信]を[あり]に設定しま 
す。 

( おならせ） 

* IP アドレスについては、ネットワーク管理ちにお問い合わせください。 


インターネット 

FAX 


インターネット 

FAX 



メールサーバー 
(SMTP サーバ ー ) 
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インターネット FAX ででさること 


Memo 
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已章インターネット FAX を使う 


インターネット FAX 使用上のお願い 


ネットワーク接続によるインターネット FAX の通信では、電話回線を使ラー般のファクス通信とは異なる事 
項びありまず。 

ここでは、インターネット FAX 機能を使って通信をずる上で、ま意び必要なことについて説明しまず。 


□ インターネット FAX と一般の電話回線用ファクスとの違い 

一般の電話回線のファクスでは、データは電話回線を介して送信されます。電話回線の料金は送信者び負 
担しまず。 

インターネット FAX では、画像データはパケットに分解され、電話回線を介さずに LAN か5インターネッ 
卜またはイントラネットへ送信されます。電話回線を使わないため、長距離通話の経費を節減でさまず。 


□正しく E メールを送信できないときは 

• インターネット通信は、ネットワーク経由によるメールヴーバ ー( SMTP ヴーバー）との通信のため、直 
接相手と通信でさません。このため、何5かの原因で送信でをなかった場合にだけ、メールサーバー 
( SMTP サーバー)か5エラーメールび返送されまず。 

• 相手先の場巧、インターネットなどの回線の混み具合、ネットワーク構成などによって、エラーメールび 
返送されるまで長い時間びかかることびあります(通常は20〜30分程度)。 

• 何5かの原因で、エラーメールび返送されない場合びあります。 

重要な書類、緊急を要する書類などを送信する場合は、送信後に必ず電話で確認して < ださい。 

また、インターネット経由の場合には秘匿性び低いため、重要な書類は、一般の電話回線の利用をお勧め 
しまず。 

• 受信側のメールシステムび MIME に対応していない場合は、インターネット FAX の E メールを正しく送 
信することびでさません。また、相手のメールサーバー ( SMTP サーバー)によってはエラーメールび返 
送されない場合びあります。 

• 原稿枚数びをい場合やイメージデータ量びをいと、送信でをない場合びありまず。 


广おならせ） 

• ダイレクトインターネット FAX 機能を使ラ場合、ファンクシヨン設定の[ファクス /E メール機能設定] 
>[04キーオペレーター専胤 >[01システムの登録] >[172ダイレクト IFAX 送信]び[あり]に設 
定されていると、メールサーバ ー( SMTP サーバー)を経由せず、アドレス帳に登録されているメールア 
ドレスへ直接送信されまず。 

• 本機は送達確認通知機能 ( MDN ) に対応していまず。受信側に E メールび届いたかどうかを確認したい場 
合に設定してください。詳しくは惜達確認を要まずる （ MDN ) 陪達確認要ホ]」 （ P .1 已 4) を参照してく 
ださい。 


□ ネットワーク経由で電話はできません 

• 電話は一般の電話回線で使用でをます(外部電話機を使用している場合)。 

• ネットワーク経由の通信中ち、一般の電話回線を使用してファクス通信でさまず。 


□ 通信機能について 

本機には、一般の電話回線の G 3 ファクス通信とインターネット FAX 機能の2つの通信機能びあります 
び、これ5は同時に使ラことびでをます。 
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インターネット FAX 使用上のお願い 


□ 原稿読み取り時の解像度設定について 

原稿を読み取るとさの解像度は、コンピューターへの送信を考慮し、お買い上げ時の初期値び[ルさい]に 
設定されていまず。この設定は、使用する原稿に合わせて変更でさまず。 


□ インターネットメールメッセージの受信 

• 本機は、コンピューターか5のメールメッセージを受信でさます。受信したメールメッセージは、漢字、 
カタカナ、ひ5びな、英数字を印刷でさます。 

• 受信したメールメッセージのフオント、文字の大ささは変更でをません。 

• 受信したメールメッセージは、日本語(全角文字)で已日文字、7吕行分(英数半角文字で108文字、7吕行 
分)び1ページに印刷されます。 


□インターネット FAX 機能で原稿をコンピューターに送ったときのメッセージ 

インターネット FAX か5 E メールを送信ずると、添付ファイル ( TIFF - F 形式の画像ファイル)のほかに、 L ソ 
下のメッセージび受信側に届さます。 


TIFF - F 形式の画像データび添付されていまず。 

TIFF - F イメージビュアはじ(下のサイトか5入手でさます。 


littp ： //Danasonic.co.iD/pcc/ 


• PDF お式の画像ファイルを添付して送信した場合、 「PDF お式の画像データび添付されていまず。」といラ 
メッセージび受信側に届さまず。 


□ LAN 中継通信 

LAN 中継局への不正なアクセスを防止するために、ネットワークセキュリティを設定してください。ネッ 
トワークセキュリティには、 LAN 中継パスワード、中継許巧ドメイン名を設定します。 

また、 LAN 中継通信ずベてを管理ずるためには、管理者のメールアドレスを登録し、通信管理レポートを受 
け取れるよラに設定してください。 


□ 送信ファイルタイプの設定について 

[基本]の[ファイルタイプ/ファイル名]では、送信する添付文書のファイル形式として、 PDF を選択でさ 
ます。 

PDF 形式は、読み取った文書をコンピューターに対して E メール送信する場合の機能です。 

インターネット FAX は PDF 形式に対応していません。インターネット FAX に対し、 PDF 形式を選択し 
て送信してち、受信側のインターネット FAX では、添付フアイルを印刷でをず、エラーとなります。 
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已章インターネット FAX を使う 


インターネット FAX を使うための準備 


インターネット FAX 機能を使う場合は、フアンクシヨン設定で、ネットワーク環境に関する項目を設定する 
必要びありまず。詳しくは、ネットワーク管理ちにご相談ください。 

■ネットワーク項目の設定 

インターネット FAX 機能を使ラために必要なネットワークの設定項目は、次のとおりです。 

□ネットワーク設定項目 

•本機の TCP/IP IP アドレス 
•本機の TCP/IP サブネットマスク 
• TCP/IP ゲートウェイアドレス 

• DNS サーバーアドレスけり 
♦本機のメールアドレス（* 2 ) 

•メールサーバー ( SMTP サーノ （一) 名、またはメールサーバー ( SMTP サーノ （一) の IP アドレス 

• POP 受信サーバー名、または POP 受信サーバーの IP アドレス 

• POP ユーヴー名 

• POP パスワード 

•SMTP 認証名 (SMTP 認証び必要な場合） 

•SMTP 認証ノ（スワード (SMTP 認証び必要な場合） 


广お知らせ） 

•上記の項目については、阳巧及説明書（ファンクション設定編)』を参照して<ださい。 

• * 1 

DNS サーバーアドレスで[あり]を選択し、ホスト名、ドメイン名、 DNS サーバーのアドレスを入力しまず。 
• *2 

本機のメールアドレスのあ式は、一般のメールアドレスと同じでず。 
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インターネット FAX を使ラための準備 


本磯一他のインターネット FAX 

またはコンピューター メールサーバー ( SMTP サーバー) 
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已章インターネット FAX を使う 


E メール 送信の流れ 


E メールを送信するとさの基本的な操作の流れは、次のとおりです。 

( おならせ） 

■送信先は、メールアドレスとファクスの宛先をミ屋在して設定できまず。メールアドレスの宛先に巧しては E 
メールび送信され、ファクスの宛先に巧しては、通常のファクス文書び送信されまず。 


1 . 原稿をセットする 




送信する面を下にして左奥の角に合 
わせてセツトしまず。 

ADF を静かに閉じます。 


• 詳しくは、『取扱説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

2. <フアクス>を押ず 



基本画面の設定をする場合は、[基本] 
を押して設定する 


メモ U —使用量 



送信トト • 


[ 画貴設定 I に メモ U - 送信 II ダイレクト这信 I 

〔？7ィ肺。。?ィ，店 I 〔 発信が時 I I 通信揽兄 I 

[ 原巧け-1ブ I [_ 巧了通が I I け-4受信 I 

〔 面面原ぉ ] 

[ 済ス々バ I 


• 「画質を設定ずる[画質設定]」 （ P .3 1 ) 

• 「添付ファイルの形式やファイル名を設定す 
る[ファイルタイプ/ファイル名]」 （ P .1 巳 0) 

PDF あ式は、コンピューターに巧して E 
メールを送信ずる場合にだけ使えまず。イ 
ンターネット FAX に対しては、 TIFF ( TIFF - 
F ) お式で送信して<ださい。 

• r 送達確認を要ホずる （ MDN ) [送達確認要 
ホ]」 （ P .1 已 4) 

3. 忙メール]を巧す 
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E メール送信の流れ 


4. [キーボード]を押してメールアドレス 

を入力するか、アドレス帳で宛先を選 
択する 



• 「メールアドレスを入力ずる」 （ P . 134) 


5. <スタート>を巧ず 



• 原稿の読み取りび開始され、受付番号と共 
にメモ U —に蓄積されまず。 

読み取りび完了ずると 、 E メールの送信び開 
始されまず。 

• 送信を中止したいとをは、 r 通信を中止ず 
る」 （ P .44) を参照して < ださい。 

• 原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、 
セットした原稿び最終原稿かどラかを確認 
する画面び表示されまず。画面のメッセー 
ジに従って操作してください。 

• 送信できなかった場合は、通信結果レポー 
卜び排出されまず。詳しくは、 r 通信結果レ 
ポート」 （ P .2 已 0) を参照して<ださい。 
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已章インターネット FAX を使う 


メールアドレスを入力ずる 


メールアドレスは、次のいずれかの操作で設定します。 

キーボードか5入力する I キーボード画面でメールアドレスを直接入力します。 （ P .1 3己） 

アドレス帳を使ラ ] アドレス帳を使いまず。 （ P .137) 

—アドレス帳の検索タブを使ラ 
——[お好み]か5探す 
—— グループ ダイヤルを使ラ 

宛先を検索する I アドレス帳、または LDAP ヴーパ'-か5検索しまず。 （ P . 13日） 

—— アドレス帳か5検索する （ □-カル検索） 

一 LDAP ヴーバーを使って検索する (LDAP 検索） 

再ダイヤルを使う 1 最後に E メールを送信したメールアドレスを呼び出せます。 ( P .142) 
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メールアドレスを入力する 


■キーボードか6入力する 

キーボード画面で、メールアドレスを直接入力ずる場合は、次の手順で操作します。 


1 . 原稿をセットする 

• 詳しくは、阳なお説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

2. <ファクス >を押す 

3. 忙メール]を巧ず 



4. E メール画面で、[キーボード]を巧す 



5. メールアドレスを入力し、 [0K] を押す 


[ 1 0 I 〔 Cc ] I Bcc I [ From i 〔 f そ名〕 


abcQpanasoni ' 


[ 大文字 ][ お字/記写〕 I 卜 •がノリか I [◄ I I ►] 〔 後退 

山 LUL § J 山山山山の回因面 
山凶山山曲山 Q ] 旧の 
山山山山山山 

_ I 化.-, I _ 


① ② 

• メールアドレスは60文字まで入力できま 
ず。 

• メールアドレスの便利な入力方法について 
は、次ページを参照してください。 

• 文字入力のしかたは、阳巧及説明書(基本編)』 
の r 文字入力のしかた」を参照して < ださい。 

• 誤って入力した場合は、〔苗または®で 
削除したい文字のあとにカーソルを移動し、 
[後退]を巧しまず。カーソルの前の文字び1 
文字ずつ削除されまず。 

• [アドレス帳へ追力日]を巧ずと、ここで入力し 
たメールアドレスをアドレス帳に登録でを 

か9 〇 

6. < スタート> を巧す 

読み取った原稿びメモ U — に蓄積され 、 E メー 
ルの送信び開始されまず。 
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已章インターネット FAX を使う 


■メールアドレスの入力方法 


メールアドレスの入力には、 3 種類のち法びあり 
ます。 

(も; □ b ) 

• デフオルトドメインは、ファンクシヨン設定の 
[ファクス / E メー j レ機能設定] >[04 キーオペレー 
ター専用] > の〇自局情報の登銳 > [38 デフオル 
トドメイン]び登録されている場合に使えます。 

• ドメイン U ストは、ファンクシヨン設定の[ファ 
クス /E メール機能設定]>[04キーオペレー 
ター専用] >[00自局情報の登録] > に已セレ 
クトドメイン 01] 〜 [34 セレクトドメイン 
1 0] び登録されている場合に使えまず。 

•デフオルトドメイン、セレクトドメインの登録につい 
ては、『取扱説明書(ファンクシヨン設定編)』の「4章 
ファクス /E メール機能設定」を参照してください。 

□ メールアドレスを直接入力ずる 


キーボード画面で、メールアドレスを入力します。 


1 To II Cc II Bcc II From | | ■(牛を] 

大文字 1 1 が字/記写 1 1 卜‘がノ识卜1 1 ◄ 1 1 ► 1 1 後お 

山出山回因因 Ql 
L ij[§j 山の因因 [ 
の山回囚面広 

回回因困 
り旧の 
面 □□ 

1 化. 





□デフオルトドメインを使う 

E メールを送信ずる巧手び、本機に登録されて 
いるデフオルトドメインのドメイン名を使用 
したメールアドレスの場合に使いまず。 

• キーボード画面で、メールアドレスの@より 
左側の部分だけを入力し、 [0 K ] を巧しまず。 


い。 U fc 

〕 （ Bcc j 

From If 件ち 1 

1 大义字 II 巧字/記ち 11 卜’が峭卜 1 1 イ 11 ► 11 i を退 1 

山 LU 山囚 
凹凶山日 
LU 凹凹 

因因囚 
:]面の[: 
xl 山 UL 

囚回因面 
り旧の 
QnjLjy 

,,.づ 




[ OK ] を巧したあとに、自動的にデフォルト 
ドメインび追加されまず。し U 下は、デフォル 
トドメインとして panasonic . com び登録 
されている場合の例でず。 

(例） 

入力した文字 abc 

[0 口押下微メールアドレス abc @ panasonic.com 


□ ドメインリストを使う 

E メールを送信ずる相手び、本機に登録されて 
いるドメインリストにあるドメイン名を使用 
したメールアドレスの場合に使いまず。 

①キーボード画面で、メールアドレスの@よ 
0左側の部分だけを入力しまず。 

③[ドメイン U スト]を巧しまず。 


〔 10 I 〔 Cc ] I Bcc j [ From | 〔 fr 名 〕 


[ 大文字 ] I が字/記号 J 卜•がソリスト ] 因因 [ 後退 I 

团因因囚山 [ XJLyj 山山山曲 
回回面の面固口旧の 
回囚回囚面面面□口 


③ドメイン U ストから、ドメイン名を選択 
し、 [ OK ] を巧しまず。 



じ(下は、ドメインとして © Panasonic.com を還 
おした場合の例でず。 

(例） 

入力した文字 abc 

ドメインリスト占、5選巧後 abc @ panasonic.com 


■複数のメールアドレスを入力するには 


複数のメールアドレスを設定する場合は、次の手 
順で操作します。 

①キーボード画面で、1番目のメールアドレ 
スを入力し、 [ OK ] を押します。 

③[キーボー円を巧し、キーボード画面で2 
番目のメールアドレスを入力し、 [ OK ] を巧 
します。 

③すべてのメールアドレスを入力ずるまで、 
手順①〜③の操作を繰りおしまず。 
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メールアドレスを入力する 


■アドレス帳を使う 

□アドレス帳の検索タブを使う 

アドレス帳の検索タブ（[あ]〜に/わ])を使って 
メールアドレスを検索できまず。 

• アドレス帳は、あらかじめ登録び必要でず。 
詳しくは、 r アドレス帳にメールアドレスを登録 
する」 （ P . 21 2) を参照してください。 


1 . 原稿をセットする 

•詳しくは、阳 X 扱説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた（ファクス/インターネット FAX 
のとき)」を参照してください。 

2. <ファクス >を押す 

3. 検索タブ（[あ]〜に/わ])を選択ずる 



4. 送信したい宛先のボタンを巧す 



• E メールび設定された宛先には、宛先名の前 
に囚マークびついていまず。 

• ちラー度ボタンを巧ずと、還択を解除でを 
ます。 

• 複数のメールァドレスを設定ずる場合は、 
手順3〜4の操作を繰り返しまず。 

5. < スタート> を押す 

読み取った原稿びメモ U — に蓄積され 、 E メー 
ルの送信び開始されまず。 


□ [お好み]か 5 探す 

アドレス帳の登録時に、お好みが設定されている 場 
合は、[お好み]タブでメールアドレスを設定でさま 
す。 


• [お好み]タブには、アドレス帳登録時に[お好み]夕 
ブへの表示を設定した巧先だけび表示されます。 

• アドレス帳は、あらかじめ登録び必要でず。 
詳しくは、 r アドレス帳にメールアドレスを登録 
ずる」か.2 12) を参照してください。 


1 . 原稿をセットする 


• 詳しくは、陌又扱説明書(基本編) J の「原稿セッ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとき)」を参照してください。 

2. <ファクス >を押す 

3. お好み画面び表示されていない場合 
は、[お好み]を巧す 



4. 送信したい宛先のボタンを巧ず 


5. 



• をラー度ボタンを巧ずと、還おを解除でさ 
よづ〇 

• 複数のメールアドレスを設定ずる場合は、 
続けてボタンを巧しまず。 


<スタート> を巧す 

読み取つた原稿びメモ U —に蓄積され 、 E メー 
ルの送信び開始されまず。 
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已章インターネット FAX を使う 


□ グループダイヤルを使う 

グループ ダイヤルで複数の メール アドレスに送 
信する場合は、次の手順で操作しまず。 

• グループダイヤルは、あらかじめ登録び必要で 
す。詳しくは、「グループダイヤルを登録ずる」 
(P. 221)を参照してください。 


1 . 原稿をセットずる 

• 詳しくは、『取扱説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

2. <ファクス >を押す 

3. [プ□グラム/グループ]を巧す 



4. 送信したいグループのボタンを巧す 



1アドレス帳■基本 

1 詳細1魅 j 


1 ちダイ中ル II テ ツキー 

II モニク- 1 

1 巧お巧み II 因 E メール || qq お東 1 


や [ら /わ 


お巧み 


了鮮! 


グループ2 


〕〔 


フ□グラム1 


田 

01 

/ 

01 

の 


• ちラー度ボタンを巧ずと、選択を解除でを 
ます。 

5. < スタート> を押す 

読み取った原稿びメモ U —に蓄積され 、 E メー 
ルの送信び開始されまず。 
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メールアドレスを入力する 


■巧巧を検索する 

□アドレス帳か 5 検索ずる （ □-カル検索） 

アドレス帳に登録されている検索文字で検索して、宛先を指定でさまず。 

( おならせ） 

•正メール]、[検蔚の順に巧して手順4の画面を表示ずることもできまず。ただし、この場合は、 E メールの宛 
先だけび検索されまず。 


1 . 原稿をセットする 

•詳しくは、陌巧お説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた（ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

2. <ファクス >を押す 

3. [検蔚を巧す 



4. 検索したい文字を入力する 


1 II II 1 

00/ 田 

00 因 

1 11 11 1 

1 郭語 II お字/記ち 11 区]-卜’ 1 1 ◄ 11 ► 11 法退 1 

回回回凹回囚凹山回回 
囚回回の凹回回の山 
因因に J 回回凹 IMJ □曰 

□ 

ぉ定 


• ァドレス帳に登録した検索文字を入力しま 
す。検索文きについロホ、 r ァドレス帳にメー 
ルァ ドレスを登録ずる」 （ P .212) を参照して 
<ださい。 

• 文字入力のしかたは、阳又扱説明書(基本編)』 
の r 文字入力のしかた」を参照して < ださい。 


5. 送信したい宛先を選択し、 [0K] を巧 
ず 



〔朝語 II 殺字/記ち11区]-卜 • I 团田 [ i を51 I 


回凹回回の回の回凹曰 
IAJ 回回の回凹回回山「& 
の凶回囚凹回回 □[= jL _ 



•田 またはの を巧ずと、表おされた検索結 
果をスク□ールでをまず。 

• 宛先を複数選択ずることはでをません。 


<スタート>を押す 

読み取つた原稿びメモ U —に蓄積され 、 E メー 
ルの送信び開始されまず。 


入力した文字に該当ずる宛先び表示されま 
す。 
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已章インターネット FAX を使う 


□ LDAP ヴーパーを使って検索ずる （LDAP 検索） 

LDAP 検索とは、ネットワーク上に設置されている LDAP サーバー上のアドレス帳か5、電話番号やメール 
アドレスを検索する機能のことです。 

( お巧らせ） 

■本機び設置されている環境で、 LDAP 検索を使えるかどラかについては、ネットワーク管理者にお問い合わ 
せ < ださい。 

■ LDAP 検索をずるには、 LDAP サーノ（一び設定されている必要びありまず。詳しくは、阳が及説明書(ファンク 
シヨン設定編)』の「4章ファクス /E メール機能設定」を参照してください。 


1 . 原稿をセットずる 

• 詳しくは、『取扱説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

2. <ファクス>を押す 

3. [検蔚を巧す 



4. [グ□-バル]を巧す 


i U U 1 

00/ 田 

0 晒 

1 II II 1 

1韩語 II 親字/記ち11区]-卜 * 1 1 厂 ► 1 

回回回回因回回の回回 
囚回のの回回山回の 
回因の回回凶 LMJ □曰 

f を511 

□ 

巧を 


グロ-/、•ル 


か'魁 


5. 検索したい文字を入力し、[検蔚を巧 
ず 



£ 部語 リぉ 字/記ち [[区]- 卜‘ J Ll ^ 4^11 

囚 QlILlI 山 LlJUG 囚お [dtJ 山 

回回囚囚 LlJ 山山 I 
回回回囚囚囚囚□曰 


「無を if I r 、トド I 



① ② 


検索結果び表示されまず。 

( も ;□ b せ） 

• [□一カル]を巧ずと、アドレス帳検索画面 
に戻りまず。 

• 検索結果び100件 LU 上ある場合は、再検索 
をたずねる画面び表示されまず。 

-[はい]を巧ずと、再検索画面び表示され 
まず。 

-[いいえ]を巧ずと、検索び中止されまず。 
• 検索中にエラーび発生した場合は、メッ 
セージび表示されまず。 

• 検索した宛先をアドレス帳に登録したい場 
合は、[アドレス帳へ追加]を巧しまず。表示 
された画面で、登録名を入力し、ののを巧 
します。 

• 検索を中止ずる場合は、検索中に[キャンセ 
ル]を巧しまず。 
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メールアドレスを入力する 


6. 宛先を選択し、 [0K] を押す 


マツ シクアキオ、化下 


マツ シタアキヒサ、お 


マジシタアジヒサ、の 


マジシクアユ、の下 


マツシクイツ牛.お下 




け -A 


Fax 番号 



• 宛先を複数還おずることはでさません。 

• 正メール]、または [ Fax 番哥を巧ずと、電 
話番号とメールアドレスの表示を切り替え 
でをまず。 

* 田またはの を巧ずと、表おされた検索結 
果をスク□ールでさまず。 

• [詳細]を巧ずと、下記の画面び表示され、詳 
細を確認でさまず。[閉じる]を巧ずと、検索 
結果画面に戻0まず。 


7. [0K] を押す 



」 検索 




〔部語 1 1 お字/記ち I 〔 E]-r J I ◄j I ► ] [ ffe ig I 


回囚囚日囚囚囚囚回囚因 
囚回囚囚囚囚囚囚 CG に 
[ utjL 2 J 山 la ] 囚囚口。!_ 


〔無を段 j [ 化*-か効を I 〔半英小トト • I 



8. <スタート>を押す 

読み取った原稿びメモ U — に蓄積され 、 E メー 
ルの送信び開始されまず。 
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已章インターネット FAX を使う 


■再ダイヤルを使ラ 

直前に E メールを送信した宛先にもラー度送ることびできまず。 

1 . 原稿をセットずる 

• 詳しくは、『取扱説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

2. <フアクス>を巧す 

3. [再ダイヤル]を押す 



最後に送信した宛先び表示されまず。 



4. < スタート> を押す 

• 読み取った原稿びメモ U - に蓄積され 、 E 
メールの送信び開始されまず。 
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メールアドレスを入力する 


Memo 
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已章インターネット FAX を使う 


複数メールアドレスや件名を設定ずる 


メ ールアドレスを設定ずるとをに、宛先に複数の受信者 ( Cc 、 Bcc ) を設定したり、メ ールの件名を入力でさ 
ます。 

( おならせ） 

• C 己 . Carbon Copy のことでず。 


• Bcc . Blind Carbon Copy のことでず。 

•ファンクション設定の[ファクス /E メール機能設定] >[04キーオペレーター専用] >[00自局情報の登 
録] >に4デフォルトサブジェクト]を登録しておくと、登録した件名で E メールび送信されまず。設定につ 
いては、阳又扱説明書（ファンクション設定編)』の「4章ファクス /E メール機能設定」を参照してください。 

* 送達確認機能を設定した場合は、 Cc や日 CC として設定したメールアドレスにち、 To として送信されまず。送 
達確認機能については、 r 送達確認通知 （ MDN ) を使う」 （ P .1 2已)を参照してください。 

•ファンクション設定の[ファクス /E メール機能設定] >[04キーオペレーター専用] >[01システムの登 
録] >[14已 FROM 還お機能]び[あり]に設定され、ユーヴーの名前とメールアドレスび登録されている場合 
は、< スタート> を巧したあとに From 選択画面び表示されまず。 


受信側のコンピューターの例 



Cc 


Bcc 


To 
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複数メールアドレスや件名を設定する 


■ Cc 、 Bcc を設定する 

メールの宛先に Cc や Bcc を設定する場合は、次の手順で操作します。 


1 .E メール画面で、に〇]または [ Bcc ] を 
押す 



• 巳 C や巨 CC については、 P . 144を参照してく 
ださい。 

2. メールアドレスを選択し、[閉じる]を 
押す 



① 


② 


•ア ドレス帳の登録については、 r アドレス帳 
にメールアドレスを登録ずる」か.21 2) を 
参照して < ださい。 
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已章インターネット FAX を使う 


■ From を設定する 

通常、 From 欄には本機のメールアドレスび設定されますび、 E メール画面の [ From ] を使うと、アドレス帳に 
登録しているメールアドレスや、キーボードか 5 入力したメールアドレスを From 欄に設定でをます。 

From 欄を設定ずる場合は、次の手順で操作しまず。 


广お巧らせ） 

•ファンクション設定の[ファクス /E メール機能設定] >[04キーオペレーター専用] >[01システムの登 
録] > [ 14已 FROM 遇択機能]び[あり]に設定され、ユーヴーの名前とメールアドレスび登録されている場合 
は、< スタート> を巧したあとに From 選択画面び表示されまず。 

お買い上げ時、この機能は[なし]に設定されていまず。阳又扱説明書〔ファンクション設定編)』の「4章ファク 
ス /E メール機能設定」を参照してください。 


1 .E メール画面で [From] を押す *[145 from 選択機能]び[あり]に設定 

されている場合に [ From ] を還択しないと、 
<スタート> を巧したあとに、 From 還お U 
ストび表示されまず。 

表示された U ストで From を選択し、 [0 K ] 
を巧して < ださい。 


杆 om 選択リスト 


2. アドレス帳から宛先を選択するか、 

[キーボード]を巧してメ ールアドレス 
を入力し、[閉じる]を押す 





• 上の画面で[グ□ー バル]を巧ずと 、 LDAP 
検索画面を表おでをまず。 
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複数メールアドレスや件名を設定する 


■件名を設定する 

通常、件名欄には 「IMAGE from Internet FAX 」 という定型文び設定されますび 、 E メール画面の[件名]を使 
ラと、キーボード画面で件名を入力でさまず。 

件名を設定する場合は、次の手順で操作しまず。 


广おならせ） 

•ファンクション設定の[ファクス /E メール機能設定] >[04キーオペレーター専用] >[00自局情報の登 
録] > に4デフォルトサブジェクト]を登録しておくと、通常はその件名で E メールび送信されまず。設定に 
ついては、阳又扱説明書(ファンクション設定編)』の「4章ファクス /E メール機能設定」を参照してください。 
なお、 [24 デフオルトサブジェクト]を登録している場合も、下記の操作で[件名]を巧して件名を変更できま 
す。 



E メール画面で[件名]を巧す 


閉じる 


件名を入力し、 [0K] を巧す 


1熟語 II が字/記号11区]-卜 • 1 1 4 11 ► 11 f をお1 

回回回凹因囚凹山回回 
囚回のの回回山回の 
回因の回回凶 IMJ □曰 

□ 

巧定 

1無効舆1化"-ス/勁奥 II かな读トト • 1 



0 K I な卿 


① ② 

• 件名は、全角で20文字まで入力でをまず。 

• 文字入力のしかたは、阳巧及説明書(基本編)』 
の r 文字入力のしかた」を参照して < ださい。 

• 誤って入力した場合は、またはで 
削除したい文字のあとにカーソルを移動 
し、[後退]を巧しまず。カーソルの前の文字 
び1文字ずつ削除されまず。 


3. [閉じる]を巧す 
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已章インターネット FAX を使う 


■巧巧をお認する 

設定している宛先を確認でさます。 

( も巧 b を ） 

•ファンクシヨン設定の[ファクス /E メール機能設定] >[04キーオペレーター専用] >[01システムの登 
録] >[12已宛先確認]で、常に宛先確認をしてか b < スタート> を巧ずよラに設定でをまず。 

このよラに設定されている場合の操作については、「宛先を確認ずる」 （ P .27) を参照してください。 

また、ファンクシヨン設定については J 取扱説明書(ファンクシヨン設定編)』の「4章ファクス /E メール機 
能設定」を参照してください。 


1. 碗慰產認: ###] を押す 

(# # #には、設定した宛先の数び表示されます。) 



2. 確認したいタブを押す 



• 宛先を追加したい場合は、次の操作をしま 
す。 

① [0 K ] を巧ず 
③宛先を追加ずる 

• 宛先を削除したい場合は、次の操作をしま 
ず。 

①宛先を還おして消 Ij 除]を巧ず 
③表おされた画面で[はい]を巧ず 

• キーボードか日入力された宛先を変更した 
い場合は、[キーボード]を巧ずと、キーボー 
ド画面を表示でをまず。 

3. 確認び終わった5 [OK] を巧す 
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複数メールアドレスや件名を設定する 


Memo 
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已章インターネット FAX を使う 


添付フアイ J レの开ミ式やフアイ J レ名を設定5■る [ファイルタイプ/ファイル名] 


E メールを送信する場合は、添付ファイルのファイル形式やファイル名を変更でさまず。添付ファイルのファ 
イル形式やファイル名を変更する場合は、次の手順で操作しまず。 


( T お巧らせ） 

•コンピューターに巧して E メールを送信ずる場合は、ファイルあ式を PDF にして送信できまず。 PDF あ式は、 
読み取った文書をコンピューターに巧して E メール送信ずる場合に使ラことびでをまず。 

■インターネット FAX に巧して PDF あ式を選択して送信してち、受信側のインターネット FAX では、画像を印 
刷できず、エラーとなりまず。これは、インターネット FAX び PDF に対応していないためでず。 

•添付ファイルのファイル名を変更しない場合、ファイル名は、自動的に 「 Image . t け」、または 「 Image . P が」と 
な0まず。 


1 . 原稿をセットする 

• 詳しくは、『取扱説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとき)」を参照してください。 

2. <ファクス >を押す 

3. 虐本]を巧ず 



4. [ファイルタイプ/ファイル名]を押す 



5. ファイル形式を選択する 



0 K I か側 


TIFF 

TIFF ( TIFF - F ) あ式で送信ずる場 
合に巧しまず。 

PDF 

PDF あ式で送信ずる場合に巧し 

9 〇 

送信ホ目手びコンピューターの場 
合にだけ使ラことびできまず。 
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添付ファイルの形式やファイル名を設定する[ファイルタイプ/ファイル名] 


6. ファイル名を変更する場合は、[編集 

(全角)]または[編集(半角アルファ 
べット)]を巧ず 


] ァイ的が ファイ)铭 

TIFF I I Inage 



• ファイル名は、全角で10文字まで、半巧で 
20文字までまで入力でさまず。 

• 文字入力のしかたは、阳又扱説明書(基本編)』 
の r 文字入力のしかた」を参照して < ださい。 

• 誤って入力した場合は、 百] またはで 
削除したい文字のあとにカーソルを移動 
し、[後退]を巧しまず。カーソルの前の文字 
び1文字ずつ削除されまず。 

8. メールアドレスを設定ずる 



Ima 旨 e 

Image.t げ、または 
Image.pdf の名目 u ご 
送信する場合に選択 
します。 

編集(全ち） 

ファイル名を日本語 
(漢字やひらびな)、全 
ちの英数字に変更ず 
る場合に選択しまず。 

編集(半ちアルファ 
ベット） 

ファイル名を半角の 
英数字に変更ずる場 
合に選択しまず。 


7. フアイル名を入力し、 [OK] を押す 

• [編集(全角)]を押したとさ 


画を 


[ 郭語]1掘字/記写 II 区トト • I [◄ 1 [V 1 1 m ig 

回回回回因囚回の回回曰 
[ AJ 回回の回回回囚山 
回囚回囚回回回□曰 


〔巧‘を惕〔か•かを換 I かな读モ-卜 • 



① ② 



• r メールアドレスを入力ずる」 （ P . 134)を参 
照して < ださい。 

9. <スタート>を巧す 

読み取つた原稿びメモ U — に蓄積され 、 E メー 
ルの送信び開始されまず。 


• [編集(半角アルファベット)]を巧したとき 


[ が字](^ぉ字巧己号] 团田 

团因山山山 LULyj の回因面 
因回团の面山山山山 
回因回囚山 mJ 山 LJi=j 

丄 I 



① ② 
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已章インターネット FAX を使う 


A 3 サイズを E メールで送信ずるに メール A 3 送信] 


受信側の受信記録能力(用紙サイズ)によっては大をい原稿を受信でさないことがあります。このため、イン 
夕ーネット FAX では、通常、原稿は A 4 サイズで送受信されます。 

インターネット FAX 機能を使って、 A 3 サイズのよラに A 4 より大をい原稿を送信したい場合は、送信の前 
に、受信側の用紙サイズを確認してください。 

受信側びそのサイズを受信でをる場合は 、 [E メール A 3 送信]を[オン]に設定すると、縮ルせず、大をいサイ 
ズのままで送信でさます。 

( お知らせ） 

•正メール A 3 送信]を設定しない場合は、ファンクシヨン設定の[ファクス / E メ ー j し機能設定] > [04 キーオ 
ぺレーター 専用] >[01システムの登録] >[14] LAN 縮ル送信]の設定に従って、縮ルして送信されまず。 
縮ルについては、下表の r 原稿サイズと送受信サイズ」を参照してください。 

•ファンクシヨン設定の LAN 縮ノ」\送信については、阳又扱説明書（ファンクシヨン設定編)』の「4章ファクス /E 
乂 一) レ機能設定」を参照して < ださい。 

□ 原稿サイズと送受信サイズ 

インターネット FAX で A 4 サイズより大きい原稿を送信する場合は、設定により、下表のように縮ルして 
送信されます。 

縮ルするかどラかは、[詳細設定]の [ E メール A 3 送信]の設定と、ファンクシヨン設定の[ファクス / E メー 
ル機能設定] > [04 キーオペレーター専用] > [0 1システムの登録]>[141 LAN 縮ル送信]の設定状態に 
よって異なります。 


原稿サイズ 

送受信サイズ 

正メール A 3 送信]び 
[オン] 

正メール A 3 送信]び[オフ] 

[141 LAN 縮ル送信]び 
防し] 

[141 LAN 縮ル送信]び 
[あり] 

A 3 

A 3 

巨4 

A 4 

巨4 

巨4 

巨4 

A 4 

A 4 

A 4 

A 4 

A 4 
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A 3 サイズを E メールで送信する正メール A 3 送信] 


4. [セレクトモード]を巧す 



5. 忙メール A3 送信]を巧す 



1 7ドレ:^ 丽 

基本 

1詳舰魅1 


1再グイ古ル II 

テツキー 

II モニ々-1 

1 巧が巧 1 1 因 

E メール 

11 □□ おを 1 


たレクトモード 


觀す鑑 


リストプリント 


1 ew 送信 1 

1 "•の-卜•送信 1 


1 巧》イム巧外通信 1 

1 復先通信 1 


1 を期做々-通信 1 

1 側-受價 1 


1 け -A A 3 纖 1 1 

1 難暇腰ホ 1 


1 . 原稿をセットする 

•詳しくは、阳 X 扱説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた（ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

2. <ファクス >を押す 

3. [詳細設定]を巧す 



6. [オン]を巧し、 [0K] を巧ず 




0K I 


② 


. メールアドレスを設定する 



1アドレス帳 ■ 

基本 

1 

詳細 iS 定 

1 


1再タイ中ル II 

テ ソキー 

II 

モニター 

1 


[ 巧恐巧み M 日 E メール 10 口検索 


をは 


ら/ゎ J ぉ巧み つみ 


営業が 


〕臣 


営業が 


〕臣 


営巧が 


〕臣 


企画部 


〕臣 


企画が 


巧術が 


〕臣 


が務 gp 


〕臣 


中姐巧 


〕[ 


〕〔 


•ラち/ 


田 

01 

/ 

01 

の 


• r メールアドレスを入力ずる」 （ P .134) を参 
照して < ださい。 

8. < スタート> を押ず 


読み取つた原稿びメモ U — に蓄積され 、 E メー 
ルの送信び開始されまず。 




わ 


読み取った原稿と等 
倍で送信されまず。 


ゴフ 


ファンクシヨン設定の 
[ファクス /E メール機 
能設定] > [04 キーオ 
ペレーター専厢> 
[01 システムの登録] 
>[141 LAN 縮ル送 
信]の設定に従い、縮ル 
して送信されます。 




夕巧-を信 


巧み巧訪：加 0 



巧ホ巧规000 


画文字 
國小さい ， TIFF 


圧 W / W 由 


巨 


臣 


目 


巨 


巨 


巨 


目 


臣 


目 
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已章インターネット FAX を使う 


送達確認を要求ずる （ MDN ) 階達確認要求] 


送達確認要求を使ラと、受信側か5の送達確認メール ( MDN 送達確認要求)によって 、 E メールび受信側に届 
いたかどラかを確認でさまず。 

送達確認要求を設定する場合は、次の手順で操作します。 

( おならせ） 

■送達確認要ホの初期値は、ファンクション設定の[ファクス /E メール機能設定] >[04キーオペレーター専 
胤 >[01システムの登録] >[173送達確認要ホ]で変更できまず J 取扱説明書(ファンクション設定編)』 
の「4章ファクス /E メール機能設定」を参照してください。 


1 . 原稿をセットずる 

• 詳しくは、『取扱説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 


2. <フアクス>を押す 

3. [詳細設定]を巧す 



4. [セレクトモード]を巧ず 



5. [送達確認要ホ]を押す 



6. [オン]を押し、 [ OK ] を巧す 



か測 


0K 


② 


① 


① ② 



か 


送達確認通知 （ MDN ) 
び送信されまず。 



ゴフ 


送達確認通知 ( MDN ) 
は送信されません。 
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送達確認を要巧する ( MDN ) [送達確認要巧] 


7. メールアドレスを設定する 



• r メールアドレスを入力ずる」 （ P . 134)を参 
照して < ださい。 

8. < スタート> を押す 


読み取った原稿びメモ U —に蓄積され 、 E メー 
ルの送信び開始されまず。 

受信側に E メールび届くか、または開封される 
と、送達確認の E メールび届さまず。 

• 送達確認の E メールび届くタイ S ングは、ホ目 
手側びインターネット FAX か、コンピュー 
ターかなどの条件によって異なりまず。 

• インターネット FAX の場合 
こちらからの E メールび届いた時点で、送 
達確認の E メールび送られまず。 

•コンピューターの場合 
次の環境によって異なりまず。 

受信側のサーバー 

受信側のコンピューターの、メールアプ U 
ケーシヨンソフトの種類や設定 
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已章インターネット FAX を使う 


E メールを 送信できないときは 


送信した E メールび 正常に送信でさなかった場合は、 メールサーバー (SMTP サーバー) か5 エラーメールび 
返送され、本機で印刷されます。 

エラーメールには、エラーメッセージと1ページ目の画像び記載されており、送信でをなかった内容を知るこ 
とびでさます。 

エラーメールのプリント例（メールァドレスび間違っていた場合） 


R«c*iv*di from localhost (localho«t) by if«i£l.rdiDg.mgc8.m«l.co.jp (8.6.12/3.4W3) with 
internal id OJLA24381; THU,15 AUG 2005 14152157 +090 0 
Dat«i THU,12 AUG 2005 14152 ■57 +0900 

From Mail Delivery SubsyatMn <lfUllLBR>DASMONdlf•!£!.rdmg.mgcs.m«l.co. jp> 

Subject! Returned baIIi User unknown 

H«88aa«-Idi <200011120552.OAA24SBldl£«lfl.rdmg.mgcB.m«l■co.jp> 

To I <laxto%rpc31 .rdmg .ngcs .co. jp> 

Th« original massage was r«cttlv»<l at T 阳， 15 AUG 200514152154 +0900 
from nvpc31.rdmg.ngca .m«i .co.jp 【 172.21.22.51] 

-----Th« following addr^ss^s had d«liv«ry problems ----- 
<«rrordnvr3 9. rdmg .mgcs .co. jp> (unr«cov«rabl« •rror) 

- Transcript of sMsion follows - 

• whil* talking to nwr^9.rdmg.mgcs.m«l.co.jp. i 
»> RCPT To i<«rrortewr39. rdmg .mgcs .in*l .co. jp> 

<<< 550 <«rro が mn:39. rdag .mgci.m*! .CO. jp>. • . Ui«r unknown 
550 <«rror0nvr39.rdsig.Bgc«.m«i.co. jp>. .. TJwz unknown 

- Original m«8sag« follows - 

R«tum*Pathi faxdn%rpc31.rdmg.ngce.oMl.co.jp 

R«c«iv«di froa nwpc31.rdma.iDgcs.B>i.co.jp (Int«rn«t PAX) (nwpc な . rdBig.Dgc 0 .aMi.co.jp 【 172.21 
.22.51]) by lfttlfl.rdiDg.Bgcs.iiMi.co.jp (8.6.12/3.4W3) with SMTP Id OJU124WO for <«rrorenwr39 
.rding.iagca.iiMi.co.jp>f THU,15 AUC 200514152154 4-0900 
Mo8sag«-IDi <200011120552 .OAA24S80dl£«lfl.rdiDg.mgcfl .mttl .co. jp> 

Nl]M«V«r8loni 1.0 
Cont*nt>TVp«i imag«/tiff 
Cont«nt-Tl ： A 凸 ef ♦r-B 凸 coding I 

Content •Disposition! attachment ； tlf " 

Cont^nC-Dwcriptio 凸 I i&agA.tl£ 

X-Hail«ri Int*rn«t PAX, MGCS 

Dattti THU,15 AUG 200514149 lOO 40900 

Fromi IFiJC <f&xdDwpc31.rdmg.ngcs .mdl.co. jp> 

Subject I IMAGE from I 凸 PAX 
To I •rrot^wr39 .rdng .logcs . 田 •！ .cp.jp 


•05 年 08 月 12 日（ま:）け時00お巧ホ： InternetFAXOl 発信： If ax 04 R:591 P.01/01 



the slerexe company limited 



TiLMONt anu ( f 4 SII ) S "。• mn U )4 M 


Our 350 が JC/MC けか January, け 72. 
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終了通知を使ラ[終了通知] 



§ お術が II 吕 なお韩 ) 目 中が巧 I / 


」(日 


」(因 


管!里が 


〕护 


企画が 


〕1宜 


企画が 


田 


4 . [終了通知]を押す 


• r メールアドレスを入力ずる」 （ P . 134)を参 
照して < ださい。 

7 . <スタート>を巧ず 

読み取つた原稿びメモ U — に蓄積され 、 E メー 
ルの送信び開始されまず。 

E メール送信び終了ずると、終了通知び設定し 
たコンピューターに届さまず。 



を [か【さ J た r な [(ま 


i _ 


営まが 


〕臣 


巨 


]1口 


に 巧術が I 恒 




〕〔 



5 . 終了通知を送信するコンピューターを 
選択し、 [ 0K ] を押す 



0 K ■ か池 t 


ま 

や 

ら/わ 

お巧み 



営業が II 日 巧を卽 


企画が 峰 企 ill 部 

が務が ]lk 中化用 


6 . メールアドレスを設定する 



1 アドレス帳 

1 

基本 

1 

詳砸诚 1 


1 巧ダイヤル 

II 

テンキー 

II 

モニター 1 


巧致巧先 I 目 E メール |[]0 C 巧索 ) 


1 • 原稿をセットする 

•詳しくは、陌巧お説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた（ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

2 . <ファクス>を押す 

3 . [基本]を巧す 



1 アドレス帳 


基本 

1 

詳繩陆 

1 


1 再タイわル 

II 

テンキー 

II 

モニター 

1 

1 巧お巧先 

II 因 

E メ ー J レ 

II 

QG 换秦 

J 


tt I ま 1 ゃ T ら/ね 1 


T フぶ•が 


終了通知を使う [終了通知] 

終了通知は 、 E メール送信やファクス送信が終了したことを、お使いのコンピューターに知5せる機能です。 

終了通知を設定する場合は、次の手順で操作します。 

广ぉ願ぃ J 

•この機能を使うためには、お使いのコンピューターに 「Panasonic Document Management System 」、 
およびプ U ンタードライバーをインス I ''ールし、終了通知を受信ずるための項目を設定しておく必要びあり 
まず。詳しくは、阳が及説明書(セットアップ編)』の「スキャナーの設定(オプシヨン)」を参照してください。 


吟圧 S / W 圧 


② 
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已章インターネット FAX を使う 


E メールを 受信ずる 


本機を POP クライアントとしてネットワークに接続している場合は、自動受信、または手動受信で E メール 
を受信します。 POP 受信ヴーバーか5の受信のしかたは、フアンクシヨン設定の POP に関する設定によつ 
て異なりまず。 

■ E メール受信の設定 

ファンクシヨン設定の[ファクス / E メール機能設定] > [04 キーオペレーター専用] > [0 1システムの登録] 
の下記の頂目の設定により、 POP 受信のしかたを設定でをまず。 


項目 

設定 

146 POP 取得間隔 

POP 受信サーバーに受信メールの問い合わせをわラ間幅を 
設定しまず。 

- 0〜日〇分で設定しまず。 

- 0分に設定ずると 、 E メールは自動取得されません。 

147 POP 自動受信 

POP 受信サーバーから E メールを自動的に受信ずるかどラ 
かを設定しまず。 

-[あり]に設定ずると、 POP 受信サーバーに E メールびあれ 
ば、自動的に E メールを受信し、印刷されまず。 

-[なし]に設定ずると、受信メールの件数だけびディスプレ 
イに表示されまず。この場合は、手動で E メールを受信ずる 
必要びありまず。手動受信については、にメールを手動で受 
信する」 （ P .1 日 9) を参照して < ださい。 

148 POP 受信後削除 

E メールを受信したあと、 POP 受信サーバーか日メールを削 
除ずるかどラかを設定しまず。 

149 POP エラー 時削除 

印刷でさないお式の添付ファイルを受信した場合に、 POP 受 
信サーノ（一からメールを削除ずるかどラかを設定しまず。 


(も； □ b 直） 

■本徽ま、 HTML 言語に対応していません。このため、 HTML あ式の文書を受信した場合は、文きだけび印刷さ 
れまず。 


• POP に関するファンクシヨン設定については J 取扱説明書（ファンクシヨン設定編)』の「4章ファクス /E 
乂 一) レ機能設定」を参照して < ださい。 

*プ□グラムダイヤルに POP 手動受信を登録しておくと、自局設定じ(外のユーヴー名で POP 受信でさまず。詳 
しくは、 r プ□グラムボタンに E メール受信を設定ずる」 （ P .227) を参照してください。 
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E メールを受信する 


開をが 


を画 gP 


4. 正メール受信]を巧す 



POP 受信 サーバー か日 E メールを 受信し、印 
刷されまず。 


営業が 


企画が 


営業が 


曽巧呂 P 


1. <フアクス > を巧す 

2. 受信メールびあることを確認する 

8巧10日冰）の:17 02 


Y 受信？ H に件、フがス r 基本 J の、 
V r け-ル を信 J でを信できます ソ 



3. [基本]を巧す 


アドレス張 ■ 基本 


詳細設ま 


再グイレ " 7 ■ ン ; 1 j I モ_夕一 I 


巧が巧み I に E メール I [ qC お弟 


を 1 か 1 さ [た 1 & 

は 

ま 

や 

ら/わ 

ぉ 巧み！ 现沪 




■ E メールを 自動受信する 

ファンクシヨン設定の[ファクス / E メール機能設定] > [04 キーオペレーター専用] > [0 1システムの登録] 
で、 [147 POP 自動受信]び[あり]に、 [14 已 POP 取得間隔]び！〜已〇分に設定されている場合は、定期的 
に POP 受信サーバーに巧し、受信メールびあるかどラかび問い合わせされます。 

問い合わせ時に POP 受信サーバーに E メールびある場合は受信し、自動的に印刷されまず。 


■ E メールを手動で受信する 

フアンクシヨン設定の[147 POP 自動受信]び[なし]に設定されている場合は、手動で E メールを受信しま 
す。 

( おならせ） 

• POP 取得間隔び！〜日0分に設定されている場合は、定期的に POP 受信サーバーに巧し、受信メールびある 
かどうかび問い合わせされ 、 E メールの件数びディスプレイに表示されまず。 


巧卜送信 
I 画义字 
鹽小さい ， TIFF 


巧みお認： 000 


/モリ-を信 
^义字 
國小さい JIFF 


ファクス 


ES / 0 圧 
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巧が巧先 □ E メール QC 巧表 


已貢インターネット FAX を使う 


■プ□グラムボタンで E メールを受信する 


プ□グラムダイヤルに、 POP 受信サーバーのユーザー名とパスワードを登録してお < と、 POP 受信サーバー 
に届いたメールを、プ□グラムダイヤルのボタンを巧すだけで受信でさまず。 


、ゎ天 □ b せ 

•プ□グラムダイヤルの登録時に、 POP 受信サーバーのパスワードを登録せずにおくと、 POP 受信のプ□グラ 
ムダイヤルのボタンを巧したあとに、パスワード入力を要ホされまず。 

セキユ U ティを重視ずる場合は、プ□グラムダイヤルの登録時にパスワードを未入力にしてください。 

•プ□グラムダイヤルへの POP 受信の設定については、 r プ□グラムボタンに E メール受信を設定ずる」 

( P . 227)を参照してください。 


1. <フアクス > を巧ず 

2. [プ□グラム/グループ]を巧す 


巧卜送信 
圓女字 
鹽小さい， TIFF 


アドレス頗 


基本 


陡袖設ま 


ちタイ七ル I [ 了ン=1 ] I モ—女一 I 


お I か [さ【た 1 & ] 1ま 


お括み 


営業が 


〕臣 


曽巧が 


〕臣 


巧お巧み J に E メール I を0 お弟 ) 

一田 


営業が 


〕臣 


閲発が 


企画が 


〕臣 


企画 gp 


jm 


JIH 


Ul 

田 


はまやら /;b お好み 


3. POP 受信び設定されているプ□グラ 
ムボタンを選択する 


4. キーボード画面が表示された場合： 

① ユーヴー名を確認し、 [0 口を巧ず 

② パスワードを入力し、 [0 口を巧ず 

キーボード画面び表示されない場合: 

<スタート> を巧ず 

受信した E メールび印刷されまず。 


POP を慢 


jr 


グルーフ1 


グルーフ2 


フログラム1 




_ 巧卜送信 
1 文を 

國小さい. TI 片 


J 


圧 S/W 圧 
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E メールを 受信する 


Memo 
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已章インターネット FAX を使う 


コンピューターで E メールを受信ずる 


本機か5コンピューター宛に E メールを送信した場合、および本機に届いた E メールをコンピューターに転 
送した場合の、コンピューターの操作について説明します。 


■ E メールを受信したコンピューターでは 

じ I 下は、インターネット FAX か5の E メールを受信した場合のメールアプリケーションソフトの画面例でず。 



广おならせ） 

• 上の画圃ま、 Microsoft ®、 Winclows ® ope「ating system 日本語版で動作ずる電モメールソフトウエア 
「Microsoft 〇山100 k ®」 の画面でず。 

他の E メール用アプ U ケーシヨンソフトウエアをお使いの場合は、アプ U ケーシヨンソフトウエア付属の説 
明書を参照して < ださい。 

•コンピューターで E メールを見る操作については、お使いのメールアプ U ケーシヨンソフトやビューワーア 
プ U ケーシヨンソフトの取扱説明書を参照して<ださい。 

•上の画面では、インターネット FAX から送信された E メールは、件名び 「IMAGE from Internet FAX 」 となつ 
ています。本機から送信ずる場合、必要に応じて、件名を変更して送信でをまず。 
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コンピューターで E メールを受信する 


■E メールを 開く と 

インターネット FAX か5の E メールを開くと、次のよラな画面び表示されます。 



•上の画圃ま、 Microsoft ®、 Windows ® 013 eratin 吕 system 日本語版で動作する電子メールソフトウェア 「 Microsoft 
Outlook ®」 の画面です。 

他の E メール用アプ U ケーシヨンソフトウェアをお使いの場合は、アプ U ケーシヨンソフトウェア付属の説明書を参照 
してください。 

•上の画面は、添付ファイルび TIFF-F あ式 (Tagged Image File Format with Modified Hoffman coded 
image ) のファイルの場合の例でず。 

このお式のファイルを開くためには、専用のソフトウェアび必要でず。フ U — ソフトの TIFF ビューアー、 
TIFF コンバーターは、じ(下のホームページか b ダウン□ー ドできまず。 

-ホームぺーシ http://panasonic.co.jp/pcc/info/dwnld.html 

• PDF お式の添付ファイルを受信した場合は、 E メールの本文に、次のメッセージび表示されまず。 

「 PDF 形式の画像データび添付されていまず。」 

r ぉ願ぃ J 

ダウン□ー ドしたソフトウェアのインス I -ール作業並びにインス I -ール後の動作に関しましては、お客様の 
責任の元、お取り扱いいただをまずよラお願いいたしまず。当社では、これらのソフトウェアについての動作 
保証、インス I ''ール後の二次的損害に関しては、一切その責任を負いかねまずのであらかじめご了承くださ 
し、。 
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已章インターネット FAX を使う 


LAN 中継機能を使う 


■ LAN 中継機能とは 

LAN 中継機能を持つインターネット FAX 間でネットワークを組むことにより、インターネット FAX か5送 
信した E メールを、中継局を経由して一般の電話回線に接続されたファクスへ送信でさまず(一般の電話回線 
に接続されたファクスは複数の宛先を指定でさまず）。 

ここでは、 LAN 中継によるネットワーク、およびファクスヴーバーを使ったイントラネットを例に、 LAN 中 
継のしくみを説明しまず。 

□例1:インターネット中継ネットワーク 


□ンドン 


インターネット FAX 



コンピューター 
中継指示局 


中$11局 


G 3 ファクス 
中継送信先 


中継指示局 

中継局 ( LAN 中継機能を持つインターネット FAX ) に対し、インターネット FAX 機能を使って E メールを送 
信し丄 AN 中継送信を指ちします。 

コンピューターか5 E メールを送信して LAN 中継送信の指ちをすることちでをます。 

( おならせ） 

• LAN 中継送信指示の操作は、あらかじめアドレス帳に登録しておくと便利でず。 

• コンピューターから E メールを送信ずる場合は、 TIFF - F お式の画像ファイルを添付でをまず。 

中継局で LAN 中継送信び終了すると、中継指を局には LAN 中継送信をしたことを示す中継送信レポート(通 
信結果レポート）び、管理ち用のコンピューターに巧しては送信通知メールの E メールび届さます。 

( お巧らせ） 

• 中継送信レポート(通信結果レポート）、送信通知メールについては、 「 LAN 中継送信の通信結果」 

( P .181) を参照してください。 
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LAN 中継機能を使ラ 


中継局 

• 中継指を局か5届いた E メールを、中継送信先(一般の電話回線に接続されたファクス：ストックホル 
ム/ベルリン/□-マ)へファクス文書として送信します。中継送信先び複数指定されている場合は、 
同報送信します。 

• LAN 中継び終了ずると、中継指お局に対しては LAN 中継したことをおず中継送信レポート(通信結果 
レポート)を、中継指を局の管理ちのコンピューターに巧しては管理ち宛に、送信通知メールび送信さ 
れます。 

中継送信先 

• 中継局か5送信されたファクス文書を受信ずると、1枚目にメールヘッダーとメール本文、吕枚目じ I 
降に添付ファイル ( TIFF ( TIFF - F ) 形式で印刷されます。 


□例2:ファクスヴーパーを利用したイントラネット中継 



コン ピュ ー タ ー 

• メールサーバー ( SMTP サーバー)に巧し、 LAN 中継送信の E メールを送信します。 

( も巧 b せ J 

コンピューターからの LAN 中継送信の操作については、「コンピューターから LAN 中継送信を指示ずる」 
( P . 178) を参照してください。 

メールヴーバ ー( SMTP ヴーパ’一) 

• LAN 中継で、本機に対し 、 E メールを転送しまず。 

本機 

• 一般の電話回線の G 3 ファクスへ、ファクスで書として同報送信します。 
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已章インターネット FAX を使う 


■ LAN 中継送信ネットワークの憤築について 

ここでは、中継同報ネットワークの構築について説明します。 

□ 機器構成は？ 

中継ネットワークは、原則として次の機器で構成されまず。 

•インターネット FAX またはコンピューター(中継指ち局） 

• LAN 中継機能を持つインターネット FAX (中継局） 

• 一般の電話回線上の G 3 ファクス（中継送信先） 

□通信料金は？ 

• 中継指を局か5中継局まで、インターネット FAX で送信でさるため、通信時間と、電話料金(長距離市外 
電話料金)を節約でさまず。 

• 中継局か5の中継送信先へのファクス送信には電話料金び発生しまず。 

□ 通信び完了したことを確認ずる方法は？ 

• 中継局で中継送信先へのファクス送信び完了すると、 LAN 中継したことを示ず中継送信レポート(通信結 
果レポート)び、中継局か5中継指を局宛に送信されます。 

• 中継局の管理ち用のコンピューターに対しては、中継局か5送信通知メールび送信されまず。 

□ 設定方法は？ 

•ネットワーク関連の項目の設定び必要でず。詳しくは、「インターネット FAX を使ラための準備」 

( P .130) を参照してください。 

• LAN 中継送信を使うには、「中継局に必要なファンクシヨン設定」 （ P .1 70)、 r 中継指を局に必要なファ 
ンクシヨン設定」 ( P .171) に記載されている設定情報に従って必要な情報を設定してください。 

(次ページに LAN 中継送信ネットワーク例を記載しまず。） 

• 本機を中継指を局として使用する場合は、中継局、中継送信先をアドレス帳に登録しておきまず。詳しく 
は 「LAN 中継同報指ををずるためのアドレス帳の設定」 （ P . 1 72) を参照してください。 


广おならせ） 

•設定について、詳しくはサービス実施会社にお問い合わせください。 
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LAN 中継機能を使ラ 


■ LAN 中継送信ネットワーク例 

ここでは、吕か所の中継局を利用した LAN 中継送信ネットワーク例を紹介しまず。 

それぞれのファクスでの、ファンクシヨン設定およびアドレス帳の設定については、 「 LAN 中継送信設定の 
ファンクシヨン設定とアドレス帳の設定サンプル」 （ P . 1已8)、「中継指ち局に必要なファンクシヨン設定」 
( P .171) を参照してください。 

•このネットワークでは、中継指ち局（ニューヨーク）を起点とし、中継局（□ンドン、およびシンガポー 
ル) びネッ トワークで結ばれていまず。 

•中継局（□ンドン、シンガポール)か5、一般の電話回線を経由して、中継送信先(ストックホルム、 □- 
ス東京、香港、シドニーなど)へファクス送信されます。 

•このネットワークでは、吕か所の中継局を利用していまず。 

•中継指ち局（ニューヨーク）で、 LAN 中継送信の指示をするだけで、中継局（□ンドン、およびシンガ 
ポール)を介して、ネットワーク内の中継送信先(ストックホルム、□-マ、東京、香港、シドニーなど） 

へ、ファクス文書を送信でさます。 
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已章インターネット FAX を使う 


■ LAN 中継送信設定のフアンクシヨン設定とアドレス帳の設定サン 
プル 

□表1:中継指示局(ニユーヨーク） 

•電話番号 ： 2121111234 

♦ y — J レアド'レス (SMTP) : ifax@newyork.panasonic.com 

•ホスト名 newyork 

♦中継用パスワード ： usa-rly 


巧巧名 

メール アドレス/電話番号 

中継局アドレス 

□ンドン 

げ ax@london.panasonic.co.uk 


ストックホルム 

4681111234 

[London Relay] 

シンガポール 

げ ax@singap 日 「 e.panasonic.co.sg 


まを 

8133 111 1234 

[Singapore Relay] 

□ンドン1」 レー 

uk-rly@lonclon.panasonic.co.uk 


シンガポール U レー 

sg-rly@singapore.Panasonic.CO.sg 


□—7 

3961111234 

[London Relay] 

香港 

852 231234 己 6 

[Singapore Relay] 

シドニー 

612111 1234 

[Singapore Relay] 


□表2:中継局（□ンドン） 

•電話番号 ： 711111234 

•メ ー J しアド'レス （ SMTP ) : ifax @ lonclon . panasonic . co.uk 

•ホストる london 

•中継用パスワード ： uk-rly 


宛先名 

メールアドレス/電話番号 

中継局アドレス 

ニューヨーク 

ifax@newyork.panasonic.com 


ストックホルム 

4681111234 

[London Relay] 

シンガポール 

ifax@singapore.Panasonic.co.sg 


ま京 

81331111234 

[Singapore Relay] 

シンガポールリレー 

sg-rly@singapore.Panasonic.co.sg 


□—7 

3961111234 

[London Relay] 

香港 

8 已 2 23123456 

[Singapore Relay] 

シドニー 

612111 1234 

[Singapore Relay] 

□ンドン U レー 

uk-rly@lonclon.panasonic.co.uk 
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LAN 中継機能を使ラ 


□表3:中継局（シンガポール） 

•電話番号 ： 651111234 

•メ ー J レアドレス （ SMTP ) : ifaxOsingapore . Panasonic . co.sg 

•ホストる Singapore 

•中継用パスワード ： sg-rly 


宛先名 

メール アドレス/電話番号 

中継局アドレス 

□ンドン 

げ ax @ london . panasonic . co.uk 


ストックホルム 

4681111234 

[London Relay ] 

ニュー3-ク 

ifax @ ne \ A / york . Panasonic , com 


東京 

81331111234 

[Singapore Relay ] 

□ンドン IJ レー 

uk - rly @ lonclon . panasonic . co.uk 


□—7 

3961111234 

[London Relay ] 

香港 

852 23123456 

[Singapore Relay ] 

シドニー 

612111 1234 

[Singapore Relay ] 

シンガポール U レー 

sg - rly @ singapore . Panasonic . CO.sg 
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已章インターネット FAX を使う 


■ 中継局にが要なフアンクシヨン設定 


本機を中継局として使ラ場合は、フアンクシヨン設定で次の項目を設定しまず。 



項目 

必要なフアンクシヨン設定 

1 

[01 システムの登録]> 

LAN 中継送信機能を設定しまず。 


[142 LAN 中継機能] 

-[なし] 

LAN 中継送信機能は使えません。 

-[あり] 

LAN 中継送信機能び使えまず。 

2 

[01 システムの登録]> 

通信結果レポートを中継指示局へ返送ずるかどラかを設定し 


[143 LAN 中継結果返送] 

9 〇 

-[なし] 

通信結果レポートは返送されません。 

-[全通信] 

送信でをた場合、でさなかった場合、どちらの場合ち通信管 
理レポートび返送されまず。 

-頃常時] 

送信でさなかった場合だけ、通信管理レポートび返送されま 
す。 

3 

[00 自局情報の登録]> 

中継送信時の中継許巧用 y (スワードでず。10文字し U 内のパス 


[40 中継用パスワード 01] 

ワードを已種類まで登録でさまず。 


[44 中継用パスワード0引 

LAN 中継をずる場合は、アドレスの先頭にパスワードを入れ 
て送信します。アドレスの構文については r コンピューターか 
日の LAN 中継送信指示の操作」 （ P . 1 79) を参照してください。 
( P .179 の例では、中継 用 パスワードは rsg - rly 」）。 

♦中継用パスワードは、 LAN 中継同報のネットワーク上の 
関係ちだけに知 b せて < ださい。 

• LAN 中継用パスワードはメールのヘッダー部分に含めて 
送信されます。このため 、 E メールやインターネット FAX 
で使っているパスワードとは異なるちのを登録ずることを 
お勧めします。 

このよラに登録ずることで、インターネット FAX を受信し 
たときに、 LAN 中継用パスワードを容易に識別できまず。 

• LAN 中継巧パスワードには、 LU 下の特殊文きを登録しな 
いで < ださい。 

r (丄「）」，「<」，「>」， r [丄「]」，「：」，「：」.「@」.「\」 
,「，」，「.」，「"」 

4 

[00 自局情報の登録]> 

LAN 中継同報指示を許可ずるドメイン名 （30 文字まで）を入 


[4 已中継許可ドメイン名 01] 

力します。中継許可ドメイン名は10種類まで登録でさまず。 



(例） 01: panasonic . co.jp 


[54 中継許可ドメイン名10」 

02: abc . iFax.com 

03: panasonic.com 

( お巧らせ） 

•第=ちび LAN 中継局送信にアクセスでをないよラずるた 
め、ネットワークセキュ U ティを設定してください。ずべて 
の LAN 中継局送信通知のために、中継許巧ドメイン名と 
管理者のメールアドレスを入力してください。 

• ドメイン名びひとつち設定されていない場合、本機では、すべ 
てのドメイン名からの LAN 中継指示を受け付けます。 
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LAN 中継機能を使ラ 


項目 

必要なフアンクシヨン設定 

己 

[00 自局情報の登録]> 

管理者のメールアドレスを登録しまず。 


[37 管理ちメールアドレス] 

(管理を= LAN 中継同報のシステム/コストの管理者） 



[37 管理ちメールアドレス]を登録しておくと、本機び中継指 
お局からの中継同報指示を受信ずるたびに、次のよラな通知び 

E メールで送信されまず。 



( From : 中継指示局のメールアドレス） 

(To :中継送信先の電話番号） 


( も巧 b lF ^ 

•ファンクション設定の操作については J 取扱説明書（ファンクション設定編)』の「4章ファクス / E メール機 
能設定」を参照して < ださい。 


■中継指示局にが要なフアンクシヨン設定 


本機を中継指ち局として使う場合は、フアンクシヨン設定で次の頂目を設定しまず。 


項目 

必要なフアンクシヨン設定 

1 

[01 システムの登録]> 

[140 LAN 中継送信指示] 

本機を中継指示局として使ラ場合は、[あり]を選択しまず。 

-[なし] 

LAN 中継送信指示をしない場合に選択しまず。 

-[あり] 

LAN 中継送信指示をずる場合に選択しまず。 


■中継局のアドレス帳設定 

中継局をアドレス帳に設定する場合は、宛先のメールアドレスにホスト名と中継用パスワードを登録するぶ、 
要びありまず。メールアドレスの登録については、「アドレス帳にメールアドレスを登録ずる」 （ P .2 1 2) を参 
照して < ださい。 

入力例： sg-rly@sinQapore.panasonic.co.sg 


入力例 

説明 

sg-rly 

中継用パスワードを入力しまず(中継局の自局情報 
の、インターネット登録の內容と合わせる）。 

©Singapore.Panasonic.CO.sg 

DNS サーバーへ登録されたホスト名とドメイン名 
び入0まず。 
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已章インターネット FAX を使う 


I 00 7ドレ顧识卜巧刷 
\\ 01外’レス帳登绿(雷な) 

r 02ホ‘レス振登録 ( EX - ル) 


03 ?卜*レス振の変更 


04アト*レス振の消去 



<フアンクシヨン>を押す 



4. [01 アドレス帳登録(電話)]を巧す 


2. [ファクス /E メール機能設定]を巧す 


5. 電話き号を入力し、 [OK] を巧す 


3. [00 アドレス帳登録]を巧す 



① 


② 


• [ク U ァー]を巧ずと、電話番号を1文字ず 
つ消去でをまず。 

• 電話番号の入力については、 r 電話番号を入 
力ずる」 （ P .18) を参照して < ださい。 



00外•レス帳登録 


01グが4站グかルの登録 


02 


03 


04卜か V 夕-專巧 


■ LAN 中継同報指巧をするためのアドレス帳の設定 

本機を中継指示局として使用する場合は、あ5かじめ中継送信先の電話番号と、中継局のメールアドレスを 
アドレス帳に設定しておくと便利でず。 

C ミ □ b せ） 

•ひとつのアドレス帳に登録でをる中継送信先は1か巧だけでず。 

LAN 中継送信で同報をしたい場合は、中継送信先をそれぞれ別のアドレス帳に登録し、グループダイヤルに 
設定しておいてください。グループダイヤルについては、 r グループダイヤルを登録ずる」 （ P .22 1 ) を参照し 
て < ださい。 

■アドレス帳へ LAN 中継送信指示を登録ずるには、ファンクション設定の[ファクス /E メール機能設定]> 
[04 キーオペレーター専用] >[01システムの登録]で、 [104 アドレス帳ダイヤル情報]、および [140 
LAN 中継送信指を]び[あり]に設定されている必要びありまず。設定については J 取扱説明書(ファンクショ 
ン設定編)』の「4章ファクス /E メール機能設定」を参照ください。 

•アドレス帳の登録については、 r アドレス帳に電話番号を登録ずる」 （ P .203) を参照してください。 


朽マト•レス 


回涼谭识 


ボース 


2345678 
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LAN 中継機能を使ラ 


6. 宛先名を入力し、 [0 K ] を押す 


営業が 


〔熟語 J I ]が字/記号] I 区トト • J I ◄ ) 〔► 11 i を退 I 

回回回回因囚回の回回0 
囚凹回旧凹凹回回山し，1 
问网旧 W 间问网 nnl I 


[ 無勁を11化.-が変收] [ かな漠トト • I 



① ② 


• 宛先名は、20文字まで入力でをまず。 

• 文字入力のしかたは、阳巧及説明書(基本編)』 
の r 文字入力のしかた」を参照して < ださい。 

7. ボタン名を入力し、 [ OK ] を押す 


を業が 


訊 I 自 II お字/記ち)〔区]-卜* ] 因 因应互 

司回回回回囚回の回回曰 
囚回凹回回回回の回し S 
回囚回回回回回□曰 


[ ぉ変換 j [ 化。-ス/効を I [ かが美が 1 



① ② 


• ボタン名は、10文字まで入力でさまず。 

8. 検索文字を入力して、 [0 口を巧す 


エイ ギ a ウブ 


[ 郭語〕 I が字/記号11区]-卜‘ I 〔◄ 11 ► J 1 i を退 I 

回回回回因囚回の回回曰 


囚凹の回回凹回因の 
回凶の回回凶 I MJ □曰 

「ぉを換1 I か。-か効男 I 「 W トト* I 



① ② 


• 検索文字は、10文字まで入力でさまず。 

• 検索文きは、アドレス帳で宛先を検索ずる 
とさに使ラ文字でず（[あ]〜[ら/わ]の仕分 
けにち使われまず）。宛先名のフ U ガナなど 
をカタカナで入力しまず。 

• 英数字を入力ずると、アドレス帳画面の 
「あ」行に表示されまず。 

ただし、英数字は検索文字としては使用で 
をません。 


9. [お好み]に宛巧を表示ずるかどうかを 
選択する 



はい 


いい无 






はい 


[お好み]に宛先を表 
示するとさに押しま 
す。 


いいを 


[お好み]に宛先を表 
示した< ない場合に 
巧します。 


• [お好み]に登録でさる宛先は1日宛先でず。 
ずでに1日宛先登録されている場合、上の画 
面は表示されません。 


10. [中継情報の登録]を巧す 



11.[ LAN 中継の登録]を選択し、 [0 K ] を 
押す 



① 


② 


• [ LAN 中継の登録]は、ファンクシヨン設定 
の[ファクス /E メール機能設定] >[04 
キーオペレーター専用] >[01システムの 
登録] >[140 LAN 中継送信指示]び[あ 
り]に設定されている場合に表示されまず。 
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已章インターネット FAX を使う 


12. 中継局を選択し、にのを巧ず 




あかさた をは まやら/わお巧み 


ョ 営業が II 口 開発部 II 因 賃巧卽 

丑 

□ 企画が II 因 技術が II 


01 

/ 

II II 

11 11 

i) 

II 11 


1 


© ② 

• 設定でをる宛先は1宛先だけでず。 

• メールアドレスの設定については、 r メール 
アドレスを入力ずる」か.134)を参照して 
<ださい。 

13. A 3 サイズの原稿を送信するとをに 

B 4 サイズに縮ルずるかどうかを選択 
ずる 





はい 


いいえ 




はい 


A 3 サイズび日4サイ 
ズに縮ルして送信さ 
れます。 


いいを 


A 3 サイズのまま送信 
されまず。 


• ホ目手機の能力に合わせて設定しまず。 


14. 相手側の能力を設定し、 [0 口を押す 



① 


① ② 


400 dpi 

受信側び 400 dpi で 
受信でさる場合に巧 
しまず。 

600 dpi 

受信側び日 00 dpi で 
受信でさる場合に巧 
しよ9 〇 

能力なし 

受信側び 600 dpi . 
400 dpi どちらも受 
信でさない場合に巧 
します。 


• 相手機の能力に合わせて設定しまず。 


• [600 dpi ] または [400 dpi ] を選択した場 
合、受信側の機種により、正常に受信でさな 
い場合びありまず。 

• [能力なし]に設定されている宛先を含めて 
複数の宛先を指定した場合、ずべての宛先 
び指居力なし]に設定されまず。 

( [己 00 dpi ] または [400 dpi ] の設定は解除 
されまず。） 

15. [0 K ] を押す 



•アドレス帳に次の宛先を登録ずるとさは、 
手順已からの操作を繰0おして<ださい。 
• 操作び終了したら、<リセット > を巧ずと、 
待機画面に戻りまず。 
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LAN 中継機能を使ラ 


Memo 
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已章インターネット FAX を使う 


LAN 中継送信を指示ずる [LAN 中継同報指示] 


ネットワーク上の中継局を経由して、一般の電話回線のファクスに送信でさます。 


インターネット 



广お知らせ） 

•ア ドレス帳に LAN 中継同報指示の機能をあらかじめ登録しておくと、下記の操作をせず、アドレス帳の宛先 
を指定するだけで LAN 中継同報指おびできまず。 

アドレス帳への登録のしかたは、 「LAN 中継同報指示をずるためのアドレス帳の設定」 （ P .172) を参照してく 
ださい。 


1 . 原稿をセットずる 


• 詳しくは、 『取扱説明書 (基本 編)』 の「原稿セッ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

2. <フアクス>を巧す 

3. [詳細設定]を押す 



4. [特殊通信]を押す 



5. 田を巧す 
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LAN 中継送信を指示する [ LAN 中継同報指示] 


LAN 中;銅巧ち示 



の 


目 腳御 § が綱!！ § 中泌用 


管!里が 


〕巨 


JS~ 


企画が 


出 


§ 営業封！ )§ 営業部 )§ 開発 gP 



アドレス帳 


基本 


詳細 i 蛙 




1再ダイが レ II テン キー 

1モニク-1 


I 樓が巧先 I 目 


I I GO おを 


な は ま I やら/わ お巧み 嘴聋! 


6. [LAN 中継同報指示]を押す 


9. 中継送信巧を選択ずる 




• [ LAN 中継同報指示]は、ファンクション設定 
の[ファクス /E メール機能設定] >[04 キー 
オペレーター専用] >[□] システムの登録] 
>[140 LAN 中継送信指示]び[あり]に設定 
されている場合に選択でさます。 

アドレス帳か 5 中継局を選択するか、 

または中継局用のメールアドレスを入 
力する 


中継局として登録でさる宛先は1か巧だけ 
でず。 

メールァドレスの設定については、「メール 
アドレスを入力ずる」 （ P . 134)を参照して 
<ださい。 



• 宛先の指定については、 r 宛先を指定ずる」 
か. 18) を参照してください。 

• 中継送信先として登録されている複数の宛 
先を選択でをまず。 

10.<スタート>を押す 

中継局へ、中継送信先の電話番号と共に E メー 
ルび送信されまず。 

中継局から中継送信先への送信び完了ずる 
と、通信結果レポートび届さまず。 


、ゎそ □ b せ J 

• 正常に送信できなかった場合は、メール 
サーバー (SMTP サーバー） からエラーメー 
ルび届を、本機で印刷されまず。 
エラーメールには、エラーメッセージと、1 
ページ目の画像び記載されており、送信で 
をなかった内容を知ることびでさまず。 
詳しくは、 「 E メールを送信できないときは」 
( P .1 已 6) を参照してください。 


8. <スタート>を押す 


巧ホ巧誌： 000 


巧先巧試： 000 


で/の 一- ►- 
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已章インターネット FAX を使う 


コンピューターか!5 LAN 中継送信を指示ずる 


メールアプリケーシヨンソフトを使って TIFF - F 形式のファイルを添付した E メールを送信し、メールヴー 
J く一 ( SMTP ヴーく一)を経由して複数の宛先のファクスへ同報送信でをます。 


中継送信先 


LAN 

■ 


中継局(本機) 


コンピューター 



インターネット 


ー ル サーバー 
(SMTP サーバ ー) 


■ 


コンピューター 


G3 ファクス 






中継局（本機）でこの機能を使ラためには、事前に、次ページの設定が必要です。 
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コンピューターから LAN 中継送信を指示する 


■コンピューターか6の LAN 中継送信指示の操作 

コンピューターか 5 LAN 中継送信指示をずる場合、メールアプリケーシヨンソフトの宛先 ( To ) に相当する 
フイールドに、次のよラに入力します。 

入力例： sg - rly #8 133111 234@ sinQapore . panasonic . co.sg 


入力例 

説明 

sg-rly 

中継用パスワードを入力しまず(中継局の自局情報 
の、インターネット登録の内容と合わせる）。 

#8133111234 

電話番号を入力しまず。 

#と@の間は電話番号のほか、アドレス帳の情報を入 
力ずることをでをまず。 

• PBX (交換機)などを利用して内線から外線へ発 
信する場合にポーズび必要なとさは、外部アクセ 
ス番号のあとに「一」（ハイフン）を入力し、そのあ 
とに中継送信先の電話番号を入力してください。 

©Singapore.Panasonic.CO.sg 

DNS サーバーへ登録されたホスト名とドメイン名 
び入 0 まず。 

ホス!卜名 

ドメ^ン名 


( も；化セノ 

• LAN 中継送信び完了すると、ファンクシヨン設定の[ファクス /E メール機能設定] >[04 キーオペ 
レーター専用] >[00 自局情報の登録] >[37 管理ちメールアドレス]で登録している中継局の管理 
者のコンピューターへ、送信通知メールび返送されます。 

送信通知メールには、通信結果レポートとして中継結果び記載されていまず。この E メールにより、中 
継結果を確認でさます。 
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已章インターネット FAX を使う 


■便利なアプ U ケーシヨンソフトについて 

コンピユーターか5 E メールを送信ずる場合の便利なアプリケーシヨンソフトについて説明します。 

ここで説明ずる TIFF コンパ‘一夕一、および MAR アプリケーシヨンは、じ(下の URL か5ダウン□-ドでさ 
ます。 

http :// www . panasonic . co . jp / pcc / info / dwnld.htnnl 


□ TIFF コンパ’一夕一 

TIFF コンバーターは、アプリケーシヨンソフトのファイルなどを、インターネット FAX に対応した TIFF 
( TIFF - F ) 形式へ変換するアプリケーシヨンソフトでず。 

MS - Word や Excel などで作成したファイルじ doc 形式、* . xls 形式のファイル)をそのままを E メールに 
添付してインターネット FAX に送信することはでをません。 

MS - Word や Excel などで作成したファイルを、コンピューターか5インターネット FAX に送信する場 
合は、あ5かじめ TIFF コンパ'-夕一を使って、インターネット FAX に対応した TIFF ( TIFF - F ) 形式のファ 
イルへ変換する必要びあります。 

( おならせ） 

•変換時の解像商ホ、通常 200 dpi を還おしてください。 400 d がは、あらかじめ受信側に 400 d がの処理能力 
びある場合に使用しまず。 


□ MAPI アプリケーション 

MA 円アプリケーションソフトは、 TIFF ( TIFF - F ) 形式に変換したあと、 MA 円を使って E メールアプリ 
ケーションを自動的に起動するアドインプ□グラムです。 

MAR に対応した E メールアプリケーションと連動ずることにより、 MS - Word 、 Excel などのアプリケー 
シヨンソフトか5、印刷と同じよラな操作で、インターネット FAX へ送信でさます。 
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LAN 中継送信の通信結果 


受付番号：日12 .. . —— 

受付日時： 0日年08月07日13時58分 
完了日時： 0日年08月07日14時04か 


LAN 中継送信の通信結果 

LAN 中継送信を使用した場合、中継局か5中継指示局と管理者のコンピューターに対し、 L ソ下の2つのレ 
ポートび送信されまず。 

このレポートを受信した中継指ち局と管理者のコンピューターでは、次の内容を確認でをます。 

• 中継指示局 . 指おした LAN 中継送信の通信結果 

•管理者のコンピューター . 通信□グ 


□ 中継送信レポート(通信結果レポート） 

終了すると、中継指を局には LAN 中継送信指をしたことをおす中継送信レポート(通信結果レポート)び送 
信されます。 

C ゎ夫 □ b せ J 

♦中継送信レポート(通信結果レポート）は、ファンクション設定の[ファクス /E メール機能設泡>の4キーオ 
ぺレーター専用]>[日！システムの登録]>[143 LAN 中継結果返送]が[全通信]または[異常時]に設定され 
ているときに送信されます。 


01へ。一/- ( 1 ) 

DP - C 322 AJV 01050 AZ -( 吕) 
パナソニック - (3) 


0日年08月07日14時04分 


*** 未通信があります。 *** 


通信結果レポート 


No . 

項目 

説明 

(1) 

ページ番号 

通信結果レポートのページ数でず。 

(2) 

機種名と ROM No. 

本機の機種名と ROM No. でず。 

(3) 

発信元 

自局の発信元情報び20文字まで記載されまず。 

(4) 

印刷した曰時 

通信結果レポートを印刷した日時でず。 

(已） 

受付番号 

受け付け順につけられる番号でず。 

(日） 

受付曰時 

通信を受け付けた曰時でず。 

(7) 

完了曰時 

通信び終了した曰時でず 


5 6 7 
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已章インターネット FAX を使う 


□送信通知メールの E メール 

中継局で LAN 中継送信び終了すると、中継局に登録されている管理者のコンピューターへ丄 AN 中継同報通 
信の結果び、送信通知メールとして返送されまず。 

( おならせ） 

•管理者のコンピューターは、ファンクシヨン設定の[ファクス /E メール機能設定] > [04 キーオペレーター 
専胤 > [00 自局情報の登録] > [37 管理ちメールアドレス]で登録しまず。 


川 

( 2 ) 

(3) 


No. 

説明 

(1) 

LAN 中継同報の宛先順に001か日順に番号びつきまず。 

(2) 

通信結果でず。 

(3) 

送信した原稿び添付されまず。 


in 出*#*桃神 -)1? 言 捕由 レボー h- 料*#料！****緋* 2005 年の月の曰 *料輯* 0111402^ 料神神*# つ 

iff 言種刖=中地おを 受付=07巧07日日1時02好完了 =07月07日日1時02み 

を巧をち=001 

巧先巧;'兄を子電話帳巧手ホ 巧数 通信時間 

N0. 

001 R-pK 0334919191 001/001 00:00:15 

- -} け V ニックコミュニヶ-ションズ - 

#****## 神##神**#神*#### -パすソこツク] ミ ユこクーシ 3 、が -- 0334919191 - ##***# 

— 〇 

image.* け f 

d 
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LAN 中継送信の通信結果 


□管理ち宛の E メール 

中継局で LAN 中継送信び終了すると、中継指ち局の管理ち用のコンピューターに対しては送信通知の E 
メールび届さまず。 

FAX Relay LOG 

Sender ： user@mgcs.co.jp - (]) 

Receiver ： 0334919191 - (2) 

J 


No. 

説明 

(1) 

送信ちのインターネット FAX またはコンピューターのメールアドレス 
です。 

(2) 

中継送信先の電話番号でず。 
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已章インターネット FAX を使う 


知っておくと便利な用語 


■ DHCP(Dynamic Host Configuration Protocol ) 

DHCP とは、インターネット FAX とクライアントのコンピユーターに IP アドレスを自動的に割り当てるた 
めのプロトコルです。インターネット FAX は DHCP を使うとネットワークに接続するたびに自動的に固有 
の IP アドレスを取得でさ、ネットワーク管理者の IP アドレス管理の手間び省けるよラになりまず。 

ネットワークに□グオンしたインターネット FAX に対して DHCP ヴーバーびマスターリストか5選んだ 
IP アドレスを割り当てます。 

本機でダイレクトインターネット FAX を使うには、 DHCP は使わずに、ネットワーク管理ちによって設定済 
みの IP アドレスおよび環境設定を使ラ必要びありまず。詳しくは、サービス実施会社にお問い合わせくださ 
し、。 


■ SMTP 認証 

世界規模の電子的なインフラストラクチャーとしてインターネットび登場して L ソ来、通信機器市場は飛躍的 
に伸びていまず。しかし、インターネットのセキュリティを高める技術は、まだ確固としたものび出ていませ 
ん。この理由はいくつかありまず。 

1. インターネットメールはマルチホップ(雑多なプロトコル、雑をなデバイス)の構造体であり、通 
信路をベースとしたセキュリティは一般的に実現が困難です。 

2. インターネット FAX の標準規格が推奨する独占的な技術がありません。 

3. システムの改善と健全化の標準のなソリューシヨンとして今提供されているのは、暗号技術べ一 
スの認証システムです。この認証記述は SASLCSimple Authentication and Security 
Layer ) のよラな認証機構に統合されています。 

インターネットのサービスプ□バイダーり SP ) は、をくび何5かの認証方式を採用しています。本機び提供ず 
る認証オプションはじ I 下のとおりでず。 


1. SMTP 認証 J 広張ヴービス (SMTP AUTH ) 

接続時にユーザー名とパスワードによる認証が行われるため、特定ユーザー 1 U がの送信や中継を 
防止でをる方法です。 


E メールの送受信に使われるパスワードを暗号化する方法です。 

3. POP before SMTP 

送信前に指定した POP 3 サーバーにあらかじめアクセスさせることにより、メールサーバーの 
使用許可を与える方法です。 
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6 章 

通信モ約ファイルを操作ずる 


I 


この章では、通信予約ファイルの確認や、消去のしかたについて説明してい 
ます。 
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5. 田 または 因 を押し、確認したい通信 
予約ファイルを表示する 



6. 通信予約レポートをが刷する場合は、 
[リストプリント]を巧す 

I 巧リ送信 巧け No .056 0014’ - グ1 

時刻指ま中 15:00 pcc@j p . abc. con I 


三ニク - I 


おを I 


巧厚' 


田 

01 

/ 

01 

の 


7. 確認が終了した5、 [0 口を押す 


• U スト印刷び終了したら、<リセット >を 
巧すと、待機画面に戻りまず。 


1. <フアクス>を巧ず 

2. [詳細設定]を押ず 



〔巧ダイわ J レ J 〔テソ丰一 II 1 
巧教巧を)自 E メ ー J レ〕 ！□□ 


ま 

や 

ら化) 

お巧み 


営業韩 い日 開を糾 


企画巧- 

が務が 


〕臣 

〕巨 


企画巧 
中泌用 


3. [通信予約の確認と消去]を押す 


4. [通信予約の確認]を押す 



レ外トド U ii ? 離 



基本 


詳細設定 


円■女イでル] I てン^ I 〔 モーター j 

〔 槪 a 巧み 〕 に E メール1100お索 ) 


リストプリント 


夕かホ。-! T 乂 •受信 


ホ。-りグ送信 



1 アドレス帳 

1 

基本 

1詳綱战 ■ 


1 巧タイ古ル 

II 

テンキー 

II モニク- 1 

1 碰巧み 

II 日 

E メ ー J レ 

11 のお東 1 


特巧通信 


たレクトモード 


遲!鞠！ 


リストプリント 


|| 通信チ約の齡召 

][ 

時間•巧先を更 1 


1 通信予巧の消去 

」 L 

おを通信予約が-卜 1 


1 ホ途巧綿ほ信 

II 

巧信テ‘-夕のな制出力 1 


手君の仙お送 


6章通信モ約ファイルを操作する 


通信予約ファイルを確認ずる [通信予約の確認] 


タイマー送信を指ちしたり、通信中に次の通信を指示ずると、送信文書と通信の指示は、通信予約ファイルと 
して、メモリー内に蓄積されまず。 

通信予約ファイルはタッチパネルディスプレイに表おされるリストで確認でを、必要に応じて通信予約レ 
ポートとして印刷でさまず。 

ここでは、通信予約ファイルを表おする操作、通信予約レポートを印刷ずる操作、および通信予約レポートの 
見かたを説明します。 


■ 通信モ約フアイルをお認する 

タッチパネルディスプレイに通信予約ファイルを表ちずる場合は、次の手順で操作しまず。 


巧み巧試： 0如 


_ 巧リ-を信 

1 國文字 
圈小さい. TIFF 


巧もな認： 000 


がリ-送信 
I a 文字 
國小さい. TIFF 


巧先巧認： 000 


が> 送層 
画文字 
國小さい. TIFF 


rt 百 / 
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通信予約ファイルを確認する[通信予約の確認] 


■通信ず約レポートの見かた 

通信予約レポートに表示される項目は次のとおりです。 

【レポート例】 


(己） （目） 


(7) 


( 8 ) 


(日） 


( 10 ) 


お信予約 


レポート 


01へ。ーシ、— (1) 

DP - C 322 AJV 01050 AZ —(2) 
くナソニック J - (3) 


05年08月 


07日14時04分_ ( 4 ) 


受付番号 受付日時 通信種另 IJ 


化巧状況 


指を時刻 


パスワード 


011 08-07 14:01 送 信 時刻指を中 23 : 30 

宛先 （001力所） 

直接：（回線 ） 1234服78 


No . 

項目 

説明 

り） 

ページ番号 

通信予約レポートのページ数でず。 

(2) 

機種名と ROM No. 

本機の機種名と ROM No. でず。 

(3) 

発信元 

自局の発信元情報び20文字まで記載されまず。 

(4) 

印刷した曰時 

通信予約レポートを印刷した曰時でず。 

脚 

受付番号 

受け付け順につけられる番号でず。 

(日） 

受付曰時 

通信予約を受け付けた日時び記載されまず。 

(7) 

通信種別 

次のいずれかび記載されまず。 

[送信]、[フアイル蓄積]、[パスワード送信]、[ポ ーU ン 
グ送信]、[ポーリング受信]、[中継指示]、[マルチコピー 
通信]、 [F コード送信]、 [F 網通信]、[フアイル送信] 

旧） 

処理状況 

通信の現在の状況び記載されまず。 

脫刻指定中]、[定期便指定中]、[予約中]、[中継依頼 
中]、[再ダイヤル待ち]、[再通信待ち] 

(白） 

指定時刻 

タイマー通信の場合に、通信の予約時刻が表示されま 
す。 

(10) 

パスワード 

パスワードを使った通信の場合に、パスワードび記載さ 
れます。 

ポーリング受信で時刻指定をしている場合、パスワード 
なしのとさは、「--」と記載されまず。 
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6 章通信モ約ファイルを操作する 


通信予約 フアイ )レを変更ずる [時間•宛先変更] 


メモリー内に蓄積されているタイマー通信予約ファイルに対し、宛先や通信時刻の設定を変更でさまず。 

( おならせ） 

■通信中のタイマー通信予約ファイルは変更でをません。 


1. <フアクス>を押す 

2. [詳細設定]を巧ず 



3. [通信予約の確認と消去]を押す 



4. [時間•宛先変更]を押す 



5. 田 または因を押して、変更したい通信 
予約ファイルを表示する 



パリ-送信 巧巧 No .056 001 A ‘-》’ 

時劾指を中 16:00 pcc@j p . abc . com 



困 

01 

/ 

01 

ffl 





■ がの^^^^^^^^^^^^^^^ ■湖 t ■ 


6. 設定を変更したい通信予約ファイルを 
選択し、 [0K] を押す 
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通信予約ファイルを変更する[時間•宛先変更] 


• 宛先を変更ずる場合は、梢 Ij 除]を巧して宛 
先を削除してか日、[追加]を巧し、手順日に 
進みます。 

• 宛先を追加ずる場合は、[追力日]を巧して 
手順日に進みまず。 

9. 宛先を設定し、 [0K] を押す 



① 


② 


1Q. 変更び終了した5、 [0K] を押す 

• 操作び終了したら、<リセツト>を巧ずと、 
待機画面に戻0まず。 


7. 通信時刻を変更し、 [0K] を押す 



① 


• 時刻を変更しない場合は、そのまま [0 口を 
巧して手順8へ進みまず。 

• [ク U アー]を巧ずと、入力した時刻を1文字 
ずつ削除でをまず。 

8. 宛先を変更する 
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6 章通信モ約ファイルを操作する 


通信予約 フアイ )レを削除ずる [通信予約の消去] 


メモリー内に蓄積されている通信予約したファイルを削除でさまず。 

( おならせ） 

■通信中の通信予約ファイルは削除でをません。 

再ダイヤル待ちやタイマー送信などの通信予約ファイルは、通信び開始されると[通信予約の消去]を使って 
削除ずることはでさません。 r 通信を中止ずる」 （P.44) を参照して通信を中止してください。 


1. <フアクス>を押す 


5. 田 または因を押して、削除したい通信 


2. [詳細設定]を押す 



3. [通信予約の確認と消去]を押ず 



4. [通信予約の消去]を押す 



6 . 


予約ファイルを表示する 



巧卜送信 を巧 N 0.658 如1へ。-》 • 

時をり指を中 に:0012345678 

阿 

/ 

01 

囚 


巧リ-送信 を側0.702 001へ‘-》* 

献•ィ柯府ち 1巧45时8 





■ がァ 1 ;幽 ■ 

削除したい通信予約ファイルを選択 
し、 [ OK ] を押す 


巧リ-送信 をけ N 0.658 001へ。-》 • 

時刻巧を中 12:0012345678 

田 

01 

/ 

01 

因 

巧リ-送慢 受佩0.702 001へ•-》• 

巧》‘かル待ち 1巧45时8 





■ がァィ A ■な 卿 ■ 


• [全ファイル]を巧ずと、ずべての通信ず約 
ファイルを選択できまず。 


• [全ファイル]を巧ずと、ファイル送信用に 
蓄積した文書 (P.73) ち削除されまず。 

• 削除を中止ずる場合は、[キャンセル]を巧 
し9 〇 
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通信予約ファイルを削除する[通信予約の消去] 


7. [はい]を巧す 



• 削除を中止する場合は、[いいえ]を巧します。 

• 削除後、通信結まレポートび印刷されます。 

通信結まレポートの見かたについては、「通信結 
まレポーり (P.2 己 0) を参照してください。 

• 操作び終了したら、 くリセット> を巧すと、待機 
画面に戻ります。 
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5. 田 または 因 を巧して、巧刷したい通信 
予約ファイルを表示する 



6. 印刷したい通信予約ファイルを選択 
し、 [0K] を押ず 


«リ-送信 を巧化.056 饥夕’ 

時劾指を中 16:00 pccQjp . abc.con 


0 感 

選択した通信予約ファイルのレポートび印刷 
されまず。 


• 印刷操作を中止ずる場合は、[キャンセル] 
を巧しまず。 

• U スト印刷び終了した日、<リ セット >を 
巧すと、待機画面に戻りまず。 


1. <フアクス>を巧ず 

2. [詳細設定]を巧ず 



3. [通信予約の確認と消去]を押す 



4. [指定通信予約レポート]を押す 



6章通信モ約ファイルを操作する 

J 錠働言贵勺レポ—卜を E |] 刷する [指定通信予約レポ-卜] 
■指定通信モ約レポートを®刷する 

メモリー内に蓄積されている通信予約ファイルのひとつを印刷し、内容の一部を確認でさます。 

( おならせ） 

■通信中の通信予約ファイルは印刷でさません。 


rtY 壬 
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指定通信予約レポートを印刷する[指定通信予約レポート] 


■指定通信モ約レポートの見かた 

指定通信予約レポートに表示される項目は次のとおりでず。 


【レボート例】 


指定通信予め レポー ト 


01へ。ーン ,--(1) 

DP - C 322 AJV 01050 AZ —间 
パナソニック (3) 

肪年册月07日14時04々一 (4) 


间 

受付番号 

(日） 

受付日時 

(7) 

通信種別 

(8) 

お埋が況 

(日） 

指を時刻 

(10) 

パスワード 

011 

08-07 14:03 

送 信 

時刻指定中 

19:00 



宛先 

(001 力 所） 





直接：（回線 

) 12345678 





No. 

項目 

説明 

(1) 

ページ番号 

指定通信予約レポートのページ数でず。 

(2) 

機種名と ROM No. 

本機の機種名と ROM No. でず。 

(3) 

発信元 

自局の発信元情報び20文字まで記載されまず。 

(4) 

印刷した曰時 

指定通信予約レポートを印刷した日時でず。 

(5) 

受付番号 

受け付け順につけられる番号でず。 

(6) 

受付曰時 

通信予約を受け付けた曰時び記載されまず。 

(7) 

通信種別 

次のいずれかび記載されまず。 

[送信]、[パスワード送信]、[ポーリング送信]、[ポーリ 
ング受信]、[中継指示]、[マルチコピー通信]、 [F コード 
送信]、 [F 網通信]、[ファイル送信] 

旧） 

処理状況 

通信の現在の状況び記載されまず。 

脫刻指定中]、[定期便指定中]、[予約中]、[中継依頼 
中]、[再ダイヤル待ち]、[再通信待ち] 

(9) 

指定時刻 

タイマー通信の場合に、通信の予約時刻が表示されま 
す。 

(10) 

パスワード 

パスワードを使った通信の場合に、パスワードび記載さ 
れます。 

ポーリング受信で時刻指定をしている場合、パスワード 
なしのとをは、「--」と記載されまず。 
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6 章通信モ約ファイルを操作する 


通信エラー文書を再送信ずる [未達宛先再通信] 


通信エラー(相手の話し中やお応答で通信でさなかった場合)の原稿を、通信エラーファイルとしてメモリー 
に蓄積でをまず。 

この機能は、ファンクション設定のロァクス /E メール機能設定] > [04 キーオペレーター専用] > [0 1シス 
テムの登録] >[31未通信ファイル保苗び[あり]に設定されている場合に使えます。 

ここでは、蓄積された通信エラーファイルを、再送信する操作について説明しまず。 

( お知らせ） 

•お買い上げ時、ファンクション設定の [3 1未通信ファイル保を]は[なし]に設定されていまず。 

設定を変更ずる場合は J 取扱説明書(ファンクション設定編)』の「4章ファクス /E メール機能設定」を参照 
して < ださい。 

なお、 [31 未通信ファイル保を]を[あり]に設定ずると、通信エラーび発生ずるたびに送信文書び通信エラー 
ファイルとしてメモ U - に蓄積されまず。メモ U - オーバーを避けるため、メモ U - 内の通信エラーファイル 
を定期的にチェックしてください。 

■通信エラーファイルとしてメモ U —に蓄積されたファイルは、通信予約ファイルと同様に扱われまず。 

通信エラーファイルを削除したり、印刷して確認ずる操作については、 r 通信予約ファイルを確認ずる随信 
予約の確認]」 （ P . 186)、 r 通信予約ファイルを削除ずる[通信予約の消去]」 （ P . 1日0)、 r 指定通信予約レポート 
を印刷ずる[指定通信予約レポート]」 （ P .1 日 2) を参照してください。 


1. <フアクス>を巧ず 


2. [詳細設定]を押ず 



3. [通信予約の確認と消去]を押す 



4. [未達宛先再通信]を巧す 



5. 田 または因を押して、再送信したい通 
信エラーファイルを表示する 


巧涵眉待を 


受け No .839 001へ‘-》‘ 

0003 


再通信待ち 


受付 No . 840 
0003 


饥1へ•-グ 


圆 

01 

/ 

01 

田 
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通信 エラー 文書を再送信する[未達宛先再通信] 


6 . 


再送信したい通信エラーファイルを選 
択し、 [0K] を巧す 



通信エラーファイルび再送されまず。 


• ずべての未達宛先ファイルを再送ずるとさ 
は、[全て選択]を巧しまず。 

• 再送操作を中止ずる場合は、[キャンセル] 
を巧しまず。 
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6 章通信モ約ファイルを操作する 


代行受信で書を強制的に EP 刷する [受信デ-夕の強制出力] 


代行受信文書を強制的に他のサイズの用紙に印刷でさます。印刷でさる文書は、最初にメモリーに蓄積され 
た代行受信文書です。 

この機能は、ファンクシヨン設定のロァクス /E メール機能設定] > [04 キーオペレーター専用] > [0 1シス 
テムの登録] > [已已代行出力]び[なし]に設定されている場合に使います。 

ここでは、代行受信文書を強制的に印刷する操作について説明します。 

( お知らせ） 

•代行受信については、 r メモ U - 代行受信について」か.109)を参照してください。 

♦お買い上げ時、ファンクシヨン設定の [66 代行出力]は[あり]に設定されていまず。 

設定を変更ずる場合は J 取扱説明書(ファンクション設定編)』の「4章ファクス /E メール機能設定」を参照 
して < ださい。 


1. <フアクス > を押す 

2. [詳細設定]を押す 



3. [通信予約の確認と消去]を押す 



4. [受信データの強制出力]を巧す 



5. [はい]を巧す 





はい 


いいを 


受信文書び印刷されまず。 
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代行受信文書を手動で転送する[手動ファイル転送] 


代行受信文書を手動で転送する [手動ファイルお送] 


メモリー内に蓄積されている代行受信文書を、手動で別の宛先に輯送でをます。 

( おならせ） 

•代行受信については、 r メモ U —代行受信について」 （ P . 10日)を参照してください。 


1. <フアクス>を押す 

2. [詳細設定]を押す 



3. [通信予約の確認と消去]を押す 



5. 転送先を選択し、くスタート>を押す 



代行受信文書び$5送されまず。 


4. [手動ファイル転送]を押す 
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6 章通信モ約ファイルを操作する 


Memo 
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-夕を登録ずる 


この章では、アドレス帳やプ□グラムダイヤルの登録/変更/削除の操作、 
およびリモート登録の操作について説明しています。 
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7 章データを営録する 


アドレス帳を登録ずる 

■アドレス帳とは 

アドレス帳は、あ5かじめ電話番号やメールアドレスを登録しておき、通信時にタッチパネルディスプレイ 
上の宛先名のボタンを巧ずだけで宛先を設定でさる機能です。 

•宛先を此巧み]に登録しておくと、アドレス帳の胀巧み]タブに表おできまず。よく使う宛先は、[お巧み]に 
登録しておくと便利でず。 

•検索文きを登録しておくと、検索タブ（成]〜に/わ])を和用して宛先を選択できまず。 


検索タブ 


アドレス帳 

ボタン 



アドレス限 ■ 営本 


I 羊細設を 


巧タイヤル11テンキー 〕I モニター] 


I 複数巧先 |§] E メール 1100 巧索 


を I は 


ら / ね I お巧み 


ず曲♦う1、/ 


々♦が 


1吕 営業が 1[囚 営業が ][□ 開発が 1 

|口 営触 1 

II 回 企酷 P 1 

1吕 企画が1 

1回 跡が 1 

1 [吕 が務が ]\m 中雄 ffl 1 

1 J 

|[ 1 

1 1 

1 1 

|[ 1 

1 1 


困 

01 

/ 

01 

の 


- [お好み]タブ 


广おならせ） 

•アドレス帳に電話番号やメールアドレスを登録ずる操作については、 r アドレス帳に電話番号を登録ずる」 
(p.203)、r アドレス帳にメールアドレスを登録ずる」 （ P . 2 12) を参照してください。 

•ァドレス帳の登録内容は、アドレス帳 U ストで確認できまず。 r アドレス帳 U スト」 （ P . 2 已 4) を参照してくだ 
さい。 
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アドレス帳を登録する 


■アドレス帳に営録でをる項目(電話番号営録時) 


No . 

項目 

内容 

1 

電話番号 

アドレス帳に電話番号を登録しまず。已 2 巧まで登録できまず。 

2 

IP 電話番号 

アドレス帳に IP 電話番号を登録しまず。已 2 析まで登録できまず。 

3 

宛先名 

宛先の名前でず。 20 文字まで登録でをまず。 

4 

ボタン名 

タッチパネルディスプレイのアドレス帳に表示ずるボタン名でず。 

10 文字まで登録でをまず。 

己 

検索文字 

タッチパネルディスプレイでアドレス帳を検索ずるとさの、検索文字を 
登録します。 

カタカナで 10 文字まで登録でさまず。 

■英数字を入力ずると、アドレス帳画面の r あ」行に表示されまず。 
ただし、英数字は検索文字としては使用でさません。 

6 

お好み 

登録した宛先を、アドレス帳の[お好み]タブに表示したいとさに[はい] 
を巧しまず。 

[お巧み]タブに表示でをる宛先は、 1 已宛先まででず。 

7 

SU 巨ルーティング 

F コードのサブアドレスを利用したルーティング 
をする場合に登録しまず。 

サブアドレスは、 20 巧まで登録できまず。 

ファンクシヨン設 
定 （ ファクス /E 
メール機能設定） 
で、機能び設定さ 
れている場合に表 
示されます。 

8 

数字 ID ルーティング 

数字 1 □を利用したルーティングをずる場合に登録 
しまず。 

数字 ID は、 20 巧まで登録できまず。 

9 

発番号ルーティング 

発信者番号を利用したルーティングをずる場合に 
登録しまず。 

発信者番号は、 20 おまで登録でさまず。 

10 

ダイヤルインルーティ 
ング 

ダイヤルイン番号を利用したルーティングをずる 
場合に登録しまず。 

ダイヤルイン番号は、 U ストから還おできまず。 


11 

木 

中継情報の登録 

中継同報指示、 LAN 中継同報指示を登録ずるとき 
に登録しまず。 

•中継機 . 中継局を登録しまず。 

-中継機 LU 外 . 中継送信先を登録しまず。 

- LAN 中継の登録 ...... LAN 中継同報指示を登録し 

ます。 

LAN 中継同報指 
示は、ファンク 
シヨン設定（ファ 
クス /E メール機 
能設定）で、機能び 
設定されている場 
合に設定でさま 
す。 

12 

み 

マルチコピー通信部数 
の指定 

マルチコピー通信を登録ずるとさに登録しまず。 

13 

み 

マルチプ U ント部数の 
指定 

マルチプ U ント部数を登録ずるとをに登録しまず。 


* マークの項目は、ファンクシヨン設定の[ファクス /E メール機能設定] >[04 キーオペレーター専用]> 
[01 システムの登録] >[104 アドレス帳ダイヤル情報]び[あり]に設定されている場合に表示されまず。 
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7 章 データを 営録 する 


■操作の流れ(電話番号営録時) 
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アドレス帳を登録する 


[ 00ァドレス帳謝口刷 

I [ 01アト•レ別 i 登録(電 i 舌) 

〔 02外•レス眼登録(關 

[ 03 7卜•レス化の巧更 

[ 04 ?ドレス帳の消ち 



5. 電話番号を入力し、 [OK] を押す 


4. [01 アドレス帳登録(電話)]を押す 


1. <フアンクシヨン>を巧す 



2. [フアクス /E メール機能設定]を押ず 



3. [00 アドレス帳登録]を押す 


① ② 

• 電話番号は、已2巧まで入力でさまず。 

• [ク U アー]を巧ずと、電話番号を1文字ず 
つ消去でさまず。 

• 電話番号の入力については「電話番号を入 
力ずる」 （ P . 1 8) を参照して < ださい。 

• オプションの G 3 増設ユニット (□ A - FG 322) 
または G 4 通信ユニット ( DA - FG 323) を装 
着している場合は、[回線選が]を巧すことで 
送信時の回線を指定して登録でさます。 ( G 4 
通信ユニットを装着している場合に、 G 4 回線 
(に4」またはに3り)」）から送信するときは、 
必ず回線を指定して登録してください。） 



グロ -" .A 




00ホ’レス登録 


01フ‘比 r 站グイ M ①登録 


04卜か V 夕-専巧 


■アドレス帳に電話を号を登録する 

アドレス帳に電話番号を登録ずる場合は、次の手順で操作します。 

C ゎ巧 b せ J 

•登録したアドレス帳を変更ずる操作については、 r アドレス帳を変更ずる」 （ P . 21已）を参照してください。 

•登録したアドレス帳を削除ずる操作については、 r アドレス帳を削除ずる」 （ P . 21 6) を参照してください。 

• IP 電話番号をアドレス帳に登録ずる場合は、 rip 電話サービスを使ってファクス送信ずる」 （ P . 已 2) を参照し 
て < ださい。 


2345678 
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7 章 データを 営録 する 


6. 宛巧名を入力し、 [0 K ] を押ず 9. 战巧别に表示ずるかどうかを選択ずる 


営まが 


〔熟 B 自] I おず/記号 I I 区]-卜 • I 因田 [ 後退 I 

回回回回因囚回の回回曰 
IAJ 回回の回凹回回山 I 
问向旧 W 间间网 nnl I 


[ ‘粗勁吳 j [ ス h 。- ス /' 変換 I [ かな漢 f - r 1 



① ② 


• 宛先名は、20文字まで入力でさまず。 

• 文字入力のしかたは J 取扱説明書(基本編)』 
の r 文字入力のしかた」を参照してください。 

7. ボタン名を入力し、にのを巧ず 


営まが 


〔熟語] I が字/記号 11 区]-卜 • I 回因 [ 後退 I 

回回回回因囚回の回回曰 
IAJ 回回の回凹回回山 I 
问向旧 W 间间间 nnl I 


[ 泣'勁を j [ ス h 。- ス /' 変換 I [ かな漢 f - r 1 



① ② 

• ボタン名は、10文字まで入力でさまず。 

8. 検索文字を入力して、 [0 口を押す 




1 誦語 II 巧字/記号 11 E ]- 卜 • 1 1 ◄ 11 ► 11 i をお 1 

回回回回因囚回の回回曰 

囚回凹の回回山回の 
回因の LXJ 回回回 LJ[=J 

が定 

1 ぉ翊宾 II 化。-かを段 II m-y 1 



0K [ か卿 


① ② 

• 検索文字は、10文字まで入力でをまず。 

• 検索文きは、アドレス帳で宛先を検索ずる 
とさに使ラ文字でず（[あ]〜[ら/わ]の仕分 
けにち使われまず）。宛先名のフ U ガナなど 
をカタカナで入力します。 

• 英数字を入力ずると、アドレス帳画面の 
「あ」行に表おされまず。 

ただし、英数字は検索文字としては使用で 
さません。 




はい 


いい无 




はい 


[お好み]に宛先を表 
示する場合に巧しま 
す。 


いいえ 


[お好み]に宛先を表 
示した<ない場合に 
押します。 


• [お巧み]に登録でをる宛先は1已宛先でず。 
ずでに1日宛先登録されている場合、上の画 
面は表示されません。 


10. [ OK ] を巧す 



• この画面は、ファンクシヨン設定の[ファク 
ス /E メール 機能設定] > [04 キー オペ レー 
夕一専用] >[01 システムの登録] >[104 
アドレス帳ダイヤル情報]び[あり]に設定 
されている場合に表示されまず。 

■アドレス帳に特殊機能を設定ずる場合は、 
「通信機能を登録ずる」 （ P .206) を参照して 
<ださい。 

• アドレス帳にルーティング機能を設定ずる 
場合は、 r ルーティングに必要なアドレス帳 
の設定」 ( P .99) を参照して < ださい。 

•ア ドレス帳に次の宛先を登録ずるときは、 
手順已からの操作を繰り返してください。 

• 操作び終了した日、操作ノ（ネルの< U セツ 
卜> を巧ずと、待機画面に戻りまず。 
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アドレス帳を登録する 


Memo 
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7 章 データを 営録 する 


■通信機能を営録する 

アドレス帳にる種通信機能を登録する場合は、次の手順で操作します。 

( も巧 b を ） 

■通信機能を登録する画面は、ファンクション設定の[ファクス /E メール機能設赶 >[04 キーオペレーター専用] 
>[01システムの登録] >[104アドレス帳ダイヤル情報]び[あり]に設定されている場合に表示されます。 

•ア ドレス帳にルーティング機能を登録ずる操作については、 r ルーティングに必要なアドレス帳の設定」 
( P . 9日）を参照してください。 

•中継同報指況こついては、伸継同報送信を指示ずる[中継同報指示]」 （ P .6 助を参照してください。 

♦マルチコピー通信部数については、「受信側で複数部数印刷させる[マルチコピー通信]」 ( P .82) を参照してください。 
■マルチプ U ント部数については、 r マルチプ U ント部数」 （ P . 108)を参照してください。 

□ 中継局を登録ずる 



2 . 


3. 


4. 


r アドレス帳に電話番号を登録する」 
(P. 20 3) の手順1〜9を行う 

[中継情報の登録]を押ず 



0 K I 


[中継機]を選択し、 [OK] を押す 



中継識別き号に做を設定し、に K ] を巧ず 






r 4 I r 5 I 「6 I 







• 中継識別番号については、伸継同報送信と 
は」 （ P .68) を参照してください。 


5. 2次中継局を経由ずる場合は、2次中継識 
別き号 (2 柄)を設定し、に K ] を押ず 



• 2次中継局を経由しない場合は、何ち入力せ 
ずにののを巧しまず。 

6 . にのを押す 



• 操作び終了したら、操作ノ（ネルの< U セツ 


卜> を巧ずと、待機画面に戻りまず。 

• ァドレス帳に次の宛先を登録ずるとさは、 
電話番号の入力から操作して<ださい。 
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アドレス帳を登録する 


□ 中継送信巧を登録ずる 


1. 「アドレス帳に電話番号を登録する」 
(P. 20 3) の手順1〜9を行う 

2. 忡継情報の登録]を押す 



[中継機むか]び選択されていることを 
確認し、 [0K] を押す 


1 中画 1 


|| 中を医機 W || 



1 

LA 帅維の登録 1 



L 

1 



1 

1 




0 K ■ か m I 

② 

4. 中継同報巧の識別き号に做を設定 
し、 [0K] を巧す 



め ② 



5. 中継局からのダイヤル方法を選択し、 
[0K] を押す 



^ ^ W キ獅 ^ 

© ( 2 ) 

• [短縮]、[内線]を還択した場合は、手順己に 
進みまず。 

• [直接]を還択した場合は、手順7に進みま 
す。 

6. 手順已の設定に応じて、短縮番号 (7 巧 

まで)、内線番号 (7 巧まで)を入力し、 
[0K] を押す 



の 


② 


7. 2;夕中継局の識別き号に做を設定 
し、 [0K] を押す 



• 2次中継局を経由しない場合は、何も入力せ 
ずにののを巧しまず。 
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7 章 データを 営録 する 


8. [0K] を押す 



•アドレス帳に次の宛先を登録ずるとをは、 
電話番号の入力か b 操作してください。 

• 操作び終了したら、操作ノ（ネルの< U セツ 
卜> を巧ずと、待機画面に戻りまず。 


□ LAN 中継同報指示を登録ずる 

アドレス帳に LAN 中継同報指をを登録する操作 
については、 「LAN 中継同報指示をするためのア 
ドレス 帳の設定」 （ P . 1 72) を 参照 してください。 

( ゎ矢 □ b せ J 

• LAN 中継同報指おについては、 「LAN 中継機能を 
使う」 （ P .1 日 4) を参照してください。 
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アドレス帳を登録する 


□ マルチコピー通信部数を登録ずる 

ァドレス帳にマルチコピー通信部数を登録ずる 
場合は、次の手順で操作します。 

• マルチコピー通信部数については、 r 受信側で複 
数部数印刷させる[マルチコピー通信]」 （ P .82) 
を参照して < ださい。 


1. 「アドレス帳に電話番号を登録する」 
(P.203) の手順1〜9を行う 

2. [マルチコピー通信部数の指定]を巧す 



3. マルチコピー通信部数を入力し、 
[0K] を押します。 



① 


4. [0K] を押す 



• アドレス帳に次の宛先を登録ずるとをは、 
電話番号の入力から操作して< ださい。 

• 操作び終了した5、 く U セツト> を巧ずと、 
待機画面に戻0まず。 


□ マルチプリント部数を登録ずる 

アドレス帳にマルチプリント部数を登録する場 
合は、次の手順で操作します。 

• マルチプ U ント部数については、 r マルチプ U ン 
卜部数」か.108)を参照してください。 

1. 「アドレス帳に電話ま号を登録する」 
(P. 20 3) の手順1〜9を行う 

2. [マルチプリント部数の指定]を巧ず 



3. マルチプリント部数を入力し、 [0 口 
を押します。 



① 


4. [0K] を巧す 



• アドレス帳に次の宛先を登録ずるとをは、 
電話番号の入力から操作してください。 

• 操作び終了したら、 < u セツト> を巧ずと、 
待機画面に戻りまず。 
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7 章データを営録する 


■アドレス帳に登録でをる項目 （E メール登録時) 


No . 

項目 

内容 

1 

メールアドレス 

アドレス帳にメールアドレスを登録しまず。60文字まで登録できまず。 

2 

宛先名 

宛先の名前でず。20文字まで登録でさまず。 

3 

ボタン名 

タッチパネルディスプレイのアドレス帳に表示ずるボタン名でず。10 
文字まで登録でさまず。 

4 

検索文字 

タッチパネルディスプレイでアドレス帳を検索ずるとさの、検索文字を 
登録します。 

10文字まで登録でをまず。 

•英数字を入力ずると、アドレス帳画面の r あ」行に表示されまず。 
ただし、英数字は検索文字としては使用でさません。 

己 

送信先 

IPFax (インターネット FAX )、 または PC (コンピューター)を選択しま 
す。 

6 

お巧み 

登録した宛先を、アドレス帳の版好み]タブに表示したいときに[はい] 
を巧します。 

[お巧み]タブに表おでさる宛先は、1已宛先まででず。 

7 

SU 巨ルーティング 

F コードのサブアドレスを利用したルーティング 
をずる場合に登録しまず。 

サブアドレスは、20巧まで登録できまず。 

ファンクシヨン設 
定 （ ファクス /E 
メール機能設定） 
で、機能び設定さ 
れている場合に設 
定でさます。 

8 

数字 ID ルーティング 

数字 ID を利用したルーティングをずる場合に登録 
します。 

数き ID は、20おまで登録できまず。 

9 

発番号ルーティング 

発信ち番号を利用したルーティングをずる場合に 
登録します。 

発信ち番号は、20巧まで登録できまず。 


10 

ダイヤルインルーティ 
ング 

ダイヤルイン番号を利用したルーティングをずる 
場合に登録しまず。 

ダイヤルイン番号は、 U ストから選択できまず。 


11 

A 3 一 巨4縮ル 

A 3 サイズを日4サイズに縮ルして送信ずるよラ 
登録でをまず。 

[送信先]で [ IPFax ] 

を選択した場合に表 
示されます。 

12 

巧手通信能力 

受信側で受信できる解像度を登録しまず。 
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アドレス帳を登録する 


■操作の流れ (E メール営録時) 
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7 章 データを 営録 する 


[02 アドレス帳登録 (E メール)]を押 
ず 


00アドレス振识卜巧刷 


01ホ‘レス振登録(電註） 


02ホ4レス振登録 ( R - ル） 


03 ?卜•レス振のを更 


04ホ‘レス振の消去 


〕 田 


) 因 


1. < フアンクシヨン > を押す 4. 



2. [ファクス /E メール機能設定]を押す 


3. [00 アドレス帳登録]を巧す 


大女字 )[ がき/記写11卜•湖か]1 <]!►)[ 


後退 


山田因囚旧囚回囚回山曲 
山回面の固因口旧の 
回因回囚面回面 □[=] 



メールアドレスの入力については、「メール 
アドレスを入力ずる」 （ P .134) を参照して 
<ださい。 

メールアドレスは、60文字まで入力できま 
す。 

文字入力のしかたは、阳 X 扱説明書(基本編)』 
の r 文字入力のしかた」を参照して < ださい。 


5. メールアドレスを入力し、 [ OK ] を巧 
す 



00外•レス帳登録 


01フ’比 r ラムグイトルの登録 


02 


03 


04卜か V 夕-專巧 


■アドレス帳にメールアドレスを営録する 

アドレス帳にメールアドレスを登録ずる場合は、次の手順で操作します。 

C ゎミ □ b せ j 

•アドレス帳にルーティング機能を登録ずる操作については、 r ルーティングに必要なアドレス帳の設定」 
( P . 99) を参照して < ださい。 

•登録したアドレス帳を変更ずる操作については、 r アドレス帳を変更ずる」か.21已）を参照してください。 
•登録したアドレス帳を削除ずる操作については、 r アドレス帳を削除ずる」 （ P .216) を参照してください。 


anasonic.com 
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アドレス帳を登録する 


6. 宛先名を入力し、 [0K] を押す 



熟語 1 |lii [字/記号 1「区]- r 1 11 ►! 

语退 1 

互回回回回回回の回回 
囚回の回回回山回の 
回因の回回凶 IMJ □曰 

□ 

巧定 

1 無効吳 II 化"-か密換 II かな读トト‘ 1 



K 1 


T 



② 


• 宛先名は、20文字まで入力でさまず。 

• 文字入力のしかたは、阳巧及説明書(基本編)』 
の r 文字入力のしかた」を参照して < ださい。 

7. ボタン名を入力し、 [OK] を巧す 



熟語 II 巧字/記号 11 区]4’ 1 1 ◄11^11 をお 1 

回回凹の囚回山回回 
囚回回の回回山のの 
因因に JIXJ 回回 IMJ □曰 

0 

巧定 

1 無効舆 1 化"-ス / 変換 II かを读モト‘ 1 




1 


② 


• ボタン名は、10文字まで入力でさまず。 

8. 検索义字を入力して、 [OK] を巧す 



• 検索文字は、10文字まで入力でさまず。 

• 検索文きは、アドレス帳で宛先を検索ずる 
とさに使ラ文字でず（[あ]〜[ら/わ]の仕分 
けにち使われまず）。宛先名のフ U ガナなど 
をカタカナで入力しまず。 

• 英数字を入力ずると、アドレス帳画面の 
「あ」行に表示されまず。 

ただし、英数字は検索文字としては使用で 
さません。 


9. 送信巧を選択し、 [OK] を押ず 



① 


② 


① ② 


IPFax 

送信先びインター 
ネット FAX の場合に 
選択しまず。 

PC 

送信先びコンピュー 
ターの場合に選択し 
まず。 


• 登録するメールアドレスを、スキャナー /E 
メール機能でも使う場合は、 [ PC ] を選択しま 
す。 


10. [お好み]に表示ずるかどうかを選択する 




はい 


いい无 




はい 


[お好み]に宛先を表 
示するとさに巧しま 
す。 


いいを 


[お好み]に宛先を表 
おした< ない場合に 
巧します。 


• [お巧み]に登録でをる宛先は1已宛先でず。 
ずでに1已宛先登録されている場合、上の画 
面は表示されません。 


<なページへ続<〉 213 























































































































































7 章 データを 営録 する 


11. 手順9で [ IPFax ] を選択した場合： 

A 3 サイズの原稿を送信するときに 
已4サイズに縮小するかどうかを選択 
ずる 


• ホ目手機の能力に合わせて設定しまず。 

•アドレス帳に次の宛先を登録ずるとさは、 
手順已からの操作を繰0おして<ださい。 
• 操作び終了したら、< リセット > を巧ずと、 
待機画面に戻りまず。 


はい いいえ 



はい 


A 3 サイズび目4サイ 
ズに縮ルして送信さ 
れます。 


いいを 


A 3 サイズのまま送信 
されまず。 


• 相手機の能力に合わせて設定しまず。 


12. 手順9で [ IPFax ] を選択した場合： 
相手側の能力を設定し、 [0 K ] を巧す 



① ② 


400 dpi 

受信側び 400 dpi で 
受信でさる場合に巧 
します。 

600 dpi 

受信側び巨 00 dpi で 
受信でさる場合に巧 
します。 

能力なし 

600 dpi '400 dpi ど 
ち日を受信でをない 
場合に巧しまず。 
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アドレス帳を登録する 


〔卵外•レス帳リスト印刷 

〔01外•レス帳登録幅!去) 

[ 02ホ’レス帳登録(が-1り 

〔03外•レス帳の巧更 

「04アト•レ崖の消モ 


4. [03 アドレス帳の変更]を押す 


1. <フアンクシヨン>を巧す 



2. [フアクス /E メール機能設定]を巧す 


3. [00 アドレス帳登録]を巧ず 


5. 変更したい宛先を選択し、 [OK] を巧 
ず 



ちか さたな はまやら/ねお巧み 


|e 営業剖！ !!□ 間ぉ自 p II 日 旨巧が 1 

醉 

/ 

01 

!□ 企觸 P 1|[3 技術が II 1 


1 II II 1 

1 II II 1 

1 II II 1 


K 1 丰脚 

1 




① ② 


• ちラー度ボタンを巧ずと、還おを解除でさ 
ます。 

6. 内容を変更ずる 

• 設定内容については、 r アドレス帳に電話番 
号を登録ずる」れ203)、 r アドレス帳にメー 
ルア ドレスを登録ずる」れ21 2) を参照して 
<ださい。 

• 次の宛先を変更ずるとをは、手順已〜日の操 
作を繰0おして < ださい。 

• 操作び終了したら、 < u セツト> を巧ずと、 
待機画面に戻りまず。 



00アト•レ識登録 


01グ於つが‘かルの登録 


02 


03 


04卜か V 夕-を用 


■アドレス帳を変更する 

アドレス帳を変更ずる場合は、次の手順で操作します。 
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7 章 データを 営録 する 


[ 00列'‘レス帳リスト巧刷 

〔017卜•レス帳登録(電 i 去) 

r 02 ホ•レス帳登録(け- 1 り 


〔03 ?ドレス帳のぁを 




1 1 04 アト’レス帳の消去 

|| 


4. [04 アドレス帳の消去]を巧す 



宛先は削除されませ 
ん。 


次の宛先を消去ずるとをは、手順已〜6の操 
作を繰0おして < ださい。 

操作び終了したら、< リセット >を巧ずと、 
待機画面に戻りまず。 


■アドレス帳を削除する 

アドレス帳を削除する場合は、次の手順で操作します。 


<フアンクシヨン>を巧ず 



2. [ファクス /E メール機能設定]を巧す 



3. [00 アドレス帳登録]を押す 


00アト•レス帳き録 


01 r 於•うが•佩 I のき録 


] 困 


〕 01 / 
」 m 


] 因 


04卜か V 卜專巧 


5. 削除したい宛先を選択し、 [OK] を押 
ず 



ちラー度ボタンを巧ずと、選択を解除でを 
よ g 〇 


6 . [はい]を巧す 




選択した宛先び削除 
されます。 


r 巧じる ] 
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アドレス帳を登録する 


01アト•レス振登録便謝 


02アト*レス娠登易が - W 


03アドレス帳の巧を 


;00アドレス帳リストが刷]を押ず 


00ホ’レス振识卜印刷 


<フアンクシヨン>を巧す 


4. I 



2. [フアクス /E メール機能設定]を押す 


5. 


3. 


04アドレス帳の消去 


[ P 邮5 ] 


欄始]を選択し、 [ OK ] を巧ず 



①② 

アドレス帳 U ストび印刷されまず。 


• U スト印刷び終了したら、<リセット>を 
巧ずと、待機画面に戻りまず。 



I 〔如か•レス帳登録 

[ 01フ•の•加*か I 顿登録 

I 02 
I 03 

r 04卜化 V 卜き用 


■アドレス帳リストを印刷する 

アドレス帳リストを印刷ずる場合は、次の手順で操作します。 

C ゎミ □ b せ j 

•アドレス帳 U ストは、[詳細設定]の [ U ストプ U ント]から印刷ずることもできまず。 

•アドレス帳 U ストについては、 r アドレス帳 U ストの見かた」 （ P . 2已已）を参照してください。 





217 


























































































































7 章データを営録する 


プ□グラムダイヤルを登録ずる 


■プ□グラムダイヤルとは 

プ□グラムダイヤルには、次の3種類の使い方びありまず。なお、プ□グラムダイヤルは、1已件まで登録でさ 
ます。 

□ 操作手順を記憶したボタンとして使う 

フアンクシヨン設定で、プ□グラムダイヤルに通信の手順や宛先を登録しておくと、タッチパネルデイス 
プレイに表をされるプ□グラム名のボタンを巧ずだけで、通信を設定でさます。 

登録方法は、 r プ□グラムダイヤルを登録する」 （ P . 吕1日）を参照してください。 

□ グループ ダイヤルとして使う 

プ□グラムボタンに、アドレス帳の宛先を複数選択して登録しておくと、グループダイヤルとして使ラこ 
とびでさます。 

登録方法は、 r グループダイヤルを登録する」 （ P .22 1 ) を参照してください。 

□ POP 受信用のボタンとして使う 

POP 受信サーバーのユーザー名、パスワードを登録してお< と、本機のメールアドレスじ(がのメールアド 
レスに宛てた E メールを受信でさます。 

登録方法は、 r プ□グラムボタンに E メール受信を設定する」 （ P .227) を参照してください。 



プ□グラム 
ダイヤル 


广おならせ） 

■登録したプ□グラムダイヤルを使う操作については、口 □グラムダイヤルを呼び出ず」 （ P .4 日)を参照して 
<ださい。 

■プ□グラムダイヤルに営録でをる項目 

プ□グラムダイヤルには、次の項目を登録でさまず。 


No . 

項目 

内容 

1 

プ□グラム名 

プ□グラムの名前でず。 

2 

ボタン名 

ボタンの名前でず。 

3 

通信機能 

プ□グラムダイヤルに通信機能と宛先を登録しまず。 
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プ□グラムダイヤルを登録する 


〔00 r の•ラム识卜印刷 

〔01のトフ•ドィトルの登録 

[[ 02 フ。故*ラがイ州の登録 

r 03 のトフ。》•かルの巧勇 

[ 04フ‘の•ラム/グ A -フ"の消去 


[02 プ□グラムダイヤルの登録]を押 
ず 


1. < フアンクシヨン > を巧す 4. 



2. [フアクス /E メール機能設定]を巧す 


3. [01 プ□グラムダイヤルの登録]を押 

す 



〕〔ぉ字/記号〕〔区トト*] 


r イ 11^] 「曲退 


_9 j 哈 J 回回の囚回の凹回巨] 
IAJ 回回凹凹回回の山 
回囚回 IXJ 回回回 U 曰_ 


無密晚 Ij M •-が効をかな漢トト • 



名前は20文字まで入力でさまず。 

文字入力のしかたは、阳が及説明書(基本編)』 
の r 文字入力のしかた」を参照して < ださい。 


5. プ□グラムダイヤルの名前を入力し、 
[ OK ] を押す 


巧を 



〔00ホ•レス帳登録 

〔01フ•の•加•か1顿登録 

〔02 

[ 03 

「04卜か V 夕-専用 


■プ□グラムダイヤルを営録する 

プ□グラムダイヤルに通信機能を登録する場合は、次の手順で操作します。 

C ゎ； □ b せ J 

•登録したプ□グラムダイヤルを削除ずる操作については、 r プ□グラムダイヤルを削除ずる」 （ P .22 已）を参照 
して < ださい。 

•プログラムダイヤ j しの登録内容は、プログラムダイヤル U ストで確認できまず。「プログラムダイヤルの U ス 
卜」 （0.258) を参照してください。 


営業が 
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営業が 


也 


営まが 


也 


開発が 


管!里が 


〕臣 


企画卽 


互 


企面が 


巧術が 


〕臣 


が孫が 


〕臣 


中も削 


• 操作については、 r 宛先を指定する」 （ P . 1 8) 
を参照して < ださい。 

9. <スタート>を巧す 

プ□グラムダイヤルび登録されまず。 


• 次のプ□グラムダイヤルを登録ずるとさ 
は、手順4からの操作を繰り返してくださ 
し、。 

• 操作び終了したら、<リセツト>を巧ずと、 
待機画面に戻りまず。 


7貢テータを登録する 


6 . 


プ□グラムダイヤルのボタン名を入力 
し、 [0 K ] を押す 


熟語 I 0 S 字/記号 U 区]-卜’ I 回因 [ 後ぷ 

司回回回因囚回の回回曰 
IAJ 回回回凹回回の山 
の因回凶回回回 U 曰 


巧を 


J ぉ'勁を]化。-が'変換 11 かな漢トド 



か測 


① ② 

• ボタン名は10文字まで入力でさまず。 

7. 登録したい通信機能を設定する 


I 厘 

國 


巧卜送信 
画》字 
國小さい ， TIFF 



1 アドレス帳 1 

基本 

1 

詳細設を 1 


1巧ダイかル 

II 

テンキー 

II 

モニクー1 

1 巧殺巧先 

II 日 

E メール 

II 

00お索1 

モ-ド I 

mm 1 

リストプリント 


夕か-送信 


夕々ず-りク•受信 


夕か巧巧ぶ信 




ホ。-りグ受慢 


] 〔 


ホ•-りク•送盾 


操作については、「3章便利なファクス機 
能」 （ P . 已 7) を参照して < ださい。 


8. 宛先を設定する 


巧リ-送信 
励文字 
閥小さい . TIFF 


アドレス懷 


を本 


詳細設定 



巧グイ巾 J レ II テツ丰一|[ モニター ] 


巧お巧先 )§1 E メール〕100 お索 


さ I た I を は ま 【やら/ね お巧み 7^4 を/ 
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プ□グラムダイヤルを登録する 


[ 00グが’站识卜巧刷 

1[ 01ゲ I 卜で夕•かルの登録 

[ 02 7。の W 伽の登録 

[ 03グ j トフ•グイトルの巧要 

r 04 的•ラム/ダル-での消去 



① ② 

• 名前は、20文字まで入力でさまず。 

• 文字入力のしかたは、阳又扱説明書(基本 
編)』の r 文字入力のしかた」を参照して < だ 
さし、。 



5. グループダイヤルの名前を入力し， 
[ OK ] を押す 


熟 B 自 I [[が字/記ち)〔区]- 卜 • J 回因 〔 を退 

互回回回因囚回の回回曰 
IAJ 回回回凹回回の山 
の囚回凶回回回 U 曰 


巧を 


'巧勁奥 


がを換 かな漢トド 


[01 グループダイヤルの登録]を押す 


. <フアンクシヨン>を巧す 


4. 



2. [フアクス /E メール機能設定]を巧ず 


3. [01 プ□グラムダイヤルの登録]を巧 

ず 


I 00 外•レス帳き録_ 

[| 01グのつムタ‘かルの登な 

「02 


03 


04卜れ V 卜專巧 


■グループダイヤルを営録する 

プ□グラムダイヤルにグループダイヤルを登録ずる場合は、次の手順で操作しまず。 

C ゎ； □ b せ J 

•登録したグループダイヤルを変更ずる操作については、 r グループダイヤルを変更ずる」 （ P .223) を参照して 
<ださい。 

•登録したグループダイヤルを削除ずる操作については、口 □グラムダイヤルを削除ずる」 （ P .22 已）を参照し 
て < ださい。 

•グループダイヤルの登録内容は、グループダイヤル U ストで確認できまず。 r グループダイヤルリスト」 
か.2已日）を参照してください。 


クループ01 
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7 章 データを 営録 する 


6. グループダイヤルのボタン名を入力 
し、 [0 K ] を押す 


グループ01 


〔熟語] I お字/記号 I I 区]- 卜 • I 因因 [ i を^ I 

回回回回因囚回の回回曰 
IAJ 回回の回凹回因山 
问网旧 W 间间间 nnl I 


[ 街'効を j [ 化。-ス域換 I [ み、な漢トト’1 



① ② 


• ボタン名は、10文字まで入力でをまず。 

7. グループダイヤルに登録する宛先を選 
択し、！; 0 K ] を巧ず 


あかさた をは まやら/わ お巧み 



0 K ■ キ錫 


① ② 

グループダイヤルび登録されまず。 

• 次のグループダイヤルを登録ずるとさは、 
手順4からの操作を繰り返してください。 
• 操作び終了したら、<リセツト>を巧ずと、 
待機画面に戻0まず。 
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プ□グラムダイヤルを登録する 


[ 00グの’ラム识卜印刷 

[ 01ク‘1トフ•夕•イト A の登録 

[ 02フ。の•ラムドィ圳の登録 

r 03のトフ。》•かルの巧を 

[ 04フ’出 r が/グフ"の消去 


4. [03 グループダイヤルの変更]を押す 



① ② 

• グループ名を変更しない場合は、そのまま 
[ OK ] を巧しまず。 

グループダイヤルのボタン名を変更 
し、 [ OK ] を押す 


① ② 

ボタン名を変更しない場合は、そのまま 
[ OK ] を巧しまず。 


〕〔ぉ字/記号〕〔区：!-ド 


「イ IfVll 後退 


回回 LU 回因の凹の回回ヒ J 
囚回凹旧回凹山回の 
回凶回回回凶回□曰 


巧を 



1. < フアンクシヨン > を巧す 



2. [フアクス /E メール機能設定]を巧す 



3. [01 プ□グラムダイヤルの登録]を巧 

ず 


5. 変更したいグループダイヤルを選択 
し、 [ OK ] を押す 



• ちラー度ボタンを巧ずと、選択を解除でを 
ます。 

6. グループダイヤルの名前を変更し、 
[ OK ] を巧す 


〔郭詰 J 〔お字/記号〕 I E ]- 卜 * J I ◄に ► 11 i を退 I 

回回回回因囚回の回回曰 
囚凹回回凹凹囚回山し， 
回囚回回回回阿□曰じ^ 

I 無现吳|[化。-か効を II かな漠トト •] 

I か 側 I 


I 如ホ•レス帳登録 
|| 01 r の•加*か1顿登録 

[02 

r 03 

I 04卜か V 夕專巧 


■グループダイヤルを変更する 

グループダイヤルを変更する場合は、次の手順で操作します。 


グルー プ 01 


クルー プ 01 
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7 章 データを 営録 する 


8. グループダイヤルに登録ずる宛巧を選 
択し、 [0 K ] を押す 




あかさた なは まや百/ねお巧み 

!□ 営業が II 囚 巧発自 F II 日 留里部 1 

t 

01 

/ 

0 

5 

(□ 企画部 11日 技術が II 1 


1 11 11 1 

1 II II 1 

1 II II 1 



① ② 


• 宛先を変更しない場合は、そのまま [0 K ] を 
巧します。 

• 還択されている宛先は、もう一度ボタンを 
巧ずと、選択を解除でさまず。 

• 他のグループダイヤルを変更ずるときは、 
手順4からの操作を繰り返してください。 

• 操作び終了したら、 < U セツト>を巧ずと、 
待機画面に戻0まず。 
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プ□グラムダイヤルを登録する 


[ 00 7°の‘站识卜印刷 

[ 01ク •) 卜でグイ b ルの登録 

〔 02 7•の•站ゲ伽の登録 

[ 03グル-フ•グ仲ルのを要 

〔04で的•ラム/ダ A - で®消去 


[ 配5 ] 


4. [04 プ□グラム/グループの消去]を 

押す 


〔如か•レス帳登録 

〔01フ•の•加*か1顿登録 

〔02 

[ 03 

r 04卜か V 夕專巧 



はい 


いい无 





はい 


選択したプ□グラム 
ダイヤルび削除され 

On 9 〇 


いいを 


削除を中止ずるとを 
に巧しまず。 


• 他のグループダイヤルを削除するとさは、 
手順己からの操作を繰0返して<ださし、。 


• 操作が終了したら、くリセツト> を巧すと、 
待機画面に戻ります。 


3. [01 プ□グラムダイヤルの登録]を巧 

ず 


1. <フアンクシヨン>を巧す 



2. [フアクス /E メール機能設定]を巧す 


5. 削除したいプ□グラムダイヤルを選択 
し、 [ OK ] を押す 



• ちラー度ボタンを巧ずと、選択を解除でを 
ます。 

6. [はい]を押す 



■プ□グラムダイヤルを削除する 

プ□グラムダイヤルを削除する場合は、次の手順で操作します。 
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7 章データを営録する 


1[ 00フ•の‘ラムリスト印刷 

[ 01のトフ、•か化の登録 

[ 02フ•の•加•他顿登録 

[ 03ク•ル-ア》•イトIIのをま 

[ 04フ"の•が/ク‘1トフ"の消去 


<フアンクシヨン>を巧す 


4. [00 プ□グラムリスト印刷]を押す 



2. [ファクス /E メール機能設定]を巧す 


3. [01 プ□グラムダイヤルの登録]を押 

ず 


5. [プ□グラムダイヤルリスト]を巧す 

6. 欄始]を選択し、 [OK] を押す 




1 中止 

1 閱紀 1 

1 

) 田 

1 1 

1 J "i, 

1 1 

1 J 田 

1 1 

1 1 




1 1 0 K 1 1 柳 it 1 




①② 

プ□グラムダイヤルの U ストび印刷されま 
ず。 


U スト印刷び終了したら、 <リセツト> を 
巧すと、待機画面に戻りまず。 




■プ□グラムダイヤルのリストを印刷する 

プ□グラムダイヤルのリストを印刷ずる場合は、次の手順で操作します。 

C ゎミ □ b せ j 

•プ□グラムダイヤルの U ストは、[詳細設定]の [U ストプ U ント]か日印刷ずることもできまず。 

•プ□グラムダイヤルのリストの見かたについては、 r プ□グラムダイヤルの U ストの見かた」か.2已 9) を参照 
して < ださい。 
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プ□グラムダイヤルを登録する 


3. [01 プ□グラムダイヤルの登録]を巧 

ず 


6 . POP ユーザー名を入力し、 [0 K ] を巧 
ず 


POPfePanasonic.com 


大义ずI〔栽字/記号） 回因 因幻 

团因因囚山山叫山凹曲曲 
回回面の面の口田の 
回囚回囚面因因 □□ 


「 M . -ス1 



① ② 

• POP ユーヴー名は、40文字まで入力でを 
ます。 



[ 00 7’出 r ラム识卜印刷 

[ 01のトフ。々*ィトルの登録 

〔02フ•の*ラム》•か A の登録 

〔03のトフ。》*ィトルの巧勇 

[ 04フ‘の•ラム/グ JK7" の消去 


. <フアンクシヨン>を巧す 



2. [フアクス /E メール機能設定]を押ず 


4. [已 -9] を巧す 


5. [〇已 POP 手動受信登録]を押す 


00外‘レス帳登録 


017’がつムグイれ k の登録 


02 


03 


04卜れV卜專巧 



05 POP 手動を信登録 


08 

09 


) 田 
] 。1 
] の 


巧じる 


■プ□グラムボタンに E メール受信を設定する 

POP 受信ヴーバーに本機を接続している場合は、プ□グラムボタンに、本機のメールアドレスじ(かのメール 
アドレスに宛てた E メールを受信する機能を登録でさまず。 

次の手順でメールアドレスとパスワードを入力します。 

( おならせ） 

•手順8で、パスワードを設定せずにおくと、 POP 受信時にノ（スワード入力び必要になりまず。 

セキユ U テイを重視ずる場合は、手順8でノ（スワードを入力しないことをお勧めしまず。 


圧 W/WS 
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7 章データを営録する 


7. プ□グラムダイヤルのボタン名を入力 
し、 [0 K ] を押す 


POP 


熟語)字/記号] I 区]-卜 ’ I 因因 [ i を^ I 

互回回回因囚回の回回曰 
IAJ 回回回回凹回回の 
问网旧 W 间间网 nnl I 


[ 南'劲史 j 化。-が変換 I [ かな漢トト’1 



① ② 


• ボタン名は、10文字まで入力でをまず。 

• 文字入力のしかたは J 取扱説明書(基本 
編)』の r 文字入力のしかた」を参照して < だ 
さい。 

8 . パスワードを入力し、 [0 K ] を押す 


POP PSWD 


〔熟語] I が字/記号1 1 区]-卜 • I 因因 [ i を^ I 

回回回回因囚回の回回曰 
IAJ 回回の回凹回回山 
回囚回回回回回□曰 


[ 無効を j [ スス /' 変換 I [ かな漢 f - r 1 



① ② 


• パスワードは、10文字まで入力でさまず。 

• パスワードを入力せずにの K ] を巧ずと、 
POP 受信時にパスワード入力び必要にな 
りまず。 

セキュ U テイを重視ずる場合はパスワード 
を入力しないことをお勧めしまず。 


9. POP 受信後に、 POP 受信ヴーパーか 

5メールを削除するかどうかを選択 
し、 [0 K ] を押す 



① ② 

なし 

POP 受信後、受信し 
た E メールファイル 
は POP 受信サーバー 
から削除されません。 

あ0 

POP 受信後、受信し 
た E メールファイル 
は POP 受信サーバー 
から削除されまず。 


POP 手動受信用のプ□グラムボタンび登録さ 
れまず。 


• 操作び終了したら、< リセット > を巧ずと、 
待機画面に戻りまず。 

参 POP 手動受信の登録を続けるときは、<リ 
七ット>を巧さず、手順6の POP ユーヴー 
名の登録か b 操作してください。 
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プ□グラムダイヤルを登録する 


Memo 
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7 章データを営録する 


リモート登録 


■ U モート登録の概要 

リモート登録とは、遠隔地のコンピューターから 、 E メールによって、本機のインターネットパラメーターや 
アドレス帳などの設定を変更でさる機能です。 

コンピューターか5本機に対して E メールを送信ずることにより、自局情報のインターネットパラメー 
夕 一、 ア ドレス帳、通信管理レポートなどを登録したり、内容を取り出したりでをます。 

( お知らせ） 

•この機能は、ファンクション設定の[ファクス /E メール機能設定] >[04キーオペレーター専用] >[01シ 
ステムの登録]>[1已8 メール U モート登録]び[あり]に設定されている場合に使えまず。お買い上げ時は、 
[なし]に設定されていまず。 

変更の操作については、阳又扱説明書（ファンクション設定編)』の「4章ファクス /E メール機能設定」を参照 
して < ださい。 


コマンド+パスワード 


f -インタ-ネツトハラメ-夕- 
< -アドレス帳 


1- 通信 IS レポ-卜 



インターネット FAX 



-インターネットパラメーター 
-アドレス帳 
-通信管理レポート 


インターネット 


修正/保巧 

-インタ-ネットパラメ-夕- 
-アドレス帳 


インターネット FAX 
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U f — 卜登録 


■ほ用でをるコマンド 

E メールの件名欄を、コマンドラインフイールドとして使いまず。 



J ファイルを）漏集(をま示が巧入のま巧に）、ンールの y 


H 皂をのを^皆 

の 4^? ， 马 I 

鹽巧先： 

ifax 2@ pan aso nic.com 

函 CC : 


件る： 

#get parameters (1 234567890)# 



コマンドを入力 


本機では、次の表のコマンドを使用でさまず。 



件名に入力ずるコマンド 

説明 

1 

#set parameters ( password )# 

インターネットパラメーターの登録 

2 

#get parameters ( password )# 

インターネットパラメーターの取り出し 

3 

#set abbr ( password )# 

アドレス帳の登録 

4 

#get abb 「( passw 日 「 d )# 

アドレス帳の取り出し 

5 

#get jnl ( password )# 

現在の通信管理レポートの取り出し 


• set ： 登録を表しまず。 


取り出しを表しまず。 

インターネツトパラメーターを表しまず。 

アドレス帳を表しまず。 

通信管理レポートを表しまず。 

本機の自局情報の登録設定項目に登録された U モートパス 
ワード(例：1234已6789 0) を表しまず。 

パスワードの両端はカツコ’’ （）" で囲みまず。 

コマンドの両端は#で囲み、半ち文字で入力しまず。 


• get ： 

• parameters ： 

• abbr ： 

• jnl : 

• password ： 


( T お知らせ） 

•本機に登録した場合、および取り出しを行なってエラーとなった場合、 U モート登録を指示したアドレスへ 
確認の E メール ("Internet Fax Return Receipt ") び送信されまず。 

□ Internet Fax Return Receipt 例 


Internet FAX Retiun Receipt に |[ta|[X| 


フパルの温集を）表示 W ) 巧入を善巧を） I トル巧巧胁 M ) 叫の、ぶ 
か它—ゲ)む•別ン1 

差化人： ifax 2@ panasonic.com さ f 言日時： YYYY / MM/DD 1&00 

おホ： admin 卿 ] anasonic.com 

CC ： 

许をし!)： Internet FAX Return Receipt 

***** Internet FAX Return Receipt ***** 

From : admin @ oanasonic.com 

To : ifax 2@ pan aso nic.com 
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7 章 データを 営録 する 


■登録/取り出しでをるインターネットパラメーター 

リモート登録で登録/取り出しでさるインターネットパラメーターは、次のとおりでず。 

• FROM 選択（ユーヴー名:最大24件まで） 

• デフオルトドメイン 

• セレクトドメイン(最大10件まで） 

• 中継許可ドメイン(中継送信指示を許可ずるドメインを最大10件まで登録可能） 

• 管理者メールアドレス 
• 中継用ノ（スワード（最大已件まで） 

• ドメイン名（中継許可ドメイン名:最大已件、それぞれ30文字まで） 

• LDAP サーノ（一名(最大60文字まで） 

• LDAP □グインユーヴー名(最大40文字まで） 

• LDAP パスワード(最大10文字まで） 

• LDAP サーチベース(最大日0文字まで） 

• コ S ュニティー名 

• デバイス名 
• デバイス□ケーション 

( おならせ） 

• 上記じ(外のノ（ラメーターは、本機のファンクション登録で自局情報の登録び必要でず。 

• インターネットパラメーターの登録や取り出しで入力ずるパスワードは、本機のインターネットパラメー 
夕一 （ 自局情報）で設定した U モートパスワードでず （ 例：1234已67890 )。 

• このコマンド (set parameters ) を使用ずると、現在のインターネットパラメーターの設定び上書きされま 
す。 

念のため、 r 各種情報を取り出ず」 （ P .232) で説明ずる取り出しを最測こ実行し、そのデータを保をしておく 
ことをお勧めしまず。 

■各種情報を取り出す 


リモート登録では、インターネットパラメーター、アドレス帳、通信管理レポートを取り出しでをまず。 

取り出しずる場合は、じ(下に示すコマンドを[件名]欄に記述して、コンピューターか5本機へ E メール(テキ 
ストメール)を送信します。 


コマンド 

取り出しできる情報 

#get pa 「 amete 「 s ( passw 日 「 d )# 

インターネットパラメーター （ 自局情報） 

#get abb 「( passw 日 「 d )# 

アドレス帳 

#get jnl ( password )# 

通信管理レポート 


广お巧らせ） 

• ここで入力ずるパスワードは、本機の自局情報へ登録された U モートパスワードでず。 
• Cc 、巨 CC などの欄は空欄で送信してください。 
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u モート登録 


□インターネットパラメーターの E メール例 


1 が おが para meters (1 234567890)# 

ファイル(む漏美(白表示が巧入のま巧喧）シールの 

' 巧を信載 あ 獻 。な 1 んぃ 

鹽夕 E ホ： 1 ifax2@panason ic.co m - j 


鹽 < x : 1 

-川 

片お： |#get parameters り 234567 の〇ザ - 



(1) •宛先 （ To ) 

•差出人 （From ) 


•件名 （ Subject ) 


:本機のメールアドレス 

:新規の E メールメッセージを作成ずる場合、このフイールドは通常は表示 
されず、デフオルトのメールアドレスび入っています。このフイールドは、 
インターネットパラメーターの受信とエラーメッセージの通知に使用さ 
れます。 

:データの取り出しをずるには#邑 et parameters ( password )#、# 邑 et 
abbr ( password )#、# 邑 et jnl ( password )# のいずれかを記述します。 


■通信管理レポートの扱いについて 

• 通信管理レポートを取り出した5、固定幅のフォント （ 例：夕ーミナルやクーリエ）に変換し、取り出 
した通信管理レポートの内容をコンピューター上で位置合わせしてください。 
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7 章データを営録する 


■取り出し/編集をしたインターネットパラメーターやアドレス帳 
のバックアップ/登録 

取り出したインターネットパラメーターまたはアドレス帳を編集します。編集したデータは、バックアップ 
の目的でテキスト形式 (. txt ) のファイルとして保巧しておさます。 

を種情報を編集する場合は、次の手順で操作しまず。 


1 . 新規メッセージを作成し、宛先、差出人、件名の各欄へ次のように記入します。 

•宛先 ( To ) :本機のメールアドレス 

•差出人 （ From ) :新規の E メールメッセージを作成する場合、このフイールドは通常は表示され 

ず、デフオルトのメールアドレスが入っています。このフイールドは、インター 
ネッ トパラメーターの受信とエラーメッセージの通知に使用されます。 

•件名 （ Subject ) :データ登録のためには、次のいずれかを記述します。 

#set para meters ( password )# 

#set abbr ( password )# 

2 . 取り出した各種情報のテキストフアイルを開き、新規メッセージの本文へ目占り付けまず。 

3. エラーが発生しないように 、 E メール本文にヘッダー情報がある場合は削除してくださし、。 

( お巧らせ） 

• "#" に続く情報は、削除しても、そのまま残しておいてもかまいません。 

4. 設定內容を編集します。 

5. 編集が完了した5、ロアイル]メニューの[別名で保を]を選択し、拡張子に. txt を設定 
してバックアップ用として保をします。 

6 . 編集された各種情報を本機へ E メールとして送信します。 
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U f — 卜登録 


□ インターネットパラメーターの E メール例 


'#set parametersd 234567890)# 


.inixi 


ファイルの漏業を）表示巧入のきがが、ンールの ：>^ジたージ(凶）ヘルブ(ぶ 


马掛言I 義喧疆の Iを^。文〔’のん!，I马I巧里 


陶夕 E 先:[けぶ c2@panason ic.com 
國 CC: I - 

件を： 


|#set parameters(1 234567890)# 


(!)■ 


(9) 


差出人：パナソニック 
件名：自局情報リスト 
夕 a 先： user1 ©Panasonic.com 

'( メールを 5^'^ 言する前に、このへッダ - 


- は削除してください） 


#- 

甘 DP-C322 自局情報リス 

甘 

甘 発信元情報 
甘 自局 メール アド レス 
甘 日時 

甘 - 

#- 


Panasonic 
ifax2@panasonic.com 
YYYY 年 MM 月 DD 日 15 時 00 分 


#インターネットパラメーター 


P アドレス 


( a ) 


#サブネツトマスク 

# メ ー J レサー■/く一 
#デフオルトルーター 

# D N S サーバ ー 

# 2ndD N S サーバー 

# PO P サーバ ー 

# PO P ユーザー名 

# - 

©sender (b) 

-01 : PANASONIG;ifax@panasonic.com 
02 ： PCC;ifax2@pcc.Panasonic.com 
@end _ 


192.168 .3.21 
255.255 .255.0 

es1.panasonic.com 

192.168 .3.22 
192.168 .3.1 
O.O.O.O 

es1.panasonic.com 
ifax2 


(C) 


©select—domain - 

01 : pcc.panasonic.com 
02;panasonic.com 

@end _ 

@relay—domain — 

panasonic.com 

pcc.panasonic.com 

@end _ 

©system - 


domain;panasonic.com — (s) 
manager ： user1 @panasonic.com 
remote;" 12345678 90" -(C) 
@end - 


(b) 


@relay—password 


( a ) — 01;"G3RELAY";G3; —— ( c ) 
02;"rlypass";G3; 

@end "'(b) _ 

@ldap - 

server;ldap.panasonic.com 

login ： - 

password ： 
base;c 二 jp 
@end _ 

@mib - 


-(d) 


搜 


-( a ) 


( 2 ) 


(3) 


(4) 


(5) 


( 6 ) 


(7) 


com_name1 ipublic —(3) 
com_name2：public — (b) 
device：Panasonic DP-C322 — ( c ) 
location ： -(d) 

@end - 


脚 


d 
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(1) 宛先 （ To ) 

差出人 （From ) 

件名 （ Subject ) 

(吕 ） ©sender ~ @end 


(3) © select-domain ~ @end 

(4) @ relay-domain 〜 @end 

(已 ) ©system 〜 @end 


(已） © relay-password ~ @end 


本機のメールアドレス 

新規の E メールメッセージを作成する場合、このフィールドは通常は 
表ちされず、デフオルトのメールアドレスび入っていまず。このフィー 
ル ドは、インター ネッ トパラメーターの受信とエラーメッセージの通 
知に使用されます。 

データを登録するには #set parameters ( password )# と記述しま 
す。 

From 選択を（吕）の ©sender ~ @ end の間に記述します。 

24個 L ソ内で発信者選択用ユーザー名称、メールアドレスを登録しま 
す。 

各データの区切りにセミコ□ン （;） を記入します。 

さ発信ち選択用の記述データは、単一行で完結する必要びありまず。 
構では<発信者選択番号>;<ユーザー名称>;<メールアドレス> 

( a ) 01〜24 :発信ち選択番号の表ち 

(がユーザー名称：（全角かな漢字英数字で最大20文字） 

(C) メールアドレス：（最大已〇巧） 

セレクトドメイン名を （3) の © select-domain ~ @ end の部分へ記 
述しまず。セレクトドメイン名は最大10個まで登録でをます。 

構文はく登録番号>:くセレクトドメイン> 

ドメイン名を （4) の © relay-domain ~ @ end の部分へ記述します。 
インターネット FAX か5—般のファクスへ LAN 中継送信を許可ず 
るドメイン名 （ 中継許巧ドメイン名）を最大10個まで登録しまず。 

インターネットパラメーターを（已）の ©system ~ @ end の部分へ 
設定します。 

登録するインターネットパラメーターは次のとおりです。 

( a ) デフオルトドメイン(最大已〇巧） 

構文は domain ： くデフオルトドメイン> 

(が管理ちメールアドレス(最大己0巧） 

構文は manager ： <管理ちのメールアドレス> 

似リモートパスワード(最大10巧） 

構刃ま remote ："< リモートパスワード >" 

例にな5って""でリモートパスワードを囲む必要びあります。 

中継用パスワードを(已）の @ relay - password 〜 @ end の音 B 分へ記述 
しまず。 

已個の中継用パスワードび登録でをます。 

さデータの区切りにセミコ□ン （;） を記入します。 

構文は < 中継用パスワード番号> ;" く中継用パスワード> II ; <中継 
通信モード>: 

( a ) 01〜〇已：中継用パスワード番号の表ち 

(が中継用パスワード(最大10巧） 

例にな5って""で中継用パスワードを囲む必要びありまず。 
中継用/くスワードには、ムソ下の特殊文字を登録しないでください。 

「（丄 「）」， r く」，「>丄 r [丄「]」，「：」，「；」，「@丄「\丄「，」， 
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(C) LAN 中継時の通信モード 

指定する通信モードに対して、下記の指定文字を使用する必要びあ 
りまず。 


LAN 中継通信モード 

指定文字 

外線 

G 3 

G 4 

G 4 

G 3( l ) 

G 3 I 


(7) 倒 dap 〜 @end : ( a ) LDAP ヴ ー/ (-名 （ 1 ) (最大己0文字の半ち英数字） 

構文は server ：< ヴーパ‘一名> 

(が LDAP □グイン；ユーザー名(最大40文字の半角英数字） 

構文は1〇邑 in ;< ユーザー名> 

(C) LDAP パスワード撮大10文字の半角英数字） 

構文は password ; "くパスワード >" 

( d ) LDAP サーチベース(最大已〇文字の半角英数字） 

構文は base ：< LDAP ヴーチべース> 

旧） @ mib 〜 @end : ( a ) コミュニティー名1(最大3吕文字の半ち英数字） 

構文は com _ namel ;< コミュニティー名> 

(がコ5ュニティー名吕(最大3吕文字の半ち英数字） 

構文は com _ name 吕;< コミュニティー名> 

(C) デバイス名(最大32文字の半角英数字） 

構文は device ;< デバイス名> 

( d ) デバイス□ケーシヨン(最大32文字の半角英数字） 

構文は location ; くデバイス□ケーシヨン> 

(日)本機に E メールを送信してインターネットパラメーターを再設定ずる前にヘッダーを削除する必要びあ 
りまず。 
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7 章 データを 営録 する 


□アドレス帳の E メール例 


i#set abbr(12345 の明 0 油 


目回口 


ファイルの 

漏集を）表示が : 

巧入のきなり）、ンールのホソたージ ( 凶）ヘルブお ) 

掛言 

接遺靖の 

A な 

® 马 1 巧里 


回 


鹽お t : 
跑 CC: 
件る： 


|ifax2@panason に . com - 1 


1 

(1) 

|#setabbr(1 234567890)# 



差出人：/くナソニック 
件名：アドレス根 
宛た： user1@panasonic.com 

C 二んを夏 ft すえ前 i こ—、5る^^をこ■下よ—削— 除 — し—て—ぐをざし^) 


(5) 


#- 

# DP-G322 アドレス帳リス 

# 

#発信元情報 
#自局メールアドレス 
#日時 

#- 


P 日 n 日 son I C 
ifax2@panasonic.com 
YYYY 年 MM 月 DD 日 15 時 00 分 


朔 1 st - 

entry-number ： - 

station-name ： _ 

key-name ： - 

index-letter ： - 

station-address; — 
communication-mode; 
routing-subaddress ： 
routing—id—number; 
routing-id—natuia: 
routing-id—dialin: 

favorite: - 

address-kind ： - 

@end 


(a) 

化） 

-(c) 


-(d) 

■(e) 

■(f) 

-(g) 

-(h) 

-(i) 

- G ) 

-(k) 

-( 1 ) 


( 2 ) 


-.inT T T T でぞ叩） （ i ) ずザ（ I ) 

(a) _ 001; パナ営業：パナ営業：パ ; ifax001@panasonic.com;LAN; 川 1;0334919191 :22222;05;FAVORITE;SCAN; 


(b) (c) (d) (e) 

III 

" 営業：パ :)■ 営業：パ : ifax001@par 
002 ： 本社：本社：ホ : #0312345678:03 ：： 
003 ;ニューヨーク G3：N Y 
@end (a) 化） 

©program P01"POP3" 

-(d) 


P 棘 


j3#21 @usfax.panasonic.com ： LAN;; 
'(m) 


(3) 


user ： P0P3 - 
password: pop-pswd 

delete：on _(f) 

@end 


■(e) 


©program P02 
001-003 —— 
@end - 


(g) 

パナグル - 

- G ) 


-プ 


(h) 

パ手グル- 


づ 


(i) 

GROUP 


(4) 


(1) 宛先 （ To ) 

:本機のメールアドレス 

差出人 （From ) 

:新規 E メールメッセージを作成するとさ、通常このフイールドは表を 
されませんび、デフォルトのメールアドレスび入っています。この 
フイールドは、アドレス帳データの受信とエラーメッセージの通知に 
使用されます。 

件名 （ Subject) 

:データを登録するには、# set abbr(password)# と記述しまず。 

(2) 劍 ist 〜 @end 

: 剧 ist 〜 @end の中に ©begin ~ @end の中に記述ずる内容を指定 
しまず。 


(a) entry-number :登録番号(必ず記述してください） 

(b) station-name :宛先名称(必要なときに入れます） 

(C) key-name :ボタン名称(必ず記述してください） 
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(3) ©begin ~ @end 


州 index-letter 


似 station-address 


検索文字(全角カタカナ） 
(必ず記述して < ださい） 


:電子メールアドレスまたは電話番 
号(必ず記述してください） 

:通信モード(お要なとさに入れます） 

:ルーティングサブアドレス 
(必要なとさに入れます） 

:ルーティング数字の 
(必要なとさに入れます） 

:ルーティング発番号 
(必要なとさに入れます） 

:ルーティングダイヤルイン番号 
(必要なとさに入れます） 

:お好み（必要なとさに入れまず） 

:スキャナ ー E メールアドレス 
(必要なとさに入れます） 

©begin - @ end の間にアドレス帳のデータを記述しまず。 

情報を編集、削除します。 

をデータフィールドの区切りにセ5コ□ン （;） を記入します。じ(降の 
フィールドび空白の場合は、区切りにセミコ□ン （;） を挿入しまず。 

各記述データは、単一行で完結ずる必要びあります。 

剧 ist 〜 @ end で記述した内容で構文を指定します。 @ begin の前に 
倒 ist 〜 @ end を使って構文を指定していない場 S ま、デフォルトの 
構文は次のとおりになります。 

<登録番号>:<宛先名称>:<ボタン名称>:<検索夕字>:<宛先 
のアドレス> : <通信モード> : <ルーティングヴブアドレス> :< 
ルーティング数字 ID >:<ルーティング数字発番号 >:<ルーティン 
グダイヤルイン番号>:<お気に入り>:<スキャナ ー E メール> : 


(り communication-mode 
( 邑） 「 outin 邑 -subaddress 

(h) 「 outin 邑 -id-number 

の 「 outin 邑 -id-hatuid 

の routing-id-dialin 

(k) favorite 

(l) address-kind 


(a) 登録番号 


琶録されるアドレス帳番号 


001こ1000 :001〜1000のアドレ 
ス帳をちしまず。 

(最大 1000 宛先。 DP-C 吕已吕 /C3 吕吕は最 
大吕00宛先。オプシヨンの八ードディスク 
(DA-HD32) を装着している場合は 1000 
宛先） 


(が宛先名称 


(C) ボタン名称 
(d) 検索文字 

(巨）宛先のアドレス 

び）通信モード 


登録される宛先名称(全角かな漢字英数字で 
最大20文字） 

登録されるボタン名称(最大10文字） 

登録される検索文字 

(全角カタカナで最大10文字） 


電子メールアドレス(半角英数字で最大已〇 
巧)または電話番号(半角数字で最大已2巧） 

通信モードを下記指定文字で登録します。 


LAN 中継巧信モード 

指定文字 

外線 

G 3 

G 4 

G 4 

G 3( l ) 

G 3 I 

LAN 

LAN 
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ルーティングに使用されるサブ 
アドレス 

(半角数字で最大20巧） 

ルーティングに使用される数字 
ID 番号 

(半角数字で最大20巧） 

ルーティングに使用される発信 
ち番号(半角数字で最大20巧） 

ルーティングに使用されるダイ 
ヤルイン番号 
(半角数字で01〜已 0) 

(ダイヤルイン番号の登録につ 
いては、『取扱説明書(ファンク 
シヨン設定編)』の「4章ファク 
ス /E メール機能設定」を参照し 
て < ださい。） 

「お好み」に登録するための構文で 
す。登録する場合は " FAVORITE " 
と記述しまず。前後には半角ダブ 
ルクオーテーシヨン （II II )を 

記述しまず。 

スキャナ ー E メールアドレスと 
してち登録ずるための構文で 
す。登録する場合は " SCAN " と 
記述します。前後には半ちダブ 
ルクオーテーシヨン （II II )を 
記述しまず。 

( m ) 電話番号の場合、シャープ記号げ)のあとに入力しまず。 

(4) ©program ~ @end : © program ~@ end の間に、グループダイヤル、または POP 手動受信 

キーとして登録されるプ□グラムのデータを記述します。 

( a )( b )( c ) を含む構文は 

@ pro 旨 ram (半角スぺース)<プ□グラム番号 >(半角スぺース )||< P 0 P 
ボタン名称 >"( 半角スぺース ) P 0 P 


( a ) プ□グラム： POl 〜1已 


( b ) POP ボタン名称： 

登録される POP ボタン名称 
(全角かな漢字英数字で最大10文字） 

( C ) POP 

プ□グラムボタンを POP 手動受信キーとし 
て登録するための構文。 

構文は 

||< P 0 P ボタン名称 >"( 半角スペース ） POP 

( d ) POP ューザー名： 

登録される POP ユーザー名 
(最大40巧の半ち英数記号） 

( e ) POP パスワード： 

登録される POP パスワード 

(最大10巧の半角英数記号)前後には半角ダ 

ブル クオーテーシヨ ン （"") を記述しま 

す。 

の E メールの受信後に POP サーバー上の E メールを削除ずるかどラ 
かを設定しまず。 

(0 斤：削除しません on :削除します） 


(邑）グループダイヤル名称： 

登録されるグループダイヤル名称(全角文字 
で最大20文字） 


(有）ルーティングヴブアドレス 

( h ) ルーティング数字 ID : 

り)ルーティング発番号 ： 

のルーティングダイヤルイン番号： 

( k ) お好み ： 

( l ) スキャナ ー E メールアドレス： 
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( h ) ボタン名称 

:登録されるグループダイヤルのボタン名称 
( 全角文字で最大10文字）(必ず記述して< 
ださい） 

の GROUP 

:プ□グラムボタンをグループダイヤルとし 
て設定するための構文。 

構文は"< グループダイヤル名称>;くボタン 
名称 >"GROUP 

の登録番号 

:登録されるアドレス帳 

001-1000 :001〜1000のアドレ 
ス帳を示しまず。 

(最大1000宛先。 DP - C 吕己吕 / C 3 吕吕は最 
大吕00宛先。オプションのハードディスク 
( DA - HD 32) を装着している場合は1000 
宛先） 


(已)本機に E メールを送信してアドレス帳を再設定ずる前に、このヘッダーを削除ずる必要びありまず。 
"#" に続く情報は、削除してち、そのまま残しておいてちかまいません。 


广おならせ） 

•通信ず約びある場合 、 E メール経由での登録はでさません。 

•アスタ U スク"がび先頭から已個連続ずるような POP パスワードを 、 E メール経由で登録ずることはできませ 
ん。インターネットノ（ラメーターの取り出しを行なう場合、他人に知られないようにずるため 、 POP ノ（スワー 
ドび 「*****」 で表示されまず。元の POP パ スワ- ドを上書きしたり、誤入力しないようにずるため、本機では 
E メール経由では「*****」を登録できないようにしていまず。 

アスタリスク"*"び先頭から已個連続ずるよラなノ（スワードを登録したい場合は、本機の操作パネルか b 直接 
登録して < ださい。 
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■アドレス帳を化の削除 

本機のアドレス帳のデータ全体を削除ずる場合は 、 E メールの本文にじ(下のコマンドを入力しまず。 

©command 

delete 

@end 


このコマンドを ©begin - @ end ブ□ックの前に挿入して、アドレス帳のデータ全体を削除し、新しいデー 
夕でアドレス帳を再設定ずることちでさます。 

アドレス帳のデータ全体を削除するには 、 E メールの[件名]欄の行にじ(下のコマンドを入力しまず。 

#set abbr ( password )#： このパスワードは、本機の自局情報に登録されたリモートパスワード 

でず。このコマンドを送信する前に、 r 各種情報を取り出す」 （ P .232)、 
「取り出し/編集をしたインターネットパラメーターやアドレス帳の 
バックアップ/登録」 （ P .234) で説明するデータの取り出しと編集の 
手順に従つて、コンピューターへの既存データの受信と/くックアップ 
を実行して < ださい。 



广おならせ） 

" delete " を行った場合、アドレス帳の内容は削除され、お買い上げ時の状態となりまず。 
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8 章 

レポー ト / ij ストについて 

I 


この章では、本機か5印刷されるレポート/リストの印刷ち法と、見かたに 
ついて説明していまず。 
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8 章レポート/リストについて 


通信管理レポート 


通信管理レポートは、最新の200通信分の通信結果(送信•受信)び記録されたレポートでず。 

吕〇〇通信ごとに、自動的に印刷されます。 

•ファンクション設定の[ファクス / E メール機能設定] > [04 キーオペレーター専用] > [0 1システム 
の登録] >[13通信管理レポート]び[あり]に設定されている場合に自動的に印刷されます。 

• ファンクション設定の通信管理レポートの設定にかかわ5ず、[詳細設定]の[リストプリント]か5、 
手動で通信管理レポートを印刷でさまず。 

• [詳細設定]の[リストプリント]の[通信管理レポート]で、[送信のみ]または[全通信]を選択すると、 
タッチパネルディスプレイで通信結果を確認でさまず。 

ここでは、通信管理レポートを手動で印刷する操作、タッチパネルディスプレイで通信結果を確認する操作、 
および通信管理レポートの見かたを説明します。 

( おならせ） 

•お買い上げ時、ファンクション設定の [1 3通信管理レポート]は、[あり]に設定されていまず。 

設定を変更ずる場合は J 取扱説明書(ファンクション設定編)』の「4章ファクス /E メール機能設定」を参照 
して < ださい。 


■通信管理レポートを印刷する 

通信管理レポートを印刷ずる場合は、次の手順で操作しまず。 


1. <フアクス > を押す 


4. [通信管理レポート]を巧す 


2. [詳細設定]を押す 


州-送信 
國义字 
國小さい ， TIFF 



1アドレス帳 ■ 

暮本 

1 

詳細設定 1 


[ 再グイ中ル II 

テン キー 

II 

モニクー 1 

1 巧が巧み 1 1因 

E メール 

II 

庄1お索1 


ま 

や 

ら/わ 

お巧み 




目 営業が 很 営業部 拒 巧発部 


巨 


管!里が 


巧術が 




〕SI 


企画が 




お務糾 


JIE 


中嫂用 


田 

01 

/ 

01 

の 


3. [リストプリント]を巧ず 


州-送信 
國文字 
國小さい .TIFF 



1アルス帳■基本 

1詳編战1 


1 ちグイおル 11 テ ツキー 

JI モニク- 1 


瓶 fj 婉先 E メール JlQO な卖 I 


特巧通信 
夕か通信 〔 


クトモード 


mm% 


リストフリント 


夕々-送信 


夕か特巧通信 


〕〔 


夕々ず-すぶ*を信 


巧な通恒 [ 


ホ‘-で々•を信 


〕 [ 


ホ•ザバ•送信 


特巧通信 



5. [リストプリント]を押す 



通信管理レポートび印刷されまず。 

• U スト印刷び終了した日、 <リセット >を 
巧すと、待機画面に戻りまず。 


244 









































































































































通信管理レポート 


■通信結果をタッチパネルディスプレイで確認する 

通信結果をタッチパネルディスプレイで確認ずる場合は、次の手順で操作します。 


1. <フアクス >を巧す 


5. [送信のみ]または[全通信]を押ず 


2 . [詳細設定]を押す 



3. [リストプリント]を押す 



4. [通信管理レポート]を押す 



识トフ•の卜 


送信のみ 


を通信 



陪信のみ] 

送信結果だけを確認ず 
る場合に巧しまず。 

[全通信] 

送イ 3 結果、受信結果の 
両方を確認ずる場合に 
巧しまず。 


通信結果び表示されまず。 


も. 通信結果の確認が終了した5、 [0 K ] 
を押ず 



• 操作び終了したら、 < u セツト> を巧ずと、 
待機画面に戻りまず。 
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8 章レポート/リストについて 


■通信管巧レポートの見かた 

通信管理レポートには、次の項目び表示されます。 


【レポート例】 

( 日） （日） （ 7) (8) 


(目） （10) (11) (12) (13) 


通信管理/ポート 


パ 


01へ- 

DP-C322 AJVOIO^ 0AZ 

ナソ ニック - 


シ、 _(1) 
-( 2 ) 
—— (3) 


C5 年 08 月 07 E 14 時 0: か 一 (4) 


3送信* 


No. 

受付番号通信日時 

巧手先 

お数 

通信種別 

通信時間 

モ - 卜 ’ 

が況 

001 

128 

08-02 19:13 

経理部 

00/01 

送 

信 

〇〇:〇〇’〇〇 

G3(l) 

停止 sw 

002 

158 

08-03 11:37 

総務部 

01/01 

送 

信 

00:00'23 

G3(l) 

を好 

003 

164 

08-03 12:03 

総務部 

01/01 

送 

信 

00:00'22 

G3(l) 

を好 

004 

004 

08-03 12:07 

営業部 

00/01 

マルチコピー通信 

〇〇:〇〇’〇〇 

G3(l) 

相手話中 

005 

015 

08-03 12:10 

営業部 

01/01 

マルチコピー通信 

00:00’39 

G3(l) 

を巧 

006 

025 

08-03 12:10 

営業部 

01/01 

送 

信 

00:00’40 

G3(l) 

を巧 

026 

035 

08-02 12:05 

総務部 

) 

01/01 

送 

信 

00:00’22 

G3(l) 

を好 


* 受信* 


No. 

受付番号通信日時 

相手先 

お数 

通信種別 

通信時間 

モ-ド 

状が 

001 

156 08-03 17:37 

経理部 

01 

受信 

〇〇:〇〇’〇〇 

G3(l) 

停止 SW 

002 

158 08-03 11:37 

総務部 

01 

ポーリング受信 

00:00'23 

G3(l) 

相手話中 
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通信管理レポート 


No . 

項目 

説明 

(1) 

ページ番号 

通信管理レポートのページ数でず。 

(2) 

機種名と ROM No . 

本機の機種名と ROM No . でず。 

(3) 

発信元 

自局の発信元情報び20文字まで記載されまず。 

(4) 

印刷した曰時 

通信管理レポートを印刷した日時でず。 

(已） 

No . 

レポート上の番号でず。 

(日） 

受付番号 

受け付け順につけられる番号でず。 

(7) 

通信曰時 

通信した曰時です。 

旧） 

相手先 

宛先名 ：アドレス帳の宛先名、または巧手の文字 ID でず。 

番号のみ ：相手の数字 ID 、 またはダイヤルした電話番号でず。 

E メールアドレス相手の E メールアドレスでず。 

(9) 

枚数 

送受信したページ数でず。 

• 2 析の数字の場合 

ダイレクト送信、クイックメモ U —送信で送信でをたページ、およ 
び受信でをたページ数び記載されまず。 

• 2 析の数字/2析の数字の場合 

メモリー送信の場合に、送信でさたページ数/メモ U —に蓄積した 
ページ数のお式で記載されまず。 

* び記載されている場合は、ホ目手機び異常のとをでず。 

(10) 

通信種別 

次のいずれかび記載されまず。 

[送信] [宛先別一括送信] [パラメーター送信] 

[ページ再送信] [手動送信] [短縮設定送達通知] 

[パスワード送信] [手動ファイ j し転送][短縮ダイヤ j レ送信] 

暖信] [手動受信] [パラメーター設定通知] 

[ポーリング受信] [ポーリング送信] [短縮設定受信] 

[メモ U —転送指示][中継指示] [パラメーター設定受信] 

[マ J しチプ U ント] [マルチコピー通信][メモリー転送送信] 

[ F コード送信] [ F 網通信] 

[ファイル送信] [チェック&コール] 

(り） 

通信時間 

通信にかかった時間です。 

(12) 

モード 

通信モードと使用した回線でず。 

[ G 3] G 3 モードで通信しました。 

[63(1)1 G 3 モードで回線1を使って通信しました。 

に 3(2)] G 3 モードで回線2を使って通信しました。 

[ G 3 I 3] G 3 モードで通信しました （G 4通信ユニットオプシヨ 

ン装着時の表示）。 

[64(2)1 G 4 モードで ISDN 回線を使って通信しました。 

[ LAN ] インターネット FAX 送信をしました。 

[ MDN ] MDN 链達確誠送信、 MDN 推達確誠受信をしまし 

た。 
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8 章レポート/リストについて 


No . 

項目 

説明 

(13) 

状況 


浪妍 

通信び正常に完了しました。 




浪好 1 ] 

IP 回線で通信び正常に完了しました。 




浪巧 2] 

IP 回線-»—般回線で、通信び正常に完了しました。 




浪巧 3] 

プレフィクス機能を使って通信び正常に完了しま 
した。 




[停止 SW ] 

通信中に <ストツプ > び巧されました。 




腺稿確認] 

原稿のセットを確認してください。 




[ ドア開を] 

ADF カバーを確認してください。 




[読取異常] 

原稿のセットを確認してください。 




[メモ U —なし] 

原稿蓄積中 1 こメモ U —容量び足りなくなりました。 




[ポ原稿無] 

ポーリング時、原稿びありませんでした。 




け目手確認] 

巧手側を確認してください。 




[停電あり] 

通信中に停電しました。 




け目手話中] 

回線び使用中で通信でさませんでした。 




[X X X X ] 

(XXXX には 4 巧のエラーコードび表示されま 
す。） 

通信エラーでず。 r をなエラーコード」 （ P . 268) を 
参照して < ださい。 




[--] 

インターネット FAX 通信を使って送信しました。 
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通信管理レポート 


Memo 
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8 章レポート/リストについて 


通信結果レポート 


通信結果レポートは、通信の終了時に印刷される通信結果び記録されたレポートです。 

•ファンクシヨン設定のロァクス / E メール機能設赶 > [04 キーオペレーター専用] > [0 1システム 
の登録] >[12通信結果レポート]び、[未通信]または[全通信]に設定されている場合に印刷されま 
す。 

[未通信]のとき 

通信エラーなどで未通信になったとをにだけ印刷されまず。 

[全通信]のとき 

通信び正常に終了したとも通信エラーなどで未通信になったとさ、どち5の場合にも印刷されまず。 

■ メモリー送信をした場合、通信エラーなどで未送信になったとをは、通信結果レポートに、送信した文 
書の1ページ目の画像び記載されます。ダイレクト送信の場合は、記載されません。 


ここでは、通信結果レポートの見かたを説明しまず。 

( おならせ） 

•お買い上げ時、ファンクション設定の[ファクス /E メール機能設定]>[04キーオペレーター専用] >[01 
システムの登録] >[12通信結果レポート]は[未通信]に設定されていまず。 

設定を変更ずる場合は J 取扱説明書(ファンクション設定編)』の「4章ファクス /E メール機能設定」を参照 
して < ださい。 

•[12通信結果レポート]び[なし]に設定されている場合は、タッチノ（ネルディスプレイに通信エラーび表 
示されます。 

•通信結果レポートには、送信したレポートのサンプル画像び印刷されまず。サンプル画像は、通信ホ目手先によ 
り、画像の向さび回転して印刷されることびありまず。 
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通信結果 レポート 


通信結果 レポート には、次の項目が表示されます。 

【レポート例】（[全通信]を選択した場ち） 


(己）（目） (7) 旧) 


(9) (10) (11) (12) (13) 


:函信結果レポート 


*** 未通信があります。 


01 パ—シ' '-(1) 


DP-C322 AJVO10f;0AZ 

ノくブ-ソニック - 


-( 2 ) 

—(3) 


1)5 年08月07り14時04か_ ( 4 ) 


受#番号 
受I 
完 


跨日時 
日時 


128 

05月07日 
05月07日 


11時30分 
11時38分 


No. 

受付番号通信日時 

相手先 

お数 

通信種別 

通信時間 

トト’ 

状況 


001 

128 

08-07 11:30 

経理部 

01/01 

送 

信 

00:00’23 

G3(l) 

良 

好 

002 

128 

08-07 11:33 

総旁部 

01/01 

を 

信 

00:00’22 

蝴 1) 

良 

好 

003 

128 

08-07 11:36 

人事部 

00/01 

送 

信 

〇〇:〇〇’〇〇 

G 奶） 

停止 SW 


未通信（001力所） 

I 直接：1234加78 

( 14 ) 


No . 

項目 

説明 

(1) 

ページ番号 

通信結果レポートのページ数でず。 

(2) 

機種名と ROM No . 

本機の機種名と ROM No . でず。 

(3) 

発信元 

自局の発信元情報び20文字まで記載されまず。 

(4) 

印刷した曰時 

通信結果レポートを印刷した日時でず。 

(已） 

No . 

レポート上の番号でず。 

(6) 

受付番号 

受け付け順につけられる番号でず。 

(7) 

通信曰時 

通信した曰時です。 

旧） 

相手先 

宛先名 ：アドレス帳の宛先名、または巧手の文字 ID でず。 

番号のみ ：相手の数字 ID 、 またはダイヤルした電話番号でず。 

E メールアドレス相手の E メールアドレスでず。 

(日） 

枚数 

送信したページ数でず。 

•2 析の数字の場合 

ダイレクト送信、クイックメモ U —送信で送信でをたページ、およ 
び受信でをたページ数び記載されまず。 

• 2 析の数字/2析の数字の場合 

メモ U —送信の場合に、送信でをたページ数/メモ U —に蓄積した 
ページ数のお式で記載されまず。 

* び記載されている場合は、ホ目手機び異常のとさでず。 
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8 章レポート/リストについて 


No . 

項目 

説明 

(10) 

通信種別 

次のいずれかび記載されまず。 

[送信] [宛先別一括送信] 

[ページ再送信] [手動送信] 

[パスワード送信] [中継指示] 

[ポーリング受信] [マルチコピー通信] 

[メモ U 転送送信] [ F 網通信] 

[ F コード送信] [中継送信] 

[ファイル送信] 

(11) 

通信時間 

通信にかかった時間でず。 

(12) 

モード 

通信モードと使用した回線でず。 

に 3] G 3 モードで通信しました。 

[63(1)1 G 3 モードで回線1を使って通信しました。 

[63(2)1 G 3 モードで回線2を使って通信しました。 

[ G 3 I 3] G 3 モードで通信しました （G 4通信ユニット装着時の 

表 ttO 。 

に 4(2)] G 4 モードで ISDN 回線を使って通信しました。 

[ LAN ] インターネット FAX 送信をしました。 

[ MDN ] MDN (送達確認)送信 、 MDN (送達確認)受信をしまし 

た。 

(13) 

状況 

[良げ] 通信び正常に完了しました。 

[良好1 ] IP 回線で通信び正常に完了しました。 

[良好 2] IP 回線-*一般回線で、通信び正常に完了しました。 

[良げ 3] プレフィクス機能を使って通信び正常に完了しま 

した。 

[停止 SW ] 通信中に <ストップ >び巧されました。 

[原稿確認] 原稿のセットを確認してください。 

[ ドア開き] ADF カバーを確認してください。 

[読取異常] 原稿のセットを確認してください。 

[メモリーなし]原稿蓄積中1こメモ U —容量び足りなくなりました。 
[ポ原稿無] ポーリング時、原稿びありませんでした。 

[相手確認] 相手側を確認してください。 

[停電あり] 通信中に停電しました。 

[相手話中] 回線び使用中で通信でさませんでした。 

[XX XX] (XX XX には 4 巧のエラーコードび表示されま 

ず。） 

通信エラーでず。 r 主なエラーコード」 （ P . 26助を 
参照して < ださい。 

(14) 

未通信 

未通信ファイルがある場合に、未送信の宛先数と、宛先が表示されま 
す。 


252 











通信結果レポート 


Memo 
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8 章レポート/リストについて 


アドレス帳リスト 


アドレス帳の登録内容を記載したリストを印刷でさまず。 

ここでは、アドレス帳リストを印刷ずる操作、およびアドレス帳リストの見かたを説明しまず。 

■アドレス帳リストを印刷する 

アドレス帳リストを印刷する場合は、次の手順で操作します。 

( ぁ； □ b セノ 

アドレス帳 U ストは、フアンクシヨン設定の[ファクス /E メール機能設定] > [アドレス帳登録]で印刷ずるこ 
とをでをまず。 


1. <フアクス>を巧ず 4. [アドレス帳リスト]を巧す 


2. [詳細設定]を巧す 


巧卜送信 
國义字 
國小さい. TI 杆 



1アドレス帳 ■ 

夏本 

1 

詳細設定 1 


( 再グイ中ル II 

テ ツキー 

II 

モニクー1 

1 巧が巧み 1 1囚 

E メール 

II 

庄1お索1 


ま 

や 

ら化> 

お巧み 




§ 営業が ]§ 営業部 拒 巧発部 


巨 


管!里が 


mm 




JS 


企画が 


m 


お務糾 


Jil 


中嫂用 


田 

01 

/ 

01 

の 


3. [リストプリント]を押ず 




アドレス帳 U ストび印刷されまず。 

• U スト印刷び終了したら、<リ セット >を 
巧すと、待機画面に戻りまず。 
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アドレス帳 u スト 


■アドレス帳リストの見かた 

アドレス帳リストには、次の項目が表示されます。 


【リスト例】 


(已）{目） (7) 


(8) (9) (10) (11) 


01パー/ 


-( 1 ) 


アドレ お 帳リス 


DP - 
パナソ. 


C322 

ニック 


■検索ぶ字【あ] 

ボタンを称 登録を称：/電話番号 


VIV 01 


05年08月 


050 AZ —(2) 
(3) 


)7 日14時04分 一 (4) 


識別番号 中継指を指定番号指定部数 


青森総務部 E _^ —ル 
青森総務部ファタス 
秋田総務部 


Panasonic 青森総務部 
( LAN ) aomor ■じ omu ⑥ Panasonic . com 
Panasonic 青森総務部 
(回線 )00012345678 
Panasonic 秋田総務部 
( LAN ) akita _ somu @ panasomc.com 


No . 

項目 

説明 

り） 

ページ番号 

アドレス帳リストのページ数でず。 

(2) 

機種名と ROM No . 

本機の機種名と ROM No . でず。 

(3) 

発信元 

自局の発信元情報び20文字まで記載されまず。 

(4) 

印刷した曰時 

アドレス帳 U ストを印刷した曰時でず。 

(已） 

検索文字 

検索文字の先頭の文字でず。 

(己） 

ボタン名称 

ボタン名び、10文字まで記載されまず。 

(7) 

登録名称/電話番号 

電話番号は日2巧まで、 E 六ールアドレスは60文字まで記載されま 
す。 

旧） 

識別ま号 

中継機識別番号と2次中継機識別番号でず。 

(日） 

中継指定 

中継同報の設定でず。 

(10) 

指定番号 

中継同報の指定番号でず。 

(11) 

指定部数 

[送信 （X X )]マルチ通信部数で指定した部数でず。 

[受信 （X X )]マルチプ U ント部数で指定した部数でず。 

( XX には、部数び表示されまず。） 
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8 章レポート/リストについて 


グループ ダイヤルリスト 


グループダイヤルの登録内容を記載したリストを印刷でをます。 

ここでは、グループダイヤルリストを印刷する操作、およびグループダイヤルリストの見かたを説明しまず。 

■グループダイヤルリストを印刷する 

グループダイヤルリストを印刷ずる場合は、次の手順で操作します。 

( ぁ； □ b セノ 

グループダイヤルの U ストは、ファンクシヨン設定の[フアクス / E メール機能設赴 > [プ□グラムダイヤルの 
登録]で印刷ずることをでをまず。 


1. <フアクス > を巧ず 


4. [グループダイヤルリスト]を押す 


2. [詳細設定]を巧す 


巧卜送信 
國义字 
國小さい. TI 杆 



1アドレス帳1 

夏本 

1 

詳舰战 ■ 


[ 再グイ中ル II 

テ ツキー 

II 

モニクー1 

1 巧が巧み 1 1囚 

E メール 

II 

庄1お索1 


ま 

や 

ら化> 

お巧み 




§ 営業が ]§ 営業部 拒 巧発部 


巨 


管!里が 


mm 




JS 


企画が 


m 


お務糾 


Jil 


中嫂用 


田 

01 

/ 

01 

の 


3. [リストプリント]を押ず 




グループダイヤル U ストび印刷されまず。 

• U スト印刷び終了したら、<リセット >を 
巧すと、待機画面に戻りまず。 
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グループ ダイヤル u スト 


■グループダイヤルリストの見かた 

グループダイヤルリストには、次の項目び表ちされまず。 

【 IJ スト例】 

间 （6) 

01へ。ーシ ，-… 
DP - C 322 AJVO 10 己 OAZ —脚 
パナソニック (3) 

0日年08月07日14時04分 一 (4) 

ボタン《称 登錶《称 

グループ01 グループ01 

宛先： 営業部 ，蘭発部 ，管理部 ，を画部 


(7) 


グルー プダイヤル リスト 


No . 

項目 

説明 

(1) 

ページ番号 

グループダイヤルリストのページ数でず。 

(2) 

機種名と ROM No . 

本機の機種名と ROM No . でず。 

(3) 

発信元 

自局の発信元情報び20文字まで記載されまず。 

(4) 

印刷した曰時 

ヴ、 レープダイヤル U ストを印刷した曰時でず。 

(已） 

ボタン名称 

グループダイヤルのボタン名び、10文字まで記載されまず。 

(日） 

登録名称 

グループダイヤルの名前び20文字まで記載されまず。 

(7) 

宛先 

グループダイヤルに登録したアドレス帳の名称でず。 
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8 章レポート/リストについて 


プ□グラムダイヤルのリスト 


プ□グラムダイヤルの登録内容を記載したリストを印刷でさまず。 

ここでは、プ□グラムダイヤルのリストを印刷する操作、およびプ□グラムダイヤルリストの見かたを説明 
します。 

■プ□グラムダイヤルのリストを印刷する 

プ□グラムダイヤルのリストを印刷ずる場合は、次の手順で操作します。 

( ぁ; □ b セノ 

プ□グラムダイヤルの U ストは、ファンクシヨン設定の[ファクス /E メ ー J し機能設定] > [プ □ グラムダイヤル 
の登録]で印刷ずることちでをまず。 


1. <フアクス > を巧ず 


4. [プ□グラムリスト]を押す 


2. [詳細設定]を巧す 


州-送信 
國义字 
國小さい . TIFF 


アドレス振 ■ 基本 



〔再タイがレ I に テツみ一 II モニター ] 
巧が巧先 ]1 因 E メール II OP お索 ) 


ま 

や 

ら/わ 

お巧み 




営まが 


管!里が 


巧術が 


§ 営業部 拒 巧発卽 




企画部 


〕§! 


企画が 


m 


綻務糾 


〕臣 


中嫂用 


困 

01 

/ 

01 

の 



プ□グラムダイヤルの U ストび印刷されま 
す。 


3. [リストプリント]を押ず 



• U スト印刷び終了したら、< リセット >を 
巧すと、待機画面に戻りまず。 
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プ□グラムダイヤルの u スト 


■プ□グラムダイヤルのリストの見かた 

プ□グラムダイヤルのリストには、次の項目び表示されます。 


【 U スト例】 


(己） （巳) 


(7) 


( 8 ) 


ログラムダイヤルリ スト 


01へ。ーシ ,-(1) 

DP - C 322 AJV 01050 AZ _(2) 
パナソニック (3) 


册年册月07日14時04み 一 (4) 


ボタン《称 

登録《称 

サービスを 

付加サービス 


タイマ-送信：青森 

タイマー送信：青森総務部 

送 信 

優先指定 

なし 




巧 J - /グル外 

メモリー 




時刻指定 

23時30分 




セレタト送信 

なし 




定期便タイマ-通信 

なし 




リンタイム海外通信 

なし 




読み取り濃度 

ふつう 




文字サイズ 

小さい 




ハーフ ト ーン 

文字 




済スタンプ 

あり 


宛先：営業部 





ボタンを称 

登録名称 

サービスを 

付加サービス 


POP 受信 

abc 

POP 受信 

パスワード 

:^ホホホみホみホホ本 




メール削除 

:ちり 


No . 

項目 

説明 

り） 

ページ番号 

プ□グラムダイヤル U ストのページ数でず。 

(2) 

機種名と ROM No . 

本機の機種名と ROM No . でず。 

(3) 

発信元 

自局の発信元情報び20文字まで記載されまず。 

(4) 

印刷した曰時 

プ□グラムダイヤル U ストを印刷した日時でず。 

(已） 

ボタン名称 

プ□グラムダイヤルのボタン名び、10文字まで記載されまず。 

(日） 

登録名称 

プ□グラムダイヤルの名前び20文字まで記載されまず。 

POP 受信の場合は、ユーヴー名び記載されまず。 

(7) 

サービス名 

送信、受信の区別び記載されまず。 

脚 

付加サービス 

通信の種類:設定状態の形式で記載されまず。 

POP 受信の場合は、パスワード （* で表示)、メール削除の設定び記載 
されます。 

旧） 

宛先 

宛先び記載されまず。 
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8 章レポート/リストについて 


システム登録 U スト 


ファンクシヨン設定の[ファクス / E メール機能設定] > [04 キーオペレーター専用] > [0 1システムの登録] 
の設定状態を記載したリストを印刷でさます。 

ここでは、システム登録リストを印刷する操作、およびシステム登録リストの見かたを説明しまず。 

■システム登録リストを印刷する 

システム登録リストを印刷ずる場合は、次の手順で操作しまず。 

( ぁ; □ b セノ 

システム登録 U ストは、ファンクシヨン設定の[ファクス /E メール機能設定] > [04 キーオペレーター専用] 
>[01システムの登録]で印刷ずることちでさまず。 


1. <フアクス>を巧ず 4. [システム登録リスト]を押す 


2. [詳細設定]を巧す 


州-送信 
國义字 
國小さい . TIFF 



1アドレス帳1 

夏本 

1 

詳舰战 ■ 


1再タイ卡ル II 

テンキー 

II 

モニクー1 

1 巧が巧み 1 1因 

E メール 

II 

庄1お索1 


ま 

や 

ら/わ 

お巧み 




目 営業が 很 営業部 拒 巧発卽 


巨 


管!里が 


巧術が 




企画部 


〕§! 


企画が 


m 


綻務糾 


〕臣 


中嫂用 


面 

01 

/ 

01 

の 


3. [リストプリント]を押ず 




システム登録 U ストび印刷されまず。 

• U スト印刷び終了したら、<リ セット >を 
巧すと、待機画面に戻りまず。 
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システム登録 u スト 


■システム登録リストの見かた 

システム登録リス ト には、次の項目が表示されます。 


【リスト例】 

(日） (6) (7) 


システム登録リ スト 


No . 

項目名 

選が肢 

000 

システム登録リ外印刷 


腑1 

濃度デフか卜 

(-3-2-10123) 

ホ002 

文字サイス‘ 

(ふつう小さい細密） 

003 

画質テうオルト 

(文字文字写真写真） 

腑4 

済スタンプ 

(なしあり） 

005 

送信がリ-優先 

(なしあり） 

006 

グイヤル切替 回線1 

(PB lOpps 20 pps ) 

007 

発信元印字 

(なし原稿外原稿内） 

009 

受信時刻印字 

(なしあり） 


(目） 


(9) 


DP - C 322 AJVO け 

パナソニ';!ク ー 

05年08月 0' 


01 へ。-シ ”一(1) 
50 AZ -(2) 
(3) 


日14時04分 一 (4) 


現在値 
設定 


初期値 

設定 


0 

0 

細密 

小さい 

文字 

文字 

あり 

あり 

あり 

あり 

PB 

祀 

原稿内 

原稿内 

なし 

なし 


No . 

項目 

説明 

(1) 

ページ 番号 

システム登録 U ストのページ数でず。 

(2) 

機種名と ROM No . 

本機の機種名と ROM No . でず。 

(3) 

発信元 

自局の発信元情報び20文字まで記載されまず。 

(4) 

印刷した曰時 

システム登録 U ストを印刷した日時でず。 

(已） 

No . 

パラメーター番号でず。初期値から変更されている場合は、 No . の左 
側に「*」び記載されまず。 

(6) 

項目名 

システムの登録の項目名でず。 

(7) 

選択肢 

選択でさる値でず。 

旧） 

現在値設定 

現在の設定でず。 

[---]は、パスワードび設定されていないことを表しまず。 

パスワードび設定されている場合は、パスワードび記載されまず。 

(日） 

初期値設定 

お買い上げ時の設定でず。 
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8 章レポート/リストについて 


自局情報リスト 


ファンクシヨン設定の[ファクス / E メール機能設定] > [04 キーオペレーター専用] > [00 自局情報の登録] 
の設定状態を記載したリストを印刷でさます。 

ここでは、自局情報リストを印刷ずる操作、および自局情報リストの見かたを説明します。 

■自局情巧リストを印刷する 

自局情報リストを印刷ずる場合は、次の手順で操作します。 


( あ; □ b セノ 

自局情報 U ストは、ファンクシヨン設定の[ファクス /E メール機能設定]>[04キーオペレーター専用]> 
[00 自局情報の登録]で印刷ずることもできまず。 


1. <フアクス > を巧ず 


4. [自局情報リスト]を巧す 


2. [詳細設定]を巧す 


州-送信 
國义字 
國小さい . TIFF 



1アドレス帳 ■ 

夏本 

1 

詳細設定 1 


1再タイ卡ル II 

テンキー 

II 

モニクー1 

1 巧が巧み 1 1因 

E メール 

II 

庄1お索1 


ま 

や 

ら/わ 

お巧み 




目 営業が 很 営業部 拒 巧発卽 


巨 


管!里が 


巧術が 




企画部 


〕§! 


企画が 


m 


綻務糾 


〕臣 


中嫂用 


困 

01 

/ 

01 

の 


3. [リストプリント]を押ず 




自局情報リストび印刷されまず。 

• U スト印刷び終了したら、 <リセット >を 
巧すと、待機画面に戻りまず。 
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自局情報 u スト 


■自局情報リストの見かた 

自局情報リストには、次の項目び表示されまず。 
【 U スト例】 


(日） 


(日） 


(7) 


自局情報リ スト 


DP - C 322 AJV ( 

パナソニック 

肪年0! 


No. 

項目を 

設定 

00 

自局情報リスト印刷 


01 

発信元情報の登録 

パナソニック 

02 

文字の（カナ）の登録 


03 

回線 1 數字のの登録 


04 

定時刻タイマ-の登録 

11:00 

05 

定期便タイマ-の登録 

11:00 12:00 

06 

F コート’ サフ。アト‘レスの登録 


07 

F コ-ドパスワド‘の登録 


1白 

自—/レ了卜''レス 

irax@panasonic.com 

16 

户レサ づ、’一名 

mail.panasonic.com 


No - 


項目 


説明 


り） 


ページ番号 


自局情報 U ストのページ数でず。 


( 2 ) 


機種名と ROM No . 


本機の機種名と ROM No . でず。 


(3) 


発信元 


自局の発信元情報び20文字まで記載されまず。 


(4) 


印刷した曰時 


自局情報 U ストを印刷した日時でず。 


(已） 


No . 


パラメーター 番号で ず。 


( 6 ) 


項目名 


自局情報の登録の項目名でず。 


(7) 


ミ凡中 
己又化 


現在の設定状態でず。 


12 3 4 


シ 

1 Z 

。へ A 

1〇 
0 5 
〇 

1—1 

3 


分 

4 

則 

4 

日 

7 
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8 章レポート/リストについて 


Memo 
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g 章 

トラブルの巧処方法 


この章では、トラブルび発生したとさの対処方法について説明しています。 
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9 章トラブルの巧処方ミ去 


トラブルの巧処方法 


故障かな？と思ったときは、次の項目をチェックしてください。 


こんなとさには 

現象 

対処方法 

参照巧 

送信中 

原稿び送り込まれないか、ま 
たは複数枚同時に送り込ま 
れる 

1. 原稿にステープルの針やク U ップびつ 
いていないこと、また巧れや破れのない 
ことを確認してください。 

2. 原稿び正しくセットされていることを 
確認してください。 


済スタンプび巧されない 

ファンクシヨン設定の[ファクス /E メール 
機能設定] >[04キーオペレーター専用] 
>[01システムの登録]>[04済スタン 
プ]、およびに8 メモ U - 済スタンプ]の設 
定値を確認してください。 

陌又扱説 0 月書 
(フアンクシヨン 

設定編 ) J 

済スタンプび薄ずざる 

済スタンプを交換してください。 

「付録 A 済スタ 
ンプの交換」 
( P .280) 

送信した原稿に受信側で縦 
線び入る 

本機でコピーをし、画質を確認してくださ 
し)。コピーに問題びない場合、本機は正常で 
す。異常び発生している受信側に報告をし 
て < ださい。 

コピーに問題びある場合は、原稿読取部を 
清掃してください。 


送信した原稿び、受信側で白 
紙として出てくる 

1. 原稿び正しくセットされていることを 
確認してください。 

2. 本機でコピーをし、画質を確認してくだ 
さい。コピーに問題びない場合、本機は 
正常です。異常び発生している受信側に 
報告をして < ださい。 

コピーに問題びある場合は、原稿読取部 
を清掃してください。 

『取扱説明書(基 
本編)』 

原稿づまり 

1. 原稿びつまった場合は、エラーコードび 
タッチパネルディスプレイに表示されま 
す。つまった原稿を取り除いてください。 

2 . 長い原稿の場合は、送信でさないことび 
ありまず。下記を参照して、原稿の長さを 
確認してください。 

-解像度び[ふつう]、[ルさい]で原稿の 
長さび 2 m を超えている 

-解像度び[細密]の場合で原稿の長さ 
び已 Ocm を超えている 

-解像度び [600 dpi ] の場合で原稿の 
長さび 30 cm を超えている 
( A 4 より大きいサイズの両面原稿は 
自動的に[細密]となることびありま 
す。） 

『取扱説明書(基 
本編)』 
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トラブルの対処ち法 


こんなとさには 

現象 

対処方法 

参照巧 

受信中 

用紙切れ 

用紙びなくなった場合は、エラーメッセー 
ジびタッチノ（ネルディスプレイに表示され 
ます。用紙を補給してください。 



用紙づま〇 

用紙びつまった場合は、エラーコードび 
タッチパネルディスプレイに表示されま 
す。つまった用紙を取り除いて< ださい。 

『取扱説明書(基 
本編)』 


用紙び送り込まれない 

用紙カセットに用紙びセットされているこ 
とを確認してください。用紙のセット方法 
については、該当ずる指示に従って < ださ 
い。 

『取扱説明書(基 
本編)』 


印刷終了時に用紙び排出さ 
れない 

用紙び本機内でつまっていないかを確認し 
て < ださい。 

『取扱説明書(基 
本編)』 

通信 

発信音び聞こえない 

1 .電話回線の接続を確認して < ださい。 

「電話回線を確 
認ずる」 

( P '274) 



2.電話回線の設定を確認してください。 

『取扱説明書 
(セットアップ 
編)』 


自動受信しない 

1 . 電話回線の接続を確認してください。 

2. 受信モードの設定を確認してください。 

3. ファンクシヨン設定の[ファクス /E メー 
ル機能設定] > の4 キーオペレーター専 
用]>[01システムの登録]>[13通信 
管理レポート]を[あり]に設定している 
場合、受信原稿をメモ U —から印刷して 
いるときはに00番目の処理になる場合 
びありまず)、通信管理レポートの印刷び 
終了するまで自動受信は有効になりませ 
ん。 

陌又扱説明書 
(フアンクシヨン 

設定編 ) J 


送受信びでさない 

ディスプレイにエラーコードび表示されま 
す。エラーコード表を参照して原因を特定 
して< ださい。 

「主なエラーコー 
ド」か'2日 8) 

操作 

操作を受け付けない 

本機の電源をオフにし、数秒後にオンにし 
て < ださい。 



267 

















9 章トラブルの巧処方ミ去 


主なエラーコード 


通信でさない場合などは、通信結果レポートゃ通信管理レポートにエラーコードび表ちされます。 
エラーコードび表示された場合は、次の表に従って対のしてください。 

• ここに記載されていないエラーコード （ U 、 J 、 E び先頭につくエラーコード）については、『取扱説明書 
(基本編)』の r トラブルの処置」を参照してください。 

• 下記じ(かのエラーコードび表示された場合は、ちラー度通信してみてください。処置をしてち同じエ 
ラーコードび表をされる場合は、サービス実施会社にご連絡ください。 

• ファンクション設定の[ファクス / E メール機能設定] >[04キーオペレーター専用] >[01システム 
の登録] >[1吕3リルート機能]び[あり]に設定されている場合は、エラーコード先頭の番号び3〜已 
(例: 3 XXX 、4 XXX 、 已 XXX )となります。先頭の番号は、ルートを示しまず。 

「3」 . IP 電話 一 IP 電話発呼 

「4」 . IP 電話 一 一般電話発呼 

「引 . 一般電話^一般電話発呼 


广お巧らせ） 

• ISDN 回線に関ずるエラーコードについては、 r 付録目 ISDN 回線を使うとき」 （ P . 281 )」を参照してくださ 
しん 


エラ—コ—ド 

現ま 

対処方法 

参照巧 

0400 

初期手順の途中で、受信局び 
応答しなかったか、または通 
信エラーび発生しました。 

1 . ホ目手先を替えて確認してください。 

2. 原稿をセツトし直し、再送してくださ 
い。 


0401 

次のいずれかび原因で、原稿 
を受信でをません。 

-中継局に受信用パスワー 
ドび必要でず。 

-中継局び送信側機器の ID 
番号(電話番号)を要ホし 
ていまず。 

中継局に確認してください。 

本機の数字の番号(電話番号)を登録して 
<ださい。 


0402 

初期手順の途中で、エラーび 
発生しました。 

原稿をセツトし直し、再送してください。 


0403 

ホ目手先にポー U ング機能び 
ありません。 

ポー U ングを[あり]に設定ずるよラに相 
手先に連絡して < ださい。 


0404 
/040己 

初期手順の途中で、通信エ 
ラーび発生しました。 

原稿をセツトし直し、再送してください。 


0406 

次のいずれかび原因で通信 
でをません。 

-送信用/受信用パスワード 
び一致しません。 

-不正な相手局とセレクト 
送信/受信モードで通信し 
よし/こ 0 

1 . 送信用パスワード、受信用パスワードを 
確認してください。 

2. アドレス帳に登録されている電話番号 
を確認してください。 

3. ホ目手先の数字 ID を確認してください。 

r 誤送信を防止 
ずる[セレクト 
送信]」 ( p '8 已） 

「パスワードを 
使って送信ずる 
[パスワード送 
信]」 （ P .87) 

「セレクト受信」 
( P .110) 

r パスワード受 
信」也1 12) 

0407 

受信局からのページ送信済 
み確認信号び得られません。 

数分後に再送してください。 
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主な エラーコード 


トコード 


現象 


対処方法 


参照巧 


0408 

/0409 


遠隔側からのページ送信済 
み確認信号び判読でさませ 
ん。 


数分後に再送してください。 


0410 


送信側で、通信び巧ち切られ 
ました。 


ホ目手先を替えて確認して < ださい。 


0411 


ポー U ング用パスワードび 
一致しません。 


ポーリング(受信)用パスワードを確認し 
て < ださい。 


「受信側からの 
指示で原稿を送 
信させる[ポー 
U ング受信]」 
( P '64) 


0412 


送信側からのデータび得ら 
れません。 


相手先を替えて確認してください。 


0414 


ポー U ング用パスワードび 
一致しません。 


ポーリング(受信)用パスワードを確認し 
て < ださい。 


「受信側からの 
指示で原稿を送 
信させる[ポー 
U ング受信]」 
( P '64) 


041已 


ポー U ング送信 エラーび 発 
生しました。 


ポー U ング(送信)用パスワードを確認し 
て < ださい。 


「ポー U ング送 
信原稿を蓄積ず 
る[ポー U ング 
送信]」 （ p '6 日） 


0416 
/0417 
/0418 
/0419 


受信データに含まれるェ 
ラーび多ずざまず。 


相手先を替えて確認してください。 


0420 

/0421 


送信側か b のコマンドを受 
信でさません。 


1. 相手先の間違い電話の場合びあ0まず。 

2. 相手先を替えて確認してください。 


0422 

/0427 


インターフェースに互換性 
びありません。 


相手先を替えて確認して < ださい。 


0430 

/0434 


受信中に通信エラーび発生 

しし/し0 


ホ目手先を替えて確認してください。 


0436 

/0490 


受信データに含まれるェ 
ラーび多ずざまず。 


相手先を替えて確認して < ださい。 


0439 


受信中に回線び切断されま 
した。 


相手先を替えて確認して < ださい。 


0492 

/0493 

/0494 


受信中に通信エラーび発生 
しました。 


相手先を替えて確認して < ださい。 


049已 


電話回線び切断されました。 


相手先を替えて確認してください。 


〇已01 
/〇已02 
/〇已03 


内蔵 V .34 モデムで通信ェ 
ラーび発生しました。 


相手先を替えて確認して < ださい。 


〇已04 


ポー U ング受信で送信側か 
らデータび得られませんで 
した。 


相手先に送信データびあるか確認して< 
ださい。 
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エラ—コ—ド 

現ま 

対処方法 

参照巧 

0505 

ポー U ング送信エラーび発 
生しました。 

送信データび蓄積されているか確認して 
<ださい。 

「ポー U ング送 
信原稿を蓄積ず 
る[ポー U ング 
送信]」也日 6) 

0己40 
/〇己 4] 

/〇己42 
/〇己43 
/〇己44 

送信中に通信エラーび発生 
し 永 し/ C_Q 

1 . 原稿をセツトし直し、再送してくださ 
し、。 

2. ホ目手先を替えて確認してください。 


0550 

電話回線び切断されました。 

相手先を替えて確認してください。 


〇已已2 
/〇己己3 
/〇己己4 
/〇己己己 

受信中に通信エラーが発生 
しました。 

ホ目手先を替えて確認してください。 


0己80 

F コード通信機能をちたない 
巧手へサブアドレス送信を 
しました。 

ホ目手先を替えて確認してください。 

「F コード(サブ 
アドレス）を 
使って通信をす 
る [F コード通 
信]」 （ P .7 助 

マルチコピー通信時、ホ目手機 
にマルチコピー通信の能力 
びあ0ませんでした。 

7 ルチコピー通信はでさません。 

「受信側で複数 
部数印刷させる 
[マルチコピー 
通信]」 （ P .82) 

〇已81 

F コード通信機能をちたない 
巧手へサブアドレス送信を 
しました。 

ホ目手先を替えて確認してください。 

「F コード(サブ 
アドレス）を 
使って通信をす 
る [F コード通 
信]」 （ P .7 助 

0623 

ADF に原稿がセットされて 
し、ません。 

原稿をセツトし直し、再送してください。 


0630 

回線使用中で、再ダイヤルに 
失敗しました。 

原稿をセツトし直し、再送してください。 


0631 

/0700 

ダイヤル中に< ストップ >び 
巧されました。 

原稿をセツトし直し、再送してください。 


0634 

相手先び無応答、電話番号び 
間違っている、再ダイヤルに 
失敗かのいずれかでず。 

ま：ビジートーンび検出でさ 
なかった場合、本機では、 1 
回だけ再ダイヤルされま 
す。 

相手の電話番号を確認し、再送して < ださ 
い。 


0638 

通信中に停電が発生しまし 
た。 

電源コードとプラグを確認してください。 


0711 

LDAP の設定が誤っていま 
す。 

LDAP サーノ（一名、□グイン名、ノ（スワー 
ドなどを確認してください。 

『取扱説明書 
(ファンクシヨ 
ン設定 編)』 
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主な エラーコード 


エラ—コ—ド 

現象 

対処方法 

参照巧 

0712 

メールアドレスび誤ってい 

登録されているメールアドレスを確認し 
て < ださい。 

メールサーバー ( SMTP サーバー)の IP ア 
ドレスをネットワーク管理者にお問い合 
わせ < ださい。 

阳又扱説明書 
(セットアップ 
編)』 

0714 

LAN に□グオンでをません。 

1 OBase - T /100 Base-TX ケーブルの接 
続を確認してください。 

予期でさない問題び発生しました。ネット 
ワーク管理者にお問い合わせください。 

阳又扱説明書 
(セットアップ 
編)』 

0715 

TCP / IP 接続びタイムアウト 
し永し/ t_Q 

インターネット FAX のファンクシヨン設 
定を確認してください。 

( IP アドレス、ゲートウエイ IP アドレスの 
初期値、メールサーバー (SMTP サー 
バー) の IP アドレス） 

阳又扱説明書 
(セットアップ 
編)』 

0716 

指定したー ルサーバー 
( SMTP サーバ ー) に□グオ 
ンでさません。 

メールサーバー ( SMTP サーバー)の IP の 
設定を確認してください。ネットワーク管 
理ちにお問い合わせください。 

阳又扱説明書 
(セットアップ 
編)』 

0717 

SMTP プ〇トコル伝送び不 
完全でず。 

メールサーバー （ SMTP サー 
バー)の八ードディスクび一 
杯の可能性びありまず。 

メールサーバー ( SMTP サーバー）に障害 
びありまず。ネットワーク管理者にお問い 
合わせください。 


0718 

プリントデータ受信時に 
ページメモ U —オーバーフ 
□一び発生しました。 

アプ U ケーシヨンソフトで、 
本機の用紙カセットの用紙 
サイズよ〇ち大さいサイズ 
び選択されていまず。 

原稿サイズと解像度を確認して< ださい。 
本機で対応している原稿サイズと解像度 
で再送してちらラよラに送信側に連絡し 
て < ださい。 


0719 

LAN 経由で受信したデータ 
形式び対応していません。 

じ(下に示ずよラな、巧応ずるファイルお式 
で添付し、再送してちらラよラに送信側に 
連絡して < ださい。 

• TIFF-F お式。 

-用紙のサイズに合ラ画像データ 


0720 

POP 受信サーバーに接続で 
さません。 

POP 受信サーバーの IP アドレスに誤りび 
ある場合びありまず。 POP 受信サーバー 
の IP アドレスを確認してください。 

POP 受信サーノ（一びダウンしている場合 
びありまず。ネットワーク管理ちにお問い 
合わせください。 

阳又扱説明書 
(セットアップ 
編)』 

0721 

POP 受信サーバーに接続で 
さません。 

POP 受信サーバーのユーヴー名やパス 
ワードの設定に誤りびある場合びありま 
す。 

POP ユーヴー名とパスワード、または 
AP 0 P 設定値を確認してください。 

ネットワーク管理者にお問い合わせくだ 
さい。 

阳又扱説明書 
(セットアップ 
編)』 
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エラ—コ—ド 

現ま 

対処方法 

参照巧 

0722 

DHCP サーバーからのネッ 
トワークパラメーター(例 ： IP 
アドレス、サブネットマス 
ク、デフオルトのゲートウエ 
イ IP アドレス）の取得に失敗 
しました。 

1 . LAN ケーブルの接続を確認して<ださ 
い。 

2. ネットワーク管理到こ問い合わせて、お 
手元のネットワークで DHCP び使用で 
さるか確認してください。 

『取扱説明書 
(セットアップ 
編)』 

072己 

DNS サーバー接続びタイム 
アウトしました。 

DNS サーバーの IP アドレスを確認して 
<ださい。 

ネットワーク管理ちにお問い合わせくだ 
さい。 

『取扱説明書 
(セットアップ 
編)』 

0726 

DNS サーバーか日エラー応 
答を受信しました。 

POP 受信サーバー名を確認してください。 
メールサーバー ( SMTP サーバー)名を確 
語して < ださい。 

『取扱説明書 
(セットアップ 
編)』 

0728 

ダイレクト SMTP を使用し 
た送信でエラーび発生しま 
した。 

ホ目手先の設定を確認してください。 


0729 

メールサーバー （ SMTP サー 
バー）との接続時に SMTP 語 
証を失敗しました。 

SMTP 認証ユーヴー名とパスワードを確 
認してください。ネットワーク管理ちにお 
問い合わせください。 


0730 

コンピューターからの E メー 
ル送信による U モート登録 
で、通信管理レポートを取り 
出せません。 

また、インターネットパラ 
メーターやアドレス帳を登 
録でさません。 

ファンクション設定の[ファクス /E メー 
ル機能設定] >[04 キーオペレーター専 
用] >[01システムの登録] >[1已8 メー 
ル U モート登録] び [あり] に設定されてい 
るかを確認してください。 

『取扱説明書 
(ファンクシヨ 
ン設定編)』 

0731 

中継送信要巧を受けたとさ 
に、手動ダイヤル用ダイア 
ラーバッファび一杯(已〇宛 
先まで）になりました。 

予約通信終了後に中継送信要巧を送信し 
直してちらラよラに送信元に連絡してく 
ださい。 


0800 
/0814 
/0816 
/082己 

相手先が中継機能をちって 
し、ません。 

ホ目手先の設定を確認して < ださい。 


0826 

アドレス帳に受信したサブ 
アドレスび登録されていま 
せん。 

アドレス帳の登録を確認してください。 

ホ目手先のサブアドレス登録を確認してく 
ださい。 

r アドレス帳に 
メールアドレス 
を登録ずる」 

か.21 2) 

0870 

送信原稿を蓄積中にメモ 

U —フルとなりました。 

1. ダイレクト送信してください。 

2. 本体内部に設置ずるオプションの増設 
SD メモ U —カードを装着してくださ 
し、。 

「メモ U —に蓄 
積せずに送信ず 
る[ダイレクト 
送信]」 （ P .42) 
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停電時の対応について 


イ旱電時の巧応(しついて 


ファクスのディスプレイは消えています。ファクスを送ったり受けたりすることはでをません。 


項目 

本 機 のげ 態 

ファクス 

•停電になったとを 
•停電中 

ファクス送信 

-ファクス送信は中止されまず。停電復 

1日後、ちラー度送信してください。 

-停電中は送信でさません。 

ファクス受信 

-ファクス受信は中止されまず。停電復 
旧後、ホ目手の方にちラー度送信を依頼 
して < ださい。 

-停電中は受信でをません。 

停電から復旧したとき 

ファクス送信 

未送信のデータびある場合は、ずぐに再 
送されまず。 

メモ U —の内容 

メモ U —に蓄積されている送信および受 
信データは保持されていまず。 

ファクスに登録/設定 
した内容 

ワンタッチダイヤ j しや短縮ダイヤルなど 
の登録内容、その他各種登録は、停電中ち 
消えることなく保持されていまず。 

外部電話接続 
時 

•停電になったとを 
•停電中 

-相手の方と通話中 
-電話をかける、受 
ける 

お使いの電話機の仕様をご確認<ださ 
い。 


( も;化セノ 

•原稿を読み取り中に停電した場合は、読み取りは中断されまず。停電復旧後、ちラー度読み取りをしてくださ 
し、ファクス送信時、原稿読み取り後のメモ U - 送信中に停電した場合は、停電復旧後、直ちに再送信されま 
す。 


»記載の内容は一般回線(公衆回線)に接続されている場合でず。電話交換機 ( PBX ) などに接続されている場合 
は、お使いの機器の仕様をご確認ください。 
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電話回線を確認ずる 


ファクス機能の[モニター]を押してち r ツー」といラ電話回線上の音び聞こえない場合や、受信でさない場合 
は、次の手順で電話回線を確認してください。 


1. 回線コンセントから電話線を巧く 



2. -般の電話機に接続されている電話線 
を回線コンセントに差し込む 



3. 受話器を上げ、 r ツー」という電話回線 
上の音が聞こえるかどうかを確認する 

• 電話回線上の音び聞こえない場合は、最寄 
りの NTT などにお問い合わせいただくか、 
サービス実施会社にご連絡ください。 
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IJf ー ト登録時のエフーメッセージ 


U モート登録時のエラーメッセージ 


アドレス帳やプ□グラムダイヤルのリモート登録時にエラーび発生した場合は、本機か5送信元に対して E 
メー ルでエラー メッセー ジび送信されます。 

□ システムエラーメッセージ 

• アドレス帳やプ□グラムダイヤルのリモート登録時にエラーび発生した場合は E メールで下記のエ 
ラーメッセージび、送信元に巧して送信されまず。 


No . 

エラーメッセージ 

原因と対処方法 

1 

己己4 Data transfer error (broken 
header ) 

へッダーまたはサブへッダーの解析中にエラーび発生した 
ため処理でをませんでした。再送してください。 

2 

己己 4 Data transfer error (broken 
data ) 

データ解析中にエラーび発生したため処理でさませんでし 
た。再送してください。 

3 

己己 4 Data transfer error (FAX 
module ) 

LAN モジュールとの通信中に FAX モジュールでデータ転 
送エラーび発生しました。再送してください。 

4 

554 MIME attachment not 
suppo 「 ted ( message / file ) 

サポートしていない MIME の添付ファイルび送られまし 
た。テキストデータだけの添付ファイルで再送してくださ 
い。 

己 

554 MIME format not supported 

サポートしていない MIME タイプび送られました。テキス 
トデータだけで再送して<ださい。 

6 

己已 4 FAX relay permission 
denied 

中継要まのあったドメイン名は登録されていません。 

7 

己已 4 Relay address unknown 

中継要巧のあった最終受信局の電話番号び不明でず。 

8 

己己 4 Memory fully (FAX module ) 

ファクスメモ U —び一杯でず。 

あとで再送してください。 

9 

己已 4 Data transfer error 

U ストに記載されていないエラーでず。あとで再送してく 
ださい。 
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9 章トラブルの巧処方ミ去 


□ リモート登録失敗時のエラーメッセージ 


■アドレス帳やプ□グラムダイヤルのリモート登録に失敗した場合は、送信元に対し 、 E メールで下記 
のエラーメッセージび、送信されます。 


No . 

エラーメッセージ 

原因と対処方法 

1 

© command ブ□ックにエラーがあ 
ります。 

ブ□ック終了コマンド r @ end 」 b '; r @ command 」ブ□ック 
で記述されていません。 r @ end 」コマンドを加えて再送し 
て < ださい。 

2 

© begin コマンドびありません。 

ブ□ック開始コマンド r @ begin 」び r @ begin 」ブ□ックで 
記述されていません。 r @ begin 」コマンドを加えて再送し 
て < ださい。 

3 

© begin ブ□ックにエラーがありま 
す。 

ブ□ック終了コマンド r @ end 」び r @ begin 」ブ□ックで記 
述されていません。 r @ end 」コマンドを加えて再送してく 
ださい。 

4 

© system ブ□ックにエラーがあり 
ます。 

ブ□ック終了コマンド r @ end 」 Wr @ system 」ブ□ックで 
記述されていません。 r @ end 」コマンドを加えて再送して 
<ださい。 

己 

© sender ブ□ックにエラーがあり 
ます。 

ブロック終了コマンド r @ encl 」6'; r @ sencle 「 」ブロックで 
記述されていません。 r @ end 」コマンドを加えて再送して 
<ださい。 

6 

© domain ブ□ックにエラーがあり 
ます。 

ブ□ック終了コマンド r @ end 」6'; r @ clomain 」ブ□ックで 
記述されていません。 r @ end 」コマンドを加えて再送して 
<ださい。 

7 

© program ブ□ックにエラーがあり 
ます。 

ブ□ック終了コマンド r @ end 」 b '; r @ p 「 og 「 am 」ブ□ック 
で記述されていません。 r @ end 」コマンドを加えて再送し 
て < ださい。 

8 

「© system 」コマンドびありません。 

システムブ□ック開始コマンド r@sy ste m 」 び 
[© system 」ブ□ックで記述されていません。 「© system 」 
コマンドを加えて再送して<ださい。 

9 

FAX 動作中のため U モート登録でさ 
ません。 

ファクス通信び予約されている場合は、ファクス動作終了 
後に再送してください。 

予約レポートを確認し、予約びない状態にして再送してく 
ださい。 

10 

U モート登録パスワードチェックエ 
ラー 

パスワードを修正して再送してください。 

11 

U モート登録び許可されていません。 

ファンクシヨン設定のロァクス / E メール機能設赶 > [04 
キーオペレーター専用]>[01システムの登録]>[1已8 
メール U モート登録]を[あり]に設定してください。 

12 

Format Error : く エラー行 > 

入力したフォーマットび正し < ないか、または各宛先選択 
用の記述データび一行で完結していないため不完全となつ 
ています。修正して再送してください。 

13 

Warning : く エラー行 > 

入力したフォーマットび正し<ないか、または入力した文 
字数び最大巧数を超えていまず。修正して再送して < ださ 
い。 

14 

データび長ずざまず。 

宛先名、ドメイン名、送信元名、プ□グラム名などの文字数 
び最大巧数を超えていまず。修正して再送してください。 
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IJf ー ト登録時のエフーメッセージ 


No . 

エラーメッセージ 

原因と対処方法 

15 

◎ list ブ□ックにエラーびありまず。 

ブ□ック終了コマンド r @ encl 」 び r @ list 」 ブ□ックで記述さ 
れていません。 r @ end 」 コマンドを加えて再送してくださ 
い。 

16 

© select - domain ブ□ックにエラー 
があります。 

ブ□ック終了コマンド r @ encl 」 び r @ select - domain 」 ブ 
□ックで記述されていません。 r @ end 」 コマンドを加えて再 
送してください。 

17 

じ(下のデータに上書さされました。く 
(上書さされたデータ）> 

データび上書さされた場合に返送されまず。 

18 

ダイヤルインデータの登録びありま 
せん。く (エラー行）> 

設定しよラとしたダイヤルイン番号に該当ずるダイヤルび 
登録されていません。装置のダイヤル設定を確認して < だ 
さい。 
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Memo 
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この章では、済スタンプの交換について説明していまず。 

また、文字を入力するとさに必要な、区コードー覧、熟語•記号一覧を掲載し 
ていまず。 




10 章付録 


付録 A 済スタンプの交換 


済スタンプを交換する場合は、次の手順で操作します。 

( お巧らせ） 

■済スタンプは当社指定品をご使用ください。（品番 UG -41 05-2) 


1.ADF 原稿台を上げる 



2. 緑色のラベルのタブをつかみ、イン 
ナー カバーを開く 




4. 緑色のラベルのタブをつかみ、排出ガ 
イドを開< 



5. 済スタンプを上に引き巧いて取りが 
し、新しい済スタンプへ交換ずる 



6. 済スタンプを取り付け、カバーなどを 
元のが態に戻す 
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付録日に DN 回線を使ラとさ 


付録 B ISDN 回線を使5とを 


オプシヨンの G4 通信ユニット （DA-FG3 吕 3) を装着している場合、本機はに DN 回線に接続し、 G4 モード 
で送受信でさまず。 

ここでは JSDN 回線に接続ずる場合の、セツトアップ方法、ファクス送信の操作、トラブルび発生した場合の 
対処について説明します。 


■セットアップ方法 

本機をに DN 回線に接続する場合は、ファンクシヨン設定の[ファクス /E メール機能設赶 >[04キーオペ 
レーター 専用] >[00自局情報の登録]で、次の頂目を設定ずる必要びあります。 

( おならせ） 

•詳しくは、サービス実施会社にお問い合わせください。 

• ファンクシヨン設定の項目については、阳が及説明書(ファンクシヨン設定編)』の「4章ファクス /E メール機 
能設定」を参照して < ださい。 

• 下記の項目は、オプションの G 4 通信ユニット （ DA - FG 323) を装着している場合に表示されまず。 


フアンクシヨン設定の[ファクス /E メール機能設赶 >[04キーオペレーター専用] >[00自局情報 
の登録]での設定項目 


タブ / 

/ No . 

項目 

設定内容 

0-19 

11 

ISDN 基本番号の登録 

ISDN 回線の電話番号を設定します。 

(例） 5551214 


12 

ISDN ダイヤルインの登録 

ISDN 回線のダイヤルインを設定します。 

(例） 5551214 


13 

ISDN 数字 ID の登録 

ISDN 回線の数字 ID を設定します。 

(例） 5551214 


14 

ISDN 文字 ID (英字)の登録 

ISDN 回線の文字 ID を設定します。 

(例） 5551214 
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10 章付録 


■ G 4 フアクス送信の操作 

ISDN 回線を選択して G 4 で送信する場合は、次の手順で操作しまず。 


1 . 原稿をセットずる 

• 詳しくは、『取扱説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた(ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

2. <フアクス >を巧す 


5. テンキーゃァドレス帳で宛先を設定す 
る 

■詳しくは、「宛先を指定ずる」 （ P .18) を参照 
して < ださい。 

6. < スタート> を巧す 


3. [テンキ ー] を押す 



4. [回線選択]を巧し JSDN 回線を選択 
ずる 


議お化 I 









原稿の読み取りび開始され、受付番号と共に 

メモ U —に蓄積されまず。 

読み取りび完了ずると、ファクス送信び開始 

されます。 

( お知らせ） 

• 送信を中止したいときは、 r 通信を中止ず 
る」 （ P .44) を参照してください。 

• 原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、 
セットした原稿び最終原稿かどラかを確認 
する画面び表示されまず。画面のメッセー 
ジに従って操作してください。 

• ホ目手先び話し中などで送信でさなかった場 
合は、通信結果レポートび排出されまず。詳 
しくは、 r 通信結果レポート」か.2已 0) を参 
照して < ださい。 


画面ち上に rG 4」 と表示されまず。 


• 操作び終了したら、操作パみレの < リセット 
>を巧します。操作前の画面に戻0まず。 


282 



























































































付録日に DN 回線を使ラとさ 


■サブアドレスを設定する 

サブアドレスを入力ずる場合は、次の手順で操作しまず。 

(も； □ b を ） 

•この機能は、オンフックダイヤルでは使えません。 

(オンフックダイヤルについては、 r 相手と電話機で話してから送信ずる[手動送信]」 （P.30) を参照してくだ 
さい。） 

•あらかじめ、受信側とサブアドレスの使いかたについてミ夫めておいてください。 

•この方法で頻繁にサブアドレスを指定ずる場合は、アドレス帳登録時に、巧手の電話番号と共にサブアドレ 
スを登録しておくと便利でず。操作については、 r アドレス帳に電話番号を登録ずる」か.203)を参照してく 
ださい。 


1 . 原稿をセットする 

•詳しくは、陌巧お説明書(基本編)』の「原稿セッ 
卜のしかた（ファクス/インターネット FAX 
のとさ)」を参照してください。 

2. <ファクス>を押す 

3. [画質設定]などの機能を設定する 

• r 画質を設定ずる[画質設定]」 （P.31) を参 
照して < ださい。 

4. 電話番号をテンキーで入力する 



5. [回線選択]を押し JSDN 回線を選択 
ずる 




1234567 


rin 

nrn r~rn 
\-m I n~i nrn r~rn 
nn rri rm 



j か側 


• 電話番号とサブアドレスは、合わせて已2析 
まで入力でさまず。ただし、サブアドレスは 
20析まででず。 


• 誤って入力した場合は、画面内の[ク U 
アー]を巧ずと、1文字ずつ削除でさまず。 


6. [サブアドレス]を押す 


mrM/r- 


nrn 

iMaaJi nrn m 

I ci~\ CXI nrn 


I * I r 011 # I 



• タッチパネルディスプレイに s び表示され 
ます。 

7. サブアドレスを入力し、 [ OK ] を押す 


1234567 



8. <スタート>を押す 

通信び開始されまず。 
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10 章付録 


■ トラブルび発ちした場合の巧処 

ISDN 回線を使用している場合にトラブルび発生ずると、通信結果レポートや通信管理レポートにエラー 
コードび表をされます。 

エラーコードび表示された場合は、次の表に従って対処方法をしてください。 


エラ — コ—ド 

現象 

処置 

参照巧 

0901/ 

1901 

ISDN 回線に正しく接続され 
ていない 

ISDN 回線接続を確認し、ちラー度操作 
して<ださい 


0902/ 

1902/ 

0908/ 

1908 

本商品側で通信中に回線び 
抜けた 

ISDN 回線接続を確認し、ちラー度操作 
して < ださい。 


0926/ 

1926 

ホ目手先から応答びないため、 
通信でをない 

下記の確認後、ちラー度操作して < ださ 
い 

1. 回線は正しく接続されているか 

2. ホ目手先の電話番号は正しいか(相手先 
びファクスでない可能性ちありまず） 

3. 相手先のファクスび通信でをる状態に 
なつているか 


0970/ 

1970 

ISDN 回線から通信を拒否さ 
れた 

ISDN の回線契約を確認し、契約に合つ 
た使い方で操作して < ださい 


1416 

相手先び通信を中止した 

相手先に確認して、ちラー度送信して< 
ださい 


1432 

ポー U ング受信時、ホ目手先に 
ポー U ング機能びない 

ポー U ング受信でさません 

「受信側からの 
指示で原稿を送 
信させる[ポー 

U ング受信]」 
(P.64) 

ポー U ング受信時、ホ目手先び 
ポー U ング送信をセットし 
ていない 

ホ目手先にポー U ング送信をセツトしてち 
らつて<ださい 

1437 

パスワード通信時、相手機と 
のパスワードび一致しない 

相手機に確認して、通信し直して < ださ 
い 

「パスワードを 
使って送信ずる 
[パスワード送 
信]」 （P.87) 

セレクト通信時、ホ目手機から 
送日れてくる ID 番号び、本機 
のダイヤル番号に登録され 
ていない 

相手機に確認して、通信し直して < ださ 
い 

1440 

マルチコピー通信時、相手機 
にマルチコピー通信の能力 
びない 

7 ルチコピー通信でをません。 

「受信側で複数 
部数印刷させる 
[マルチコピー 
通信]」 （P.82) 
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付録に区コードー覧 


付録 C 区コードー貴 


文字入力の画面で、[区コード]を使ってで字を入力する場合は、次のコードー覧を参照してください。 


01 区 

0〜 

20〜 ベ、 


60 


80 




- ± X 


02 03 04 05 06 07 (8 09 


を々/ 〇 


例： > (01 区の已8番） 

区コードには01已8と入力する 


11 121314 15 


丰く > 会 之 


$$£%#&*©§☆ 


〇 


II I 


1 ) < > ()> 


タ キ 

◎ 〇 


17 


『 J 


I 第1水準 


2 \ 

旧 -- 

巧 ：— 

M U 

巧 1 

に 。 \ 
り 。/ 

2 1 ■ - 

览？一 

览 ’ - 
の： 〇 
览 . / 
览 ク 

S ’ を 
览 。 W 

a ' く 

5 > 

区 V 

-- 
m 〇 の 


U V 


P 


キ冷 

夕 ◎ 


> W 〇 
く >11 ★ 
} VII ☆ 
{/\旨 
_—I V @ 

[卓ホ 
]-- & 
[ # 
\1/ X % 
C 十-巨 
" I な 

-+ $ 

一 一 一 

ののの 


9 

8 

7 

6 

5 

M - 


1 〇 


巧 i 〔 J 
に t U 

り i n K 
2 t u S 

g 〒 ni rv 1 

g 《 Ul m » 丰 

w ▼ 3 y 寒 t 
成 ▽ lU 0 ^ 
巧 ▲ づ III b 
M A 「 i > ホ 
S ■ V 3 输 

an < ( A 

m ♦ 丄 

区 z 

----- 

^ o s w s の 


w 3 

旧 2 

u 1 

巧 o 

5 

4 

3 

2 

o 

s 

s 

の 

旅 

巧 

s 

5 

m 

区 


的 o 


G 

F z 
E Y 
D X 

c w 

巳 > 

A u 
T 

s 

R 

Q 

p 

o 

N 
9 M 
8 L 
7 K 

巨 J 

己 — 

4 H 

一 一 




呂 


c w 


b V 


一 一 
8 8 
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のこで 
旧げ て 
U けゴ 
ぐつ 
巧く つ 

M ざぢ 
巧 をち 
にび だ 
かた 
のおぞ 
の おそ 
のえ ぜ 
のぇ せ 
化ぅ ず 
巧ぅ す 
M S じ 
のい し 
の ぁざ 
U ぁさ 
区 ご 


ー ベ 
M 日の 


ほわ 
ぺわ 
ベろ 
へれ 
ぷる 
ぶ〇 
ふら 
ぴよ 
びょ 
ひゆ 
ぱゆ 
ば和 
はや 
のち 
ねめ 
城む 
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どぽ磊 
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W アサ 
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-- 
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ベ □ 
ヘレ 
プル 
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フラ 
ピ3 
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ヒユ 
パユ 
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ドポて 
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a 


p 
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w c 内 3 
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eh .e m 
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巧 口り n 
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ご 

旧 h 
L 
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巧 「 

M r 
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り+丄 
の丄 T 

ra H T 

の下 h 
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览 L 止 

巧 n H 

M 「 I- 

の r 卜 
の I + 


m 

区 


丄 


H 


----- 

^ o の w のの 


w 装 I 闇 

旧 芦案 
u i 暗 

巧 渥庵 

M 握罢 

巧 i 獅拾 

に 謹讀 
り當 B 

の 臟莫緋触 
の 逢綾 
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巧 バ哀純姐 
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8 娃娜扱 
の 晒幹 

W ァ亜置 

E W 
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異逸 
畏が溢 
為青 
椅ご 
易 W 磯 
慰郁蔭 
意パ育嵐 
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尉亥飲 
威ぃ井引 
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付録に区コードー覧 


i 映越縁 25 1嫁菓駕 
旧 M 影請猿 旧 臆夏華餓 
一^ 白嬰，^悦燕 憶嘉荷雅 
W W お営駅煙 屋巧茄賀 
巧 化丑 U 罰益贿 巧 i 加苛蛾 
M — I 窺館疫炎応 M i 佳花芽改 
巧 鶴ぇを苗淑演往 巧 I 沖価箇臥お 
に 5卯雲鋭お奥 に簡伽 稼画戒 
U 雨運詠援央 ：= 黄何未牙懐 
2 迂 i 衛掩0 2 黯仮楠我慨 
の 羽 I 喔英怨 i の覧化 巧峨悔 
の 烏 W 閨顯延巧 览澳力 下火ガ俄怪 
の 宇 M 顏宴ォ於 の 翁音巧か蚊快 
庞 5ち i 盈を塩 览王穏 歌霞廻 
巧 常¥巧框篇 巧 殴温架過壊 
M 韻 i 洩園鉛 M 欧 i 果迦塊 
S 隠¥泳円遠 S 横常眼貨回 
の 陰蔚ホ i 菌 の旺 選科摩解 
W 院 i 栄 I 信苑 W 巧 S 乙薑課会 

区 化眠ま閲離 区 基家鹏 S 介 

----- ~ ~ ~ ~ ~ 

7 日の w のの 8 日のののの 


崖廓額一經 干看館器 
旧 害各楽宣 旧 寛監韓喜 
咳嚇岳轄 一^ 官甘陥危 
外 i で学褐 W 完環関伎 
巧 劾 i 革暮 巧義港 閑キ企 
mm 脈隔滑宣 M 堪潤間願棄 
巧 i 柿閣渴茅 巧 喚ま鑑顔棋 
に 階這郭ま i に 卷汗遺頑期 
り 開 i 蛙較括 i り勧歓貫雁既 
2 蟹誦馨赫恰置 2 勘款諫廣旗 
の 巧 I 涅ち喝鎌 の刊棺 観甄机 
の 絵骸覚 i 蓋 の 寒桓竟岩揮 
の 皆糧穫 i 蒲 の 冠が牆眼忌 
庞界該 確 i 嫩望軍 庞侃敢 肝癌幾 
巧 灰街獲 W 梶1兜 巧 か乾換翰玩希 
M お蓋殻權 i M I 瓦憾宙巌岐 
8 械碍核 i ‘I 飽 S 巧慣緩岸寄 
の お涯格養構 の g 刈感簡含嬉 
W 魁概攪冀器 W I 粥患管か丸奇 
区 慨お黑 i 叶 E 幹竿館基 

ベ W 八 ペペ ~ ? 

9 日のののの の日の^^8班 


<なページへ続<〉 287 













10 章付録 


の 騎鞠吸居 の お瞬緊駆 
旧飢菊 及わ去 旧 恐克筋駆 
U 輝が抱化¥ 怯凝禽お 

軌議仇旧 置^仰禁苦 
巧 お證义給 巧 強驚琴巧 
M 貴爆が丘糾京 M 峡響欽巧 W 屈 
巧記義 逆級享 巧 境響欣狗け屑 
に 規祗蓄を i 亨 に 蠢鏡斤区3訓 
り徽疑 脚窮魚 N 叫郷錦巧樹 
の紀犠 客究禦 2 卿蠢巾俱 S 
の 稀欺 I 却球 i の 匡興巧ゥ九隅 
の季擬 i んる龜 の 協脅勤銀遇 
の 祈技 m を距 の 凶胸 i A 巧寓 
览畿戯 常汲許 览共慮 辞金 S 
巧汽宜 詰ま虚 巧 競狭稿近け空 
M 気妓橘朽渠 M 巧狂 I 玉謹5饭 
S 毅儀ち救挙 の 信況極襟虞 
の 帰ギ偽喫急拠 の 侠橋曲冷愚 
m 磯亀が吃弓拒 W 供教1局菌グ具 

区 鬼望□宮巨 区 挟業芹駒 

----- ~ ~ ~ ~ ~ 

リ 〇 の W 献の 巧 〇 のののの 


2 軍掲頸^^件 の 験固雇蝴 
旧 か群憩軽！：月 旧 顕呼姑護 
5^ 訓慧警訣 険ち跨誤 
W 薫慶詣血 W 鍵個誇語 
巧 君恵計結 旧 遣-」乎虎碁 
M の動径堂{八捲 M 軒限窥湖向 
巧 飘お莉潔拳 巧 賢嚴胡檔口 
に i 契茎み懸 に 謙言股梧厚 
り 繰型畳欠憲 ：= 見胺指悟勾 
2 i 珪繫 i 建 2 肩絞糊御効 
の i 圭継皿巧嫌 の 県現狐後な 
の 腰啓経隙堅 の 絹玄湖娛公 
W i 兄系激圍 の 視源枯吾光 
览进ま 刑稽撃喧 览研減 故吳を 
巧 减口傾お戟剣 巧 献を戸午候 
的靴パな漂^^券 M 犬幻弧伍侯 
8 0普が桂願兼 S 牽厳庫互の 
の窟裝 景迎健 の 権原己コ五で父 
W 堀ヶ卦敬 i 偿 m 検わ元孤鼓經 

区 郡携鶏お 区 験姑顧署 

----- ~ ~ ~ ~ ~ 

巧 日の W のの M 日の W のの 
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の 抗糖鉱刻 
旧 慌稿酵？^克 
口 恒硬郊¥ 

化 化皇購轟 
巧 康甲貢豪 
M 庚溝講豪；？込 
巧 広港衡拷なお 
に 幸を行壞骨 
N 营お荒合惚 
の 巧江航号 i 
览 H 構青劫證 
览 {お梗腔 i 腰 
の 孝校化鴻 i 
庞 孔杭肯高？^獄 
览好更 考香黒 
M 垢晃耕項篤 
览巧昂 綱降酷 
の喉攻 絞閣穀 
5 后控紘鋼国 

区 巧紅砲告 

----- 

巧 日の w のの 
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〇〜 


輸 

赃 

暢 

虫罪 

が、 K 

至 

煩 

m 

藝 

螺 

蠢 

蜂 

聰 

雖 

藝 

聲 

蜡 

臺 

膜 

樓 

20〜 

燒 

蟲 

蛹 

礎 

繳 

膽 

禮 

蜡 

蜂 

晓 

蝶 

擅 

蠕 

蠢 

蠢 

蠢 


蠢 

蠢 

糸聲 

40〜 

麵 

顺 

街 

涵 

衞 

衝 

衫 

责 

表 

哀 

ネ日 

巧 

巧 

桐 

缺 

核 

担 

妳 

柏 

拌 

60〜 

袍 

豪 

雲 

桂 

m 

棒 

ネ巧 

富 

裘 

裙 

裝 

裏 

桂卜 

榻 

斐 

碑 

補 

棲 

揮 

ネ扁 

80〜 

m 

裹 

猛 

擔 

確 

源 

有全 

襄 

藝 

福 

樓 

裡 

禅 

墙 

襲 






7已 

区 

01 

02 

03 


05 

06 

07 

0 B 

09 

10 

11 

12 

13 

14 

1 己 

16 

17 

18 

19 

〇〜 


懦 

摇 

補 

襟 

襯 

欄 

權 

巧 

FB=r 

覇 

覇 

寛 

崩 

媽 

親 

IS 

曲日 

視 

親 

觀 

20 〜 

覽 

臣ち 

見 

賣見 

觀 

舰 

湾 

組 

鮮 

廳 

觸 

言卜 

訖 

許 

訂 

訊 

訝 

調 

罰 

詰 

語 

40 〜 

詰 

請 

冒 

誠 

肅 

記 

詢 

誅 

m 

諫 

嚴 

誠 

菌 

詰 

誦 

詰 

謡 

話 

譯 

誰 

60 〜 

— r*H 

日疋 

諫 

=立 

己曰 

諧 

再 

=わ 
屏 

i 虐 

讀 

譯 

融 

丽 

誤 

謡 

書 

日が 

n 而 

霞 

韶 

請 

蟲 

80 〜 

言區 

簡 

き妄 

請 

震 

裏 

譯 

謂 

識 

謡 

日立 

遺 

證 

= 巧 

日早 

讀 






76 

区 

01 

02 

03 

04 

05 

06 

07 

08 

09 

10 

11 

12 

13 

14 

1 已 

16 

17 

18 

19 

〇〜 


讓 

堅 

譯 

讀 

馨 

讀 

諭 

雛 

讀 

讓 

=Mli 

識 

謹 

讚 

m 

豁 

豁 

■ 11 

劇 

臣ス 

20〜 

性圧1 

豕 

蒙 

豬 

香 

な 

疆 


K 木 

組 

狸 

貌 

絕 

批 

蕩 

賊 

厦 


胎 

比ヒ 

40〜 

it 

戴 

贬 


實 

賤 

ミ 

費 

賽 

賺 

膊 

費 

賛 

贊 

賛 

贏 

膽 

牆 

蠢 

臟 

60〜 

Iff 

最 

廈 


髓 

乏 

越 

趁 

趙 

歧 

趾 

跌 

咖 

歷 

S 5 

跌 

跟 

跋 

跪 

IR . 

足 

80〜 

跟 

既 

踞 

巧 

販 

踊 

躁 

踞 

踐 

劇 

揉 

塵 

□么 

江 同くく 

瘍 

媛 






77 

区 

01 

02 

03 

04 

05 

06 

07 

08 

09 

10 

11 

12 

13 

14 

1 已 

16 

17 

18 

19 

〇〜 


蹇 

禮 

檐 

蹈 

蹈 

戚 

蹤 

滤 

口!±1 

正の 

踰 

躍 

脈 

踏 

濃 

躁 

躍 

踢 

后を 

踏 

20〜 

禱 

躍 

Si 

躍 

S 閨 

跑 

攝 

躬 

き本 

膛 

躲 

貸 

臟 

纏 

串 L 

範 

妻 

軟 

闽 

較 

40〜 

旣 

軽 

藍 

輕 

輒 

軸 

乾 

銷 

輕 

輛 

輛 

肇 

廣 

轄 

塵 

廣 

穀 

酿 

置 

轉 

60〜 

輔 

屬 

憾 

歸 


歷 

廳 

辜 

辟 

辣 

辭 

辯 

: — 

巧 

酒 

逼 

迪 

逊 

遲 

遇 

80〜 

逼 

迹 

遲 

速 

こ双 

遙 

逍 

違 

逛 

連 

造 

透 

逵 

連 

m 






78 

区 

01 

02 

03 

04 

05 

06 

07 

08 

09 

10 

11 

12 

13 

14 

1已 

16 

17 

18 

19 

〇〜 


逗 

遐 

伯 

遵 

遭 

這 

適 

適 

違 

適 

憩 

遞 

達 

隨 

遲 

遲 

遽 

邁 

邀 

20〜 

邊 

ち 

暦 

邏 

邮 

耶 

邱 

邵 

邸 

部 

屋 

郛 

鄂 

飄 

鄙 

郵 

鄰 

13 

醜 

酸 

酣 

40〜 

酥 

酷 

酷 

醒 

醋 

醉 

酣 

酷 

醫 

酷 

腰 

廳 

體 

廳 

釀 

賢 

釉 

釋 

霞 

卸 

60〜 

飢 

蓋 

勒 

錫 

叙 

細 

釣 

新 

鉄 

m 

紐 

飯 

誠 

甜 

拒 

錢 

韵 

能 

錬 

細 

80〜 

飽 

拓 

銜 

錄 

鐘 

話 

柳 

鍊 

鏡 

銷 

銷 

飽 

銃 

錠 

銅 






79 

区 

01 

02 

03 

04 

05 

06 

07 

0 B 

09 

10 

11 

12 

13 

14 

巧 

16 

17 

18 

19 

〇〜 


離 

錢 

靜 

綴 

錯 

銳 

繊 

鍛 

鐘 

誠 

諭 

館 

鑑 

鑑 

鎭 

錢 

錢 

曇 

經 

20〜 

藝 

縮 

雛 

鑑 

漫 

縁 

鍵 

鐘 

鶴 

夺五 

鐵 

鏡 

謡 

綜 

夺四 

振 

銷 

鐵 

鐵 

鐘 

變 

40〜 

璧 

鐘 

鑛 

m 

ii 

鑑 

鐘 

ip 

鑑 

鐘 

IS 

鑽 

鑽 

M 

糸章重 

讓 

藝 

P -3 

問 

悶 

60〜 

閔 

閑 

閨 

鬧 

閨 

閨 

開 

閨 

閥 

閣 

闇 

闘 

闊 

潤 

闇 

閣 

關 

闕 

闇 

闊 

80〜 

關 

闇 

闇 

闊 

巧 

呢 

阮 

化 

肢 

阻 

巧 

陋 

陷 

陕 

陸 
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付録に区コードー覧 


80 区 0102 03 

〇〜 陕陳魔 
20 〜售锥雍複 
40 〜露曇疆函 
60 〜勒輔鞋輩 
80 〜韶韵頗頌 


04 

05 

庞 

07 

0 B 

睡 

陋 

直 

隘 

暖 

雜 

霍 

雕 

琶 

霄 

m 

靈 

歷 

麗 

靜 

转 

韓 

鶴 

餓 

驚 

頸 

頤 

顔 

韻 

顚 


09 

10 

n 

12 

13 

魄 

隙 

隧 

隱 

隱 

謹 

需 

勇 

雲 

覆 

靠 

丽 

丽 

醫 

勒 

轄 

輪 

糧 

纏 

德 

顧 

顏 

顆 

颤 

題 


14 

15 

16 

17 

旧 

19 

陽 

晴 i 

素 

あを 

诚 

を 

flt 

罪 

霖 

囊 

畫 

霞 

靈 

鞍 

勘 

軸 

缺 

輯 

飯 


韻 

韭 

麗 

盡 

竟 


81 

区 

01 

02 

03 

04 

05 

庞 

07 

0 B 

09 

10 

n 

に 

13 

14 

1已 

1白 

17 

18 

19 

〇〜 


顧 

觀 

顯 

扇 

楓 

齢 

腿 

飄 

腿 

M 

鈍 

款 

較 

師 

饌 

舗 

餘 

飽 

錯 

20 〜 

錢 

談 

餅 

m 

養 

魏 

簡 

韶 

謹 

霞 

饋 

饋 

鐵 

饒 

饌 

養 

植 

觀 

霞 

駄 

40 〜 

漏 

駄 

屋四 

馬史 

驼 

酷 

驚 

駭 

駭 

駱 

酬 

県 

愿 

麗 

顆 

雖 

餅 

丽 

壽 

騒 

60 〜 

層直 

驗 

嘉 

码 

巧の 

驟 

属喬 

麗 

驛 

驗 

驟 

驢 

麗 

麗 

麗 

處 .岳 

廳 

骨干 

殷 

酷 

聞 

80 〜 

濃 

m 

髓 

體 

讀 

彭 

霞 

髪 

雲 

實 

居さ 

髮 

蠢 

誓 

蠢 






82 

区 

01 

02 

03 

04 

05 

06 

07 

0 B 

09 

10 

り 

12 

13 

14 

15 


17 

旧 

19 

〇〜 


豎 

鬆 

囊 

鬚 

居さ 

養 

震 

蠢 

鬥 

鬧 

閱 

閱 

圖 

圃 

凶 

局 

魄 

越 

魏 

觸 

20 〜 

麵 

輕 

麗 

魚ち 

酢 

魚平 

離 

編 

骼 

嚴 

縮 

宙白 

川口 

細 

縣 

m 

飽 

，…円 

組 
… ‘m 

測 

編 

‘醉 

40 〜 

錫 

負兒 

な曰 
…'比 

を湛 

""の 

緋 

朦 

負が 

を庶 

騰 

服 

誠 

磨 

願 

觸 

懐 

川口 

觸 

…'木 

廳 

‘輔 

誠 

爵思 

60 〜 

編 

織 

獅 

な妨 

腳 

總 

藝 

精 

川 午 

顧 

を吉 

""口 

脯 

體 

廳 

度盧 

鼻 

亮 

鳩 

賴 

歷 

薦 

80 〜 

款 

鳩 

鳩 

蠢 

AW 

罵 

も 1 

黯 

至1 

鳥ち 


X 島 

合藝 

牟鳥 

衞 

聰 






83 

区 

01 

02 

03 

04 

05 

06 

07 

08 

09 

10 

11 

12 

13 

14 

1 己 

16 

17 

旧 

19 

〇〜 


我島 

霞 

縮 

島島 

巫鳥 

'鳴 

旨鳥 

妻 1 

II 

II 

鶴 

鶴 

II 

II 

驚 

11 

鷄 

鶴 

骨鳥 

20〜 

11 

鶴 

麗 

真島 

II 

勤 

廳 

11 

11 

黯 

鶏 

遐 

目目白 
ぉ 1 

觀 

靈 

齒 

M 

臣窗 

rm 

厘 

塵 

40〜 

棄 

曇 

麟 

蠢 

覽 

囊 

麥 

藝 

謹 

麵 

麵 

靡 

養 

黎 

黏 

!离 

暫 

點 

點 

m 

60〜 

EJtt 

ホロ 

i 京 

黑 

团1な 

黑日 

觀 

麗 


爺 



匪 

籠 

籠 

誠 

曇 

说 

B ホ 
は 巧 

鼻干 

齊 

齒 

80〜 

齒ヒ 


離 

m 

齡 

離 

置 

齒自 

闇足 

驢 

齒雷 

體 

寵 

龜 

禪 






84 

区 

01 

02 

03 

04 

05 

06 

07 

0 B 

09 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

旧 

19 

〇〜 


堯 

愼 

這 

瑶 

禀 

熙 
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10 章付録 


付録0熟語•記号一覧 


文字入力の画面で、[熟語]、[数字/記号]を巧して表示される文字は次のとおりでず。 

■熟語 


画面ま号 

熟語 

曲を番号 

熟語 

1/14 

ま化 

関東 

ま海 

北陸 

8/14 

都 

道 

府 

県 


中部 

関西 

近畿 

中国 


区 

市 

郡 

町 


山陽 

山陰 

四国 

九^)中1 


村 

地方 




北海道 

が田 

青森 

岩手 


曰本 

東洋 

国 


2/14 

宮城 

山形 

福島 

获城 

9/14 

株式 

ち限 

相互 

会社 


群馬 

栃木 

山梨 



銀行 

保険 

役所 



東京 

ネ申奈川 

千葉 

埼玉 


物産 

商事 

商会 

貿易 


新漏 

富山 

石川 

福井 


産業 

工業 

製作所 


3/14 

長野 

岐阜 

愛知 

静岡 

10/14 

化学 

化成 




京都 

奈良 

滋賀 

=重 


電気 

電機 

通信 

機械 


大阪 

巧庫 

和歌山 

鳥取 


運輸 

運送 

輸送 

配送 


岡山 

広島 

山 □ 

島根 


物流 

倉庫 

工場 


4/14 

香川 

徳島 

高知 

愛媛 

11/14 

会館 

商店 




福岡 

大分 

佐賀 

長崎 


本社 

支社 

本店 

支店 


熊本 

宜崎 

鹿児島 

沖縄 


営業所 

事務所 

出張所 

駐在 


旭川 

卸隘 

帯広 

函館 


部長 

室長 

課長 

係長 

5/14 

ネし幌 

盛岡 

仙台 

郡山 

12/14 

事業部 

本部 

中央 



前橋 

高崎 

水戸 

宇都宜 


部 

室 

課 

係 


横お 

川崎 

ル田原 

成田 


人事 

総務 

管理 



甲府 

松本 




経理 

会計 

財務 

業務 

6/14 

名ち屋 

豊橋 

金ミ尺 


13/14 

営業 

販売 

計画 

通信 


ま 

大ま 




企画 

渉外 

広報 

宣伝 


ネ申戸 

姫路 

徳山 



購買 

資材 

製造 



松江 

高松 

松山 



研究 

開発 

技術 

商品 

7/14 

博多 

化九州 

ル倉 

下関 

14/14 

相談役 

会長 

社長 

昆 IJ 社長 


鳥栖 

那覇 




専務 

常務 

取締役 

役員 







理事 

担当 

執行 



ま 

西 

南 

北 


様 

后凡 

巧 又 

御中 

気付 


300 

















付録 D 熟語•記号一覧 


■数字/記号 


画面番号 

記号 

幽を番号 

記号 

1/24 

1 

2 

3 

4 

13/24 

S 

T 

u 

V 


己 

6 

7 

8 


W 

X 

Y 

Z 


9 

0 




a 

b 

c 

d 







e 

f 

g 

h 

2/24 


\ 

o 

, 

14/24 


J 

k 

1 





■ 


m 

n 

0 

P 


? 

1 

，， 

o 


q 

广 

s 

t 



、 




u 

V 

w 

X 

3/24 



\ 


15/24 

y 

z 






// 

八 


A 

巨 

r 

A 


ク 

/ 

O 

— 


E 

Z 

H 

0 


— 

- 

/ 

\ 



K 

A 

M 

4/24 

〜 

II 

1 


16/24 

N 

= 

0 

n 



■ 

， 

‘‘ 


P 


T 

Y 


，， 

( 

) 

c 


0 

X 

UJ 

n 


] 

[ 

] 

I 


び 

p 

y 

6 

己 /24 

} 

< 

> 

( 

17/24 

己 

c 

n 

B 


» 

r 

」 

『 



K 

A 

u 


J 

【 

】 

+ 


1/ 

ら 

0 

灯 


— 

± 

X 

手 


P 

a 

T 

u 

6/24 

二 

キ 

< 

> 

18/24 

0 

X 

山 

0) 


< 

> 

00 

... 


A 

B 

巨 

r 


夕 

キ 

0 

, 


a 

E 

臣 

X 


" 

で 

¥ 

$ 


3 


问 

K 

7/24 

巧 

£ 

% 

# 

19/24 

n 

M 

H 

0 


& 

本 

@ 

§ 


n 

P 

C 

T 


☆ 

★ 

o 

• 


y 

0 

X 

u 


◎ 

〇 

♦ 

□ 


H 

山 

叫 


8/24 

■ 

A 

▲ 

V 

20/24 

bi 

b 

3 

の 


▼ 


干 

— ► 


R 





4— 


i 

= 


a 

6 

巨 

r 




c 

3 


A 

e 

e 

X 

9/24 

こ 

二） 

U 

n 

21/24 

3 

i/i 

M 

K 


A 

V 

~1 

与 


n 

M 

H 

0 


林 

V 

3 

z 


n 

P 

C 

T 


丄 


d 

V 


y 

ホ 

X 

L4 

10/24 

= 

与 

« 

> 

22/24 

り 

山 

L4 

b 



GO 

oc 



bi 

b 

3 

の 


I 

IT 

A 

%0 


H 





# 

b 

p 

十 






11/24 

ホ 


o 


23/24 

— 

1 

r 

n 


0 

1 

2 

3 


」 

L 

h 

~r 


4 

己 

6 

7 


H 

丄 

+ 

— 


8 

9 

A 

巨 


1 

r 

n 

」 

12/24 

C 

D 

E 

F 

24/24 

L 

h 

T 

H 


G 

H 

1 

J 


丄 

+ 

h 

T 


K 

L 

M 

N 


H 

_L 

+ 

h 


0 

P 

Q 

R 


~r 

H 

丄 

+ 
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10 章付録 


付録 E 用語集 


用語 

意味 

lOBase - T / lOOBase-TX 

イーサーネット規格の一種のことでず。 

「10/100」はバンド幅び10/100 Mbps の意味で、このバンド幅は 
単ーチャンネル•ベースバンドのベースとなっていまず。 「 T 」 は燃り 
( Twisted ) 巧の意味で、この規格のケーブルは2巧の非シールド燃り 
線からなりまず。 

ADF ( 自動原稿送り装置） 

複数枚の原稿をセットして、1枚ずつ読み取る装置のことでず。 

BPS (Bit Per Second ) 

電話回線を経由して送信されるデータ量の単位のことでず。 

本機では、常に最大の伝送速度で動作び開始されまず。その後、電話回 
線の状況や受信側ファクスの能力に応じて、自動的に速度び落とされ 
ます。 

DTMF 

(Dual Tone Multi Frequency ) 

電話機のボタンの各数字を表わず2つの周波数を組み合わせた信号で 
ず。一般に、プッシュホン式ダイヤル呼出しのことをいいまず。 

ECM 

(Error Correction Mode ) 

G 3 モードでファクス通信をずるとをに、通信エラーを自動的に訂正 
ずる機能のことでず。 

FROM 選択 

あらかじめファンクシヨン設定で登録されている、メールアドレスを 
選択ずると、本機のメールアドレスじ(外のメールアドレスで E メール 
を送信でさまず。 

G 3 モード 
(Group 3) 

現在、最ち普及している、 G 3 規格に準拠したアナ□グ電話回線用の 
ファクシミリ手順のことでず。 

IP アドレス 

インターネット上にを在ずるコンピューターなどの住所にあたる数列 
のことでず。 

ISP 

(Internet Service Provider ) 

インターネットへの接続サービスを提供ずる組織のことでず。 

ITU-T ( C . C . l . T . T .) 

国際電信電話諮問委員会（旧 C . C . l . T . T ) の略称でず。 

この機構では、現在、ファクシミリ互換性を保証ずる4グループの業界 
標準を推進していまず。 

ITU-T Image No .] 

送信速度と機器能力との比較などに使用ずる標準原稿でず。 

LAN 

(Local Area Network ) 

オフィス、工場、大学などのよラに、隣接エ U アに限定された、データの 
統合や交換のためのコンピューターネットワークシステムのことで 
す。 

LAN 中継パスワード 

LAN 中継通信を行うときに、パスワードとして使ラメールアドレスの 
ことでず。 LAN 中継送信の宛先を表ずメールアドレスの、ユーヴー名 
(@の左側)の部分と比較して、一致した場合に LAN 中継通信び行わ 
れまず。 

LCD 

操作ノ（ネルにある液晶ディスプレイのことでず。 

MAC アドレス 

装置に割り当てられる八ードウエアアドレスのことで 、 MAC ( メディ 
ア•アクセス•コント□ール）アドレスとちいいまず。 

MAC アドレスは設定不可能で、コ□ン（:）で区切られた己つの1日進 
数からな0まず。 

例：00:00:巳 0:34: fl :已〇 
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用語 

意味 

MAPI 

( Messa 呂 in 呂 Application Pr 日呂 ram 
Interface ; 

メッセージ送信のための Windows 標準インタフェースのことでず。 
ワープ□ソフトや表計算ソフトなどのメニューか日、編集中の文書を 
直接 E メールで送信ずるなどの操作びでをまず。 

MDN 

( Messa 呂 e Disposition Notifications ) 

メールび読まれたかどラかを確認ずるために、送信側から送信ずる要 
ホのことでず。 MDN 要ホを付加してメー j しを送信ずると、受信側びそ 
のメールを読んだとさに、受信確認を戻しまず。 

MIME 

(Multipurpose Internet Mail Extension ) 

インターネット上で、テキストデータ（文字情報ル U 外のマルチメディ 
ア情報ち扱えるよラに拡張した、 E メールの通信手順のことでず。 

POP 

(Post Office Protocol ) 

POP 受信サーバーにアクセスして自分宛のメールを取り出ずための 
通信手順のことでず。 

PSTN 

(Public Switched Telephone Network ) 

公衆電話交換ネットワークのことでず。ホ目互に接続された交換機と送 
信施設からなるネットワークのことでず。 

SMTP 

(Simple Mail Transfer Protocol ) 

インターネット上でメールを送受信ずるための、をな通信プ〇トコル 
のことでず。 

TCP/IP 

(Transmission Control Protocol / 
Internet Protocol ) 

インターネットで使用されているプ〇トコルのことでず。 

最も基本的な集合体(プ □ トコルスイート)であり、インターネット端 
末と別の端末との間のデータ転送を可能にしまず。 

TIFF 

( Tag 呂 ed Image File Format ) 

異機種間でのグラフィックデータの交換びでをるよラデータの前の夕 
グと呼ばれる部分を設け、データの記述あ式を記載したデータファイ 
ルのことです。本製品の TIFF ファイルは、 MH 方式によりデータを圧 
縮しています。 

TIFF イメージビューワー 

TIFF ファイルの中身を閲覧ずるための機能を持ったプ□グラムのこ 
とでず。市販の TIFF ビューワーでは、本製品から送られた TIFF ファイ 
ルを表示でをない場合びありまず。 

宛先名 

アドレス帳やプ□グラムダイヤルの登録名のことでず。 

イーサーネット 

LAN 上のコンピューターおよび装置をネットワーク化ずる最ち一般 
的な通信規格のことでず。ほとんどのタイプのコンピューターび対応 
していまず。 

イメージメモ U —容量 

読み取った原稿を記憶ずるためのメモ U —容量のことでず。 

本機では JTU-T 勧告の Image No . 1原稿をき準にして、読み取り巧 
能枚数を規定していまず。 

インターネット 

ホ目互に接続された、 TCP/IP プロトコルを使用ずるさまざまなネット 
ワークの巨大な集合体のことでず。個々のネットワークび接続され、全 
世界をつなぐ巨大なインターネットをお成していまず。 

イントラネット 

会社内部または組織内部にある非公開のネットワークのことでず。 

イントラネットでは、公開されているインターネット上と同じ種類の 
ソフトウェアを使用しまずび、その用途は内部的なちのに限定されま 
す。 

エラーコード 

通信エラー、トラブルなど発生時に表示ずるコードのことでず。 

クライアント 

クライアント （ 端末）コンピューターのことでず。 LAN 上でデータ 
ベース共用、グループ作業や通信を行ラとさに使用しまず。 

グループダイヤル 

複数宛先を登録したプ□グラムダイヤルのことでず。1回の操作で複 
数宛先の指定びでさまず 
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用語 

意味 

最終宛先 

LAN 中継通信時の最終送信宛先のことでず。 

サーバー 

クライアントに巧して、データ資源、通信接続、データ保を空間、その他 
のサービスを提供ずるコンピューター（または装置)のことでず。 

例えば、メールサーバーソフトウエアはネットワーククライアントび 
メールアカウントを保有してメールの送受信を行なラことを可能にし 
ていまず。 

サブアドレス 

受信文書のルーティング、転送、または中継をずるための ITU - T 勧告 
です。 

サブアドレスパスワード 

サブアドレスに巧応ずる追加機密保護のための ITU - T 勧告でず。 

サブネットマスク 

ネットワーク ID で定義されたネットワークのサブセグメントを管理 
するためのマスクビット列でず。 

自局 

ファンクシヨン設定で登録しておく、本機の名前のことでず。自局を登 
録をしておくと、通信のとさに相手機に自局の情報を表示でさまず。自 
局の情報には、発信元名、文字の、数字 ID びありまず。 

ファクスパラーメーターリスト 

ファクスのファンクシヨン設定の設定値を確認できる U ストのことで 
す。 

自動受信 

着信ずると、自動的にファクス受信を開始ずる受信方式のことでず。 

受信側パスワード 

受信前に照合される4巧のパスワードのことでず。 

手動受信 

着信ずると、呼び出し音び鳴り続け、受信の操作をしてか日ファクス受 
信を開始ずる受信方式のことでず。 

数字 ID 

ファンクシヨン設定で登録してお<本機の電話番号のことでず。通信 
時に、相手のディスプレイやレポートに表示されまず。 

済スタンプ 

送信び完了した、またはメモ U —へ読み取ったことを確認ずるために、 
巧ずスタンプのことでず。済スタンプの r あり」、「なし」は必要に応じ 
て切り替えでをまず。 

セレクト受信 

アドレス帳に登録されている電話番号の下4巧と、送信側の数字 ID の 
下4巧を照合し、一致した場合にだけ受信ずる機能のことでず。 

セレクト送信 

アドレス帳に登録されている電話番号の下4巧と、受信側の数字 ID の 
下4析を照合し、一致した場合にだけ送信ずる機能のことでず。 

送信側パスワード 

送信時に照合される4巧のパスワードのことでず。 

送信予約 

本機び別の機能を実行しているとさに、次の送信を予約しておくこと 
です。 

送信通知 

送信側のインターネット FAX か b 受信側のインターネット FAX へ送 
日れるメッセージで送信通知 （ MDN ) 要巧のことでず。 

受信側のインターネット FAX は、メッセージ(メール)を読むと送達確 
認メッセージを返送しまず。 

タイマー送信 

送信ずる時刻を指定ずる機能のことでず。 

タイマーポー U ング 

ポー U ング受信をずる時刻を指定ずる機能のことでず。 

ダイレクト SMTP 

メールサーバー （ SMTP サーバー)を経由せず、ファイアーウォール 
(イントラネット）内でインターネット FAX び互いに直接通信をずる 
機能のことです。 
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用語 

意味 

蓄積原稿 

送信ずるために読み取り、メモ U —に蓄積されている原稿のことでず。 

中継アドレス 

LAN 中継通信をするために登録している、3析のアドレス帳番号で 
す。 

LAN 中継ファクス 

中継同報をずるとをに、指定された宛先へ受信文書を順次同報をずる 
役割をずるファクスのことでず。 

中継発信ファクス 

中継ファクスに巧して、原稿を送信ずるファクスのことでず。 

中継発信ファクスか b LAN 中継ファクスへ原稿を送信ずると 、 LAN 
中継局では、その原稿を最終受信側端末ファクスへ同報送信しまず。 

中継同報 

中継ファクスとなるファクスを中むにして、同報を行ラ機能のことで 
す。 

中継発信ファクスから LAN 中継局に原稿を送信ずると、 LAN 中継局 
では、最終受信ファクスへ原稿を同報送信しまず。 

中継ネットワーク 

中継局経由で通信ずる機器のネットワークのことでず。 

最終受信ファクス 

LAN 中継ファクスで、最後に原稿を受信する端末のファクスのことで 
す。 

重複印刷 

縮ルできないくらい大きな原稿は、約10 mm 重ね合わせて2つの 
ページに分割して自動的に出力されまず。 

直接ダイヤル 

電話番号または E メールアドレスを、テンキーや文字ボタンで入力ず 
ることでず。 

通信管理レポート 

最新の通信結果び記載されたレポートのことでず。通信管理レポート 
は、印刷したり、ディスプレイ上で確認したりできまず。 

な電カモード 

設定した時間を経過ずると、本機内部の定着器を OFF にして、待機 
モードよりちさらに消費電力を抑えてエネルギーを節約ずるモードの 
ことでず。 

デフオルトルーター IP アドレス 

ルーターのアドレスでず。インターネット FAX との通信時に他のネッ 
トワークびどのルートをとったらよいか判断ずるときに使用しまず。 

テンキー 

操作パネルにある数字キーのことでず。 

同報送信 

複数の宛先に同じ原稿を送信ずる機能のことでず。 

ドメイン名 

インターネットに接続された個々のコンピューターを識別ずるための 
名前のことでず。 

ドメイン名は DNS サーバーによって IP アドレスから翻訳されまず。 
これは、 IP アドレスび変更された場合でち、ユーヴーに親しみやすい 
(記憶されやずい)名称を保持ずることび目的でず。 

ネットワーク 

2台じ(上のコンピューターを相互に接続し、 U ソースを共ちずると、コ 
ンピューターネットワークになりまず。さ日に2つじ(上のコンピュー 
ターネットワークをつなぐと、インターネットびお成されまず。 

濃度 

送信ずる原稿に合わせ、読み取りの濃度を設定ずる機能のことでず。 

ノ（ナソニックスーノ（ースムージング 

画質を向上ずるため、ノ（ナソニック独自の画像処理技術のことでず。 

八ーフトーン 

黒と白の中間色（グレー)のことでず。八ーフ1-ーンは、階調で表現しま 
す(例:256階調)。 
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用語 

意味 

八ンドシェーキング 

送信側と受信側び通信ずるために、双方の通信方法、条件、プ〇トコル 
などを、実際にデータを転送ずる前にやり取りしておく手順のことで 
す。 

ビューモードー通信管理 

通信管理レポートを印刷せずに、通信管理の簡単な内容をディスフレ 
イに表示ずる機能のことでず。 

ビューモードー通信予約ファイル 

通信予約レポートを印刷せずに、通信予約ファイルの簡単な内容を 
ディスプレイに表示ずる機能のことでず。 

ファイル 

六モ U —を使った送受信を行なったとさ作成されるモ U —内の文書 
と通信の指示のことです。 

ファンクシヨンキー 

コピー、スキャナー、ファクスの各機能を使ラとさに巧すキーのことで 
す。 

符号化ち式 

ファクス通信をずるとをに、送受信ずるデータを圧縮ずる方式のこと 
でず。本機では、 Mo 出 fied Huffman ( MH )、 Mo 出 fiedRead ( MR )、 
Modified Modified Read ( MMR ) 符号化方式を採用していまず。 

印刷縮ルモード 

本機にセットされた用紙に収まるよラに縮ルして印刷ずる機能のこと 
でず。 

プ□グラム 

複雑な機能の操作をプ□グラムボタンとして登録したり、複数の宛先 
を登録してグループボタンをとして使ラ機能のことでず。 

プ〇トコル 

複数のコンピューターなどび通信をずるための、ミ夫め事や言語のこと 
です。 

業界には多くの種類のプロトコルびを在し、にやコンピューターを内 
蔵している製品は、どれちある種のプロトコルを利用していまず。 
インターネットでは、100を越える標準び共同して TCP / IP プ□卜 
コルを構成し、インターネット通信を滑日かで信頼でさるをのにして 
いまず。 

ヘッダー 

送信側ファクスび送信ずる、また受信側ファクスび各ページの先頭に 
印刷ずる部分のことでず。へッダーには、送信側ファクスの発信元情報 
(曰時など)び印刷されまず。 

ホスト 

ネットワーク上の他のコンピューターを集中管理ずるコンピューター 
のことでず。ホストは ドメイン内で唯一のホスト名を持ちまず。ホスト 
は全ドメイン名 （ FQDN ) の最初(左端)の部分となりまず。例:本機の 
メールアドレスび Fax @ fax 01. panasonic . com であるとずると、 
「 faxOl 」はホストに、 「 Panasonic . com 」 はドメインに相当しまず。 

ホームページ 

ブラウヴー起動時に最細こ表おされるぺ一义あるいは会社、組織など 
の主要なウエブページのことでず。 

ポー1」ング受信 

別のファクスから原稿を取り出ず機能のことでず。 

ポー1」ングパスワード 

ポー U ングび行なわれている原稿に巧しパスワード (4 巧)で、機密保 
護をずる機能のことでず。 

メモ U —送信 

原稿をメモ U —に読み取ってから送信ずる機能のことでず。 

メモ U —代行受信 

用紙またはトナーびなくなったときに受信した原稿をメモ U —に蓄積 
する機能のことでず。 

メモ U —転送 

全ての受信文書を設定しておいた宛先へ転送ずる機能のことでず。 

メールアドレス 

メールでデータを送受信ずるためのアドレスのことでず。メールアド 
レスは、ユーヴー名、サブドメイン名、ドメイン名で構成されていまず。 
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用語 

意味 

メールゲートウェイ IP アドレス 

メールサーバーのアドレスのことでず。 

メーリングリスト 

あるアドレスにメールを送信ずると、自動的にメー U ングリストに登 
録されている複数の人に E メールのコピーを送信ずるための E メール 
アドレスのことでず。 

文字 ID 

フアンクシヨン設定で登録しておく本機の名前(カタカナ）のことで 
ず。巧手のディスプレイやレポートに表示されまず。会社名などの情報 
を登録しまず。 

モデム 

電話回線経由で伝送でをる信号に変換ずる装置のことでず。 

ルーター（ゲートウェイ） 

複数の LAN 間の通信を巧能にずるネットワーク装置のことでず。イン 
ターネットでは、それぞれの LAN のルーターび、インターネットを経 
由して転送ずるデータの経路を管理していまず。 
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Microsoft. MS-DOS.Windows.Windows NT、Windows Server 、 PowerPoint 、 日 ut 100 k I ま、 
米国マイク □ ソフト社の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 


インテル 、 Intel □□.Intel Inside □ ゴ、 Itanium 、 Pentium は、米国およびその他の国における 
Intel Corporation またはその子尝社の商標または登録商標です。 


USB-IF の□ゴは Universal Serial Bus Implementers Forum, Inc の商標です。 


TrueType は、米国 Apple Computer, Inc の登録商標です。 


Novell 、 NetWare 、 intraNetWare.NDS は、米国 Novell ， Inc . の米国およびその他の国における 
登録商標です。 

PeerlessPa 呂 STM は Peerless Systems Corporation の商標です。 

PeerlessPrint 狼と Memory Reduction Technolo 呂 y® な Peerless Systems Corporation 
の登録商標です 。© 200 己 PEERLESS Systems Corporation. 

PCL は、米国ヒューレツト • パッカード社およびその子舎社の商標または登録商標です。 


Adobe.Adobe PostScript.PostScripts.Reader は 、 Adobe Systems Incorporated 

( アドビシステムズ社 ) の米国な！ 5 びに他の国における商標または登録商標です。 

© 20 日己 Adobe Systems Incorporated ( アドビシステム社） 


Universal Font Scalin 呂 Technology (UFST) および、そのすベての書体は A 呂 fa Monotype 社 
よりライセンスを受けています。 


ColorTune® は米国の特許商標局で登録されている A 呂 fa-Gevae け N.V. の登録商標であり、そし 
て他の管轄区域で登録されている場合があります。 

Agfa Monotype Corporation か 5 ライセンスしている ColorTune® の技術により、生成および編 
集したカラープ □ ファイルを使用しています。 


その他の本書に記載されているを社名および製品名はそれぞれの各社の商標または登録商標です。 


本機には GNU General Public License に基づきライセンスされるプ □ グラム 、 GNU LesserGeneral 
Public License に基づきライセンスされるプ□グラムおよびその他の才ープンソフトウエアが含まれ 
ています。その詳細およびライセンス条件については、添付の取扱説明書 CD-ROM を参照してくださ 
い。 



便利メモ（おぼえのため、記入されると便利です) 


お買い上げ曰 

年月 曰 

DP - C 262/ C 262 F / C 322/ C 322 F 

販売店名 

電話 （ ） - 

サービス 
実施会社名 

電話 （ ） - 


パナソニックコミュニケーションズ株式会社 
オフィスネットワークカンパニー 
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